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ラメント




Ⅰ．はじまりの歌








原作：淵井 鏑（ニトロプラス）

著：後藤リウ
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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ









Ⅰ．火楼（カロウ）

Ⅱ．迷いの森

Ⅲ．藍閃（ランセン）

Ⅳ．四色の光に満ちた地



あとがき


解説　淵ふち井い鏑かぶら
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　一いつ対ついの手に五本の指、

　一対の足で立って歩く、

　歌をうたう神がいた。

　耳と尾おを持ち翼つばさ負う、

　リビカを妻に娶めとりし神。

　やがてリビカは身ごもりて、虹にじ色いろの卵を産みにけり。

　虹色の卵、陽光ひに虹色に輝かがやきて、

　そのあまりの眩まぶしさに、リビカは思わず目を背そむき、

　卵は天より転げ落ち、雲に当たって砕くだけ散る。

　卵の中より出いでし「種」、

　リビカの歌で目を覚まし、

　芽め吹ぶいた大地が広がって、

　紡つむがれるのは、はじまりの歌。




　これは、はじまりの物語。
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　黒い耳と黒い尾、黒い痣あざをもつ者が現れるとき、この世界は禍わざわいにのみ込まれる──









　木々の枝は闇やみのなか広げた鉤かぎ爪づめ。そぼ降る雨がささやくように無数の葉を揺ゆらす。しかしその下を駆かけるコノエの耳には、自分の激しい息づかいと、遠くで叫さけび交かわす猫リビカたちの声しか入らない。

　道しるべの葉が雨に濡ぬれて青白く光り、激しく藪やぶをかき乱して駆け抜ぬけるコノエの姿を一いつ瞬しゆん、浮うかび上がらせた。すらりと伸のびた手足はしなやかで、体つきや顔だちには少年時代を脱だつしたばかりの頼たよりなさがただよう。薄うす茶ちやの髪かみが雨に濡れて額に張りつき、その顔にはいま、追われる者の切羽つまった表情があった。

　若い猫は走る。下生えを蹴け散ちらし、倒とう木ぼくを跳とび越え、雨と闇を貫つらぬいて走る。

　その背後でいくつもの火が揺れ、気が立った調子の声が叫び交わす。あっちだ──逃にがすな──まるで狩かりの獲え物ものを駆り立ててでもいるかのようだ。追ってくる彼らは、本来ならコノエの帰属する者たち、親しいとは言えなくとも、すべて見知った顔ぶれだ。それなのに──

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　考える余よ裕ゆうもないはずなのに、コノエの頭をその問いが絶望的に駆けめぐる。

　どうして、いったい──？

　まるで終わりのない悪夢に閉じ込められ、目覚めを心待ちにしながら走り続けているようだ。じっとりと死を含ふくんだ凶きよう暴ぼうな暗くら闇やみ、ちらちらと揺れるたいまつのあかりも、夢の一コマに感じられる。早く逃げなければ、この夢から抜け出さなければ。しかし頰ほおを打つ雨の冷たさは本物。背後に迫せまる脅きよう威いも現実のものだ。

　どうして、おれが──!?

　いくらくり返しても詮せんない言葉を自らに問いながら、彼の心はつい数日の昔に飛び戻もどっていった。悪夢の始まったあの日に。




　三角の耳がピンと立っている。押し殺ころした息づかいが耳みみ障ざわりに響ひびく。木々の間に走る小道の上で、コノエは一匹ぴきの猫リビカと睨にらみあっていた。灰色の硬かたい毛を逆立てた猫──隣りん家かのシンだ。

「なんの用だ、シン」

　コノエは相手に向けた視線を片時も動かすことなくたずねた。強い光を宿した目は琥こ珀はくの色、毛並みは枯かれ葉はを思わせるやわらかな茶色だ。だが訊きくまでもなく、どんな用かはだいたいわかっていた。

「なんの用だ、だと？」

　シンはわざとらしく語ご尾びを上げる。灰色の毛並みの猫は、コノエを馬ば鹿かにしたような笑えみを浮かべている。

「いいかげんはっきりさせようぜ、コノエ。ここは俺の縄なわ張ばりだ。勝手にうろつかれちゃ困るんだよ」

　その手はすでに、腰こしの短たん剣けんの柄つかにかかっていた。コノエはうんざりしてため息をつく。

「何度も何度も、本当に懲こりないな、おまえ。ほんの少し道が重なってるだけだろ？　わざわざ難なん癖くせつけるのはよせよ」

　こういう諍いさかいははじめてではない。コノエとシンの縄張りは隣となりあっていて、この小道のところで重なる。それをシンはことあるごとにあげつらい、所有権を主張するのだ。今日もわざわざ、こちらが来るタイミングを見計らって待ちかまえていたのだろう。たんにケンカをふっかけたいだけなのかもしれない。

　べつに小道ひとつ譲ゆずるくらい、コノエはかまわない。だがこういう相手に簡単に譲ると、こちらが弱気になっていると見てさらにごり押ししてくるものだし、気にくわない相手に縄張りをわけてやれるほど寛かん大だいなたちでもない。コノエはシンが気にくわない。この村にいる猫のほとんどが気にくわない。

　そうでなくとも、猫にとって縄張りは尻尾しつぽと同じくらい大切なものだ。それは猫の本能でもあるが、生きるために必要な地じ盤ばんなのだから当然ともいえる。猫は縄張りのなかで狩りをし、食べられる木の実や野草を得る。まっとうな猫ならば朝起きたら身み繕づくろいし、自分の縄張りを見回ってマーキングを新しくするものだ。そうやってたえず維い持じしている縄張りなのだ。誰だれかに渡わたしたいはずがない。

　それにしても、シンの挑ちよう発はつはしつこすぎた。

「やるのか？　それとも尻尾を下ろして逃げ出すのか？」

　ついに短剣を抜き放つ。刃やいばのきらめきを目にして、コノエも声を荒あららげた。

「いいかげんにしろ！　ケンカしたいんなら、よそでやれよ、シン！」

「あいにく──」

　シンは短剣を構え、深く身をたわめた。

「──俺はおまえとやりたいんだよ！」

　はじけるように、その足が地面を蹴けった。コノエは飛び退すさりながら、自分も短剣を鞘さや走ばしらせる。頭上に掲かかげた刃が、かん高い金属音とともに衝しよう撃げきをはね返す。シンのぎらつく目が鼻先をかすめる。瞳どう孔こうが縦長に絞しぼられた、殺気に満ちた目。

「なんでっ……!?」

　コノエは少なからず衝撃を受けていた。猫同士の縄張り争いはよくあることだ。争いが昂こうじて殺しあいになることも。だがたいていは素す手ででのやりあいで決着をつける。シンのことは少しばかりイカレたヤツだと思っていたが、いきなり剣を抜くほどとは思っていなかった。

　シンが吐はき捨てる。

「なんで？　ハァッ！　おまえが気にくわねえんだよォッ！」

　叫さけびとともに踏ふみ込み、勢いを乗せて剣を横に薙なぐ。コノエは上体を反らして胸むな元もとを襲おそう刃をかわし、そのまま両手で後方の地面をついて身をたわめた。蹴り上げた足がシンの顎あごをとらえ、シンは大きく後方へよろめく。

「ぐッ……！」

　呻うめき声が漏もれ、シンの目の焦しよう点てんが一いつ瞬しゆん揺ゆらぐ。そのときにはコノエは足あし下もとから伸び上がるようにして、相手の懐ふところに飛び込んでいた。握にぎった剣の柄が、シンの手首に振ふり下ろされる。その手から剣が飛び、草むらのなかに突つき刺ささる。シンはとっさに得物を取り戻もどそうと身を泳がせ、コノエはその足を払はらった。シンの体があっけなく、地面の上に転がる。相手が動くよりまえに、コノエはその胸を踏みつけ、短剣を構えた。

「どうだ？　まだやるか？」

　見下ろしながら、冷ややかに訊いてやる。

「くそッ……！」

　シンの顔が屈くつ辱じよくに紅潮し、往おう生じよう際ぎわ悪くもがこうとする。コノエはその胸に乗せた足に力を込め、切っ先を喉のどに突きつける。琥珀の目は殺意を乗せて細められたままだ。

　猫リビカの目は噓うそをつかない。感情が高ぶれば瞳孔が収縮し、針のように尖とがる。シンは彼の怒いかりをありありと感じとったのだろう。のけぞって両手を上げた。

「わ……わかったよ！　認める！　俺の負けだ！」

　やけになったようにわめく。コノエは醜しゆう悪あくに歪ゆがんだ相手の顔をしばらく睨み据すえたあと、ようやく胸から足を下ろした。

　シンは呻きながら身を起こし、蹴られた顎をさすりながら、じりじりと後ずさる。その口から憎にく々にくしげな声が漏れた。

「チッ……親なしッ子のくせに！」

　瞬間、コノエの頭にカッと血が上る。その手が草むらから拾い上げたものを、シンに投げつける。刃のきらめきがシンの頰ほおをかすめ、背後の木の幹に突き刺さった。

「おまえの剣けんだ」

　凍こおるような声でコノエが告げる。シンの顔が恐きよう怖ふにこわばり、尻尾が倍の太さにふくらむ。彼はそそくさと短剣を抜ぬき、それ以上捨てぜりふも出ないようすで逃にげ去った。

　コノエは大きく息をつく。

　イカレてる。

　誰だれも彼も──おれもだ。

　あんなくだらない中傷なんかで、一瞬とはいえ我を忘れるなんて。

　彼は服についた草を払い落とし、中断していた見回りに戻ることにした。ときおり立ち止まっては、縄なわ張ばりの境界線を示すために、木の幹に自分の爪つめ痕あとを残す。これがマーキングだ。木の傷の新しさや匂においで、猫たちは縄張りの主がちゃんと見回りをしているかどうか見分ける。もし自分の縄張りを留守にしたら、一週間やそこらでたちまちほかの猫にのっとられてしまう。

　コノエは二、三日まえに目をつけておいたミミクの実が熟しているのを見つけ、すばやくよじ登って収しゆう穫かくした。大昔、猫はいまのような姿ではなく、全身に毛が生えた小さな獣けものだったという。獣だったころの猫は肉食だったらしい。コノエたちも、ウサギやジリスなどの小動物を捕とらえて食べはするが、果物や木の実も食べられる。ことに現在のような世の中では、木の実は貴重な地の恵めぐみだ。

　歩くにつれて、朝あさ露つゆに濡ぬれた草からすがすがしい匂いが立ちのぼり、見上げると、木この間ま隠がくれに陽の月がちらちらと輝かがやきを見せる。心安らぐはずの朝のひとときだ。それなのに、コノエは頭上からのしかかるような重苦しさから逃のがれることができない。

　コノエだけではない。いま、ひそやかな不安と飢うえが、祇シ沙サに住むすべての猫の上に、暗雲のように覆おおい被かぶさっていた。

　猫リビカたちが祇シ沙サと呼ぶこの国は、周囲を黄色い海に囲まれ、森に覆われた豊かな島だった。島の周囲に入り組んで広がる珊さん瑚ご礁しようのために、近年は外海へ漕こぎ出すこともなく、「海の向こうの遠い国々」の話は、伝説ともおとぎ話ともつかない調子で、歌うたいたちの歌に出てくるくらいだ。

　大地は西から昇る〝陽の月〟と東から昇る〝陰の月〟が交こう互ごに照らす。〝陽の月〟という呼び方は、昔あったという〝太陽〟の名前に由来している。昔、昼間にこの世界を照らしていたのは黄色くて大きな〝太陽〟というものだったが、ある日、海に落ちて沈しずんでしまった。照らす光を失った大地は暗黒に包まれ、それを嘆なげいた女め神がみリビカが月を二つに割って、昼と夜の世界を照らすように命じた。いま、海が黄色いのは、その〝太陽〟が沈んだせいだという。

　島のほぼ中央に位置する藍ラン閃センには猫たちが集まり、大きな〝街〟を形成している。そこには木よりも高い建物があって、何千、何万もの猫たちが往ゆき来し、商店には祇沙の各地から運ばれてくる、見たこともないような産物があふれているのだという。だが、祇沙の多くの村は、コノエが暮らす火カ楼ロウのように、縄張りを守って生活する猫が集まって暮らす、昔ながらの小さな集落だ。ごくまれに飢き饉きんの年などもあったが、この島の豊かな自然はずっと、狩かりの獲え物ものやたわわな実りを、そこに住まう者たちに与あたえ続けてきた。

　そう……かつては。

　コノエは木の梢こずえに一羽の鳥がとまってさえずり始めるのを見ていた。鮮あざやかな赤い胸をした美しい鳥。まるで血を流しているように。

　心和なごませる小鳥のさえずりさえも、いまは偽いつわりの輝きかと疑わずにはいられない。どこも変わりなく見える世界も、針の先でつつけばたちまち破れ、その皮の下から血と膿うみをあふれさせる。爛らん熟じゆくしてはじけた果実のように──。

　それがいつから始まったのか、誰だれも知らない。

　いつからか、森は猫たちを拒こばむようになった。

　ある日、火楼の幼い雌めす猫が両手から血を流しながら帰ってきた。森の奥へ薬草を摘つみに出かけたその子猫は、驚おどろいて問いつめる親たちに泣きながら訴うつたえた。

　痛い草がいっぱい生えていたの。触さわったら草が嚙かみついたの──と。

　そのときおとなたちは、こどものことだから、ツルギ草のような鋭するどく硬かたい葉にうっかり切られたのだろう、くらいに考えていたのだという。しかし、ほどなく彼らは、子猫の言葉をわが身で体験するようになる。痛い草。嚙みつく草。

　その森は一見、変わりなく見えた。いや、そこにあるものはすべて、ほかとは違ちがう光で照らされているかのように、くっきりと色鮮やかに目に映った。だが、その色鮮やかな世界は猫たちの手を拒んだ。草だけではない。木や花も、鳥や虫も、そこにあるものすべてが触ふれることのできないなにかに変わっていた。無理に触れようとするとまるで刃は物もののように手を突つき刺さし、引き裂さく。これまで自分たちを養ってくれた世界が、いきなり牙きばをむいて嚙みついてきたのだ。

　そしてそれは火楼だけのことではなかったのだ。隔かく絶ぜつされたこの地に伝わる伝聞は遅おそい。しかしほどなく、猫たちはこれが祇沙の各地に起こり、しかも、徐じよ々じよに広がりつつあることを知るようになる。

〝虚うつろ〟──猫たちはそれをそう呼ぶようになった。

　火楼でもはじめは、村を囲む森の奥の、さらに奥に行きさえしなければ、それに出くわすことはなかった。だから猫たちは極力、それが存在しないのだというふりをして過ごすことができた。だが、やがて、彼らも気づき始める。昨日まで入れた場所に、色鮮やかな異空間が広がっていることに。それに気づかず、命を落とす者も現れた。〝虚ろ〟に侵おかされたものをうっかり口にすると、それは猫の体を内側から切り刻む。木の実や草ならば気をつけていれば避さけられる。しかし、動くものは難しい。〝虚ろ〟に汚お染せんされた小動物はその場にじっとしているとは限らない。ふつうの森で狩った獲物が、すでに〝虚ろ〟に侵されていることもある。猫たちは〝虚ろ〟から離はなれた縄なわ張ばりのなかでさえ狩りができなくなった。

　もはや厄やく災さいを無視することは不可能だった。いくら無視しようとしても、それは森のなかから声こわ高だかに猫たちを嘲あざ笑わらっていた。

　やがてその厄災は現実的に猫たちの暮らしを圧あつ迫ぱくし始める。狩りはほぼ不可能となり、食用の草や木の実を得られる森はどんどん減っていき──猫たちはわずかな食しよく糧りようをめぐって争うようになった。さいわいにも村の中心部にまだ〝虚ろ〟は入り込んでいないが、その背後に広がる森からの恵みを期待できなくなったいま、村は深刻な食糧難にあえいでいた。

　もう秋も終わる。四季を通じて温暖なこの島も、短い冬の季節にはすべてが枯かれ果てる。森が正常だったころには、実りの秋に猫たちは食糧をため込み、来きたるべき冬枯れに備えた。だが、いま、充じゆう分ぶん冬を越こせるだけの収しゆう穫かくはとうてい得られない。

　コノエはさえずる鳥を見上げながら、身近に迫せまった恐おそるべき季節に思いをはせる。

　はたしてこの冬を、自分は乗り切ることができるのだろうか……？

　わずかばかりため込んだ木の実が尽つきたら……雪の下に埋うまった草の根すら見つけられなくなったら……いや、それより──

　飢えよりもっと恐ろしい運命が、ある日、自分の上に降りかかったとしたら──？

　そこまで考えて、コノエは自分の思考を断たち切った。

　なにもかも狂くるい始めている。そう、誰だれもがおかしくなって当然だ。

　自らを取り囲む世界が、じわじわと病に汚けがされ、変へん貌ぼうしつつあるのだから。




　コノエは母親に育てられた。父親のことは、顔も知らない。コノエが生まれるまえに死んだ。どうやら火楼の猫ではなかったらしい。そのせいか村では、母子に対して風当たりが強かった。当時からすでに減り始めていた雌めすが、村の血を受け入れずによそ者の子を宿すなどけしからんということだろう。だが、母は周囲の冷たい目など、なんとも思っていなかった。

　──あいつらは私のことを、勝手に自分たちのモノだって決め込んでいたのよ。

　村の雄おすたちに嫌いやがらせを受けたときなど、母はそういってせせら笑ったものだ。そんな母の勇ましい表情、物言いが、コノエは好きだった。

　──だから私は父さんを選んだのよ、コノエ。あのひとが、ちゃんと一匹ぴきの猫として私を見てくれたから。こどもを産ませるためのモノとしてじゃなく。

　いつも気の強い母だが、父の話をするときは、その表情はやわらぎ、少女のようになった。そんな母の表情も、コノエは好きだった。

　──だからコノエは、いつも胸を張って生きなさい。母さんと父さんが愛しあって、そうして生まれたのがおまえなんだから。

　誇ほこりを持って生きろと母は教えてくれた。周囲の雄おす猫にも一歩も退かず、たったひとりで縄張りを守ってコノエを育て上げた。コノエは母が大好きだった。

　そんな母も、いまはいない。いくつかまえの冬に、病気であっけなく逝いってしまった。その死を看み取とったのはコノエひとりだった。

　コノエはひと束の花を手に、村のなかを走る通りを歩いていた。といってもそれは、里を離れた森のなかとたいしてかわりはないのだが。それなりの広さをもった縄張りのなかに、猫たちは小さな家を結び、隣となりとは距きよ離りを保って暮らしている。猫たちは誇り高く孤こ立りつを好みつつ、そのくせ集落を離れてたったひとりで生きることはよしとしない。

　道を歩くと何匹かの猫と行き会うが、誰もがコノエと目を合わそうとはしない。コノエの方も彼らを無視して歩く。親なしになった異分子のこどもになど、誰もかかわろうとはしない。自分たちが生き抜ぬくことも困難なこのご時世に。

　通りの途と中ちゆうにリビカの祠ほこらがあり、コノエは手にした花の一本をとって供えた。女め神がみリビカが祀まつられた小さな木の祠は、手入れする者もなく荒あれ果てている。コノエが小さいころは、まえの家に住む年老いた雌めす猫が毎日掃そう除じをし、お供えをしていたのに。

　コノエはその猫を「おばあちゃん」と呼んでいた。おばあちゃんは「リビカさまにお供えしておいで」と幼いコノエに花を渡わたし、彼が言われたとおりにすると頭を撫なでて、好物のクイムの実をくれた。村のなかでコノエをかわいがってくれた数少ない猫だった。その「おばあちゃん」もずっとまえに死んだ。コノエの好きな村猫はみんな死んでしまった。
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　荒れ果てた祠に花を捧ささげたのは、もういない「おばあちゃん」の思い出のためだ。コノエもみんなも、とうに神さまなんて信じるのをやめていた。

　コノエは道を折れ、村の墓地に足を踏ふみ入れた。丸石を載のせただけのささやかな墓の間には雑草が生い茂しげり、うら寂さびれた秋風に揺ゆれている。

　コノエのめざす墓石は、墓地のなかでももっとも新しい一群だった。最後の墓がつくられてから、ずいぶん年月が過ぎたが、墓場は見捨てられて参る者もまれだ。そのあいだに数えきれないほどの猫がこの世を去ったというのに──。

　母の墓に秋の花を手た向むけながら、唐とう突とつに、コノエのうちに怒いかりが頭をもたげる。

　いったい神さまがなにをしてくれる？　猫たちを生み出し、月を割るような力があるなら、どうしてリビカはこんな地じ獄ごくを放っておくのだろう？




　墓参りが終わり、コノエは家へ帰ろうとした。だがその足を、後ろから引き止めるものがあった。かすかな歌声。コノエは振ふり向いた。

　誰だろう。誰かが歌っている。広場の方だろうか。透すき通った風に乗って、きらめく声が切れ切れに届く。

　火楼で歌声を聞くことはまれだ。ことに〝虚うつろ〟の被ひ害がいが拡大してからは、誰も歌などうたわない。もともと火楼は〝闘トウ牙ガ〟の村だ。戦うことを専門とするのが〝闘トウ牙ガ〟。昔、大きな戦いくさがあったときなど、火楼からは何匹も傭よう兵へいを送り出したという。コノエも幼いころからひととおりの戦せん闘とう術は母に仕込まれてきた。そんな村だから、歌をうたうなどという風ふう雅がな習慣は、むしろ嘲あざけられていた。

　ごくごくまれに、旅の歌うたいが訪おとずれることはある。歌うたいは旅をしながら、過去の英えい雄ゆうの歌をうたい、色いろ鮮あざやかな恋こいの歌をうたう。ごく幼いころ、コノエも母とともに、歌うたいが奏かなでる美しい旋せん律りつと遠い世界の勲功いさおしに、胸高鳴らせながら耳を傾かたむけたものだ。

　幸福だったころの思い出にうながされたのか、コノエの足は知らないうちに、村の中心へと向かっていた。

　そのとき──

　コノエはハッと我に返り、全身に緊きん張ちようの糸を張り巡めぐらせる。道の脇わきの藪やぶがふいにざわめき、一匹の猫が唸うなり声とともにまろび出たのだ。その猫はよろめいたあと、まっすぐにコノエに躍おどりかかる。とっさに飛びのいたが、次の瞬しゆん間かん、コノエはその場に立ちつくす。襲おそってきた猫は両目をカッと見ひらき、こちらを睨にらみつけていた。その目は真っ赤に血走り、憑つかれたような色にぎらぎらと輝かがやいている──だが、右目だけ。

　左目は、ない。それのあるべきところには、ただ木の洞うろのような暗くら闇やみが凝こごっている。そのうえに目を移すと、さらなる欠損が見つかった。頭の両側にピンと立っているはずの耳も、片方しかないのだ。怪け我がをしたあともない。ただ、あるべきものが欠けている。それだけ。

「──〝失シツ軀ク〟」

　思わずコノエの口をついて、病の名が飛び出した。

〝失軀〟──それは突とつ然ぜん、体の一部が消える奇き病びようだ。かかった者は痛みと高熱に苦しめられ、死亡率も高い。苦痛に耐たえて生き残っても、なくなった体の一部は戻もどらず、死ぬまでそのままになる。

〝失軀〟の猫は凶きよう暴ぼうな唸り声を上げた。コノエは心臓が絞しぼられるような痛みを胸に感じる。

　──やばい！

　痛みに気をとられて、がむしゃらに突つきかかってくる相手の体をかわすことができず、コノエは地面に突き倒たおされる。激しい息づかいと燃えるような熱が、上にのしかかった相手の体から伝わってくる。そしてその感覚とともに、コノエの胸に流れ込んでくるもの。

　苦痛、恐きよう怖ふ、憎にくしみ──そして、痛つう恨こんの情。

　それは、いま目の前にいる猫の感情だった。だがまるで自分のもののように、熱く狂くるおしく体を駆かけめぐる。

　──チクショウチクショウチクショウ！

　──ナンデコンナナンデコンナナンデ……ナンデ、オレニ！

　──コレハ……ムクイ、ナノカ？

　報むくい──？

　濁だく流りゆうのように混乱した相手の感情に翻ほん弄ろうされそうになりながら、コノエの頭の隅すみに、その単語が引っかかる。その違い和わ感かんが流れの上に突き出した岩のように、彼の意識を繫つなぎとめる。コノエはゆっくりと相手から自分を引き離はなした。体と、そして心を。

　病の猫は力ちから尽つきたのか、コノエが押しのけると荒あらい息をついてその場にうつぶせた。コノエの心臓も相手のそれと同じ速度で、どくどくと激しく脈打っていた。体の震ふるえが止まらない。コノエはまだ地面の上に座り込んだまま、無意識に相手との距きよ離りをあけた。

　ときどき、こんなことがある。心のなかに、そばにいる誰だれかの感情が流れ込んでくることが。ほかの猫にこんなことはないらしいと知って、極力気づかれないようにしてきた。おとなになってからは多少、コントロールもできるようになっている。だが今回は不意打ちで防ぎようがなかった。

　コノエはおそるおそる、倒れ伏ふしたままの猫をうかがう。もう襲ってくる気はないようだ。病のせいで凶暴化するとは聞いたことがないから、絶望のあまり自暴自じ棄きになっているのだろう。その絶望の深さをわが身で感じたコノエには、無理もないと思えた。

「大だい丈じよう夫ぶか……？」

　おそるおそる、声をかける。病の猫は顔を上げようともしなかった。ややあって、呻うめき声とともに苦い言葉が漏もれる。

「放っておいてくれ……死なせてくれ……」

　コノエは急に腹が立ってきた。だったら家か茂しげみの奥でじっとしていればよかったのだ。だがこうして目の前に飛び出して来られたら、放っておくわけにもいかないじゃないか。

　コノエは胸のうちで毒づきながら、相手の腕うでを取って引き上げる。

「立てよ！」

　相手は顔を上げ、コノエを見上げる。ひとつしかない目から涙なみだが流れているのに気づき、コノエは少したじろいだ。それを隠かくすようにぶっきらぼうに言う。

「行くぞ。呪じゆ術じゆつ師しのとこにつれてってやる。そこまで行けば薬がもらえる」

「ほっといて、死なせてくれ……」

「うるさいな。それを決めるのは病の方だ」

　コノエはとげとげしく言い返す。

「死ぬもんなら死ぬし、そうじゃなきゃ生きるしかないだろ」

　突き放した言い方だがしかたない。自分にはなにもしてやれない。

　相手は憔しよう悴すいした顔をうつむけ、それきり黙だまった。コノエが肩かたを貸して歩きだすと、ふらつきながら従う。あらためてその顔を見ると、なんとなく見覚えがあった。もちろん小さな村だから、住民と疎そ遠えんなコノエでも、だいたい全員の顔くらいは知っている。

　ここ数年、〝失軀〟は空前の流行を見せ、犠ぎ牲せい者しやはあとを絶たない。とくに雌めすはこの病にかかりやすく、しかもほとんどが罹り患かんすると死ぬ。そのため火楼のような小さな村では、ここ数年のうちに、すっかり雌が死に絶えてしまった。

　みんな死んでしまった。川向こうに住んでいた母さんの友だちのテシャ、隣となりのおかみさん、村長の奥さん、知っている猫、知らない猫──赤い屋根の家に住んでいた、目があうといつも顔を赤くしたあの子は、名前はなんといっただろう……。

　みんな、みんな、死んでしまった。

　消えてしまった雌の存在は、この小さな村の未来を暗示している。コノエの目には、暗くら闇やみのなかに消えていく先細りの道が見えた。雌がいなくてどうやって子孫を残せるだろう？　ここほどではなくても、祇沙のどこでも同じような事態が進行している。

　荒あれ果てた祠ほこら、凶暴な目をして歩き回る猫たち、村の外には〝虚うつろ〟が迫せまり、内には得体のしれない病がはびこる。まるで世界にじわじわと絞しめ殺されていくみたいだ。

　呪術師の家のまわりには、何匹かの猫の姿が見え、緊きん張ちようと興奮の入りまじった雰ふん囲い気きがただよっていた。開け放たれた戸口の周囲に寄り集まる猫たちの頭越しに、コノエはなかをうかがう。目の前にいた猫がちらりとこちらに目をやり、コノエとその肩にすがる猫を見てうさんくさそうな表情になった。

　薄うす暗ぐらい屋内では、二匹の猫が向かいあって座り、炉ろにかけられた鍋なべのなかを見つめていた。呪術師と村長だ。鍋のなかでは泥でい水すいのように見えるものがぐつぐつと煮に立たっている。呪術師が手にした柄ひ杓しやくで、鍋の中身をすくい上げる。村に古くから伝わる占うらないだ。呪術師が熱せられた泥どろの上に浮うかび上がる模様を読み、託たく宣せんを下す。

　呪術師はふっと柄杓の上を吹ふき、湯気を払はらった。渦うず巻まく泥の模様になにがあったのか、コノエにはわからない。だが、呪術師の皺しわの多い顔が、重苦しく沈しずむのは見てとれた。

「……凶きよう兆ちようじゃ」

　ざわり、と猫たちの輪が揺ゆれる。不安と嘆なげき、そして遣やるかたのない憤いきどおりが彼らの口からさざ波のように漏れ出す。呪術師の前に座した村長が、彼らを代表するように口をひらく。

「凶兆？……どういう？」

「なにを占っても、すべて凶の相が出る。いままでにこんなことはなかった。なにか……よくないことが起ころうとしておる……」

　呪術師が苦い口調で答え、顔を上げる。その口から重々しい歌のような言葉が流れ出す。

「〝黒い耳と黒い尾お、黒い痣あざをもつ者が現れるとき、この世界は禍わざわいにのみ込まれる〟──」

　それは祇沙に伝わる、古い予言の言葉だった。呪術師はため息をつき、続ける。

「もしや、そのときが近づいているのかもしれんな……」

　不ふ吉きつな予言がもたらされるうち、猫たちは息をすることさえ恐おそろしいというふうに静まりかえっていた。しんと張りつめた空気のなか、コノエは思わずつぶやく。

「くだらない……」

　その声は彼が意図したより大きく響ひびく。一心に呪術師の言葉に集中していた猫たちが、いっせいにこちらに非難の目を向けた。

「なんだ、コノエ、おまえ？」

「よけいな口を挟はさむんじゃない。ガキのくせに」

　罵ののしられるのは慣れっこになっている。コノエは臆おくせず、冷ややかに言い返す。

「だって、いまじゃよくないことだらけじゃないか。そんなこと、いまさら教えてもらわなくたってわかってる。それより通してくれよ。この猫、病気なんだ」

　そういって集団を割って通ろうとすると、彼らはようやくコノエが担かついでいる猫に気づいたようだ。さっきより大きなざわめきが起こり、猫たちはコノエたちのそばから飛びすさる。

「〝失軀〟だ！　こいつ、〝失軀〟にかかってるぞ！」

〝失軀〟はそばにいたり、触さわったりして感かん染せんする病ではない。それがわかっているのに、周囲の猫たちはまるで汚お染せんされるとでもいうように逃にげ出す。バカバカしいが、おかげで邪じや魔まされることなく家のなかへ入り込めた。ここまで肩を貸してきた猫を、壁かべにもたれさせようとすると、炉のまえにいた村長が立ってきて手伝ってくれた。さすがにほかの連中とは違ちがい、相手に言葉をかけて気き遣づかったりしている。

「じゃ、あとはまかせた」

　言い置いて、出て行こうとすると、村長が呼びとめる。

「コノエ、〝集会〟は次の満月の夜だからな、忘れるな」

　嫌いやなことを思い出させられて、コノエはわずかに尻尾しつぽの毛を逆立たせる。

「……わかってる」

　最後に、病の猫が気になって肩かたごしに振ふり向いた。相手は放心したようすで、ひとつ残った目をうつろに見ひらき、荒あらい息をついている。やりきれない思いで目をそむけようとしたとき、呪じゆ術じゆつ師しと目があう。呪術師はじっとコノエの顔を見ていた。その目つきの鋭するどさにたじろぐ。呪術師が顔をしかめると、顔中を走る細かい皺がさらに数を増した。

「そなた……コノエ、よくない相が出ておるぞ、気をつけろよ」

　コノエは思わず立ちすくむ。さっきの託宣のときは、くだらない茶番、ただの迷信だと侮あなどっていたが、今度はさすがに心おだやかではいられなかった。いやおうなしに、村長の口にした〝集会〟のことが頭に浮かぶ。コノエが逃げるようにその場を立ち去ろうとすると、戸口でようすをうかがっていた猫たちが道をあける。うちの何匹かの顔には、あからさまな嘲ちよう笑しようさえ見えた。一いつ瞬しゆん、感じた迷信的な怯きよう懦だが、憤りと嫌けん悪おの情に押し流される。

　くだらない。どいつもこいつも、自分を目の敵かたきにしている。親も縁えん戚せきもないから、よそ者の血を引いているから──そんなくだらない理由で。さしずめ呪術師の〝予言〟にしても、はじめにそれを馬ば鹿かにした自分への意い趣しゆ返がえしだろう。そうだ。そうに違いない。

　コノエはそんな手に引っかかりかけた自分をも腹立たしく思いながら、荒っぽい足取りで歩きだす。

　もし呪術師の予言どおり、自分が〝集会〟で〝選ばれた〟なら、みんないまのように嘲あざ笑わらうか、ほっと胸をなで下ろすだろう。

〝集会〟のことを考えたとき、ふいにコノエは思い出す。さっきの病の猫をいつ、どこで見たかを。そうだ。あのとき──

　あの猫はあのときも怒ど鳴なっていた。押さえつけられ、身もだえしてわめいていた。

　ダメだ、やめろ、やめてくれ、たったひとりの弟なんだ、つれていかないでくれ──と。

　あれは、このまえの春……だったろうか。

〝集会〟で選ばれたのが、あの猫の弟だったのだ。──〝生いけ贄にえ〟として。

　コノエの体をしらず、戦せん慄りつが駆かけ抜ぬける。

　ふたつまえの、冬だった。それが始まったのは。

　その冬は格段に厳しいものだった。〝虚うつろ〟の影えい響きようもあって秋の収しゆう穫かくは少なく、長く降り続いた雪が猫たちを村に閉じ込めた。そして、ついに村の食しよく糧りようは尽つき果てた。残されたわずかな食糧をめぐって争い、やがて猫たちのうちに、飢うえと寒さに命を落とす者が現れた。

　その死体をまえに、生き残った者たちのとった行動は──目をそむけたくなるほど陰いん惨さんなものだった。

　彼らは、目のまえの遺体をむさぼり食ったのだ。

　それは、生きるためにはやむない選せん択たくともいえたかもしれない。しかし、たとえ一度でも、越こえてはならない一線を越えてしまったとき、すべての禁きん忌きは意味を失う。

　ひそかな狩かりが横行するようになった。狩りの獲え物ものは、猫──自らの同どう胞ほうだ。強い者が弱い者を。弱い者が集団で強い者を。待ち伏ぶせ、だまし討うち、闇やみ討うち。手段も犠ぎ牲せい者しやも選ばず、猫たちは同胞を殺し回った。こどもまで──狩りやすく肉が軟やわらかいという理由で──。

　食わなければ、食われる。

　その冬は白と赤──雪と血の色で塗ぬり込められた地じ獄ごくだった。

　無む軌き道どうな同胞殺しがそのまま続けば、おそらく火楼はその冬のうちに滅ほろびていただろう。しかし惨さん劇げきは、村長の提案によって、ようやく下火になる。

　村長が提案したのは、村民の同意のうえで、犠牲者を定期的に供給する制度だった。それが、〝生贄〟だ。村のなかから定期的にひとり、〝生贄〟を選び出す。食いたい者はその〝生贄〟を食え。無差別に村民を狩るな。そういうことだ。〝虚ろ〟の被ひ害がいがひどい地方では、すでに行われている制度だと聞いた。

〝生贄〟の制度により、村にはいちおうの秩ちつ序じよが戻もどってきた──表面上は。

　だが、コノエはまだまえの方がマシだったと思う。

〝生贄〟が制度としてまかり通るということは、同族殺しをみんなで公こう認にんすることになるのだ。見境なく行われた冬の殺さつ戮りくを、しかたないといって黙もく認にんすることに。そんなことが許されるはずない。自分と同じ猫の体が、ただの食べものに見えるようになる──そんなことがあたりまえになってしまうなんて、ぜったいにおかしい。

　だからコノエは、頑がんとしてその食糧には手を出さない。

　それなのに〝生贄〟になる可能性は、すべての村民にある。ふた巡めぐりの月に一度、〝集会〟が開かれ、村中の猫が集つどう。みんなその場でくじを引かされ、選ばれた猫が次の〝生贄〟となるのだ。

　その〝集会〟が、次の満月の夜に迫せまっている──。

　春に、あの猫の弟が連れて行かれたときのことを思い出す。まだ若い雄おす猫が数匹の猫に周囲を取り囲まれ、みんなのまえを囚しゆう人じんのように引き立てられていったときのこと。突とつ然ぜん、絶望の叫さけびを上げながら、家のなかから一匹の猫が飛び出す。あの病の猫だ。あのときは耳も目もあった。彼は制止する猫たちの腕うでを振り払はらい、懸けん命めいに弟に追いすがろうとしていた。やめてくれ、たったひとりの弟なんだ──そう、叫びながら。悲痛な声に後ろ髪がみを引かれるようにして、さきを歩いていた弟猫が、一瞬、振り返った。その大きな目に浮うかんだ、恐きよう怖ふと諦てい念ねんの入りまじった不思議に静かな色、ほっそりとした背中が、鮮あざやかにコノエの脳のう裏りによみがえる。

　なんであんなことが起こるんだろう。弟が〝生贄〟に取られ、兄が〝失軀〟に体を奪うばわれる。だがそのどちらにしても、いつ誰だれの身に降りかかるやもしれないのだ。

　報むくいなのか──と、さっき病の猫は心中につぶやいた。だが、なんの報いだ？

　なぜ──いつから自分たちの世界は、こんなにも病やんでしまったのだろう。

　コノエは高く澄すんだ空を見上げ、問いかける相手すら見いだせずに、心のうちに問う。

　これがなにかの報いなら、いったいどんな罪を、自分たちが犯おかしたというのだろうか。




　縄なわ張ばりのなかをぶらぶらと歩き回ったあと、コノエは家に帰った。母親が残してくれた、こぢんまりした質素な家だ。一間しかない家の床ゆかは土間で、壁かべに作りつけた棚たなにはわずかな身のまわり品が並んでいる。ほかに家具といえば寝しん台だいくらいしかない、古びた家だが、ほかのどこにいるよりくつろいだ気分になれる。

　この家でコノエは生まれ、母と暮らし、母を看み取とった。どんな豪ごう邸ていと引き替かえようと言われても、言下に断るだろう。この家には母との思い出がつまっていた。

　コノエは扉とびらを開けて風を通し、新たに見つけた木の実や草の実を、貯蔵用の瓶かめに大事におさめたあと、隣となりの水瓶から器うつわに水をすくってぴちゃぴちゃと舐なめる。短たん剣けんの鞘さやのついたベルトを外し、ブーツを蹴けって脱ぬぐと、寝台に長々と寝ねそべった。

　今日は嫌いやなことの多い日だった。母が死んでからというもの、コノエは誰にも心を許さずに生きてきた。友人といえば、たまに村を訪おとずれる商あきない猫のトキノくらいだ。トキノとは、年ねん齢れいが近いということもあるが、もしかしたら村の猫ではないから、逆にうちとけられたのかもしれない。

　コノエは村の猫が嫌きらいだ。この村を憎にくんでいるといっていいかもしれない。自分の生まれ育った故郷だというのに。

　いっそこんな小さな村など捨てて、藍閃へ行こうか──コノエは垂たる木きに下がった乾かん燥そうした薬草が、風に揺ゆれるのを見ながら考える。

　この島最大の都市、藍閃。行ったこともないところだが、藍閃にはトキノがいる。この村を訪れたとき、トキノは自分の住む街のことをいろいろ話してくれた。藍閃の周辺ではまだ〝虚うつろ〟の害は出ていないといっていた。〝生いけ贄にえ〟の制度もない。なにより、自分を知る者がいない。家の窓からのぞく陰いん険けんな目も、よそ者の子という蔑さげすみもない。この小さな村では、誰もが無関心だというのに、誰もが自分のことを知っている。その事実が息苦しくてたまらない。

　行ってしまおうか、藍閃へ──。

　そんな考えをもてあそびながら、現実には自分がそれを実行に移さないことをコノエは知っていた。火楼と藍閃の間には、猫が踏ふみ入ることのない〝迷いの森〟がある。巨きよ木ぼくが密生する深い森は昼でも月の光が射さし込まず、魔ま物ものの住すみ処かとなっているという。また歩み入った者の方向感覚を失わせて迷わせるともいい、この森にうっかり入ったものは生きては出られないといわれていた。商い猫たちは森を迂う回かいするルートを知っているらしいが、それにしても危険な道程であることに変わりない。魔物だけでなく、街を追われた無法者のたぐいが潜ひそみ、荷を狙ねらっているからだ。だから貴重な品を運ぶ商い猫は、護衛のために傭よう兵へいを雇やとうこともある。

　だがコノエが火楼を離はなれないのは、森が危険だからというわけでもない。ここには母の思い出が詰つまった家と、母がコノエのために守り続けた縄張りがある。猫は縄張りを離れたがらないものだ。これまで後生大事に守ってきた縄張りが、自分がいなくなって誰かの──おそらく、隣りん家かのシンのものになることを考えるだけで、ここを捨てることが耐たえがたいものになる。少なくとも、これまではそうだった。

　でも──。

　コノエは立ち上がり、開けっ放しにしていた扉を閉めに行った。日が落ちると冷えるようになってきた。摘つんであったみちしるべの葉を、棚のうえの皿に張った水に落とす。すっかり暗くなった家のなかで、小さなハート形の葉は、ぼうっと青白い光を放ち始める。この葉は水につけると蛍ほたるのように儚はかない光を出すため、猫たちはちょっとしたあかりをとるために使う。もちろんランプやろうそくほどの明るさはないが、コノエはいつもみちしるべの葉を使っていた。じつのところ、火が少し怖こわいのだ。獣けもののころの本能が残っているんだと、母はなぐさめてくれたものだが、あまりほかの猫には知られたくない弱点だった。

　みちしるべの葉のかすかな光のもとで、コノエは今日採ってきた木の実を食べた。つましい食事だが、さきのことを考えるとがっつくわけにもいかない。

　さきのこと──だが、はたして自分はこの冬を越こせるのだろうか？

　それはたえずコノエを脅おびやかしている疑問だ。コノエだけではない。火楼の猫すべてだろう。もし〝失軀〟にかかったら……〝虚ろ〟が広がり続けて、自分の縄張りまでのみ込まれてしまったら……それとも、次の〝生贄〟に選ばれたら……。

　もし自分が〝生贄〟のくじを引き当てたら──それを思うとコノエは、食べている木の実が喉のどにつっかえるような気分になる。急に怒いかりがわき上がってくる。

〝生贄〟に選ばれるとしても、それは住民の果たさねばならない義務だと村長はいう。村全体を生かすための、尊い犠ぎ牲せいとなるのだと。でも自分は、こんな村のために犠牲になどなりたくない。

　村が自分になにをしてくれた？　自分を守り、育ててくれたことがあったか？　一度だって助けてくれたことがあっただろうか？　自分を守り、育ててくれたのは母だけだ。微笑ほほえみかけ、抱だきしめ、顔中を舐めて毛づくろいしてくれたのは母だけ。その母が病に倒たおれたときだって、村の誰だれも助けてはくれなかった。コノエはひとりで母を看取り、墓地に埋まい葬そうしたのだ。

〝生贄〟になったあの弟猫の姿が頭に浮うかぶ。嘆なげき悲しむ兄の姿が。

　もし自分が〝生贄〟に選ばれたとしても、あんなふうに悲しんでくれる者はひとりもいないだろう。

　自分はこの村になんの借りもない。なのに、義務だけ果たせというのは、あまりに理り不ふ尽じんだった。なぜ自分が命まで差し出さなければならない？

　もしそのときが来たなら、自分はぜったいに犠牲になんかならない。今度こそ、空想でなく逃にげ出してやる。このくだらない村から。

　コノエは苛いら立だった気分のまま、食事を終えた。気分を落ち着かせようと、寝ねるまえの毛づくろいを始める。先祖は全身がふわふわした毛に覆おおわれていたということだが、現在の猫には頭や耳、尻尾しつぽくらいにしかその毛は残っていない。そのほかの部分は短く透すき通った産うぶ毛げが残っているだけだが、先祖からの習慣でコノエたちは腕うでや尾おをざらざらした舌で舐なめてととのえる。先が折れ曲がって鉤かぎになった尻尾を引き寄せ、丹たん念ねんに舐め、毛がもつれて逆立っているところを梳とかしていく。こどものころからくり返してきた、眠ねむるまえのささやかな儀ぎ式しきだ。尻尾がなめらかな毛並みを取り戻もどすころには、気分もほぐれてリラックスしてくる。コノエは小さく喉を鳴らしながら、毛づくろいを続けた。最後に濡ぬらした手で髪かみや耳もととのえると、嫌いやな気分もわずかながらおさまっていた。

　今日は本当に、嫌な一日だった。

　コノエは寝ね床どこに潜もぐり込みながら思う。

　でも、いくら考えてもしかたない。さきがどうなるかなんて、誰にもわからないんだから。

　窓の外を見上げると、ほとんど円に近いほど太った月が目に入った。コノエは起き上がって窓を閉め、その月が意味するものを忘れようとした。




　その夜、夢を見た。

　いろんな色の光が揺れている。緑、赤、黄色、青──その色があまりに鮮あざやかで、コノエはそれらの光を追って頭をめぐらす。

　キレイだ。あたりはなにもない暗くら闇やみのようだった。色とりどりの光が揺ゆれるなか、コノエはひとりで宙に浮かんでいる。どこからかかすかな調べがただよってくる。透き通って美しい、だがどこか不安を誘さそうような、不思議な音色。やがてその音に、低い脈動が加わる。まるで心臓の音のように、規則正しく脈打つリズム。その脈動は徐じよ々じよに大きくなり、美しい調べをかき消して体の奥底に響ひびき始める。自分の肉体すべてが、どくどくと響く低いリズムに共きよう振しんする。奇き妙みように心ここ地ちよいような気分で宙をただよっていたコノエは、ふいに戸と惑まどって目をみはる。自分をとりまいていた色とりどりの光が、唐とう突とつに緑一色に変わり、激しく燃え上がったのだ。

　燃えさかる炎ほのおに熱はない。だがそれは自分を押し包み、焼き殺そうとする業ごう火かだった。さっきまでのゆったりした気分は消え去り、コノエは身の危険を感じて逃げ出そうとする。そのとき──

　足首にひやりと冷たい感かん触しよくがあった。コノエはあわてて目を落とす。鮮やかな緑の細い輪が、一いつ瞬しゆん見えた。だがその正体を見定めるまえに、それはコノエの足を伝い、するすると胸むな元もとまで這はい上がる。払はらいのけようとした手をかいくぐり、ひんやり冷たいなにかが喉のど元もとに巻きつく。ぬめるような感触。蛇へびだ。碧へき玉ぎよくのように鮮やかな色の蛇が、自分の首を絞しめつけている。

　コノエは嫌けん悪おに身を震ふるわせ、ぬらぬらした冷たい胴どうを引きはがそうとする。だが細い体に反して蛇の力は強く、コノエの抵てい抗こうにもかかわらず、ますます強く喉を絞めつける。息が詰まる。コノエは咳せき込み、必死に蛇の体に爪つめを立てる。鱗うろこがはがれてはらはらと舞まい落ちるが、喉を絞める力は弱まる気配もない。蛇はまるでコノエの苦痛を嘲あざ笑わらうように、じわじわと絞めつけを強くしていく。苦痛に呻うめきながら、なおも懸けん命めいに引きはがそうともがくコノエの頰ほおに、ひやりとした感触があった。頰に触ふれたのは蛇の頭だ。視界の隅すみで、血のように赤い舌がひらめく。いきなり、誰かの声が聞こえた。

　──感じるか……？

　目の前で、蛇の両目が冷たい光を宿してこちらを見つめている。また、声が耳のなかで響いた。

　──感じるか？　この俺の、鱗から、舌から、瞳ひとみから、鼓こ動どうからあふれ出るものを──俺の存在を感じているか？

「そ……んざい……？」

　コノエはかすれた声で、相手の言葉をくり返す。頭のなかに直接響き渡わたる声は、首に感じる感触にも似て、冷たくぬめっている。だが問いかけているのは、この蛇だというのだろうか？

　──そうだ、存在だ。答えろ。

　暗い愉ゆ悦えつに満ちた声は、こちらをもてあそぶかのようだ。答えようにも、絞めつける蛇じや体たいがそれを許さない。声を出すことはおろか、息をすることもままならない。目の前が暗くなり、ふくれ上がった血管が耳のなかでどくどくと脈打つ。コノエはあえぎ、悶もだえるが、喉を絞めつける力は増すばかりだ。

　──おまえにとって、俺はなんだ？　おまえは、なにを感じた？

　追い打ちをかけるように問いかけが大きくなる。

　──答えろ。

　感じられるのは死に瀕ひんした苦痛と恐きよう怖ふ、喉のどに巻きつく蛇の体の冷たさだけだ。

　唐突に、もがくコノエの首から冷たい感触がするりと消えた。まるで彼の思考を読み取り、満足したというように。しかし喉を絞めつける力は消えない。蛇の体は離はなれたというのに、息もできない苦しみはさらにコノエをさいなみ続ける。

　──苦しいかい？　苦しいだろう？　怖こわくてしかたがないだろう？

　もがき、のたうつコノエのさまを見ながら、蛇は光る目を細め、赤い舌をひらめかせる。コノエの苦痛を愉たのしみ、恐怖を味わうかのように。

　息ができない。苦しい。

　誰だれか──。

　目の前がちかちかと瞬またたき始める。かすむ視界に、カッと口を開けた蛇の顔が迫せまる。鋭するどい牙きばから透とう明めいな唾だ液えきが滴したたり落ちる。ガンガンと割れるように脈打つ頭のなかに、けたたましい笑い声が響き渡る。苦痛と恐怖が頂点に達した、そのとき──




　コノエは声を上げて飛び起きた。

　全身が冷たい汗あせでぐっしょりと濡ぬれ、息をつくたび喉が笛のように鳴る。心臓の音が激しく頭ず蓋がいのうちに鳴り響いていた。

　暗い部屋のなか、自分の激しい息づかいだけが響く。コノエは怯おびえたしぐさで周囲を見回した。住み慣れた家のあちこちが、ゆっくりと視覚にしみ込んでくる。彼は眠ねむる前と同じ、自分の寝ね床どこのうえに座り込んでいた。

　夢──？

　安あん堵ど感かんに、体中から力が抜ぬける。

　夢……そうだ、夢だったのだ。

　しかし蛇の冷たい体の感触は、まだはっきりと体に残っていた。コノエは苛いら立だちを込めて、強く首をこすった。最後に聞いた高らかな笑い声がよみがえり、寝しん台だいのうえで身み震ぶるいする。

　ひどく生々しい夢だった。まだ近くにあの蛇がいるような気がして、せわしなく周囲の気配を探さぐってしまう。そんな自分の臆おく病びようさを腹立たしく感じながら、コノエは窓を開けて空を見上げた。夜空には円に近い陰の月が照り輝かがやき、地上をほのかに白く浮うかび上がらせている。冷たい外気に触れ、ほっと息が漏もれた。

　あたりはしんと静まりかえっている。月の位置からして、眠ってからそう時間はたっていないようだ。だが、もう一度寝る気になれず、コノエは寝台を離れる。

　激しい運動をしたあとのように疲つかれ果てていた。喉がひりつく。水みず瓶がめに歩み寄り、ふたを取って、直接口をつけようとかがみ込む。そのとき、ぴちゃんと水面が揺ゆれた。

　コノエははじかれたように飛びのく。

　動どう悸きを抑おさえようとしながら、おそるおそる瓶のなかを覗のぞき込む。丸い水面は、月の光を浴びて白くなめらかに静まっている。しばらく目をこらしていたが、奥に動くものの姿は、ちらとも見えなかった。

　もちろん、そうだ。馬ば鹿からしい！　いったいなにがいると思ったんだ？

　コノエはびくびくしていた自分を笑い飛ばし、わざと勢いよく舌で水をすくって飲んだ。それでも、夢は心のなかから完全には追い払はらえず、もう一度眠る気にはなれない。

　あれは、本当に夢だったんだろうか？

　蛇へびに首を絞しめられたとき、コノエは切実に生命の危険を感じた。いまでも、あの苦しみを思い出すと体が震ふるえる。

　コノエは体にしっかりと尻尾しつぽを巻きつけ、眠れないまま白く輝く陰の月を見上げる。結局その後はまんじりともせず、朝を迎むかえた。




　翌朝、コノエは習慣となっている縄なわ張ばりの巡じゆん回かいに出かけた。寝不足の体は重く、目の奥が鈍にぶく痛む。それでも、家から離れて明るい戸外を歩くと気分は楽になった。秋特有の清せい澄ちような光があたりには満ち、色づいた木々や下草の緑もしっとりと落ち着いて、まるで平和そのものに見える。このときばかりは悪夢も、〝虚うつろ〟や〝生いけ贄にえ〟のことも、噓うそのように遠く感じられた。午前中いっぱい、コノエは森を歩いて過ごし、つかのまの平へい穏おんを嚙かみしめた。

　それが破られたのは、見回りも終え、家へ足を向けたときだった。

　かすかに木の葉がこすれる音に、コノエは反射的に息をひそめ、ピンと耳を立てた。

　誰かがいる。獣けものより大きいなにかが、茂しげみの間を通り抜けた音だ。のどかな気分はたちまち消え失うせる。いまどき、自分の縄張りにいても油断は禁物だ。シンのような血の気の多いヤツがケンカをふっかけてくるだけならいいが、〝生贄〟を待ちかねて、ひそかに自ら狩かりをする者もいなくなったわけではない。

　コノエは全身を緊きん張ちようさせ、音のした方にゆっくりと近寄ろうとした。そのとき──

　ザッと風を切る音が聞こえた。さっき葉ずれの音がした方とはまるで違ちがう方向からだ。コノエはすばやく身をひるがえし、腰こしの短たん剣けんを抜き放つ。視野を白い光がよぎる。剣を構えるヒマもなかった。鋭い切っ先が自分の喉に突つきつけられる。

「……っ！」

　コノエは息を詰つめることしかできない。だが喉を切り裂さくかに思えた刃やいばは、皮ひ膚ふの寸前でぴたりと止まる。

「なんだ、おまえは」

　右手の方から尊大な声がかけられた。喉のどに白はく刃じんを突きつけられた状態では身動きできない。コノエは目だけ動かして、刃のさきに立つ相手を見やった。白銀に輝く毛並みがちらりと見える。背の高い雄おす猫が、右手に握にぎった長剣をまっすぐこちらに向けている。顔の造作はよく見えないが、このあたりでは見たことのないヤツだ。

「おまえこそ、なんだ」

　コノエは刃を突きつけられた状態で可能な限りの虚きよ勢せいを張り、言い返す。

「ここはおれの縄張りだぞ」

「ほう？」

　相手は空気の匂においを嗅かぎ、そばの木にコノエがつけたマーキングに目をとめたあと、やっと剣を下ろした。

「いつの間にかどこかの村に入り込んでいたようだな」

　コノエはほっと緊張を解き、勢いよく相手に向き直った。そして、ほんのつかの間、立ちつくす。

　その闖ちん入にゆう者は大型種の血を引いているようだった。長めの髪かみは白銀に輝き、その下には端たん整せいだが、厳しく引き締しまった顔がのぞく。右の目は黒い眼帯に覆おおわれており、もう一方の目は氷のかけらを思わせる淡あわい青で、いまは周囲にさりげなく配られている。黒いマントと、ぴったりと体に合った服を身につけ、腰にはもう一本、短剣を帯びていた。肩かたは広く、筋肉質だがしなやかで引き締まった体つきだ。大型種特有の丸みを帯びた耳と、太く長い尾おもつややかな白銀の毛並みに覆われている。

　火楼のあたりではほとんど大型種は見かけない。島の西の方に住んでいるらしいが、すぐれた体格と高い戦せん闘とう能力を買われ、傭よう兵へいとして生計を立てる者も多い。コノエが見たことのある大型種も、藍閃の隊商を警護する傭兵だった。

　だがコノエが目を奪うばわれたのは、この相手が見慣れない種族であるからではなかった。その白銀の毛並みがあまりにまばゆく、豪ごう奢しやに映ったからだ。まだ若く、年ねん齢れいはコノエより少し上くらいだろう。だがその動作はゆったりとしていながら無む駄だがなく、優ゆう雅がにさえ感じられる。歌物語に登場する英えい雄ゆうはこんな感じだったのではないか──コノエは素す直なおな賛美をおぼえた。すると、淡い色の目がこちらに向けられる。コノエはまじまじと相手の姿に見入っていた自分に気づき、あわてた。

「おい、ここはなんという村だ？」

　ぞんざいに問いかけられ、コノエはとっさに口ごもる。よそ者猫は彼の答えを待たず、気短に問いただす。

「おい、訊きいてるんだぞ。答えろ。それとも自分の村の名を忘れたか」

　コノエはその態度にカッとなった。

「それが相手にものを訊く態度かよ？」

　だがよそ者猫は彼の怒いかりを完かん璧ぺきに無視し、ひとりでうなずいている。

「ふん、藍閃から南に二、三日──たしか火楼とかいう村があったな」

「知ってるなら訊くことないだろ！」

「まあいい。おまえに用はない」

　白銀の毛並みの雄猫は、言い捨ててこちらに背を向ける。どこまでも一方的な態度に、コノエは最前の賛美など忘れ、頭に血を上らせる。見かけはこんなに立派なのに、なんてむかつくヤツだ。

「待てよ！　いきなり斬きりかかってきて、なにかないのかよ!?」

　コノエが食い下がると、相手は肩ごしに振ふり返る。

「なにか？　用はないと言っただろう」

「そうじゃなくて！　ひとこと謝ったらどうなんだ!?」

「謝る？　なぜだ？」

　雄猫はひとつの目に、凍こおるような光を宿して言い放った。

「間ま違ちがって殺されなかっただけ、ありがたいと思うんだな」

　思わずコノエは絶句した。恬てんとして恥はじるようすのない相手の態度にあきれたのもあるが、言葉とまなざしにただよう迫はく力りよくのようなものにのまれてしまった。一いつ瞬しゆんののち、気け圧おされたことが悔くやしくなる。

「おいっ、あんた──」

　声を荒あららげて呼びとめようとしたとき、雄猫の長身が、さっと緊きん張ちようする。瞬またたくような葉ずれの音に、コノエもハッと息をのむ。よそ者猫の全身がバネのようにたわんだ──と見るや、その体はすばやく前方へ飛び出していた。長ちよう軀くからは予想もつかない俊しゆん敏びんさだ。茂しげみから飛び出してきた別の猫の剣けんが、虚むなしくその残像を削そぐ。気づかないうちに物もの陰かげから忍しのび寄っていたらしい。黒と茶の縞しま柄がらの猫は体勢を崩くずし、白銀の猫がそこに斬りかかっていく。澄すんだ金属性の音が、森の空気を貫つらぬいた。襲おそいかかってきた縞の猫が、打ち込まれた剣をかろうじて受け止める。白銀の猫は一気に押し込もうとするが、そのとき背後の茂みが揺ゆれる。

「後ろ！」

　コノエは思わず声を上げていた。もう一匹ぴき、黒くろ斑ぶちの猫がひそかに白銀の猫に襲いかかろうとしていた。

「チッ！」

　黒斑の猫は奇き襲しゆうをあきらめ、勢いよく白銀の猫に飛びかかる。やられる──コノエが息を詰つめたとき、白銀の猫の左手が一いつ閃せんする。その手に抜ぬき放たれたもう一本の短剣が、頭上に振り下ろされた剣を受け止め、火花を散らした。

　コノエは息をするのも忘れて、目の前の戦闘に見入る。二対一──白銀の猫が圧あつ倒とう的に不利のはずなのに、彼は両手に握った大小の剣を自在に操り、二匹の攻こう撃げきを軽くいなしていた。その姿はまるで舞まいでも舞っているように華か麗れいでさえある。黒斑の猫が息を切らして飛び下がる。
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「ちぇ、ラチあかねーっての」

　縞の猫がへらへらと笑いながらわめく。

「邪じや魔まなんだよォ、アンタ！　死ねよ、たいがい！」

　白銀の猫が、突つき出された切っ先をはじいて鼻を鳴らす。

「それはこっちのセリフだ」

　ひとつわかったことがある。最初にあの猫がコノエを襲ったのは、どうやらこの二匹の敵と勘かん違ちがいしたからだろう。どういう事情があるのか知らないが、迷めい惑わくきわまりない。

　関係ないケンカにかかわることもないのだが、コノエは立ち去ろうともせず、その場に立ち続けていた。いや、立ち去ることも忘れて、闘たたかう白銀の猫に見入っていた。

　そのとき、一歩下がった黒斑の猫がいきなり剣を腰こしにおさめる。コノエはその動きに不ふ審しんをおぼえて目を向けた。かなわないと悟さとって、ひとりだけ逃にげるつもりか──？

　だが黒斑の猫は腰に手をやり、ベルトに挟はさんでいた細長いものを取った。笛だ。コノエは驚おどろいて目をみはる。

　もしかして、この猫──？

　黒斑の猫はにやにやしながら、細い笛を口元にあてがう。やがてそこから、奇き妙みような音色が流れ出す。

　コノエの心臓が、どくんと脈打つ。黒斑の猫が奏かなでる音色は、格別に美しいわけではない。だがそれは、ただの音とは違った。音とともにあふれ出すなにか──目に見えない、耳に聞こえない波動のようなものが、ねっとりとからみつくように押し寄せてくる。それは細い光の流れのようにコノエには感じられた。光の筋が揺れ、たゆたい、渦うず巻まいて、相棒の縞しま猫の方に流れ込んでいく。とたんに、相棒の動きが変わった。

　劣れつ勢せいに追い込まれていた縞の猫は、さっきまでとは段違いの身のこなしで、白銀の猫の剣をはじき返し、斬りかかる。

「〝賛サン牙ガ〟か……！」

　猫のなかには特とく殊しゆな能力を持つ者がいる。歌を歌うことによって、ほかの猫の戦せん闘とう能力を引き出せるという能力だ。それは歌であったり、いま目の前にいる黒くろ斑ぶち猫のように楽器を用いることもある。その手段や奏でる音色の善し悪あしとは関係なく、奏でる音に力を吹ふき込むことができるのだ。戦闘技術を持った猫を〝闘トウ牙ガ〟と呼ぶのに対して、歌によって〝闘牙〟を支し援えんする力を持つ者を〝賛牙〟と呼ぶ。

　だが訓練すれば身につく戦闘技術とは違って、歌を歌う能力は生得のものだ。つまり、もともと素養のある者でなければ、どれほど訓練しても〝賛牙〟にはなれない。〝賛牙〟は希少な存在なのだ。火楼にもいるという話だが、実際に〝賛牙〟が〝歌って〟いるところを見るのははじめてだった。

「チッ……！」

　白銀の猫がちょっと顔をしかめた。それまで圧倒的優位に立っていた彼だが、その剣が空を切り始める。対照的に、俊敏さを増した縞猫は、ゆうゆうと相手の剣をかわし、鋭するどい突きを繰くり出す。白銀の猫が上体を反らし、切っ先は紙かみ一ひと重えのところでその鼻先をかすめる。その間、黒斑の猫は楽しげに笛を奏で続ける。

　コノエは感かん嘆たんのあまり、すっかり闘いに惹ひきつけられていた。〝賛牙〟の力というのはこれほどのものなのか。その〝歌〟に後押しされた縞猫はまるで別の猫のようだ。

　縞猫はいきなり横に大きく跳ちよう躍やくし、木の幹を蹴けって頭上から白銀の猫に迫せまる。猫たちはたいてい身軽ではあるが、これはまるで重力を無視したような動きだ。思いがけない方向からの攻撃を、白銀の猫がかろうじて長ちよう剣けんで受け止める。淡たん青せい色の目は鋭く細められ、それ自体が刃は物もののような輝かがやきを放っている。窮きゆう地ちに追い込まれたと見えた彼だったが、次の瞬しゆん間かん、思わぬ行動に出た。左手に握にぎっていた短剣を、いきなり投げたのだ。相対している縞猫の方ではなく、あさっての方向へ。一瞬、コノエは彼が自暴自じ棄きになったのかと思った。だがそれは、まったく意味のない行こう為いではなかった。

「あっ、くそ！」

　鋭い罵ば声せいが上がる。放たれた短剣はまっすぐ〝賛牙〟の顔面に向かっていた。〝賛牙〟はとっさにその刃やいばを、唯ゆい一いつ手にしているもので防ぐしかない。希け有うなる〝歌〟を紡つむぎ出す得物──笛で。短剣がかん高い音とともに、宙を舞う。だが同時に、細い木製の笛はまっぷたつに切り裂さかれていた。

　愕がく然ぜんとする二匹ひきの敵の前で、白銀の猫は高々と跳とび上がり、空中で自分の得物をつかみ取った。そして、鮮あざやかに着地する。

　縞しまの猫が地じ団だん駄だ踏ふんでわめく。

「ちっくしょう、汚きたねえぞ！」

　白銀の猫は不敵に笑った。

「二対一というのは、汚くないのか？」

　彼は一動作で両手の剣を鞘さやに収め、マントをひるがえす。そして立ちつくす二匹を背に、森の奥へ駆かけ込んでいった。

「あっ、この野や郎ろう！　逃げるのかァッ!?」

「待ちやがれッ！」

　出し抜ぬかれた二匹が口々にわめきながらあとを追う。あっという間に、コノエはひとり、その場に取り残された。

　猫たちの気配が森の奥に遠ざかっていくと、彼は大きく息をつく。目にした戦闘にまだ圧あつ倒とうされていた。

〝賛牙〟の力──なんて不思議なんだろう。以前から興味はあったが、歌によってどれくらい強くなれるのか、自分も体験してみたいところだ。

　コノエもまた一匹ぴきの〝闘牙〟である以上、それは当然ともいえる欲求だった。

　それにあの、白銀の猫。

　二匹を敵に回し、〝賛牙〟の支援を受けた猫を相手にしながら、まったく互ご角かくに戦っていた。あの落ち着きと機転──それに、あまりに鮮やかな立ち回り。太刀たち筋のひとつひとつが、コノエの脳のう裏りに焼きつけられていた。

　あいつ……強かった。これまであんなに強いヤツを見たことない。

　はじめにその容姿を目にしたときより、さらに深い賛さん嘆たんの念が胸の奥からわき上がる。

　あんなヤツと一度、手合わせしてみたい──それもまた〝闘牙〟であれば当然の感情だった。

　でも、そんな機会はないだろう。コノエはため息をつき、肩かたをすくめた。あいつらは流れ者。それも、どうやったってまともな稼か業ぎようをしている連中には見えなかった。今後、二度と会うこともないだろう。

　血管のなかを駆けめぐる熱をもてあましながら、彼はゆっくりとその場を離はなれて歩きだした。




　とんだ侵しん入にゆう者のせいで、ずいぶん足止めをくらってしまった。だがそのせいで、自分をとりまく嫌いやなことすべてが、わずかな間とはいえ、頭からきれいに消えていた。

　肩にかけた荷物袋ぶくろには、今日見つけた食べられるキノコが入っている。これと木の実を煮に込こんで今日の食事にしよう。そんなことを考えながら、コノエはいつものように家に入り、袋を土間に下ろす。そのとき、それが目に入った。

　戸口から射さし込んだ光が、足あし下もとを斜ななめに照らしている。そこに、細長い、なにかを引きずったあとがあった。──まるで、蛇へびが通りすぎたかのような。

　たちまちのどかな気分は飛び去る。コノエの脳裏に、自分の肌はだを這はった蛇じや身しんの感かん触しよくがありありとよみがえる。

　まさか。きっと目のせいだ。それとも知らないうちに、自分でつけたなにかのあとか──。

　しかし、土間に残ったわずかな溝みぞが現実を突つきつける。痕こん跡せきを詳しよう細さいに目でたどれば、左右に身をくねらせながら進む蛇の姿が浮うかび上がってくる。

　あれは夢のはず──なのに！

　コノエは恐きよう怖ふに駆られるまま、戸口を飛び出す。つましいながらも、いつも自分をあたたかく迎むかえ入れてくれた我が家──どこよりくつろげるはずの場所に裏切られた衝しよう撃げきは大きかった。彼はほとんど走るようにして、闇やみ雲くもに家を離れる。

　夢だったはず。あれは夢だったはずだ。

　そうとも。よしんばあれが実際に蛇の通ったあとだとしても、夢に出てきたあの蛇であるはずがない。留守中に偶ぐう然ぜん、家に蛇が入り込んだだけだ。

　懸けん命めいに自分に言い聞かせていたコノエの耳に、ふっと、外界から忍しのび入ったものがあった。

　──歌？

　気づくと村の中心部に近づいていた。広場の方から、さやかな歌声が風に乗って届く。そういえば、昨日もこの声を聞いた。いろんなことがあってすっかり忘れていたが、村に歌うたいでも来たのだろうか？

　コノエの足はいつしか歌声のする方へ向かっていた。広場に近づくほど、歌ははっきりと聞こえてくる。のびやかで張りのある、美しい声だ。その声は、遠い昔に生きた英えい雄ゆうたちの勲功いさおしを語っていた。コノエの足が知らず知らず速まる。

　その猫は、広場の木こ陰かげに腰こしを下ろし、歌っていた。長いマントを羽織り、色とりどりの布が頭を覆おおっている。赤茶色の髪かみと布に隠かくれて、顔はよく見えないが、年寄りでないことはわかる。繊せん細さいそうな両手は琴ことの弦げんに置かれ、多た彩さいな音色を生み出している。水すい晶しようの上に清水が滴したたるような、美しい音だ。でも、それよりすばらしいのは、彼が喉のどから紡ぎ出す音の方だった。

　その声はときに岩打つ激流のように高まるかと思うと、次にはひそかな愛あい撫ぶのようにささやきかけ、聞く者の心を引き込んでいく。コノエは自分の体中の血が歌に共鳴し、鳴り響ひびくかのように感じた。

　気づくと広場には、コノエ以外にも多くの猫が足を止め、歌うたいの声にうっとりと耳を傾かたむけている。

　歌は変わり、さらに昔──猫たちが生まれる前のことを歌っている。〝二つ杖つえ〟のなしたさまざまな奇き蹟せきについて。

　かつて地上は、猫たちが〝二つ杖〟と呼ぶ者たちのものだった。現在の猫たちに似ているが、まるで違ちがう、すぐれた技わざを持った者たち。その足の形から〝二つ杖〟、〝ベタ足〟などと呼ばれる。〝二つ杖〟は魔ま法ほうを使い、空を飛び、生命さえも自由に創つくり出す知ち恵えを持っていたという。その〝二つ杖〟と女め神がみリビカが結けつ婚こんし、現在の猫たちを生み出したのだ。だから猫たちは、彼らが神のような者だったと考えている。

　いまも〝二つ杖〟の遺い跡せきが祇沙の各地には残っている。しかし、それらを築き上げた者たちはいない。〝二つ杖〟は遠い遠い昔、この世界から大型の獣けものが消えるのとときを同じくして死に絶えたという。いまは、歌うたいの歌のなかに住んでいるだけ。歌うたいは神々の戯たわむれを、英雄たちの戦いを歌い、猫たちに世界の不思議を教えてくれる。

　火楼に歌うたいが来ることはめったにない。以前はたまに、旅の途と中ちゆうで立ち寄ることもあったが、この数年はそんなことも絶えてしまった。

　コノエの脳裏に、ずっとこどものころの、おぼろげな記き憶おくがよみがえる。あれは祭の夜ででもあったのだろうか。揺ゆれるあかりと広場に満ちる抑おさえたざわめき。旅の歌うたいが語る英雄の活かつ躍やくに、村中の猫が聞き惚ほれていた。誰だれかが幼いコノエのために脇わきをあけ、歌うたいがよく見える場所に黙だまって押し出してくれた。不思議だ。こんなことはずっと忘れていた。あの夜は誰もが楽しげに、近しく感じられた。

　いつの間にか歌は、美しい雌めす猫へあてた恋こい歌うたに変わっている。ゆるやかな旋せん律りつ、やさしくやるせない歌声。胸焦こがす切なさを歌う曲なのに、まるでゆりかごにゆられているような心ここ地ちよさをおぼえる。

　コノエは恋を知らない。愛も恋も、もしかしたら知ることもなく死ぬのかもしれない。こんなにも雌の減った地上で、愛や恋になどなんの意味があるだろう。明日にも〝虚うつろ〟にのまれて消えるかもしれない命にとって、それは手の届かない夢や絵空事にも思える。それでも歌は美しかった。コノエをつかの間、苦しみや恐怖の存在しない別世界へとつれていってくれた。

「いい歌だな……」

　それは無意識にこぼれた賛辞だった。だから歌うたいがこちらに目を向けたとき、コノエは自分でもびっくりし、どぎまぎしてしまう。話しかけるつもりなんてなかったのだ。

　だが歌うたいはやわらかな視線をこちらに向けながら、やさしい旋律を紡つむぎ続ける。そのまなざしに包み込まれ、コノエはすぐに決まり悪さを忘れる。なぜだか、懐なつかしいようなあたたかさを感じた。この猫なら自分のすべてを許してくれるという、唐とう突とつにも思える確信にとらわれる。

　歌うたいはさらにいくつか歌を歌った。猫たちは英雄の悲劇的な死に涙なみだを浮うかべ、心弾はずむダンス曲では拍ひよう子しを取り、合いの手を入れた。コノエは純じゆん粋すいな幸福感に身を浸ひたし、いつまでも歌に耳を傾けていた。この時間が永遠に続けばいいと思った。歌がすべて終わり、ほかの猫たちが腰を上げても、コノエは歌うたいの前に座り込んだまま、あたたかな余よ韻いんに浸り続けていた。

　歌うたいの立ち上がる気配に、コノエはやっと顔を上げる。歌うたいは楽器をケースに収め、立ち去ろうとしていた。名な残ごり惜おしさについ、口をひらく。

「あの……」

　歌うたいが振ふり返る。コノエは顔が赤らむのを感じた。呼びとめてどうしようというのだろう。永遠に歌い続けてほしいなんて、こどもがだだをこねるようなものだ。

　もう行ってしまうのだろうか？　またこの村に来てくれるのだろうか？　だとしたらいつ？

　訊ききたいことがあふれて逆に言葉にならない。

「あの……また──」

　ぎこちなく言いかけると、歌うたいがにっこりと微笑ほほえみ、うなずいた。とたんに、うまく話せないという焦しよう燥そうも、また会えるだろうかという不安も飛び去り、奇き妙みような安あん堵ど感かんがコノエを包み込む。不思議だ。なぜこの猫の微笑みを見ていると、こんなにも安らいだ気持ちになるのだろう。こんな感情を誰かに抱だいたことはない。まるで春のあたたかな光に包まれているみたいな。まるで母さんに抱かれているみたいな──。

　言葉なんていらなかった。微笑んで立ち去る歌うたいの姿を見送りながら、コノエは歌を聞いていたときと同じ、満ち足りた思いに浸る。

　きっとまた会える。

　あの微笑みは、そういう意味なのだろうと思った。コノエもまた、確信にも似た思いを抱いていた。

　きっと会える。また──。

　かすかなぬくもりを胸に、コノエは来たときとまるで違ちがうおだやかな気分で、家路につく。

　その夜、また夢を見た。




「コノエ……コノエ、いる？」

　扉とびらを叩たたく音に、コノエは重い体を引きずるようにして起き上がる。扉を開くとそこには、たったひとりの友だちの顔があった。商あきない猫のトキノ──茶色の髪かみをした、気持ちのよい顔だちの猫だ。

「久しぶり、元気──え？」

　コノエの姿を見て、ほころびかけたトキノの顔がこわばる。

「どうしたんだ、コノエ？　病気？」

　一見してわかるほど、自分はひどい顔をしてるんだろうか。体のだるさと、胸いっぱいに立ちこめる怯おびえを懸けん命めいに押し隠かくしながら、コノエは扉を大きく開く。トキノはあわただしいしぐさで入ってくると、荷物を下ろすのもそこそこに、コノエの耳に触ふれてきた。

「あちっ、うわ、すごい熱じゃないか」

　彼はてきぱきと扉を閉め、強ごう引いんにも見える手つきでコノエを寝ね床どこに押し戻もどした。コノエは寝しん台だいに腰こしを下ろし、息をつく。吐はく息の熱さが自分でもわかる。

「近くに来たのか？」

「うん、行商の帰り。せっかくだから寄っていこうと思ったんだけど、来てよかったよ」

「ごめん……せっかく来てもらったのに」

　申し訳ない気分で言い出すと、トキノは顔をしかめ、コノエの体を寝台に押しやる。

「なに言ってるんだよ。ほら、寝て、寝て」

　相手の遠えん慮りよのない手つきが、いまはほっとする。コノエはされるがままに、寝床に横たわる。トキノはあたふたと、大きな荷物を引き寄せる。

「えーとえーと、待ってろ。たしか熱冷ましは残ってたはずだから──」

　トキノの商う品のなかには、よく効くという薬草もある。だがコノエはおずおずと口をひらいた。

「ごめん……それより、水、くれないか？」

「あっ、そうか。そうだよな、ちょっと待ってろ」

　トキノは勢いよく立ち上がり、すぐに水みず瓶がめから水を汲くんできてくれた。コノエはごくごくと喉のどを鳴らして飲みほす。冷たい水が喉を滑すべり落ちていく感かん触しよくが心地よかった。

「……ありがと」

　器うつわを返すと、トキノは屈くつ託たくない顔で笑う。

「どうしたんだ？　コノエが病気なんて、珍めずらしい。いつから？」

「いや……さっき起きたら、熱があるみたいで……ここんとこずっと、寝不足だったから」

　コノエは言葉を濁にごした。

　あれからふた晩、眠ねむるたびに夢を見ていた。毎夜、毎夜。夢の内容はほとんど同じだ。色とりどりの炎ほのお、かすかな楽の音と、高まる脈動。違ちがうのは、毎夜、訪おとずれる蛇へびの色だ。

　二晩めは黄色い蛇だった。

　蛇はコノエの首に巻きつき、ささやきかけた。

　──感じるか、この俺の鱗うろこから、舌から、瞳ひとみから、鼓こ動どうから、あふれ出るものを？

　──俺の存在を、感じているか？

　そこまでは緑の蛇と同じ。だがそのときコノエが感じたのは、身み悶もだえするほどの快感だった。はじめて知るおぼえのない感覚は、死の苦しみと同じくらい彼をさいなみ、目覚めたときは全身がべったりと嫌いやな汗あせに濡ぬれていた。

　怯えながら眠った昨夜も、眠りのうちに蛇は忍しのび込んだ。今度は、青だ。

　コノエにからみつく蛇の体は凍こおるほど冷たく、触れる場所が次々と砂のように崩くずれ落ちていく。〝失軀〟だ。自分もあの病に冒おかされているのだ。死にたいほどの苦痛と悲ひ哀あいに陥おとしいれられ、コノエは絶望のうちにすすり泣いた。蛇はそんなコノエを憐あわれむように、長い体で全身をなでさする。しかし突つき刺さすような冷気を帯びた愛あい撫ぶは、崩れたコノエの体にさらなる苦痛をもたらすものでしかなかった。コノエはのたうち、泣き叫さけび、夢のうちで意識を失った。

　朝、目覚めたときには起き上がる力もなくなっていた。ただ全身を探さぐり、自分の体がどこも失われていないこと──夢のなかと違い、〝失軀〟に冒されてはいないことを確かく認にんして、安あん堵どの息をついた。その後、うとうとと熱に浮うかされた眠りに陥おちいったあと、戸を叩く音に目を覚ましたのだった。

　そのトキノは、荷物のなかからなにかを取り出したあと、しばらく姿を消していた。コノエはまた、少し眠っていたようだ。気づくとトキノが枕まくら元もとに座り、心配そうに自分の顔を見ていた。

「ほら、これ飲んで。よく効くから」

　さし出された椀わんには緑色っぽい液体が入っていた。薬草を煎せんじてくれたらしい。ありがたく思いながら、コノエはひとくち椀の中身を舐なめ──思いきり顔をしかめた。

「にが……」

　なんとも形容しがたい苦みが口中にひろがる。苦さを通りこして舌がしびれるほどだ。そっとうかがうと、トキノは腕うでを組んで怖こわい顔をしてみせる。こちらが薬を飲むまでは一歩も退かないという構えだ。しかたない。コノエは覚かく悟ごを決めて目をつぶり、一気に薬湯を飲み下した。苦さのあまり悶もだえていると、トキノはコノエの頭をぽんぽんと叩たたく。

「よしよし、よくがんばった」

「こどもかよ。──あの壺つぼ……棚たなの上の黒いやつ、とって」

「ん、これ？」

　トキノが立って、コノエが指さした蓋ふたつきの黒い壺をとってくる。コノエは壺のなかからひとかけら、木の実の塊かたまりをつまみ上げ、口のなかに放り込んだ。口直しだ。

「なんだ、それ？」

「食べるか？」

　壺の口を向けると、好こう奇き心旺おう盛せいなトキノは進んで手を伸のばし、コノエにならって中身をひとかけ口に入れる。

「あ、甘い。うまーい、なにこれ？」

「メソの実」

「え、メソの実って食えないだろ？　渋しぶくて」

「一晩水につけたあとあく抜ぬきして、それから炒いって、蜜みつをからめたんだ」

「へええ、うまいよこれ。香こうばしくて。メソの実が食えるなんて知らなかった」

　トキノは感かん嘆たんして、しきりにほめてくれる。コノエは誇ほこらしい反面、複雑な気分になる。〝虚うつろ〟の被ひ害がいにさらされている火楼の猫はみんな、これまで食しよく糧りようにしていなかったものまで、とことん工く夫ふうして食べるようになっていた。

「ほんと、うまい。コノエ、これ半分くらいわけてくれないか？　そうだな──」

　トキノはまたごそごそと荷物を探り、乾かん燥そうした果物や木の実、それにコノエの好物のクイムの実を数個取り出して積み上げた。

「──これと交こう換かんで、どう？」

「え、そんなに？」

「うん、売れ残りで悪いんだけどさ。このメソの実、藍閃に持っていったら売れるかも」

「本当か、こんなもの？」

　コノエは疑いの目をトキノに向ける。そういいながらこの友人は、こちらの窮きゆう状じようを知ってこっそり援えん助じよしてくれるつもりではないだろうか？

　だがトキノは、コノエの疑念をはねのけるような屈託ない笑顔を見せた。

「うん、充じゆう分ぶん売り物になる味だと思う。信じろって。俺、こう見えても商あきないにはなかなか目め端はしが利くんだぞ」

　どうも本気らしい。自分の工夫したものがそんなに評価されるのは、悪い気分ではない。コノエは照れ隠かくしに、ちょっとひねくれた口をきく。

「……ま、そっちが損をしたいっていうなら止めないけど？」

「あ、言ったな、こいつ」

　トキノが笑い、コノエの額を指で突つついた。

「寝ねてろよ、病人のくせに」

　コノエはくすくす笑いながら、言われたとおり、おとなしく寝しん台だいに身を横たえた。トキノはそんな彼の顔を見ながら、おもむろに口をひらく。

「コノエさぁ……藍閃へ来ないか？」

「え？」

　唐とう突とつな言葉に、コノエはけげんな顔になる。トキノが真しん剣けんさを増した口調で続けた。

「危ないよ、ひとり暮らしだし。今回は俺がたまたま来たけどさ。もし病気で起きられなくなって、誰だれも来ないうちにひっそり死んでたりとか……」

「ないない、そんなの」

「そうかなぁ」

　トキノはなおも不安そうだ。コノエは軽く笑って言った。

「それに、それならそれでしかたないだろ？」

　ひとりで暮らしている以上、トキノが言ったような不安は常に抱いだいていた。でも、火楼のほかの連中に頼たよるくらいなら、ひとりでひっそり死ぬ方がマシだ。少なくとも自然な死に方といえるだろう。だがトキノはさらにやっきになって言葉を継つぐ。

「しかたなくないよ。だからさ……藍閃なら猫も多いし、俺もいまより会いに行けるし……」

「でも、縄なわ張ばりがあるから……」

「うーん……」

　トキノは難しい顔になった。藍閃のような街に住む猫は、縄張りを持たなくなって久しい。だからコノエたちの縄張りに対する執しゆう着ちやくが、どうもピンと来ないらしい。でも面と向かって疑念を口にすることはない。こちらの価値観をちゃんと尊重してくれているのだ。トキノのそういうところが、コノエは好きだった。

「……ごめん、心配してくれてるのに」

　コノエがわびの言葉を口にすると、トキノは首を振ふる。

「いや、こっちこそ。ただ、つい、さ……」

　その目が少し遠い表情になる。

「最近……おかしいから、いろいろ」

「なにが？」

「うーん、うまく言えないけど。あちこちで変なことが起こってる。藍閃でも〝失軀〟が増えてるし……悪あく魔まを崇すう拝はいする妙みような連中が増えてるし、聖地が汚けがされたり、壊こわされたり……」

　コノエは眉まゆをひそめた。

「聖地が壊される？」

　トキノが顔をしかめてうなずく。

「ああ。ずっと昔から、神が宿るとか、神が降りるとかいわれて大切にされてきた岩や、祠ほこらや、そういうものが、あちこちで破は壊かいされてるって……噂うわさだけどね」

「ふうん……」

　商い猫は遠くまで旅をし、仲間同士で情報のやりとりもする。だから各地の噂話には自然とくわしくなる。〝失軀〟は火楼でも増える一方だが、そのほかはコノエにとってはじめて聞く話だった。トキノは深々とため息をつく。

「俺も、神さまとか本気で信じちゃいないけど……そういうのって嫌いやだな。みんなが長い間大事にしてきたものを壊すなんて」

　コノエはほったらかしになっているリビカの祠を思い浮うかべ、やはり憂ゆう鬱うつな気分になった。

　誰も神を信じない。神が助けてくれないから。

　神なんかいない。だから、神の住すみ処かなんて壊してしまうがいい。

　──でも、それはなにか、とても間ま違ちがっているような気がする。

　そういうのって嫌だ、というトキノの気持ちも、コノエにはよくわかった。

「なんか、だから……すごく嫌な感じがするんだよ。予感、っていうか……」

　──予感。

　まるでトキノの不安が感かん染せんしたように、コノエの体を悪お寒かんのようなものが走る。

「おれも……」

　つい、つり込まれるように、口をひらいていた。

「……夢を、見るんだ」

「ゆめ？」

「蛇へびが出てくる夢だ。ここ三日間、連続して見てる」

　コノエは悪夢の内容をトキノに打ち明けていた。夜な夜な訪おとずれる、色の違う蛇の話を。

　トキノは真剣な顔つきでそれを聞き、終わると長い息をつく。

「そっか……それで体調崩くずしたのか」

「うん……夢なんか怖こわがって、馬ば鹿かみたいって思うんだけどさ」

　とはいえ、たかが夢──と笑い飛ばされず、また逆に、変に騒さわぎ立てられなかったことで、コノエはほっとしていた。ふいにトキノが手を伸のばし、両手でコノエの目を覆おおった。

「今日はいい夢が見られますように」

　手が離はなれると、トキノのあたたかな笑え顔がおが見える。彼は少し照れながら言った。

「こどものころ、悪い夢見たときさ、母さんにこうやってもらったんだ。おまじない」

　トキノも母親を亡なくしている。コノエと違って父親は健在なのだが。

「……寝ねろよ。もう悪い夢見ないように、俺が眠ねむるまでついててやるから」

　コノエも微笑ほほえみ、目を閉じた。さっき触ふれたトキノの手の感かん触しよくが残っている。

　ひとり暮らしにすっかり慣れ、他の猫なんてうっとうしいと思っていた。でも、そばに誰かがいるというのも案外悪くない。

　もう夢は見ないだろう。おまじないを信じたわけでもないが、コノエはそう思い、そして実際、夢も見ずに眠った。




　目が覚めるともうすっかり暗くなっていた。家のなかにトキノの姿はなく、みちしるべの葉が灯ともしてある。コノエは起きあがり、伸びをした。薬が効いたのか、熱は下がったようだ。節々の痛みやけだるさは消え、頭もすっきりしている。

　棚たなの上にトキノの書き置きがあった。よく眠ってるから、このまま帰る。近いうちにまた寄る──と書き残してあった。コノエはそれを見て微笑み、ぶらぶらと水みず瓶がめに歩み寄る。夜道を歩く友の姿が思い浮かぶ。なんなら泊とまっていけばよかったのに。もし自分のせいで予定が遅おくれたとしたら、申し訳ないことだ。

　水を汲くんで、渇かわいた喉のどを潤うるおす。なにげなく窓の外を見やり、コノエはハッとした。窓の外に昇のぼって間もない満月が見えたのだ。

　すっかり忘れていた。今夜は集会の日だ。憂鬱な気分がよみがえった。だが、行かないわけにもいかない。コノエは身み支じ度たくもそこそこに、急いで家を出た。

　広場にはすでに村中の猫がそろっているようだった。コノエは異様な雰ふん囲い気きに気け圧おされ、道のところで立ちすくむ。こんなにたくさんの猫がそろっているというのに、あたりには重苦しい沈ちん黙もくがたれ込めていた。あちこちに焚たかれたかがり火が、パチパチとはぜる音さえ聞こえる。すでにくじ引きが始まっているのだ。

　車座になった猫たちが一匹ぴきずつ立ち上がり、広場の中央に置かれた台のまえで並んでいた。台の上には抱かかえるほどの大きさの壺つぼが置かれ、棒の束がさし込まれて、上から覗のぞけないように覆いがかけられている。猫たちはその棒を一本ずつ引いていくのだ。住民の数だけさし込まれた棒のうち、たった一本だけ、先せん端たんが赤く塗ぬられた棒がある。

　いままさに壺の前に立った猫が、おずおずとそのうちの一本に手を伸ばし、ためらったあと別の棒を選ぶ。後ろの者がイライラとせかす。その猫は思い切ったように、勢いよく棒を引いた。そして棒の先を見、ほっと肩の力を抜く。

　コノエは重い気持ちで、列の後こう尾びについた。広場に座した猫たちはみなうつむき加減で、しかし油断なく台の方をうかがっている。くじを引き終えた者たちのうちには、そのまま広場を出て帰って行く者もいた。コノエもいつもそうしている。誰だれかが当たりくじを引くところなど、見たくもない。

　列が徐じよ々じよに短くなる。自分の番が近づいてくる。早く終わってくれたらいいのに……自分まで順番が回ってこなければいいのに──。

　無意識に祈いのっていることに気づき、コノエはそんな自分を嫌けん悪おした。それはつまり、ほかの誰かが当たりを引いてくれればいいという意味だ。自分以外の誰かが死ねばいいという意味だ。

　誰かの死を望むなんて、なんて醜みにくいことだろう。この制度はいやおうなしに、そんな見下げ果てた望みを自分たちに抱いだかせる。コノエのうちで、また憤いきどおりがふくれ上がった。

　だが自分の番が回ってくると、その憤りも勢いをなくし、かわって冷たい怯おびえが頭をもたげる。自分の前の猫がくじを引き、大きく安あん堵どの息を漏もらすのを、コノエは内心おののきながら見守っていた。次は、自分だ。

　コノエは壺の前に歩み出る。壺にさし込まれた棒は、もう二十本ほどしか残っていない。台を挟はさんで、向こうに座った村長と目があう。コノエは自分が怖がっていることを悟さとられまいと、精いっぱい胸を張り、棒に向かって手を伸ばした。手に当たった一本を、思い切って引き出す。覆いの下から、棒の先が現れた。

　くっきりと鮮あざやかな赤が、コノエの視界で踊おどった。誰かが大きく息をのむ音が聞こえる。

　コノエが引いた棒の先は赤。濡ぬれたような血の色で塗られていた。

　よくない相が出ておる──呪じゆ術じゆつ師しの言葉が耳によみがえる。

　コノエは呆ぼう然ぜんと周囲を見回す。広場に集まった猫たちすべての目が、自分に注がれていた。その一いつ瞬しゆん、住民の顔には一様に同じ表情があった。

　自分でなくてよかった──という安堵。哀あわれみも、これまでずっと向けられてきた嫌悪すらなく──その表情にコノエは震ふるえる。

　自分はこのあと、この猫たちに殺されるのだ。

　悼いたむ価値もない、食しよく糧りようとして。




　コノエは高い窓を見上げていた。窓とはいってもそれは石いし壁かべにあけられた細長い隙すき間まで、腕うで一本も通りそうにない。壁かべ際ぎわに灯されたみちしるべの葉が、ほかになにもない室内を青白く照らしている。べつにコノエの好みにあわせたわけではなく、火を放って逃にげ出したりしないようにという用心からだろう。

　そこは火楼には珍めずらしい、石造りの蔵くらだった。集会が終わるとコノエは数匹の猫に連れられ、ここに閉じ込められた。かつて食糧の備び蓄ちくに用いられていた蔵には、木の実のかけらすら転がっていない。

　いや──コノエの頭に陰いん鬱うつな考えが浮うかぶ──いま備蓄されている食糧は、おれか。

　──藍閃へ来ないか？

　トキノの言葉がよみがえって胸を刺さした。つい半日まえのことなのに、友人とのひとときが、無限の距きよ離りを隔へだてて感じられる。どうしてトキノの言うとおりにしなかったのだろう。そのまえだって……ずっとこの村から逃げ出したいと思っていたのに、どうしてもっと早くそうしなかったんだろう。

　結局のところ、こんなことが本当に自分の身に降りかかるなんて思っていなかったからだ。自分が〝生いけ贄にえ〟に選ばれるなんてことは。こうなってしまっては、縄なわ張ばりや思い出になんの価値があるだろう。

　おれは死ぬ。

　殺されるんだ。同じ村の連中に──。

　こんなとき、自暴自じ棄きに陥おちいって暴れたり、自分を憐あわれんで泣き叫さけぶものだと思っていた。でも実際には、そんな気力さえわいてこなかった。

　コノエは冷たい床ゆかに身を横たえ、ただぼうっと高い窓を見上げていた。窓は暗く、夜の闇やみを切り取っている。そのまま眠ねむってしまったらしい。

　夢を見た。

　コノエはあの空間にいた。色とりどりの光に彩いろどられた暗闇に。鼓こ動どうに似た脈動が、空くう漠ばくとした空間を充みたし始める。

　──来る。

　コノエが思ったとたん、目の前で勢いよく炎ほのおが立ち上がる。紅ぐ蓮れんの炎。すべてを染め上げる血の色。足首にぬめる感かん触しよく。真しん紅くの蛇へびがするするとコノエの体を這はう。コノエは思わず悲鳴を上げる。蛇の体は目前の炎を思わせる熱を帯びていた。その長い体が巻きついたとたん、首の皮ひ膚ふがジュッと音を立てて焦こげる。

　コノエはわめき、身をよじって転げ回った。必死に蛇を引きはがそうとするが、触ふれたとたん掌てのひらまで焼けただれる。

　──感じるか？　この俺の鱗うろこから、舌から、瞳ひとみから、鼓動から、あふれ出るものを……。

　いつもと同じ、蛇のささやきすら耳に入らない。コノエは自分を焼く耐たえがたい痛みから逃のがれようともがくばかりだ。肉の焦げる嫌いやな臭においが鼻をつく。生きながらにしてあぶり殺される苦しみに気も狂くるいそうだった。

　──苦しいか？　熱いか？

　蛇は超ちよう然ぜんと、のたうち回るコノエを見下ろしている。楽しげな声が耳のなかで響ひびく。

　──その憤り、怒いかりはすべての源。そして、俺の糧かてとなる……。

　涙なみだにかすむ目で、コノエは自分が四色の炎に取り囲まれているのを見る。それぞれの炎の前で、ほかの三匹びきの蛇が鎌かま首くびをもたげて、息も絶え絶えのコノエをじっと見つめている。

　ふいに、首に巻きついていた赤い蛇がさらに上に這い上がる。焼け焦げた皮膚がその動きにつれて、ずるりと剝はがれる。

　──すべて、ここにそろった。

　ちろちろと舌を揺ゆらめかせる赤い蛇が、視界に迫せまる。もはやコノエは抵てい抗こうする力もなく、ぐったりと身を投げ出していた。その唇くちびるに、まるでキスするように蛇が口を寄せる──と、見るや──

　赤い蛇はコノエの口のなかにするりと滑すべり込んだ。

　──受け入れろ。

　頭の奥で声が響く。

　なにが起こったかわからなかった。戸と惑まどうコノエの喉のどが強ごう引いんに押し広げられ、灼しやく熱ねつする感触がさらに奥へとねじ込まれる。声が出ない。息さえできない。あまりの苦しみにコノエの体が激しく痙けい攣れんする。体内に入り込んできたなにかは、喉を焦がしながら胃の奥へ滑り落ちていく。永遠にも思える苦しみのあと、やっと空気が喉に流れ込んでくる。コノエは激しく咳せき込み、ぐったりとその場に頭を落とした。自分があの蛇をのみ込んだのだ──その理解が遅おくれて、しびれた脳に届く。吐はき気がこみあげ、弱々しくえずく。だがもう、指の一本も動かす力は残っていなかった。

　コノエを取り囲んでいた三匹の蛇が、動いた。

「い……やだ……」

　逃げることも、抵抗することもできず、せめてもの抗こう議ぎさえ声にならなかった。その口の隙間から、緑の蛇が滑り込む。コノエは必死に口を閉じようとするが、押し入ってくる蛇の力の方が強い。長くのたうつ胴どう体たいが見え、嫌けん悪おに喉が詰つまる。それでもどうしても吐き出すことができない。焼けただれた喉が押し広げられ、痛みのあまり目の前が暗くなる。

　──受け入れろ。

　それはいつ終わるともしれない死の苦しみだった。緑の蛇のあとは、黄色、青の蛇が続く。自分はこうして四匹の蛇にはらわたを食われて死ぬのか。はたしてこれは本当に夢なのか──苦痛に朦もう朧ろうとしながら、コノエは考え──

　──そして、目を覚ました。

　声を上げながら飛び起き、コノエは闇やみ雲くもに喉をひっかいた。全身が冷たい汗あせに濡ぬれている。あたりは見慣れないがらんどうの空間で、コノエは一いつ瞬しゆん、夢か現実かわからなくなる。やがてその目がみちしるべの葉にとまり、自分がどこにいるか思い出した。

　この現実も悪夢にほかならないが、少なくともさっきのよりマシだ。

　コノエは荒あらい息をつきながら、胃のあたりをつかんだ。夢──そう、夢のはずだ。だが喉を通り抜ぬけていった長い体の感触がまざまざとよみがえり、吐き気をもよおす。コノエは震ふるえながら床にうずくまり、うつむいて吐こうとした。だが胃からはわずかに酸すっぱい味がこみあげるばかりで、なにも出てこない。もちろん、あの蛇たちも。

　苦しい。涙があふれ、開いた口の端はしからぽたぽたと唾だ液えきが落ち、床にしみ込んでいく。

　しばらくして、コノエはやっと身を起こし、その場に座り込んだ。まだ震えはおさまらず、乱暴に腕うでをこする。そして、気づいた。

　腕になにか黒いものが浮うき出ている。

「なんだ……これ……？」

　コノエはあかりの方に寄り、光源に腕を近づける。するとみちしるべの葉の青白い光が、肌はだにくっきりと浮かび上がる黒い模様を照らし出した。手の甲こうから肘ひじのすぐ下くらいまで、なにかの紋もん章しようを思わせる文様が肌を覆おおい尽つくしている。よく見るともう一方の腕もだ。あわててこすってみたが薄うすれる気配もなく、まるで刺青いれずみでもしたようだが、もちろんこんなもの、寝ねるまえまではなかった。

　どきどきと心臓が不ふ吉きつに高鳴りだす。コノエは全身をあらため、両足の脛すねにもそれぞれ別々の文様が刻み込まれているのを見つけた。不安のあまり、尻尾しつぽを握にぎりしめる──と、彼は思わずその尻尾から勢いよく手を離はなしてしまう。

　黒。目の前でふくらんだ尻尾は、闇やみのような真っ黒だった。これは自分の尻尾じゃない──だがそれは自分の意志に従ってうねり、コノエの頭は完全に混乱をきたす。

　なんだ？　なんなんだこれは？

　ためしに左右に動かしてみると、目の前の黒い尻尾はそのとおり左右に振ふれる。コノエはやっと、自分の毛色までもが変わってしまったのだと思い知る。ふいに、脳のう裏りによみがえる言葉があった。

〝黒い耳と黒い尾お、黒い痣あざをもつ者が現れるとき、この世界は禍わざわいにのみ込まれる──〟

　不吉な予言。自分のこの姿は、まさにその予言を体現したようではないか。

「どうして……？」

　自分が〝禍をもたらす者〟であるはずがない。こんなこと、すべて間ま違ちがいだ。間違いに決まってる。

　夜ごとの悪夢。〝生いけ贄にえ〟に選ばれ、しかも予言のように変容した自分。

　なぜ。なぜ自分にこんなことが起こるのか？

　なぜ──？

　いくら問いかけても答えなど出ない。絶望がひたひたと全身を浸ひたしていく。コノエは呻うめき声を上げ、勢いよく床ゆかに突つっ伏ぷした。泣きたかった。泣きわめいてすべてを打ち壊こわしたかった。だが、どのみち自分の運命は決まっているのだ。

　この姿を見たら、いくら弁解しようと、村の者たちはすぐさま自分を打ち殺すだろう。〝禍をもたらす者〟として。でも、そうでなくても〝生贄〟として食われるだけだ。

　世界は禍にのみ込まれる──。

　いいだろう。それなら滅ほろびてしまえばいいのだ。

　滅びてしまえ。自分を殺す、こんな世界など──。

　自暴自じ棄きに陥おちいってうずくまるコノエの耳に、そのとき、ことりと小さな音が、床を通して伝わってきた。彼はのろのろと身を起こし、入口の方に顔を向ける。

　誰だれか来たのだろうか？

　この姿を見られるのは嫌いやだった。だが蔵のなかには身を隠かくす場所などない。コノエは全身を硬かたくして、入口の扉とびらがゆっくりと開くさまを見守った。だが、現れた顔を見て、その目が大きく見ひらかれる。

「あんた──？」

　欠けた左耳と目──それは数日前に会った、あの〝失軀〟の猫だった。猫はぎこちない動作で蔵に入り込み、すぐにそっと扉を閉じる。あわただしくコノエに歩み寄ろうとした、その足が止まる。

「あんた──その耳……その痣……？」

　コノエはびくりと肩かたを揺ゆらし、顔をそむける。やっぱり、耳まで──ほかの者の目にも、自分の変化は歴然たるものだろう。

　コノエは相手が恐おそれて逃にげ出すか、罵ののしりの言葉をぶつけるかするだろうと思った。しかし、相手はそのどちらもしなかった。〝失軀〟の猫はすぐ自失からさめ、小走りに近寄る。

「あんたの荷物と外がい套とうをとってきた。急げ」

「えっ？」

　切せつ迫ぱくした調子でささやきかけられ、コノエは驚おどろいて顔を上げる。〝失軀〟の猫が目の前に置いたのは、たしかにコノエの荷物袋ぶくろと短たん剣けんの鞘さやがついたベルトだ。しかも彼はすでにてきぱきとコノエの肩に外套を着せかけてくれている。〝失軀〟の猫は叱しかるように言った。

「なにをぼーっとしてるんだ！　このままここにいて殺されるのを待つつもりか？　逃げるんだよ！」

「に……げる……」

　コノエは相手の言葉をくり返したあと、愕がく然ぜんとして悟さとる。この猫は、自分を逃がすためにここを訪おとずれたというのか。

「で……でも、見張りは──」

「見張りなんていない。みんな寝ね静しずまってる。逃げるならいまだ」

「でも！　どうしてあんたが──？」

　この猫とは縁えんもゆかりもない。たしかに病の彼を呪じゆ術じゆつ師しのところへ連れてはいったが、それくらい恩に着ることでもないだろう。〝生贄〟を逃がしたりしたら、どんな罰ばつが下るかわからない。それなのに──？

〝失軀〟の猫は、低くつぶやいた。

「もっと早く、こうするべきだったんだ」

　コノエは意味がわからず、相手の顔を見つめる。〝失軀〟の猫の顔には暗く張りつめた表情があった。

「俺の弟も〝生贄〟に選ばれた。俺はずっと悔くやんできた。どうしてあのとき、弟を連れてこんな腐くさった村を逃げ出さなかったのかって……」

　彼は憤いきどおりを込めて語った。

「あのとき俺にはできなかった。これは村の掟おきてなんだ。村のためにしかたないことなんだ……自分にそういい聞かせて……でもじつのところは、縄なわ張ばりを捨てて、危険な外の世界に飛び出す勇気がなかっただけなんだよ……！」

　それは、コノエも同じだ。火楼を憎にくみながらも捨てることができなかった。それは、未知の世界が怖こわかったから。すべてを捨てる勇気がなかったからだ。

　うつむくコノエに、〝失軀〟の猫は自じ嘲ちようを込めて、欠けた自分の体を示す。

「──これはその報むくいだ」

「そんな……」

　報いだ──彼の苦いつぶやきに、そんな意味が込められていたなんて……。

　呆ぼう然ぜんとするコノエに、〝失軀〟の猫はぐいと荷物を押しつける。

「だから、あんたは逃げろ。連中の餌えさになって死ぬんじゃない。生きるんだ」

　生きる──！

　コノエの目に強い光が戻もどってくる。そうだ。このまま座して死ぬのを待つなんてごめんだ。村のろくでなしどもの腹を満たすくらいなら、森のなかで迷ってのたれ死ぬ方がまだマシじゃないか。

　彼は立ち上がって短剣のベルトを腰こしに巻き、外套といっしょに渡わたされた手てつ甲こうで腕うでの痣あざを覆おおい隠した。そんな彼に、〝失軀〟の猫が荷物を渡し、先に立つ。ふたりはそっと扉を開き、外のようすをうかがった。

　いつの間にか雨が降り始めていた。そろそろ陽の月がのぼるころだと思うが、雲が厚いのか、あたりは闇やみで充みたされたままだ。ありがたい。

〝失軀〟の猫が、コノエの手首をつかんで蔵くらを飛び出し、物もの陰かげへと導く。そのぎこちない動作と手の熱さに、コノエは彼がまだ病から回復していないことに気づく。

　それなのに、自分を助けてくれた。さぞ苦しいだろうに……見つかったら彼もただではすまないだろうに……。コノエは胸がいっぱいになるのを感じる。

　そのとき、背後で誰だれかの声が上がった。コノエはハッとする。自分が逃げ出したことに、誰かが気づいたらしい。

「さあ、行け」

〝失軀〟の猫が強くうながす。コノエはうなずいたが、もう一度、その手を握にぎった。

「あんたが……さっき言ったことだけど」

　彼はおずおずと言いかけたあと、暗闇のなかでひたと相手の目を見つめる。

「報いだって言ったけど、それは違ちがう！　病は病だ。誰だって、なにも悪いことしてなくたって、なるときはなる。そんなものが報いなんかであるもんか！」

　一いつ瞬しゆん、相手は戸と惑まどったようだった。だが、すぐに熱い手がコノエの手を強く握り返した。

「行け……生きのびてくれ」

　ありがとう。コノエは口のなかでつぶやき、手を離はなす。そして、籠かごから放たれた鳥のように、勢いよく森のなかに駆かけ込んでいった。
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　──迷いの森の奥深く、幽ユウ刻コクの谷に棲すむ黒き猫

　　　古き教えに従いて、純血守りし吉キ良ラの民たみ

　　　その血の奥に潜ひそむるは、昏くらき呪のろいか言こと祝ほぎか──









　狭せま苦くるしい穴のなかでコノエは目覚めた。昨夜は松たい明まつのあかりと猫リビカたちの怒ど号ごうに追われて森へ逃にげ込み、疲つかれ切って木の根方に空いた洞うろへ転がり込んだ。そのあと息をひそめるうち、眠ねむってしまったのだ。雨を吸った服は湿しめり、窮きゆう屈くつな姿勢で眠ったせいで体がこわばっていた。コノエはのろのろと穴の外に鼻先を突つき出し、周囲のようすをうかがう。

　あたりは静まりかえり、木の梢こずえでさえずる鳥の声しか聞こえない。近くにほかの猫の気配は感じられない。こちらを追って〝迷いの森〟にまで立ち入ろうという者はおそらくいなかったのだろう。コノエは穴から這はい出し、大きく伸のびをした。そして周囲を見回し──静かに息をのんだ。

　今朝たどり着いたときはまだ暗くて気づかなかったが、あたりには堂々たる巨きよ木ぼくが立ち並んでいた。コノエがつかの間の避ひ難なん所じよに選んだ木にしても、猫が三匹びき手を繫つないで届くかどうかという太さだ。地面は緑の絨じゆう毯たんを敷しき詰つめたように苔こけむし、はるかな高みまで生い茂しげる枝えだの葉を透すかして、細い光が筋になって射さし入っている。まるで歌物語に出てくる宮きゆう殿でんのように、美しく荘そう厳ごんな空間だった。コノエは静けさのなか、しばし敬けい虔けんな気持ちになる。ここは有史以来、猫たちもほとんど足を踏ふみ入れたことのない場所だろう。

　まだ夕方ではないだろうが、みっしりと葉の茂った森のなかは薄うす暗ぐらかった。陽の月が傾かたむくころには、じきに真っ暗になってしまうだろう。コノエは近くの木の根に腰を下ろし、ひとまず身み繕づくろいに取りかかる。そこであらためて、自分の体の変化を突きつけられた。コノエは手甲の下から現れた刺青いれずみのような痣と、真っ黒な尻尾しつぽをまえにうなだれる。

　やはり、夢ではなかった。でもこれはいったいどういうことなんだろう？　まさか本当に、自分が〝禍わざわいをもたらす者〟だとでもいうのだろうか？

　どちらにせよ、もう火カ楼ロウには帰れない。住み慣れた家を思い出すと、思わず耳が垂れる。あそこには母との思い出が詰まっていた。母の形見だった古い指輪さえ持ち出すことができなかった。もう二度と、あの家を見ることもないかもしれない……。

　コノエは我に返り、勢いよく首を振ふった。

　いまはこんなことを考えている場合じゃない。いくら悩なやんだって、事態は変わらない。それより、これからのことを考えなければ。

　とりあえず、〝失シツ軀ク〟の猫が持ってきてくれた荷物袋ぶくろのなかを覗のぞき込み、木の筒つつを見つけて取り出す。水すい筒とうだ。なかでかすかに水の音がする。ちゃんと中身まで入れてくれたのだ。コノエはありがたく栓せんを抜ぬき、喉のどを鳴らして水を飲んだ。袋には前日にトキノがくれた果物や木の実も入っている。それを見ながら、コノエは少ししんみりした気分になった。

　そういえばあの〝失軀〟の猫は無事だっただろうか？　自分を逃がしたところを誰だれかに見つかってはいないだろうか。無理をしたせいで病が悪化してはいないだろうか。

　火楼にいい思い出はない。きっとこのさきも、仲間に殺されかけたという恐きよう怖ふ抜きには思い出すことはないだろう。でも、あの猫がしてくれたことだけは忘れない。たったひとりでも、自分を助けてくれた猫がいたということは。

　まだ腹は空いていなかった。猫リビカはたいてい一日に一度くらい食事をとり、一回の食事が多かったときなどは、三日ほど食べなくても行動できる。とりあえず、食事は後回しにして行動することにしよう。

　コノエは立ち上がり、思いついて、近くの木の幹に爪つめで疵きずをつけた。そして、火楼と逆の方向に歩き出す。森はしんと静まりかえり、ときおり葉にたまった昨日の雨が、足あし下もとや肩かたに滴しずくを落とす。コノエはところどころ、立ち止まって木に疵をつけながら歩いた。ここは〝迷いの森〟だ。魔ま物ものに取り殺されたり、気づかずに同じ道をいつまでも巡めぐっていたりするとも聞く。こうして印をつけておけば、少なくとも後者の危険は避さけられるだろう。

　森はそんな危機感を忘れさせるほど美しかった。どっしりと丈たけ高い木々は身を飾かざるように蔦つたをからませ、ぶ厚い苔は何年もまえに倒たおれた木の上までもなめらかに覆おおい、すべてがひっそりと優ゆう雅がに見える。コノエはこの静せい寂じやくを破る自分が後ろめたくさえ思えた。しかし、歩けど歩けどどこまでも変わることのない風景を見るうち、恐おそれの気持ちの方が徐じよ々じよに大きくなってきた。

　この森はいったいどこまで続いているのだろう？　はたしてこの方向で合っているのだろうか？　もしかして自分はまるで違ちがう方向に──ひたすら森の奥へ奥へと向かっているのではないだろうか？

　あたりは暗くなり始めていた。そして、緑の天てん蓋がいにみっしりと覆われた森のなかは、驚おどろくほど急速に闇やみが降りてくる。コノエは戸と惑まどって周囲を見回す。夜が来たとたん、美しく神秘的だった森はがらりと様相を変えた。あたりには見通しのきかない暗闇や、得体のしれない影かげがひしめき、猫は夜目が利きくとはいえ、気やすく歩き回れる場所ではなくなった。遠くでなにかが長く尾おを引く声を上げ、コノエはびくっと立ち止まる。鳥だろうか？　それとも──魔物？

　昼間は静寂そのものに思えた森だったのに、いまはひそかなざわめきに充みたされている。頭上の葉は陰かげから、そこの茂みの陰から、なにかが自分の動きを見守っている──そう、正直に認めるなら、コノエは怯おびえていた。

　まだ月が明るい時分だけに、月明かりを頼たよりにまだ進めると思っていたが、早く安全な寝ね床どこを探す方がいいかもしれない。でも、いったい安全な場所はどこだろう。コノエの脳のう裏りに、あとにしてきた火楼の住すみ処かが浮うかぶ。いまあの寝床に戻もどれたらどんなにいいか──。

　コノエはぶるっと頭を振った。つい昨夜、あのまま村にいて住民たちに食い殺されるくらいなら、〝迷いの森〟でのたれ死ぬ方がいいと、あれほど願ったのは自分じゃないか！

　コノエは勇気を奮い起こし、勢いよく足を踏み出す。が、数十歩もいかないうちに、その足が止まった。なにか──いる。どこかから、自分を見つめている。まるで見えないなにかが頭を押さえつけるような圧あつ迫ぱく感かん。コノエは空気を揺ゆらすことさえ恐れ、ゆっくりと頭こうべをめぐらせる。はたして──その目は闇のなか、らんらんと光る二つの目と出会った。

　大きい。リスやイタチのような獣けものではない。猫よりはるかに大きいなにかが、暗闇の奥にじっとうずくまり、血のように赤く光る両目でこちらをうかがっている。コノエは全身の毛が逆立つのを感じた。鋭えい敏びんな鼻が、かすかに、なにかとても嫌いやな臭においをとらえる。生なま臭ぐささと金臭さが混じったような──これまで嗅かいだことのない臭い。

　──やばい！

　考えるよりさきに体が動いていた。コノエはその場から、脱だつ兎とのごとく逃にげ出していた。視界の利きかない濃こい闇のなかを、あとさき考えずにひたすら突つっ走る。握にぎった掌てのひらが冷たい汗あせでぬるつく。背後からあの〝獣〟が追いかけてきているかどうか、確かめる余よ裕ゆうさえなかった。コノエの全存在が警けい鐘しようを鳴らしていた。

　あれは危険なもの──とてつもなくやばいモノだと。

　低木の茂しげみを突っ切り、目の前に立ちはだかる巨きよ木ぼくを縫ぬい、息を切らして走る。しかしいきなり巨大な倒とう木ぼくに行く手をさえぎられた。跳とび越こえようとして足が引っかかり、前方へ体が投げ出される。肩で息をしながら顔を上げる。そのとき、前方にぼんやりとあかりが見えた。

　コノエは一いつ瞬しゆん、目を疑う。ここは猫の立ち入らない森のなかだ。自分以外に誰かいるのか？

　だがあかりは揺らぐことなく力強い輝かがやきを放っている。見み間ま違ちがいではない。コノエは思わず、引き寄せられるようにそのあかりに近づく。

　一匹ぴきの猫が、まるでコノエを待つように、あかりを高く掲かかげて立ち止まっていた。その姿を見分けたとたん、コノエはさらに目をみはる。色とりどりの布を頭に巻き、長い外がい套とうをまとったほっそりした姿。赤茶色の髪かみの下から柔にゆう和わな顔がのぞく。あの歌うたいだ。

　歌うたいもこちらを見分けたようだった。整った顔にやわらかな笑えみが浮かぶ。歌うたいはあかりを掲げたまま、まるでついてこいというように、先に立って歩き出す。コノエは疑うこともせず、そのあとを追った。

　なんでこの猫がここにいるんだろう？──そんな疑問が頭をよぎったのは事実だが、それよりまた会えたうれしさの方が大きかった。彼といっしょにいると、まるで大きな手で守られているような安あん堵ど感かんに包まれる。

　数歩先で、ゆらゆら揺れるあかりと、ほっそりした後ろ姿が夜の森に浮かんでいる。歌うたいはそれほど急ぐようすもないのに、足を速めてもどうしても追いつくことができない。まるで夢のなかにいるような気分にとらわれる。

　どれくらいそうやって進んだろう。気づくと歌うたいは立ち止まり、一本の巨木を示していた。からみあった太い根の間に、猫が潜もぐり込めるくらいの隙すき間まがある。ここで休めということだろうか。コノエは指し示されるまま、根の間に潜り込んだ。地面はぶ厚い苔こけのおかげでやわらかく、外から見るより居い心ごこ地ちのいい場所だ。コノエは歌うたいの方を見やる。

「あんたは？」

　たずねると歌うたいは首を振ふり、入口のところに腰こしを下ろす。どうやら見張っていてくれるということらしい。ふつうなら気き詰づまりに感じるところだが、コノエはほっとした気分でその場に丸くなる。

「じゃ……月が真上に来るころ、起こしてくれるか？　交代するから」

　まだ眠ねむれまいと思っていたが、予想以上に疲ひ労ろうしていたらしい。身み繕づくろいもせず頭を落とすと、たちまち眠ねむ気けが襲おそってきた。コノエはぬくぬくと丸くなりながら、つぶやく。

「なんだったんだろう、あの──」

　──赤い目の獣。思い起こすとかすかに体を震ふるえが走った。自分はもしかしたら本当に危ないところだったのかもしれない。あれが魔ま物ものだろうか？　ああいうのがこの森にはうろうろしているんだろうか？

　よみがえった不安も、訪おとずれた眠気を妨さまたげることはできなかった。コノエは最後に薄うす目めを開け、あかりのまえに座った歌うたいを見やる。その背中が懐なつかしく感じられたのはなぜだろう。

　コノエは安らかな気分に包まれ、夢も見ずに眠った。




　次の朝、目覚めると、歌うたいの姿はなかった。まるで夢でも見たような気分だ。

　コノエはいぶかしみながら身繕いをし、小川を見つけて喉のどを潤うるおした。今朝の森は、昨日ほど賛美の気持ちを抱いだかせなかった。薄うすいベールのような霧きりが立ちこめ、視界をさえぎっていたからだ。昨夜見た〝獣〟の存在のせいもある。この森はたやすく飼い慣らせない、秘密と危険を内包した場所なのだ。

　あの歌うたいが道連れになってくれたら心強かったのに。

　でも、もしかしたら本当に夢だったのかもしれない。この森が見せた幻げん影えいなのかも。

　そう思わせるほど森は神秘的で、歌うたいの存在感は儚はかなかった。

　荷物のなかの果物で腹ごしらえし、水すい筒とうを水でいっぱいにして、コノエは立ち上がった。昨夜闇やみ雲くもに逃げ回ったせいで、方向感覚がすっかり失われていた。昨日、印をつけたところまで引き返すのが賢けん明めいなのだろうが、またあの〝獣〟に出くわす危険がある。ひとまず、この川沿いに下っていこう。

　心を決めて歩き出そうとしたとき、小川のほとりにあるものに目がとまる。緑の苔になかば埋うまったような形で、細長い石が顔を出している。目についたのは、細長いそれがぽっきりと折れ、真新しい断面を見せているからだ。石の断面はほぼ長方形で、天然のものとは思えない。コノエは好こう奇き心に駆かられ、その石に歩み寄った。

　近づくと、平たい石の表面にはなにかが彫ほり込まれているようだ。文字のように見える──が、読めない。〝二つ杖つえ〟の用いた古代文字かもしれない。コノエも猫たちの使う絵文字なら読めるのだが……。

　たぶんこれはずっと昔に誰だれかが建てた石せき碑ひだろう。石碑はコノエの膝ひざの高さで二つに折れ、上半分はすぐ後ろに倒たおれていた。折れ口はまだ新しい。コノエはトキノがしてくれた話を思い出す。聖域を汚けがしたり、壊こわしたりする連中がいるという。これもそういう、破は壊かいされたものなのかもしれない。

　でも、こんな森の奥になぜ、誰がこんな石碑を建てたのだろう？　同じことが破壊したヤツについてもいえる。こんな誰も通らないような場所まで、そいつはわざわざこの石碑を壊しに来たというのか？

「そんなはず、ないか……」

　コノエはつぶやき、なにげなく石碑の苔むした表面に手を這はわせた。朝あさ霧ぎりを含ふくんだ苔のしっとりした感かん触しよくの下に、ざらつく古い石の感触がある。手を離はなそうとした、そのとき──

　──すうっと血の気が引くような感覚と同時に、心臓に鈍にぶい痛みが走る。コノエは混乱しながら胸をつかみ、その場に膝をついた。これは誰かの感情が流れ込んできたときと似ている。でも、周囲には誰もいないはずなのに。

　目の前が暗くなる。闇やみのなか、ちかちかと光るものがちらつく。自分は気を失いかけているのだろうか──しかし、そうではなく、闇のなか動く影かげが見えてきた。揺ゆれる光はいくつもの松たい明まつだ。曖あい昧まいだったものの輪りん郭かくが絞しぼり込まれるようにはっきりしてくる。コノエの目の前に現れたのは、祭の光景だった。体中に黒い文様を刻み込んだ猫たちが、月を仰あおいで踊おどっている。彼らはほとんど衣服を身につけておらず、獣けものの皮を接ぎ合わせたもので褐かつ色しよくの体をわずかばかり覆おおっている。コノエが目をみはったのは、彼らのうちの何匹かが黒い耳と尾おを持っていることだ。いったいこの猫たちは何者だ？　いきなりどこから現れたのだ？

　猫たちの踊る輪から、全身を鳥の羽や獣の牙きばで飾かざり立てた猫が進み出る。その猫は月を仰いでなにか声こわ高だかに歌い、次に頭を垂れてひざまずいた。まわりの猫も踊りをやめ、それに従う。彼らはどうやら、この石碑に向かって祈いのりを捧ささげているようだ。

「なんなんだ……これは……」

　コノエはかすれた声で自問する。胸が絞られるようにキリキリと痛む。耐たえきれなくなって石碑から手を離し、うずくまる。──と、そのとたん、霧が晴れるように、見えていた映像が四散した。

　コノエは驚おどろいて顔を上げた。そこはさっきまでと同じ、朝霧にかすむ森のなかだ。小川のせせらぎが急に耳に戻もどってくる。

「なんだ……なんだったんだ、あれ？」

　胸を圧あつ迫ぱくする痛みは噓うそのように消えていた。いま見た光景はなんだったのだ？　あの猫たちはどこへいってしまったのだ？　あれは、いまの時代の猫ではなかったように思う。

　呆ぼう然ぜんとするコノエの頭上から、そのときかん高い笑い声が降ってきた。

「なんて顔してんのさ？　見たんだろ、それの記き憶おく？」

　コノエははじかれたように跳とび下がり、樹上を見上げる。だがそこには深々と緑の葉が生い茂しげるばかりだ。金属性の哄こう笑しようがはじけ、高い木々の梢こずえにはじき返されて響ひびき渡わたる。

「こっちこっち！　どこ見てんのさ！」

　こどもっぽく、残ざん酷こくな笑い声がまた響く。コノエは腰こしの短たん剣けんに手をやりながら、身を低くして周囲をうかがう。しかし、猫の鋭えい敏びんな五感をもってしても、声の主の気配はまるで感じ取れない。

「誰だ!?　出てこい！」

　苛いら立だちながら怒ど鳴なり返す。直後、背後にかすかな音が立った。あわてて振ふり向くと、ほとんど自分の背中すれすれに何者かの影がある。コノエは全身の毛を逆立てて、剣を抜き放ちながらパッと飛び離れた。まるで気配を感じさせなかった声の主は、尻尾しつぽをふくらませて睨にらむコノエを高らかに嘲あざ笑わらう。

「ひっど～い、そんなに警けい戒かいすることないじゃん。ボク傷ついちゃうなぁ」

　こどもっぽい物言いと高めの声、華きや奢しやで小こ柄がらな体つきから、少年かと思った。だが違ちがう──猫なら頭の両側に立っているはずの耳がない。背中で揺れている尾は毛で覆われておらず、先が尖とがり、蛇へびの体を思わせる光こう沢たくを帯びている。なにより猫らしい匂においを感じない。血が通わないかのように青白く透すける肌はだをし、無む邪じや気きを装って見ひらいた目は紅玉のように紅あかい。ひらひらした服は赤と黒のツートンで、その禍まが々まがしい色合いも、少年の周囲にただよう非現実的な雰ふん囲い気きを強調する。

「やめてよ、刃は物ものなんて抜ぬいちゃってさ。ボクはなんにもしないってばぁ。ねえ？」

　少年は血の気のない唇くちびるを曲げて笑えみをつくりながら、コノエに向かって歩み寄る。

「──まっくろけになっちゃった、かわいそうな猫さん？」

　一いつ拍ぱくおいて、コノエは全身に電流が走るような戦せん慄りつをおぼえる。

　知っているのだ、こいつは。自分に起こった変化を。いまのこの姿が、もとの自分とは違うということを。

「おまえ、何者だ!?」

　コノエの瞳ひとみが針のように細くなる。しかし、相手は彼が発する殺気をまるで無視するかのように、仰ぎよう々ぎようしいしぐさで一礼した。

「これは失礼。名乗りがまだだったねぇ？　ボクはフィリ。いい名前だろ、フィリって？　フィリ、フィリ、ボクの主がくださった、世界でいーちばん素す敵てきな、なーまえぇ♪」

　歌うように言ったあと、コノエの心を見み透すかすように目をすがめる。

「不思議かい？　ボクがおまえのことぜーんぶ知ってるから？」

「ぜんぶ、だって？」

「もっちろんさ、コノエ。だからってボクが友だちだなんて勘かん違ちがいしちゃやだよ？　友だちか敵かっていったら、ボクは間ま違ちがいなくあとの方なんだからさぁ」

　敵。その単語に尻尾が揺れた。コノエと自分を呼んだ。名前まで知られている。

　こいつは敵？　ならなんで襲おそいかかってこない？　なんで突つっ立ってべらべらと意味のないおしゃべりをしてるんだ？

「ボクはおまえを知ってる。そうとも。たったいまおまえが、その小こ汚ぎたない石に触さわってなにか見たってことも」

「なんで……!?」

「知りたくない？　おまえが見たもののこと？　知りたいよねぇ？　どーしよっかなー、教えてあげようっかなー、どうしようかなーっ」

　もったいぶる相手のようすに、コノエは怒いかりを抑おさえきれず、すんでのところで斬きりかかりそうになる。するとフィリはひらりと背後の木の枝に跳び上がり、せせら笑った。

「おおこわ。やだね、野や蛮ばんな猫は！　せっかくこっちが教えを垂れてやろうっていってんのにさぁ」

　その動作は音もなく、まるで重さのないもののようで、コノエはひそかに度ど肝ぎもを抜かれる。さっき背後を取られたのも無理はない。このフィリとかいうヤツは、とにかく気配を感じさせない。コノエは内心の恐おそれをごまかすように、逆にとげとげしく怒鳴り返した。

「うるさい！　とっとと失うせろ！」

「えー？　ふーん、でも教えちゃお」

　フィリはこっちの反応などおかまいなしに、頭上の枝に座って足をぶらぶらさせながら、言葉を続ける。

「おまえが見たのは記憶──そいつの記憶だよ」

「……記憶？」

「そう。その古ぼけた石のかたまりのさ」

　コノエは驚おどろいて、さっきの石せき碑ひを見やった。

「なに驚いてんのさ。自分以外の心を見るのは慣れてるくせに」

　フィリが嘲るように言い、コノエは戸と惑まどいながら言い返す。

「だってあれは──違う。これはものじゃないか」

「ものにも心はしみ込むのさ。なんでもってわけじゃないけど。その石はずーっと長い間、猫たちに神さまみたいにあがめられてきた石だもん、猫たちの心をたーっぷり吸い込んでるのさ。祈いのりとか、欲望とか、夢とか、そういうどろどろぐちゃぐちゃしたもの、いっぱい」

　フィリはいたずらっぽく含ふくみ笑う。

「もうほとんど消えちゃった。ぽっきりと。邪じや魔まな〝力〟といっしょにね」

　だがコノエはその言葉の意味を追つい及きゆうする余よ裕ゆうもなく、ただ当とう惑わくしきっていた。

「でも……これまでは……」

　ものに触ふれてなにかを見たことなんてない。たしかにさっきコノエが見たものは、あの石碑に残った過去の記き憶おくだろう。あの猫たちのようすといい……でも。

「ああ、これまではなかったって？　すごいじゃない、コノエ。昨日までできなかったことができるなんて、すばらしい経験だと思うなぁ、ボクは。喜んだら？」

　フィリが枝の上に立ち上がって手を叩たたき、朗ほがらかに言い放つ。

「ま、泣こうがわめこうが、おまえにはどうすることもできないよ」

「なんだと？」

　いきり立つコノエを見下ろし、フィリはさも驚いたといった表情をつくる。

「ええーっ、まさか、コノエ。偶ぐう然ぜんこうなったなんて思ってたわけ？　ほかの猫の心を、ものの記憶を読んだり、ある日突とつ然ぜん、呪のろいの徴しるしが体に現れたり……おまえだけに起こった、いろんなこと、ぜんぶ」

「……どういう意味だ？」

　不ふ吉きつな予感をおぼえながら、コノエは問いかける。彼の真しん剣けんさを茶ちや化かすように、フィリが大げさに肩かたをすくめた。

「さああ、どういう意味でしょう？」

「ふざけるな！　知ってることを話せ！」

　コノエは相手の態度に業ごうを煮にやして叫さけぶ。握にぎりしめた両手に力がこもった。

「……まさか……偶然じゃないっていうのか？」

　フィリは微笑ほほえむだけで答えない。

　まさか。〝共感〟の力や、あの夢とも思えない蛇へびの夢、体に現れた不吉な徴、結局、追われて村を出たいまに至るすべてが、偶然ではない──何者かに仕組まれたことだとでもいうのか？　まさか、そんな！

　そんなコノエの困こん惑わくを、フィリは枝の上に寝ねそべって見つめ、笑い声を立てる。

「ふふふ、いいねえ、コノエ、その顔。もっともっと困ればいいよ。悩なやんで、迷って、苦しむといいよ。いまも見てらっしゃるあの方を愉たのしませるために」

「……見ている？」

　コノエはぞっとして、周囲の気配を探さぐった。

「誰だれが!?」

　朝あさ霧ぎりがゆっくりと流れていく森のなかは、しんとして、なんの気配も感じられない。

「ああ、残念だなぁ。名残なごり惜おしいけど、もうお別れの時間だ」

　フィリがゆっくりと枝の上に立ち上がり、そしてまた、仰ぎよう々ぎようしいおじぎをする。

「楽しみにしているよ。おまえがこの試練をくぐり抜ぬけて、また会えることを。せいぜいあの方を愉しませることだね。これは敵として、ボクからの心づくしのアドバイスさ」

　色のない唇くちびるが、にっとつり上がる。

「──でなきゃ、死ぬだけ」

「待て──！」

　身をたわめて飛びかかろうとしたコノエの目の前で、ふっとフィリの華きや奢しやな体が消え失せる。コノエは驚きよう愕がくに目をみひらく。消えたのだ。まるで朝霧にとけてしまったかのように。あわてて周囲をうかがったが、聞こえるのはさらさらと流れる川のさざめきだけだった。




　石碑の記憶を見て、思い出したことがある。

〝迷いの森〟を東へ行った方角に、〝幽ユウ刻コクの谷〟という場所がある。そこに住む吉キ良ラという一族はみな、浅黒い肌はだをして体に黒い痣あざをもち、黒い耳と尾おをもつと言い伝えられていた。まるで禍わざわいの徴そのものだが、そこではみなが昔からずっとその姿なのだ。もっとも一族の者を見た者はほとんどいない。吉良の猫はよそ者を嫌きらい、商あきない猫さえ村に入れようとしないし、自分たちも村の外へ出ることがないのだという。よその猫も、彼らの不吉な姿を嫌ってかかわろうとしない。

　コノエが見た、過去の映像のなかで、猫たちはみな浅黒い肌をし、体中に黒い痣のような文様があった。黒い耳と尾の者もいた。あれはもしかして、吉良とかかわりのある猫たちだったのではないだろうか？

　するとここは思ったより〝幽刻の谷〟に近いのかもしれない。そうだとすると、逃にげる間にずいぶん東の方に来てしまったことになるが──。

　コノエは少し迷ったあと、東の方に進路を変えた。寄り道をしている場合ではないが、急に吉良の一族が気になり始めていた。いまの自分と同じ、禍の徴をもつ一族なら、自分に起こったことを説明できるかもしれない──そんな、藁わらにもすがる思いがあった。

　歩き始めると、フィリと名乗った得体のしれないヤツのことが、いやおうなしに思い出されてくる。本当に、あいつは何者だったのだろう。フィリの存在、言葉、ふるまいすべてに動どう揺ようさせられ、あいつが消えた直後は呆ぼう然ぜんとするばかりだった。だがいま、フィリが言った内容を思い起こすにつれ、コノエのなかにふつふつと怒いかりがこみあげる。

　偶然ではない──と言っていた。誰かがずっと見ているとも。

　それでは、自分に起こったすべてに理由があるというのか？　誰かの作さく為いによるものだと？

　これまでコノエは、絶望もし、運命を恨うらみもした。だがしかたないと受け入れ、村を離はなれて新たな道を切り開くしかないと割り切ったのだ。それが誰にでも起こりうることで、たまたま自分は運が悪かったのだと思ったから。

　だが、すべてが仕組まれたことだったとしたら。誰かが自分を陥おとしいれ、しかもどこかからうかがってほくそ笑えんでいたのだとしたら──コノエの全身に震ふるえが走る。それはこれまで感じたことのない憎にくしみ、怒りゆえだった。

　でも、いったい誰にこんなことができるというのだろう？　夢を見させ、一夜にして自分の耳や尾を黒く変えるなんて？　そんなこと──それこそ神や悪あく魔までもなくてできるはずがない。

　考えるにつれて、怒りの底にうそ寒いものがただよい始める。

　いったい自分に、なにが起こっているのだろう？　なにもかも奇き妙みようで、まるでわけがわからない。ついこのあいだまで、冬の食しよく糧りようがもつかどうかが、いちばんの悩みだった。ほかの猫と同じ、ごくあたりまえのつましい生活を送っていたのに。

　考えに気をとられていたコノエは、ふいに我に返って足を止める。全身の毛が逆立つような異様な気配。頭を押さえつける圧あつ迫ぱく感かんとともに、嗅かいだことのある臭においがする。生なま臭ぐさく異質な──それがなにか思い出した瞬しゆん間かん、コノエは氷水を浴びたような心ここ地ちになる。あわてて振ふり返ると、森の奥でなにかがさっと動いた。

　コノエははじかれたように駆かけ出す。昨夜のあの〝獣けもの〟だ。すぐ霧きりにまぎれて姿までは見えなかったが、あの異質な臭いは忘れようがない。自分を追ってきたのか？

　霧はますます濃こくなっている。ときおり背後から、がさりと葉のこすれる音が聞こえる。足音は聞こえないが、間ま違ちがいなくあれは追ってきている。コノエは霧をかき分け、下生えに足をとられそうになりながら必死に走る。走って、走って、息が上がり、心臓が潰つぶれそうになろうというころ──

　いきなり、足の下から大地が消えた。あっと思ったときには、ほとんど垂直に思える斜しや面めんを転がり落ちていた。あわてて振り回した手が、斜面から突つき出た木の根をつかむ。その手にぐんと全体重がかかる。

　コノエは木の根にしがみつき、岩だらけの斜面を見下ろしていた。小石がばらばらと転がり落ち、途と中ちゆうにあった大岩にはじかれて宙を飛んだ。冷たい汗あせが噴ふき出す。もしあのままの勢いで転がり落ちていたら、自分もあの大岩に激げき突とつしていただろう。

　そこは切り立ったとまではいわないまでも、下りるには困難な斜面だった。だがふと横を見て、コノエはさらに肝きもを冷やす。右手にいくに従って、斜面はさらに急になり、まるで大きな鉈なたで切り落としたような崖がけに変わっている。もしもうすこし右手を走っていたなら、自分は崖下まで真っ逆さまに落ちていたということだ。

　さいわい、逆側の斜面はもう少しゆるやかになっていた。コノエは用心しながら足場を伝い、ゆるやかな斜面を下りていった。

　下まで下りきってから、上の森を見上げる。あの〝獣〟の影かげは見えなかった。崖にぶつかってあきらめたのだろうか。

　二、三歩歩いて、足あし下もとの感かん触しよくにコノエは足を引っ込める。妙みように不確かな、じめっとした地面──目をやると、すぐそこから湿しつ地ちが始まっている。重苦しい湿気と、腐ふ臭しゆうが風に乗って運ばれてくる。黒っぽく光る沼ぬま地ちの面から、白く立ち枯がれた木々が、骨のように突き出している。その間を濃い霧がただよっていた。

〝幽刻の谷〟──そこは沼地から立ちのぼる瘴しよう気きで草木は枯れ、水も空気も腐くさり果てた場所だと聞かされたことがある。ここはまさに、聞いたとおりの場所に見えた。

　コノエは沼地を迂う回かいして歩き出した。空気はよどんで湿しめっぽく、まだ〝陽の月〟も高いというのに、夕暮れのような暗さだ。本当に吉良の一族はこんなところに暮らしているのだろうか。水も空気も腐るというだけあって、あたりには動くものの姿はまるで見あたらない。緑のものといえば、浅い沼の面おもてに浮うかぶ、どろっとした藻もくらいだ。

　沼地を抜ぬけたあとも、濃い霧は消えない。〝陽の月〟も傾かたむきかけてきたころ、コノエはあきらめかけていた。しょせん噂うわさは噂に過ぎなかったのではないか？　もしここが〝幽刻の谷〟だとしても、こんなところに暮らせる猫なんているわけがない。偶ぐう然ぜんたどり着いたとはいえ、とんだ勘かん違ちがいで無む駄だ足あしを踏ふんでしまった。

　むしゃくしゃした気分で足を運んでいたコノエは、周囲への警けい戒かいをつい怠おこたっていた。

「──動くな」

　突とつ然ぜん、背後から低く声がかかり、コノエは跳とび上がりそうになる。焦あせって振り向こうとするまえに、肩かたが押さえつけられ、喉のどに冷たいものが触ふれる。目を落とす必要もなく理解する。それが刃は物ものだということを。

　またも背後を取られた屈くつ辱じよくに、コノエはひとり憤いきどおる。だがいくら油断していたからといって、ここまで接近されて気づかなかったはずがない。どうやら相手は完かん璧ぺきに自分の気配を絶って動けるようだ。緊きん張ちようで肩が動きそうになるのを懸けん命めいにこらえ、コノエはあえて、全身から力を抜く。相手がいつでもこちらの喉をかっ切れる状態のとき、抵てい抗こうする気がないところを見せておくにこしたことはない。その相手は抑よく揚ようのない声で一方的に告げる。

「ここから先は、行ってはいけない。引き返せ」

「……吉良の猫か？」

　コノエはまっすぐ前を向いたまま、硬かたい声で訊きく。背後の猫はそれには答えず、コノエの肩に置いた手に力を入れ、後ろに身を寄せたままゆっくりと方向を変えさせる。もと来た方向へ。

「引き返せ」

　相手はただ、そうくり返した。だがコノエはこのまま引き下がるつもりはなかった。相手の刃やいばが少し喉から離はなれた瞬間、後ろに一気に体重をかける。そのまま相手の腕うでを下から突き上げながら、するりとかいくぐって下へかがみ込んだ。続く一動作で足を振り回し、背後に立つ相手の足を払はらおうとする──が、その足は空を切った。

　すばやくワンステップで跳び下がった相手が、上から刃をかざして飛びかかってくる。その姿が大きな黒い鳥のようにコノエの視野に焼きつく。すんでのところで転がって刃をかわし、こちらもすばやく跳び下がった。

　相手は自分より大おお柄がらな、黒い雄おす猫だった。髪かみや耳、尾お、まとう衣服も闇やみそのもののように黒く、肌はだも浅黒い。たくましい腕を黒い痣あざがとりまいている。あたりに下り始めた闇にまぎれるような黒一色の装いのなかで、見ひらいた目だけが鮮あざやかに青い。暮れ方の空の色だ。その色の中心で瞳ひとみは針のように尖とがっていた。

　コノエは一瞬、身み震ぶるいしそうになる。その目がまるきり無感動に、ただ純じゆん粋すいな殺意で充みたされていたからだ。だがすぐに、負けじと強く睨にらみ返した。向こうが本気なら、こっちも本気にならなければ殺される。

　黒い雄猫が飛びかかってくるのに、こちらからも突っ込んでいく。一瞬、相手の瞳が、意表を衝つかれたように揺ゆれた。コノエは紙かみ一ひと重えで相手が振ふり下ろした短たん剣けんをよけ、相手の懐ふところ深ふかく踏み込む。だが横に払った爪つめは、相手の服を引き裂さいただけだった。黒猫は信じがたい瞬しゆん発ぱつ力りよくで、またも後方へ飛び離れていた。

　コノエはこの隙すきに自分の短剣へ手を伸のばす。抜き放って構えようとしたとき、相手の黒猫が動きを止めているのに気づいた。黒猫は大きく目をみはり、じっとこちらの腕を見つめている。コノエは自分の腕を覆おおっていた手てつ甲こうが切り裂かれ、長く垂れ下がっているのにはじめて気づく。さっき短剣をよけたときに切られたのだろう。垂れた布の下から、あの黒い痣がのぞいていた。黒猫はその痣と、コノエの顔を見比べ、おそるおそる口をひらく。

「おまえ……？」

　低い声にはかすかに当とう惑わくが滲にじんでいた。

「……何者だ？」

　コノエはむっとして聞き返す。

「おまえこそ！　吉良の猫なのか？」

　落ち着いて見直すと、訊くまでもないような気がした。黒い耳と尾、浅黒い肌、体の痣──聞いていた吉良の猫そのものだ。コノエは静かに言葉を継つぐ。

「吉良の猫なら、聞きたい。おれのこの痣のわけを……」

「わけ……？」

　戸と惑まどって聞き返す黒猫の目を、正面から見つめる。

「ある日突然、こんなのが体に現れたんだ。だから……あんたらに訊けば、なにかわかるかもしれないと思って来た。それ以上の意図はない！」

　黒猫は途と方ほうに暮れたように見えた。ずいぶん長いあいだ逡しゆん巡じゆんしたあと、剣を鞘さやに収めて、踵きびすを返す。

「……来い」

　その声にはまだためらいが残っていた。いうなり、こちらを見もせずに歩き出す。コノエは一瞬、ぽかんとしたが、あわててこちらも剣を鞘に戻もどし、あとを追った。




　吉良の村に着いたのは、あたりが完全に夕ゆう闇やみに閉とざされてしまう寸前だった。このあたりには沼ぬまの瘴しよう気きは届いていないが、やはり木々もまばらな殺風景な景け色しきだ。向かいに屛びよう風ぶのような崖がけが迫せまってきていた。その崖のところどころに、奇き妙みようなものが見える。籠かごのように丸い、木か竹で造られたものが、崖の岩いわ肌はだに危なっかしく張りついているのだ。籠のようなもののてっぺんは草で葺ふかれ、丸みを帯びた壁かべの上部には細く窓が開き、そこからぽつぽつとあかりが漏もれ出している。どうやらあれが家だと気づき、コノエは驚おどろいて足を止めかけた。よく見ると、手前のまばらな森にも、似た形状の家屋が散らばっている。いずれも樹上に築かれ、入口まで急な階段が木の幹をとりまいていた。

　なんて風変わりなんだろう。空中に村があるなんて。それとも火楼以外の村を見たことない自分だから、そう感じるだけなんだろうか。

　崖の上には深く濃こい森が広がっているようだ。おそらく吉良の住民はあそこで狩かりや採集をするのだろう。

　コノエはおっかなびっくり、黒猫のあとに続いて村に足を踏ふみ入れた。往来で出くわした猫たちは、コノエの姿を見てあからさまな警けい戒かいを示した。やはり浅黒い肌と、体の一部に黒い痣がある。毛並みも黒い者が多いが、違ちがう色も見える。やはり噂うわさに伝え聞く吉良の一族だろう。猫たちはぴたりと動作を止め、通り過ぎるコノエに敵意を込めた視線を向ける。なかには見たとたん、毛を逆立てて威い嚇かくの声を上げる者までいた。話に違たがわず、排はい他た的な雰ふん囲い気きだ。コノエは警戒しながら、早足で猫たちの間を通り抜ぬける。ふと、奇妙なことに気づいた。住民たちが自分の同行者に向ける視線に、嫌けん悪おのようなものが混じっている。よそ者の自分なら当然だが、同どう胞ほうである彼に、なぜ？

　しかし先に立つ黒猫は、無感動な足取りで同胞たちの視線を受け流し、村の中央あたりの大木に向かった。大木の上に、やや大きめの家屋が見える。コノエたちはぎしぎしと軋きしむ階段を上り、その上に張り出した足場にたどり着く。入口の前で黒猫は振り向き、低く声をかけた。

「ここで待て」

　そして、ひとり、戸口のなかに消える。

　コノエは待たされるあいだ、高みから周囲を見回した。すでに〝陽の月〟は落ち、霧きりにかすむ東の空がかすかに明るみを残すのみになっている。樹上の家々に次々とあかりが点ともり、木々の葉を透すかしてあたたかな光を放つ。コノエは一時ながら状じよう況きようを忘れ、まるで夢のなかにいるような気分になった。背後から声がかかる。

「入れ」

　家のなかは思っていたより広く、居い心ごこ地ち良さそうに見えた。とはいえたいした調度はなく、ものがないことにかけてはコノエの家といい勝負だ。中央に敷しき物ものが敷しかれ、そこに老いて毛の白くなった猫が座している。その横には若い猫が腕うでを組んで立ち、こちらに鋭するどいまなざしを送っていた。歩み寄って、コノエは驚く。若い方の猫は雌めすだ。白い毛並みがつやつやした褐かつ色しよくの肌はだに映はえ、引き締しめられた顔は、整ってはいるが勝ち気そうだ。自分とは違う、ふっくらと丸みを帯びた体の線を、無意識に目がたどりそうになり、コノエはあわてて目をそらす。雌を見るなんて何年ぶりだろう。

　あらためて、コノエは年老いた猫に目を向ける。深い皺しわの奥から、相手もこちらを見返してくる。その目は炯けい々けいたる光を放ち、どこか冒おかしがたい威い厳げんがあった。いまは背が曲がっているが、若いころは立派な体格だったのだろう。胸には獣けものの牙きばと鳥の羽でできた飾かざりを下げており、コノエは石せき碑ひに触ふれて見た過去の情景を思い出す。皺の寄った腕には、ほかの猫と同じように黒い文様が浮うかびだしていた。

　老いた猫は入口に控ひかえた黒猫に向かって、ひとこと命じる。

「アサト、ぬしは下がれ」

　まるで木石に対するようなそっけなさだったが、ここまで連れてきてくれた猫は、一礼し、黙だまって出て行った。

　コノエは口をひらいた。

「突とつ然ぜん押しかけた無礼を許してもらいたい」

　中央に座した老人は、こちらを射い貫ぬくような目で、頭を下げた彼を見つめる。

「おぬし……冥メイ戯ギの者ではあるまいな？」

「〝メイギ〟？」

　聞き覚えのない名めい称しようだった。老人は口にするのもいとわしいといった調子で吐はき捨てる。

「神にそむいた、汚けがれた一族だ。ぬしは知らぬというのか？」

　どうやら吉良と敵対関係にある一族のようだ。そんなものと同じにされてはかなわない。

「知らない。おれはコノエ。森のむこうの火楼という村から来た。あんたは、吉良の長おさか？」

　コノエの見当は当たっていたらしく、老いた猫はゆっくりとうなずいた。

「アサトから話は聞いた、火楼のコノエ。よく来たとは言わぬが、まあ腰こしを下ろすがよい」

　しわがれてはいるが、はっきりとした声だ。ほかの猫たちのような敵意はなく、声もいまは穏おだやかに感じられた。コノエは勧すすめに従って、板間に腰を下ろす。吉良の長は、彼の手元に目を落とした。

「その、腕の文様について聞きたいということだな？」

「ああ。この……耳と尾おもだけど……」

　コノエは腕の痣あざを見せながら、突とつ然ぜん自分の体が変化し、村を出たあとここに至るまでを語った。老いた長も、かたわらの雌猫も、ひとことも差し挟はさまずにその話を聞く。そして、考え込みながら、長が口をひらいた。

「黒い耳と尾……黒い痣……なるほど、吉良の民たみにはそういう者もたしかにおる……」

「だから、あんたらなら、なにか知っているんじゃないかと──」

　コノエが身を乗り出すと、長はその熱意をとどめようとするかのように、片手を上げた。

「若いの。あいにく、我らのこの文様は、ぬしのと違う。見ろ──」

　長はコノエの前に自分の腕を突つき出し、文様を指でこすった。すると──乾かわいた皮ひ膚ふの上で、黒い線は滲にじんでかすれた。脇わきに立った雌猫が口を挟む。

「すすを油で練って描えがいたものだ。みんな、そう」

　と、自分の腿ももにある文様をさした。長が続ける。

「耳と尾が黒い者も、たしかに吉良には多い。しかし、ぬしのように、一夜のうちに変化するというようなことはない。残念ながら、ぬしの役には立てぬようだな」

「……そうか」

　コノエは肩かたを落とした。もともと雲をつかむような話だったが、やはり無む駄だ足あしだったらしい。それでもなおあきらめきれずに、疑問を口にする。

「でも、なんでわざわざ、そんな文様を？　それが痣に見えるから、よそではみんな、その……」

　コノエが口ごもると、長は皮肉げに続ける。

「我らが呪のろわれた者だと？　たしかに外の連中は我らを忌いみ嫌きらっておるようじゃ」

　かたわらの雌猫がきつい目で睨にらみつけてくる。コノエは首をすくめ、ぼそぼそと言う。

「……すみません」

「我らにはかかわりのないこと」

　長の方は格別に腹を立てるようでもなく、さらりと言う。

「これは祖先から受け継ついだ、吉良の伝統。遠い昔は全身に刺青いれずみを施ほどこしたとも聞く。その痛みを神へ捧ささげたのだ」

　コノエはまた過去の幻げん影えいを思い出して驚おどろく。長の話は自分が見たものを裏づけているようだ。

「いまは刺青をする習慣も絶えたが、我らはそのかわり体にこの文様を描く。神への感謝と祖先への敬意を忘れぬために。神も忘れた外の連中がなんと言おうと、変えることはない」

　吉良の長は誇ほこり高く言い放った。コノエは我知らず、少し感動してしまう。自分たちの伝統や血統を誇りに思い、それを貫つらぬく姿勢というものは、たしかに自分や火楼にはない。そういう意味では彼らの方が立派だ。

「噂うわさなんかではわからないものだな……」

　コノエはしみじみつぶやき、頭を下げた。

「話を聞かせてもらえてよかった。ありがとう。手間をとらせて悪かった」

「いや、当てが外れて残念だったな」

　吉良の長は言い、コノエの痣に目をとめる。

「よその連中に蔑さげすまれようと、我らは選んでこの姿をしておる。しかし、ぬしには辛つらいことだろう。気の毒だが、我らにしてやれることはないようだ。ぬしが新たな仲間に、どこかで巡めぐり会えることを祈いのるのみだ」

「……感謝する」

　思いがけないいたわりの言葉が身にしみた。コノエは腰を上げ、別れのしるしに軽く頭を下げる。だがここで、横よこ槍やりが入った。

「おまえ、火楼に帰るのか？」

　鋭するどい問いかけは、白い髪かみの雌猫のものだ。コノエは苦い表情になり、首を振ふった。

「いいや……この姿ではもう帰れない」

　すると雌猫はしばらくじろじろとコノエを見つめたあと、長に向き直る。

「長おさ、もう遅おそい。一晩くらい泊とめてやっては？」

　唐とう突とつな提案に、コノエの方があっけにとられる。長は苦く笑しようのような表情になり、首をかしげて雌猫を見やる。

「カガリ、忘れたか？　よそ者は村へ入れぬことになっておる」

「なら、アサトのところならいいでしょう。あいつに世話させればいい。あそこは村はずれだ。ほとんど村の外ですよ」

「カガリ……」

「この子、ずいぶん疲つかれてるようだし、こう暗くては沼ぬまに落ちておぼれてしまうかもしれませんよ。そんなことになったらさすがに寝ね覚ざめが悪いでしょ。いくらよそ者でも」

　ぽんぽんと言うだけ言ったあと、雌猫はじっと長を見る。長があきらめたように息をついた。

「……一晩だけ、だぞ」

　その声はそっけなかったが、かすかに笑えみが混じっていた。




「あたしはカガリ、この子はアサト」

　雌猫は威い勢せいのいい口調で言いながら、先に立ってすたすたと歩く。コノエは戸と惑まどいながら、彼女のあとに従っていた。最初に会った黒い猫が、紹しよう介かいされてうかがうようにコノエを見やる。

「あ……おれはコノエ」

　コノエは気づいて名乗った。この猫──アサトは自分の名をまだ知らないはずだ。

「コノエ……」

　目があうとアサトはぎくしゃくと視線をそらした。

　住民たちの警けい戒かいと好こう奇きのまなざしを受けながら、カガリとアサトはそんなものを意に介かいすることもなく歩いていく。

「その……」

　コノエはふと気になって、横を歩くアサトに低くたずねる。

「この村には〝贄にえ〟の制度はないのか？」

　よそ者の侵しん入にゆうを許さない村に、いきなり泊まっていけと勧すすめられる。思いがけない厚情に、コノエはわずかな疑いを抱いだいたのだ。吉良の村は〝虚うつろ〟に侵おかされているようすはないが、そうでなくても貧しく、わびしい印象だ。なんのかかわりもないよそ者なら、〝生いけ贄にえ〟にするにはうってつけだろう。

　しかし、アサトは無ぶ愛あい想そうに首を振った。

「〝にえ〟？　知らない」

　その単語を聞いたこともないというようすに、噓うそは感じられない。コノエは少し安あん堵どした。

　アサトの家は村はずれに一いつ軒けん、ぽつんと離はなれてあった。

「さあ、お上がりよ。汚きたないとこだけど」

　カガリが階段を上りながら、自分の家のように言う。アサトが気にするようすもなく、コノエはありがたく勧めに従うことにした。

「アサト、あかりをつけな。あいかわらず愛想のない家だねえ。──ああ、あんた、突つっ立ってないでお入りよ」

　カガリがあれこれと指図しながら、家のあちこちをととのえて回る。アサトがランプに火を灯ともし、コノエはそっと火から遠ざかった。あかりが照らし出した家は、殺風景といえるほどものがなかった。家の中心を貫つらぬく木の幹の後ろ側に寝しん台だいがあるようだが、あとは瓶かめや箱がいくつか壁かべ際ぎわに置かれているくらいだ。カガリは慣れた調子で水みず瓶がめらしき瓶の蓋ふたを開けている。

「水はきれいなようだね。でも明日にはちゃんと入れ替かえておくんだよ。あとで毛布と、新しん鮮せんな果物をもってきてやるから、あんたはこの子のめんどうをちゃんと見てやるんだよ」

「ああ」

　アサトは頭ごなしに指図されながらも、やはり気にすることなく素す直なおにうなずく。大おお柄がらで精せい悍かんな印象の彼が、頭ひとつぶん小さいカガリに神しん妙みように従っているようすは、なんだかほほえましいものを感じさせる。しかし、このふたりの関係はなんなんだろう。親しいようだが、恋こい人びとという感じではない。見たところ血けつ縁えん関係にあるとも思えないのだが。

　考えているとカガリがこちらを見る。

「なにか欲しいもの、足りないものはないかい？　あたしらでできるなら用立ててやるよ」

「いや、今夜泊めてもらえるだけでありがたい。本当のこと言うと、かなり疲れてたから」

　思いがけない厚こう遇ぐうに戸惑いながら、コノエが礼を言うと、カガリは一いつ瞬しゆん、目を伏ふせる。

「……残念だったね。なにもわからなくて」

　そうか。彼女の親切は、こちらの境きよう遇ぐうに同情してのことだったらしい。その心こころ遣づかいが胸にしみた。

「ああ……ちょっと考えてたんだ。おれは父親を知らない。母も死ぬまで父のことを話さなかった。だから、もしかしたら……父さんは吉良とつながりがあるかもって」

　吉良の猫の痣あざが生まれつきのもので、父が吉良の者だったとしたら──もしかしたら、こどもの自分にも吉良の特とく徴ちようが現れたのかもしれない。この変化に説明がつくかとも思ったのだ。結局は間ま違ちがいだったわけだが。

　しかし、コノエがそう言ったとたん、同情的だったカガリの態度が一変した。

「吉良の者はよそ者とつがいになったりしない！」

　彼女は険しい表情で言い放った。あまりに突とつ然ぜんの怒いかりにコノエはたじたじとなる。気づかずにタブーに触ふれる発言をしたのかと思ったが、アサトも驚おどろいた表情だ。カガリ自身、すぐ後こう悔かいするように気まずい顔になった。

「じゃ……あとでまた来る」

　彼女は言い置いて、そそくさと出て行った。

　コノエはアサトとふたり、取り残される。しばらく気き詰づまりな沈ちん黙もくが流れた。アサトが難しい顔でじっとコノエを見る。コノエは思わず身構える。そういえば、自分は一度こいつに襲おそわれているのだ。

　ものすごい緊きん張ちよう感かんをただよわせながら、アサトが口をひらく。

「おまえ……」

　コノエもつられて緊張する。

「な、なんだよ？」

　だが、つっかえながらアサトが口にした言葉はこうだった。

「……なにか、食うか？」

　コノエはがっくりと座り込みそうになる。そのひとことを言うために、なぜそこまでの気き迫はくが必要なのだろう。

「えーと、いや、いい」

　コノエが困こん惑わくしながら遠えん慮りよすると、アサトは手持ちぶさたなようすで突っ立っている。気詰まりな沈黙が流れた。コノエは取りつくろうように口をひらく。

「……その……いい家だな」

　お世辞ではなく、この奇き妙みような樹上の家も、見てくれよりずっと居い心ごこ地ちがいい。たぶん高いところにあるせいで、沼ぬま地ちの湿しつ気けが届かないのだろう。森の魔ま物ものもここには入れまい。しかし誉ほめ言葉をかけても、アサトの表情は硬かたいままだ。コノエは内心、途と方ほうに暮れる。泊とめてもらえるのは大いにありがたいが、このぶっきらぼうな雄おすとこのさき一晩、どうやって折りあっていけばいいだろう。コノエ自身、あまり愛あい想そのいい方ではない。

「コノエ……」

　ふいにアサトが、ぼそりとつぶやく。

「……いい名だ」

　そんなことを言われたのははじめてで、コノエは面めん食くらう。

「え……えーと、ありがとう」

　どうも、相手の意図がよくわからない。コノエはおずおずと訊きいた。

「……座ってもいいか？」

「あ、ああ」

　アサトははじかれたように、ばたばたと奥へ向かう。そして寝ね床どこの上にたたんであった毛布をもってきて床ゆかに敷しき、真しん剣けんそのものの表情で勧すすめた。

「ここに座れ」

「いや、そこまでしてくれなくても……」

　ちょっとのみ込めてきた。どうやらアサトは『めんどうをちゃんと見ろ』との指示に、全力で従おうとしているらしい。最初は抜ぬき身の剣けんのように剣けん吞のんな印象だったが、それに気づいたとたん、ぎこちない振ふる舞まいがまるで違ちがう意味を持って感じられてくる。

　やっと気分がほぐれてきて、コノエは床に腰こしを下ろし、疲つかれた足からブーツを引きはがした。下した穿ばきの裾すそからちらりと足の痣がのぞき、どきっとしてアサトをうかがう。アサトは痣に気づかなかったのか、気づいて知らないふりをしてくれたのか、無表情のまま離はなれていった。コノエは詰つめていた息を吐はく。

　アサトは壁かべの方でごそごそやっていたが、乾かん燥そうした木の実と水の椀わんを手に戻もどってくる。

「ありがとう。もういいよ。あんたも座れよ」

　声をかけると、しゃっちょこばった姿勢で目の前に座る。コノエは苦く笑しようした。これではどっちの家かわからない。

　せっかくなので、出してきてくれた木の実に手を伸のばす。いっしょに食べるよううながしたが、アサトは硬い姿勢を崩くずさず、木の実を食べるコノエを見守っていた。じっと見られていると落ち着かない。コノエは気を紛まぎらすように話を始める。

「さっきの、カガリって猫……」

「ああ」

「親切にしてくれたのに、怒おこらせちゃって悪いことしたな」

「いや」

　アサトはあわてたようにかぶりを振った。

「おまえは悪くない……と、思う」

　コノエは気になっていたことを訊く。

「彼女、その、あんたの親しん戚せきかなんかか？」

「いや。でも、俺が赤ん坊ぼうのころからめんどうを見てくれた」

「あんた……じゃ、親は？」

「いない」

　コノエはそっとため息をついた。

「そっか……おれと同じか」

「コノエも、同じか？」

「うん」

「そうか」

　アサトはなぜかうれしそうに、ちょっと笑った。笑うと精せい悍かんな顔がほぐれて、ひどく幼い印象になる。たぶん年ねん齢れいは同じくらいだろうが。

「カガリは本当に親切なんだ。いつも、俺なんかにもよくしてくれる。食べものをわけてくれたり、服を作ってくれたり」

　口数の少ないアサトだが、カガリのことは楽しそうにいろいろ話す。俺なんかにも、というところが少し引っかかったが、コノエもうなずいて言う。
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「そうか、世話好きなんだな。それに、きれいだし」

　雌めすっていうのは、みんなあんなふうにきれいなんだろうか。コノエはおぼろげな記き憶おくをたどる。母をべつにすると、火楼にいた雌の容姿はよくおぼえていない。自分が幼すぎて、そういう観察力がなかったせいかもしれない。

　カガリの、自分たちとはまるで違ちがうやわらかそうな体つきを思い出すと、なんだか胸がドキドキした。しかしその想おもいは、アサトの唐とう突とつすぎる言葉に、力いっぱい破られる。

「コノエも、きれいだ」

　コノエはまじまじと相手の顔を見つめる。

「………………は？」

「目が」

　アサトはまじめな顔で言う。だが、雄おすが雄にきれいと言われてもうれしくなんかない。コノエは憮ぶ然ぜんとして言い返す。

「そんなこと、言われたことない。ふつうだろ」

　否定すると、アサトは心外そうに、さらにきっぱりと言う。

「いや、きれいだ、とても。まっすぐで、強くて」

　その顔は真剣そのもので、コノエはまごついてしまう。ただ、ふたつ、わかったことがある。ほめ言葉は真っ正面から照れもせずに言われると、反応に困るということ。もうひとつは、目の前にいる黒い猫が、かなりの変わり者らしいということだった。




　その後、カガリが戻ってきて、食べものと毛布を差し入れてくれた。もう怒おこっているようすはなく、コノエは少しほっとした。彼女が帰ってしまい、アサトとふたりきりになると、また会話がとぎれる。コノエは久しぶりにちゃんとした食事をし、あたたかい屋根の下にいることでくつろぎ、眠ねむ気けを感じ始めていた。

　ふいに、アサトが口をひらく。

「それ、貸してくれ」

「え？」

　アサトがさしているのは、コノエの破れた手てつ甲こうだった。

「直しておこう」

「できるのか？」

　疑わしげにコノエが渡わたすと、「ああ」とうなずき、もの入れになっている箱を引き寄せる。手甲をくわえてなかをかき回し、骨でできた針と糸を取り出すと、破れた布を繕つくろい始める。骨張って力強そうな指は意外にも器用で、コノエは眠気も忘れて覗のぞき込む。

「へえ、すごいな、おまえ。すごく上手だ」

　賞賛の言葉に、アサトは浅黒い顔を赤くした。コノエも必要上、繕いものくらいするが、うまくできたためしがない。だがアサトは針目が見えないほどきれいにやってのけている。細かな作業に目をこらしていると、つい、あくびが出た。アサトが手早く針を運びながら言う。

「さきに眠ねむるといい。寝しん台だいを使え」

「いや、それはさすがに……」

「おまえは疲つかれてる。俺は、おまえを送ったあと眠れる」

　ためらうコノエに、アサトは駄だ目め押おしのように言った。

「それに、言われてる。ちゃんとめんどうを見るようにと」

　気は引けたが、急激につのる眠気には勝てない。それに久しぶりの寝台は誘ゆう惑わくが大きかった。

「じゃ……悪いけど」

　コノエはふらふらした足取りで寝台に向かい、おざなりに身み繕づくろいをする。そのとき、部屋の向こうから、低く声がかかった。

「……あのときは、悪かった」

「え？」

「侵しん入にゆう者は排はい除じよするように言われているから。それに……コノエのことも知らなかった」

　この手甲を切ったときのことを言っているのだと気づく。それを悪いと思って、アサトは直そうと申し出てくれたのだろう。コノエは微笑ほほえんだ。

「いいよ、気にしてない」

　目を落とし、あらわになった腕うでに気づく。コノエは自分からもたずねた。

「……おまえこそ、気にならないのか？」

「なにが？」

「この、痣あざのこと。訊きかないのか？」

〝禍わざわいをもたらす者〟の伝承は吉良にも伝わっているようだった。だがアサトはこんな自分を家に上げ、それこそ下にも置かないほどのもてなしをしてくれている。

　アサトはちらりとコノエの顔を見たあと、表情も変えずに作業に戻もどる。

「話したくなければ、訊かない」

　話し方はあいかわらず、ぶっきらぼうに聞こえるほど単調だ。だがコノエはそこに相手のぎこちない気き遣づかいを感じとり、胸があたたかくなるのを感じる。

「じゃ、おやすみ」

　コノエは微笑みながら、アサトが譲ゆずってくれた寝台に潜もぐり込んだ。

　不思議だ。排はい他た的で、よその猫には呪のろわれているなどと言われている吉良は、実際に会って話をしてみると、一族の伝統を大切にする、立派な猫たちのように見える。

　アサトにしてもそうだ。最初は冷れい酷こくそうに見えたけれど、じつはこどものように純じゆん粋すいで、思いやり深い。見ず知らずの──しかも〝禍をもたらす者〟であるかもしれない自分を、ある限りのものでもてなしてくれている。

　夜が明ければ、彼らともう二度と会うことがないということが、少し残念に思えた。




　コノエがアサトの家で眠りについたころ──

　怪あやしい風が、枯かれた枝々を揺ゆらして通り抜ぬけた。月を雲が覆おおい、周囲の森が不ふ吉きつにざわめき始める。闇やみに閉とざされた吉良の村を、なにか巨きよ大だいな影かげがゆっくりと動き回る。ぬるい風が木々の間を駆かけ抜け、異い臭しゆうを運ぶ。生なま臭ぐさく、金臭い、嗅かぐ者の本能的な恐きよう怖ふをかき立てる臭においを。

　夜半、深い眠りについていた猫たちが目覚める。どこからか呼びかける声に心をざわめかせながら。

　──コロセ……コロセ……。

　呼び声に操あやつられるように、猫たちは起き出し、外へ向かう。

　ほどなく、吉良の村は常ならぬ時刻に目覚めた猫たちで充みたされた。

　──コロセ……。

　声なき声のささやきが潮しお騒さいのように高まる。猫たちの血走った目が落ち着きなく見み交かわされ、その手に握にぎられた刃やいばがぎこちなく持ち替かえられた。

　──コロセ、コロセ、コロセ！

　猫たちの群れが、ゆるりと動き始める。かき立てられた殺意の流れが、目に見える形をとって動き始める。ただ一点をさして。

　猫たちの背後の闇で、赤い目がぎらりと光る。だが、それに気づいた者はなかった。




「起きろ、コノエ」

　夜半、いきなり揺さぶり起こされ、コノエはまぶたをこじ開けた。しばらく頭がぼうっとして、自分がどこにいるかわからない。自分の名を呼ぶ声に聞き覚えがあるが、誰だれのものか思い出せずにぼうっとしていた。

「起きろ。起きて、逃にげるんだ」

　その言葉でやっと、頭にかかっていたもやが晴れる。コノエは寝しん台だいの上に身を起こした。上にかがみ込んでいた影が、そっと窓に寄った。精せい悍かんな横顔がわずかな月あかりに照らし出される。アサト──そう、自分は彼の家に泊とめてもらっていたのだ。

　コノエはあわただしく身み支じ度たくをしながら、アサトの立つ窓際へ近づく。

「どうしたんだ？　なにがあった？」

「わからない」

　コノエも窓から外を窺うかがう。まだ夜明けには間があるようだ。地上は闇に包まれている。その闇のなか、たくさんの影が蠢うごめいていた。猫だ。コノエはぞわっと尻尾しつぽの毛が逆立つのを感じた。吉良の住民たちがいつの間にか、家のまわりをとりまいている。闇のなか光る無数の目は、どれも狂きよう気きじみた殺意をみなぎらせていた。そのとき、たくさんの虫が這はうような、不快なざわめきに気づいた。

　──殺せ、殺せ、よそ者を殺せ……。

　それは家を押し包んだ猫たちのひそかなささやきだった。

「どうして……こんなに急に？」

　コノエはこわばった声でつぶやく。たしかに自分が村に入ったことを、住民たちが快く思っていないことは、敵意に満ちた態度からはっきりとわかっていた。しかしこれは、あのとき感じた警けい戒かい心と忌き避ひとはレベルが違ちがう。周囲をとりまく濃のう厚こうな殺気に押し潰つぶされそうだ。〝共感〟の前兆の、かすかな胸の痛みをおぼえ、コノエは意識してそれをはねのけようとした。

　それにしても、自分がなにかしたというならともかく、住民みんなが突とつ然ぜん、明確な殺意を抱だいて押し寄せるなんてことがあるだろうか？

「わからない。でも、危険だ。逃げた方がいい」

　アサトが壁かべに掛かけてあった自分の外がい套とうを取り、さしだす。

「これを着て、コノエの外套を俺に」

「……なにをする気だ？」

「いいから、急げ」

　コノエがアサトの外套を着込み、ブーツを履はいていると、アサトは家の中心にある床ゆか材ざいを、音を立てないように外し始める。猫が一匹ぴき通り抜けられるくらいの隙すき間まができると、コノエを招く。

「下りられるか？」

　穴からは家の中心を貫つらぬく木の幹が見えていた。コノエはうなずく。

「ああ」

「俺が表から出て、みんなを引きつける。その隙に、おまえはここから逃げろ」

　アサトの意図がわかった。コノエの外套を身につけ、囮おとりになろうというのだ。コノエは焦あせって反論する。

「でも、そんなことをして、おまえは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　アサトはコノエの気き遣づかいに一いつ瞬しゆん、面めん食くらったような顔をしたが、ちらりと歯を見せて微笑ほほえむ。

「大丈夫。コノエが行ったら、すぐ俺だと明かす」

「そうか？」

　コノエはなおも不安だったが、アサトはすばやく立ち上がった。

「コノエこそ……無事で」

　そのひとことを残し、さっと扉とびらを開け放つ。とたんに外から叫さけび声が上がる。

「あいつだ！」

「冥戯だ！　冥戯の猫だ！　殺せ！」

　アサトは意に介かいするようすもなく、コノエの外套をひるがえして飛び出す。あたりに凄すさまじい喧けん噪そうが巻き起こるのを聞きながら、コノエも床ゆかの穴から頭を出した。群衆の中央に勢いよく飛び降りるアサトの姿が目に入り、心臓がぎゅっと縮こまる気分になる。闇やみのなか、白はく刃じんがひらめく。アサトがしなやかな身ごなしで、刃やいばのあいだをすり抜ぬけ、黒いつむじ風のように疾しつ走そうするのを見ながら、コノエは自分も穴に身をくぐらせた。逆さになったまま、爪つめを立てて木の幹を伝い下り、途と中ちゆうの階段に着地する。そこから裏手の藪やぶに向かって身を躍おどらせた。思ったより大きな音を立ててしまう。

「あっちだ！　裏から逃げおった！」

　背後でしわがれた声が上がる。しまった──コノエはちらりと背後を振ふり向き、つかの間その場に立ちつくした。闇のなかでも白く変わった毛並みは見える。声を上げたのはあの村長だった。

「戻もどれ！〝禍わざわいをもたらす者〟だ！　裏へ逃げたぞ！」

　憎にくしみもあらわに叫ぶ顔が、コノエの視界に焼きつく。なぜあの老人まで──会って話したときは、あんなにも穏おだやかで、同情的だったのに。コノエは彼にかすかな尊敬の念さえ抱いたのだ。そんな相手に〝禍をもたらす者〟と蔑さげすまれるのは辛つらかった。コノエは思わず叫んでいた。

「なんで……おれがなにをしたっていうんだ!?」

「なに──を……？」

　老人の目が、一瞬、困こん惑わくに揺ゆれたようにみえた。まるで自分で自分の考えがわからなくなったかのように。

　答えを聞く機会はなかった。コノエの背後から巨きよ大だいな影かげが飛び出し、棒立ちになった老人に襲おそいかかったのだ。長おさの胸むな元もとで血がしぶく。彼がよろめいて後ろに倒たおれかかると、影は飛びのいてコノエを見やった。頭を押さえつけるような圧あつ迫ぱく感かん、闇のなか赤く光る目、突つき刺さすような異い臭しゆう──あの〝獣けもの〟！

〝獣〟はコノエを認めて目を細める。まるでほくそ笑えむように。そのとき、どこかで聞いたことのある声が、頭のなかで響ひびいた。

〈ドウダ？　オマエハ、ナニヲ感ジル──？〉

　ずきりと、刺されるような痛みが胸を貫く。腹のなかでなにかが蠢うごめき、吐はき気が喉のどをせり上がる。愕がく然ぜんと立ちすくむコノエの目の前で、〝獣〟が凄まじい速さで闇に消える。

　どさり──と、老人の体が地面に投げ出された。猫たちの声が上がる。

「長が！」

　騒さわぎを聞いて駆かけ戻ってきた数匹の住民が、コノエを見て叫ぶ。

「あいつだ！　よそ者が長を！」

「おれじゃない！」

　その場に根が生えたように立ちつくしていたコノエは、我に返って駆け出した。この状じよう況きようでは自分がなんと言おうと、信じてもらえるはずがない。吉良の猫たちの叫びが耳を打った。

「やはり冥戯だ！　冥戯が間者を送り込んだんだ！」

「殺せ！　冥戯を殺せ！」

　胸がきりきりと締しめつけられる。猫たちの憎しみが背後から浴びせかけられる。〝共感〟が始まったのだ。いまだけはやめてくれ──コノエは心中で呻うめきながら、目の前の斜しや面めんを登り始める。とにかくここは逃にげ切らなければ。捕つかまったらただではすまない。長を傷つけたと思われている以上──それとも、もう死んでしまったのだろうか？

　そう思ったとたん、胸に流れ込んでくる憎ぞう悪おと怒いかりに押し流されそうになり、コノエは歯を食いしばって耐たえた。さいわいこの斜面はなんとか登り切れそうだ。上の森に出れば、闇にまぎれて身を隠かくすこともできるだろう。

　だがそのとき、背後から一匹ぴきの猫が、コノエの背中めがけて飛びかかってきた。つかみかかられたはずみでコノエは足を滑すべらせて転がる。背中にのしかかった猫が爪を立て、激しく殴なぐりかかってくる。荒あらい息が耳元ではじける。二匹はもつれ合って転げ回った。すんでのところで転がり落ちそうになるが、岩に足を突っ張ってこらえる。やっとのことでコノエは体勢を入れ替かえ、相手を地面に叩たたきつけながら、脇わき腹ばらに肘ひじをねじ込む。背中に張りついていた猫が呻き声を上げ、しがみつく力がゆるんだところで、コノエは立ち上がった。その彼に、細身の剣けんが振り下ろされる。コノエは鋭するどく息を吐き、かろうじて一歩跳とび下がった。相手の殺意が胸に食い込む。流れ込む感情が、背後にいるもう一匹の存在を知らせる。コノエは地面すれすれに身を伏ふせ、そのとたん、頭上で二組の刃が激げき突とつし、火花を散らせる。コノエはそのまま前へ突とつ進しんした。一いつ瞬しゆん、刃をとられて体勢を乱した相手の足を両手ですくい上げる。その猫は叫さけび声を上げ、勢いよく倒れた。岩で頭でも打ったのか、そのまま斜面を転がり落ちていく。

　コノエはすばやく背後の一匹に向き直る。刃が風を切って襲いかかってくる。体のどこかに痛みが走るが、かまってはいられない。コノエはおぼつかない足場のうえで、次々と繰くり出される斬ざん撃げきを必死でかわし、やっと腰こしの短剣を抜き放つ。振り下ろされた相手の剣を、頭上でがっきと受け止め、そのまま前へ出た。刃同士がすりあう耳みみ障ざわりな音と、白い火花が闇に飛び散る。相手が剣を引こうとする前に、コノエは刃をはじきながら懐ふところに飛び込んでいた。左手の爪がひらめき、相手の顔をえぐる。

「ぐぁッ……！」

　悲鳴が上がり、相手の爪が肩かたに食い込む。コノエは必死に身をふりほどき、敵の体を突き飛ばして、残りの斜面を駆け上がった。自分の痛みと敵の痛みが入りまじり、体中が悲鳴を上げている。頰ほおを伝い落ちるのが汗あせなのか血なのかもわからない。胸がきりきりと締めつけられ、肺が焼けつきそうだ。それでもコノエは足を止めず、岩をつかんで懸けん命めいに上をめざす。踏ふみ出した足が空を切り、たたらを踏んでようやく、斜面を登り切ったことを知った。顔を上げると、丈たけ高い木々が沈ちん黙もくのうちにこちらを見下ろしている。

　コノエはあえぐような息をついたあと、森の中へ駆け込んだ。




　コノエは森のなかをさまよい続けていた。

　あれ以降、吉良の追っ手の気配は感じられない。吉良の一族が村から出ないという話が本当だとすると、すでに安全なのかもしれないが、コノエは安心してはいなかった。長を害したのが自分だと吉良の連中が思っているなら、はたしてこのまま放っておくだろうか？　それを思うと、逃げ出したのは失敗だったかもしれない。あそこに留まって誤解をといておくべきだったかも。でも、あのときの吉良一族はまともな話ができる状態ではなかった。逃げなければあの場でなぶり殺しにされていただろう。

　それにしても、彼らになにが起こったのか。あれはもともとの凶きよう暴ぼう性ではなく、あのとき彼らが正常な思考を失っていたのではないかと思う。同族であるアサトにしても、仲間たちの変化を理解できず、戸と惑まどっていた。長にこちらが声をかけたときの反応も妙みようだった。まるで自分がなにをしているか、わからずにいたようにみえた。

　コノエはあの〝獣〟を思い出す。自分をつけ狙ねらっている──あれは本当に魔ま物ものだろうか？　長を襲い、コノエを見てほくそ笑んだ──まるでこちらに疑いがかかるよう、意図してやったみたいに。それにあの声。あれは、あの〝獣〟が話しかけたようだった。だが、そんなことがあり得るだろうか？

　コノエはこれまで魔物というものは、鋭い牙きばや爪つめ、あるいは魔力をもってはいても、知能の低い獣のようなものだと思ってきた。ただ手当たりしだいに猫を襲うだけのものだと。だが本当にそうなら、コノエを襲おそわず長おさを襲ったのはなぜかということになってしまう。長を襲ったあとも、ほかの者には目もくれず、見とがめられるまえに姿を消している。まるでこれで目的は達したというように。

　もしかして吉良で起こった異変は、あの〝獣けもの〟に端たんを発はつしたと考えられないだろうか。あの奇き妙みような少年──フィリが言っていた。すべては偶ぐう然ぜんではないと。これも自分をとりまくすべての厄やく災さいと関係しているんだろうか？

　コノエはどうしようもない憤いきどおりをおぼえる。

　もしそうだとしたら──許せない。ほかの猫たちを巻き込んで……吉良の長を傷つけて……それも、自分を苦しめるために？

　長はどうしただろう？　あの猫はずいぶん年をとっていた。あんな傷を受けて、生きのびることができただろうか？

　そして、アサトは？　あのあと無事に切り抜ぬけられただろうか？　自分をかばったせいで、仲間たちに責められてはいないだろうか？　それに──彼も、長を傷つけたのが自分だと思っているとしたら……。

　コノエはいたたまれない気分になる。せめてアサトにだけは、本当のことを伝えたかった。でも、いまとなってはそのすべもない。

　コノエは折り重なる木の葉を通して空を見上げる。吉良を出て二日、北をめざしているつもりだったが、すでに自分がどちらに向かっているか、確信を持てなくなっていた。これでも藍ラン閃センに近づいているのだろうか。ときに木々の種類が変わり、低木の茂しげみが密生したり、枯かれ葉はの散り敷しく落葉樹になったりはするものの、森はほとんど切れることもない。まるでこの世の果てまで続くかに思え、コノエの不安をあおる。森のなかで木の実を見つけたりはしているものの、食しよく糧りようも底をつきかけている。

　もしかしたらかつて聞かされていたとおり、自分は同じところをぐるぐる回っているだけなのかもしれない。それでも歩みを止めることはできない。コノエには、自分が追われているという確信があった。何者かが、茂みの奥から、あるいは巨きよ木ぼくの陰かげから、じっとこちらをうかがっている。それは吉良の追っ手か、それともあの〝獣〟か、フィリとその〝主〟なのかはわからない。見られているという圧あつ迫ぱく感かんに息苦しささえおぼえる。追われることに理り不ふ尽じんなものを感じて憤ってはいても、不安と恐きよう怖ふが消えるわけではない。

　コノエは急に足を止めた。かすかな物音が耳に入ったのだ。誰だれかがいる──彼は息を殺し、倒とう木ぼくの陰に身をひそめる。茂みの向こうを、黒い影かげが横切る。あの〝獣〟か？

　コノエはそろそろと短剣を鞘さや走ばしらせる。がさり──茂みの揺ゆれる音が、さっきより近く聞こえた。下生えを踏む音が近づいてくる。

　──来る！

　息を詰つめていたコノエは、一気に物もの陰かげから飛びだした。宙に身を躍おどらせ、接近する何者かの頭上に短たん剣けんを振ふり下ろす。視界に飛び込んできたのは、豪ごう奢しやな白銀。

　コノエは息をのむ。それはあの〝獣〟でも吉良の追っ手でもなかった。白銀の毛並みを輝かがやかせた雄おす猫は、不意打ちにもかかわらず、抜く手も見せずに剣をかざし、コノエの短剣を頭上で受け止める。金属性の鋭するどい音が、森の静せい寂じやくを切り裂さいた。

　コノエは驚きよう愕がくに目を見ひらく。相手が自分の思い描えがいていた敵ではなかったことだけではない。それが見覚えのある相手だったからだ。白銀の髪かみに隻せき眼がん、しなやかな体たい軀くに黒いマント──それは以前、縄なわ張ばりに迷い込んだ、あの〝闘トウ牙ガ〟だった。

　コノエは間ま違ちがいで相手を傷つけなかったことに安あん堵どし、一いつ瞬しゆん、ほっと息をつく。剣を引き、事情を説明してわびようとしたが、相手の剣がそれを許さなかった。白銀の猫が剣先をきらめかせ、鋭く突つき込んでくる。コノエはかろうじてその切っ先を剣で受け止め、剣先はのけぞった前髪をかすめて上にそれた。

「待てよ、おれは──！」

　コノエは声を上げたが、やはり黙もく殺さつされる。白銀の猫はコノエの声など耳に入らないようすで剣を返し、切り込んでくる。以前に見たとおり、水みず際ぎわ立だった太刀たち筋すじだ。殺されないですむには、こちらも本気にならざるを得ない。コノエは相手の剣をかいくぐり、こちらも切り込もうとする。二本の剣が、空中でがっきと嚙かみあう。斬ざん撃げきのあまりの激しさにコノエはよろめいた。受け止めた剣を持つ手が痺しびれるほどだ。だが退ひかない。渾こん身しんの力を込めて、相手の剣をはね返そうとする。鍔つば迫ぜり合いになった剣の向こうでこちらをひたと見み据すえる目と目があう。薄うす青あおい目が刃は物ものと同じ冴さえた光を宿している。目があった瞬間、心臓がどくりと脈打った。

　相手の心が流れ込んでくる。コノエは思わず息を詰めた。青い目と同じく、氷のように冴えわたった冷れい徹てつさ──しかし、それだけではない。表面を鎧よろう氷の下を、なにか熱くどろどろしたものが流れている。静かな興奮──いや、悦よろこびにも似た奇妙な感情。──笑っている？

　コノエ自身もひそかな興奮をおぼえていた。一度手合わせしたいと願っていた相手と、願いどおりこうして剣をかわしている。それなのに、なぜかコノエはぞっとして、相手の心から自分を引き離はなしたくなる。相手の感情のうちに、昏くらく、どこか歪ゆがんだものを感じとったのだった。

〝共感〟に一瞬、気をそらされたとき、相手のもう一方の手がすばやく腰こしへ動く。コノエはハッと我に返る。

　忘れていた。こいつは二刀流だ！

　次の瞬間、白銀の猫の片手に抜き放たれた短剣がきらめき、脇わきから襲いかかる。コノエは鋭い気合いを吐はいた。突き上げるように短剣で相手の剣をはねのけながら、身をひねって足を蹴けり上げる。脛すねを灼しやく熱ねつした感覚が駆かけ抜けたが、かまわず短剣を握にぎった相手の腕うでを蹴りのけた。反動で相手の体が開く。すかさず剣を振るって懐ふところに飛び込もうとする。が、そのコノエの目のまえに黒いものが広がる。白銀の猫は目にもとまらぬ速さで身をひるがえし、コノエの剣をかわしていた。黒いマントが勢いよくコノエの顔を打ち、視界を覆おおい隠かくす。一瞬、相手の口元に笑えみが浮うかぶのが見えたような気がした。コノエはとっさに短剣を掲かかげる。キィン──と、鋭い音が響ひびき渡わたった。

　気づくとコノエは地面に組み伏ふせられ、顔のまえに剣の切っ先が光っていた。

「なかなか、やるな」

　高い木々を背景に、隻眼の猫がこちらを見下ろしている。コノエは激しく息をつきながら、自分の剣を見やった。短剣は根本からぽっきりと折れ、用をなさなくなっている。白銀の猫が、かすかに目をすがめる。

「おまえ……以前も会ったか？」

「……ああ」

　コノエは弾はずむ息を抑おさえながらうなずいた。相手が汗あせひとつかいていないのが癪しやくに障さわる。その相手が、短剣を腰におさめながら、唐とう突とつに問いを発した。

「名前は」

「え？」

「名前を聞いているんだ。答えろ」

　尊大な態度にむっとして、コノエは言い返す。

「そっちがさきに名乗れよ」

「聞いているのは俺だ。いきなり襲おそいかかってきたのはそっちだろう」

「そ……それは」

　コノエの怒いかりは急速にしぼんだ。そこを突かれると一言もない。

「悪かった。こっちの勘かん違ちがいだ。追われていたから」

　素す直なおにわびたが、相手は冷ややかだ。

「勘違いで殺されかかったらたまらんな」

「でも、剣を引こうとしたのに、そっちがやめなかったんじゃないか！」

「当然だろう。なぜやめる義務がある？　俺はおまえの都合にあわせる気はない」

　あまりに自分勝手な物言いに、コノエの頭にまた血が上る。

「……あんたな！　だいたい、以前はあんたが──！」

　いまになって思い出したが、以前は向こうが勘違いでこちらを襲ってきたのだ。それなのにあのときはひとことのわびもなかった。思い出したらますます腹が立ってくる。白銀の猫は、まるで悪びれるようすもない。

「そう熱くなるな。すぐ頭に血が上る猫は早死にするぞ」

「ふざけるな、おまえのせいだろ!?」

　だが相手はせせら笑うように言う。

「嚙かみつき癖ぐせもある──か」

　なんなんだこいつは！　ホントに文字通り嚙みついてやりたい。コノエは凶きよう暴ぼうな気分で相手につかみかかろうとする。──と、起こしかけた首の横に、光る刃やいばが突つき立てられた。コノエは水を浴びせられた気分で、そのまま動きを止める。

　コノエの首の横に突き立てた剣けんの柄つかに顎あごを乗せ、白銀の猫が冷たく告げた。

「たったいま、言っただろう？　頭に血が上りやすい猫は早死にすると」

　たしかに、体勢的には自分が圧あつ倒とう的に不利なのだ。怒りのあまりそれを忘れていた。正直、いまでも忘れそうだ。こいつがこの態度をやめない限り。

「もう一度、聞く。名前は？」

　白銀の猫が問いを重ねる。でも、命を握られているとわかっていても、どうしても素直に答えたくない。

　白銀の猫が、そんなコノエを見下ろして、ふっと笑った。

「強ごう情じようだな」

　コノエは相手を見上げ、拗すねたような口調でつぶやく。

「なんでおれの名なんか聞きたいんだ？」

「自分に傷をつけた猫のことだ。知りたがっても、別段おかしくはない」

　言われて気づく。相手の白い腕に、浅く赤い筋が走っていた。どうやら一ひと太た刀ちなりとも報むくいることはできたらしい。コノエは少し気分がよくなった。

　それにしてもなんて傲ごう慢まんなヤツだろう。言外に、自分が名を聞く価値のある相手はめったにいないと匂におわせている。コノエは少々あきれてたずねた。

「そんなに自分の腕うでに自信があるのか？」

「俺の話はどうでもいい。いまはおまえの名を聞いている。言え」

　あくまで一方的な態度に、怒りをたぎらせながら、コノエは観念してわめくように答えた。

「コノエ！　火楼のコノエだ！」

　そして、鼻に皺しわを寄せて相手を睨にらみつける。

「答えただろ！　いいかげん、剣をどけろよ」

「……ま、いいだろう」

　白銀の猫は剣を引き、すらりと鞘さやにおさめた。コノエは身を起こし、精いっぱいの威い厳げんをかき集めて、相手の胸に指を突きつける。

「今度はあんたの番だ」

「なにがだ？」

「名前だよ！　あんたは、相手が名乗ったら自分も名乗るのが礼れい儀ぎだって、誰だれかに教わらなかったのか!?」

　相手の薄うす青あおい目が冷ややかに上から見下ろしているが、コノエは負けずに睨み返す。相手はややあって、短く答えた。

「ライ」

「出身は？」

「……刹セツ羅ラ」

「刹羅……刹羅ってあの、傭よう兵へいで有名な？　〝黒のセラン〟とか〝義のマドック〟とか」

　コノエは思わず歌物語に出る英えい雄ゆうの名を挙げたが、ライは故郷の先人を誇ほこるようすもなく、そっぽを向いた。

「おまえ、たしかさっき、追われていると言ったな？」

「ああ。──おまえ、話してるときはこっち向けよ！」

「うるさい猫だな。のんびり話していられるときかどうか、自分の目で確かめたらどうだ？」

　そう言われて、コノエは我に返った。二匹ひきの会話がとぎれ、あたりに沈ちん黙もくが立ちこめる。木の葉一枚揺ゆれる音さえしない。それは森さえも異変に気づき、息を殺しているかに感じられた。かすかにあの臭においが空気にただよう。金かな臭くさく、生臭い、つんと鼻を突く異い臭しゆう。

「……あいつだ！」

　コノエは声を殺してささやく。ライが腰こしの剣を抜ぬき放つ。自分もならおうとして、さっき剣をダメにしてしまったことを思い出し、コノエは全身に冷たい汗あせが噴ふき出すのを感じる。脅きよう威いが確実に迫せまっているというのに、自分は丸腰だ！

「あんたの剣を貸してくれ」

　切せつ羽ぱ詰つまってささやくコノエに、ライはにべもなく答えた。

「断る」

　その体は、いつ、どんな敵が現れても対応できるように、うちに力をため込んだまま、やわらかくたわめられている。引き締しまった体たい軀く全体から、見えない力が四方へ発散されているかのようで、そばに立つコノエは肌はだがぴりぴりするような緊きん張ちようを感じた。

　視界の隅すみを黒い影かげがかすめるのと、ライが動くのは同時だった。白銀の髪かみと刃が閃せん光こうのように流れ、茂しげみから飛び出したなにかに躍おどりかかる。ライが斬きりつけたとき、〝獣けもの〟ははじめてそのおぞましい全ぜん貌ぼうをコノエのまえにさらした。

　巨おおきい。飛びかかっていくライの大おお柄がらな体がか細く感じられるほど、それは巨きよ大だいで──そして、醜しゆう悪あくだった。コノエの口から呻うめき声が漏もれる。それは悪夢のなかでしか見たことのない生きものだった。ずんぐりとした全身を黒く粗あらい毛が覆おおい、その間に鋭するどい牙きばのような棘とげが並ぶ。たくましい肩かたの間にめり込むように、曲がった二本の角を頂く巨大な頭部があり、カッと開いた口から唾だ液えきで濡ぬれた牙がのぞく。だがなによりぞっとするのは、おぞましい外見にそぐわず、血の色の双そう眸ぼうにまぎれもない知性の輝かがやきが見えることだった。赤い瞳ひとみが一いつ瞬しゆんコノエをとらえ、笑うように細められる。コノエは自分の腹のなかで、なにかが悦よろこびに蠢うごめくのを感じ、戦せん慄りつする。赤い蛇へびの灼しやく熱ねつした感かん触しよくがよみがえる。

　コノエがその場にすくむうちに、ライが一太刀浴びせて飛びのく。〝獣〟が鋭い鉤かぎ爪づめのある太い前足を振ふり下ろし、ライの鼻先の空間を薙ないだ。もしこの一いち撃げきが当たっていたら、ライの頭は原形をとどめぬ血と肉の細切れになっていただろう。

　コノエも我に返り、地を蹴けった。たとえ丸腰でも手をつかねてはいられない。いくらライがすぐれた遣つかい手でも、こんなバケモノを相手に一匹ぴきでは敵かなうはずがない。

　正面から斬りかかるライの背後を回り、コノエは側面から〝獣〟に飛びかかった。爪つめを立て、脇わき腹ばらをえぐろうとしたが、硬かたい皮ひ膚ふに阻はばまれる。まるで鋼に爪を立てたかのようだ。

「馬ば鹿か猫……っ！」

　ライの声が耳に入る。次の瞬しゆん間かん、〝獣〟の太い前足がコノエの体を払はらいのけた。

「ぐっ……！」

　凄すさまじい力に、肺じゅうの息が絞しぼり出される。体が宙を舞まい、背後の木に叩たたきつけられた。衝しよう撃げきと痛みで目の前が真っ暗になる。

　コノエは身動きもできずに木の根方にうずくまる。目の前ではライが二本の剣けんを振るい、怪かい物ぶつの振り回す前足をかわして斬りつけようとしている。しかし怪物は鈍どん重じゆうそうな外見から想像できない俊しゆん敏びんさで立ち回り、たまに剣が届いても粗あらい毛で滑すべってたいした傷を負わせることができない。鋭い鉤爪が唸うなりを上げて振り下ろされ、ライは紙かみ一ひと重えでそれをかわしては跳とび下がった。勢い余ってその爪が叩きつけられた地面がえぐられ、巨大な穴を残す。コノエは焦あせりをおぼえて起き上がろうとしたが、とたんに走った痛みに目がくらんで頭を落とす。

　ライはじりじりと追いつめられていく。このままではやられる！

　焦りと恐きよう怖ふで胸が引き裂さかれそうだ。そのとき、さっきの〝共感〟の糸がひとすじ残っていたのか、ライの激しい呼吸が耳の奥に聞こえたような気がした。その鮮あざやかな太刀筋が、しなやかに躍やく動どうする四し肢しが、そして、氷のように冴さえた瞳が、目の前にまざまざとよみがえる。

　突とつ然ぜん、胸の奥でなにかがはじけ、視界に白い光があふれる。なにかが聞こえる。光そのものの奏かなでる音なき音色のように、寄せては返す水のさざめきのように、母の胎たい内ないで聞いた心ここ地ちよい歌のように。

　コノエにも、自分になにが起こったかわからなかった。あたたかな光に全身が充みたされ、ゆったりとあふれて流れ出ていく──。

　未知の感覚に圧あつ倒とうされていたコノエは、ふいに耳に飛び込んできた叫さけび声に我に返る。それは凄まじい咆ほう哮こう。苦痛の奏でる不協和音だった。

　光で満たされていた視界に、周囲の風景が戻もどってくる。その視界の中央で、あの〝獣〟が血をまき散らしながら吠ほえていた。その喉のどに、短たん剣けんが深々と突つき刺ささっている。白銀の風が奔はしる。ライが目にもとまらぬ速さで、暴れる〝獣〟の背に飛び乗り、角を頂く頭の後ろに長剣を振り下ろした。どす黒い血が天に届くかという勢いでほとばしる。そのときにはライは〝獣〟の体から飛び降り、断だん末まつ魔まにのたうち回る巨きよ体たいを冷ややかに見つめていた。

　コノエは啞あ然ぜんとしてその姿に見入る。さっきまでの劣れつ勢せいから、一瞬のうちにどうやって逆転したのだろう？

　ライ自身も夢から覚めたような顔つきだった。彼は剣から血を払って鞘さやにおさめると、まっすぐこちらへ歩いてくる。コノエもようやく身を起こせるようになり、おそるおそる立ち上がった。痛みはあるものの、体のどこもふつうに動く。骨の二、三本もやられたと思っていたが、ひどい打ち身くらいですんだようだ。

　ほっと息をついて顔を上げると、ライが目の前に立ち、妙みような顔で自分を見つめていた。

「おまえ……」

「……なんだよ」

　つい及および腰ごしになるコノエを、ライはしげしげと見る。

「歌が聞こえた、おまえから──」

　彼は考え込むような口調で言う。

「一瞬だったが──頭のなかに直接響ひびくような、言葉のない歌が」

「うた？」

　コノエはきょとんとする。歌なんて自分は歌ったおぼえはない。というより、そんなことをやっている余よ裕ゆうなんかあるはずなかった。だがあいかわらず、相手はこっちの反応など気にもとめず、ひとりごとのように続ける。

「……これほどの効果があるとは知らなかった」

　そして、わけがわからずにいるコノエをまた見つめる。

「おまえ……まさか、〝賛サン牙ガ〟だったとはな」

　相手がなにを言ったのか、少し遅おくれて頭に届く。

〝賛牙〟？　歌によって〝闘トウ牙ガ〟の戦せん闘とう力を高める、希け有うなる歌い手？

「──おれが？」

　コノエはぽかんと口を開けた。

「そうだ。もしかして、歌ったことがないのか？」

　ライの口元に、どことなく満足げな笑えみが浮うかぶ。

「ずいぶんと貴重な瞬間に立ちあったものだな。なら、〝闘牙〟として断言してやる。おまえは、〝賛牙〟だ」

「……噓うそだろう？」

　なおも半信半疑のコノエに、ライは意味ありげに肩かたをすくめてみせた。

「いずれわかる」

「だっておれは、歌なんて歌ってない。そんなつもりもなかった。ただ──」

　コノエは言いさして口ごもる。さっきのあの白い光。体の奥底からあふれ出した、光とも音ともつかぬあたたかなもの──あれを説明する言葉が思いつかない。

　そうだ。あの瞬間、ライは劣勢をはねのけ、あの〝獣けもの〟を倒たおした。一瞬見たライの動きは、それまでにもましてすばやく、力に満ちていた。あれが、歌の効果だというのか？

「なら、今回は偶ぐう然ぜんということだな。安定するまでは訓練が必要だ」

　話し続けるライの言葉を聞きながら、コノエは地面に倒れた〝獣〟の方に目をやる。そして、その目を見ひらいた。

「おい！」

　末まつ期ごの痙けい攣れんに身を震ふるわす〝獣〟の赤い目から、光が消えようとしていた。それと同時に、その巨体が、まるで霧きりに覆おおい隠かくされるように薄うすれ始めている。あまりのことに言葉もなく見守るコノエたちのまえで、〝獣〟の体は完全に消え失うせた。地面に流れたどす黒い血のあとさえ残すことなく。

「そんな……！」

　コノエは呆ぼう然ぜんと歩み寄り、〝獣〟が倒れたはずの地面に手を触ふれた。重いものが横たわっていたという証しよう拠こに、あたりの草が折れて押し潰つぶされている。だが、それだけだ。あれほどの巨体が、まるで空気にとけたように消え失せてしまった。

「どうやら、ただの魔ま物ものというわけではなかったようだな」

　背後でライが言い、コノエは振ふり返る。

「魔物じゃない？──なら、なんだったんだ？」

「死体を残さない魔物などいない。もしそんなヤツがごろごろいたら、こちらは商売あがったりだ」

「商売？」

　ライはコノエの疑問にあっさり答える。

「魔物や賞金首を狩かるのが仕事だ」

「あんた、賞金稼かせぎなのか」

　コノエは妙に納なつ得とくした。こいつの身勝手さからすると、あの〝獣〟に襲おそわれたとき、丸まる腰ごしの自分をおいて逃にげ出さないなんて意外だと思っていた。留とどまって戦ったのは、自分を守ってくれるつもりなんかではなく、魔物を狩って賞金を得るためだったのだ。

「骨折り損だな」

　ライが苦々しく言う。

「お気の毒さま」

　ざまあみろという気分でコノエは返した。

　それにしても、魔物でないとしたら、あのバケモノはいったいなんだったというのだろう？　死体も残さず消えてしまうなんて……。

　そんな得体のしれないものにつけ回されていたという事実が、コノエの不安をさらにかき立てる。

　そんな彼の気分になどおかまいなしで、ライがこちらに向き直った。

「まあいい。それより、おまえ」

　彼は断定的な口調で言い放つ。

「俺といっしょに来い」

「…………は？」

　唐とう突とつすぎる申し出──というより命令に、コノエの思考がつかの間、停止する。ライはあくまで一方的に続ける。

「手助けしてやる。〝賛牙〟としての能力を高めるために」

「おれは〝賛牙〟じゃない！」

「〝賛牙〟だ。さっき言っただろう。頭の悪い猫だな」

　あまりに勝手な言いぐさに、コノエはカッとして言い返す。

「さっきからいいかげんにしろよ！　誰だれも手助けなんて頼たのんでない。勝手に決めるな！」

「せっかく発はつ露ろしたその力、使わなければ損だろう。手にしたくともできない連中はいくらもいる。藍ラン閃センの〝来クル威イ〟みたいな輩やからに限らずな」

「〝来威〟？」

「藍閃の領主に仕つかえる〝賛牙〟の一族だ。知らんのか？」

「知るもんか。藍閃に行ったこともないのに」

　コノエはさっきまで頭を占しめていた懸け念ねんを思い出し、ぼやいた。

「……もしかしたらこのまま一生行けないかもしれないけど」

「なぜだ？」

　問われて、コノエはハッと相手の顔を見つめ直す。ライは不ふ審しんそうにその凝ぎよう視しを受け止める。

　そうだ。出会ってから息いきつく暇ひまもなくて、考えもしなかった。おそるおそるたずねる。

「もしかしてあんた……藍閃への道を知ってるか？」

「藍閃に行きたいのか？」

　コノエはつい、力いっぱいうなずいてしまう。とたんにライの目に、意地の悪い表情が浮うかんだ。

「ふうん……連れていってやらなくもないが……」

「なんだよ!?」

　コノエが嚙かみつくと、ライは端たん麗れいな顔に、このうえなく嫌いや味みな笑えみを浮かべ、訊きいた。

「つまり、俺と来るということだな？」

「う……」

　コノエはしばし、にやにやとこちらを見下ろす相手の顔を、思いきり引っかきたいという衝しよう動どうと戦う。

　背に腹は代えられない。

　コノエはしぶしぶとうなずいた。
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　──そして闇やみの申し子、呪のろわれたる魔ま術じゆつ師しが災わざわいなし、古き都は火に包まれたり。









　藍ラン閃センという街はコノエの度ど肝ぎもを抜ぬいた。まるで森のように、高い建物が建ち並び、それより低い木造の家々が間をびっしりと埋うめている。高い建物は、大昔ここが〝二つ杖つえ〟の街だったときに彼らが造ったものだという。材質は遠くから見ると灰色の石のようだが、まるで継つぎ目がなく、四方の壁かべは計ったように正確な直線を描えがいて天に伸のびている。壁には虚うつろな目のように四角の窓が並び、そのうちのいくつかに木でできたひさしや軒のきが突つき出しているのは、あとからそこに住み着いた猫リビカたちの仕事だろう。

　そしてそれらの下には、猫、猫、猫。あまりの猫の多さに、立派な門をくぐってからというもの、コノエは目を丸くしっぱなしだった。こんなにたくさんの猫が、みんな藍閃に住んでいるというのだろうか？

　門を入ると広い道があり、両側には所ところ狭せましと露ろ店てんや色いろ鮮あざやかな看板が立てられている。大勢の猫たちが、露店や両側の商店を冷やかして歩き、店からは威い勢せいのいい売り込みの声が飛ぶ。あまりの騒さわがしさに頭がぼうっとしてくる。

「はぐれるなよ」

　ライが無ぶ愛あい想そうに言い、尻尾しつぽを立てて先を行く。たしかにこんな場所では、はぐれたら二度と会えないかもしれない。藍閃に着いたらトキノに会いに行こうと思っていたが、こんなにたくさんの猫たちのなか、どうやって捜さがせばいいか。

　コノエは都市の喧けん噪そうに圧あつ倒とうされ、いささか怯おびえてもいた。無理もない。これまで火カ楼ロウしか知らず、しかもその火楼も全盛期と比べれば寂さびれる一方だったのだ。おそらく門から数十歩のあいだで、これまでの一生で出会ったよりたくさんの猫とすれ違ちがっているだろう。それに、店先に並ぶ商品の豊富さ。色とりどりの果物や木の実、生や乾かん燥そう、薫くん製せいを施ほどこされた肉や魚、衣服、贅ぜい沢たくな装そう飾しよく品、見たこともない、用よう途とさえわからないいろいろなものが、露台いっぱいに並んでいる。〝虚ろ〟に侵おかされ、飢うえて暮らす故郷の事情が、遠い異国の夢にも思えるほどだ。

　それらに目を奪うばわれ、雲を踏ふむような足取りで進んでいたコノエだったが、いきなり横から伸びた手が乱暴に腕うでをつかむ。我に返ったときはすでに遅おそく、口をふさがれ、狭せまい路地に引きずり込まれていた。饐すえたような臭においが鼻を突く。

「有り金出しな！」

　ちっぽけなナイフが目の前に突き出され、コノエは頭に来た。金なんてないが、たとえ持っていたってくれてやるものか。いくら丸まる腰ごしだからって、こんなヤツに見くびられるなんて！

　コノエは思いきりのけぞり、後頭部を相手の顔に叩たたきつけた。ガツンと大きな音がして、狭い路地の壁に相手が頭をぶつけたことがわかる。同時にナイフを握にぎった手をつかみ、逆手にひねり上げる。不届きな強ごう盗とうはみっともない悲鳴を上げ、ナイフを落としてうずくまった。コノエはナイフを路地の奥に蹴けり込んだあと、侮ぶ蔑べつもあらわに鼻を鳴らす。なんて意気地なしなんだ。こんなんじゃ火楼では縄なわ張ばりだって守れないだろうに。

　もはや戦意を喪そう失しつした強盗をおいて、コノエは憤ふん然ぜんと大通りに戻もどろうとした。しかし路地の入口に、二匹ひきの猫が立ちふさがっている。仲間か──？

「どこへいく？」

「どこへいく？」

　まるで同じ音色の声が、フードの下から発せられた。顔は陰かげになって見えない。

「関係ないだろ」

　コノエは警けい戒かいしつつも、あえて強気に出て、二匹の間を押し通った。肩かたが当たった一匹が、大おお仰ぎようによろめく。

「しかられたよ」

「しかられたね」

　どこか舌足らずな口調で言いあい、二匹はくすくす笑う。攻こう撃げきしてくるようすはない。酔よっぱらいかなにかがからんできたのだろう。コノエは相手にせず、ライを捜して歩き出そうとする。そのとき、背後から声がかかった。

「まちなよ、くろいねこ」

「まちなよ、のろわれたねこ」

　コノエはぎくっとして振ふり返る。外がい套とうのフードはさっきの短い格かく闘とうのあと、ちゃんと深くかぶり直していた。だが二匹の猫は、楽しげに言葉を継ぐ。

「くろいねこは、くろくなかったんだよねぇ」

「くろいねこは、くろくなったんだよねぇ」

　コノエは背筋がそそけ立つような感覚に襲おそわれる。こいつら──知っている。自分のことを知っていて話しかけてきたのだ。

「なんでくろくなったんだろ？」

「なんでくろくなったんだろうねぇ？」

　二匹が同時にこちらを向いた。フードの陰の顔は、そっくり同じ。髪かみの色が一方は黄色っぽく、一方は白っぽいのだけが違いだ。──双ふた子ご？

　双子は尖とがった牙きばを見せて、笑い声を漏もらす。

「おしえてあげようか、ウル？」

「ううん、おしえちゃだめだよ、キル」

　コノエは言いしれぬ恐きよう怖ふに襲われ、彼らに背を向けて駆かけだした。誰だれも知らないはずの街にまで、敵の手が及およんでいる。追いつめられたような息苦しさが襲ってくる。あたりを見回すと、足早にこちらに向かってくる白銀の猫が目に入った。コノエは息を切らせて駆け寄る。

「ライ！　あいつら──」

　言いながら振り向く。が、雑ざつ踏とうのなかに双子の姿はなかった。

「どうした？」

「双子が……おれのことを……」

　肩すかしをくらって立ちつくすコノエのうえに、ライの険しい声が降ってくる。

「まったく、なにやってる。はぐれるなと言ったはずだ」

　コノエはむっとして言い返そうとする。

「なにって、おれはいま──」

「おおかた田舎いなか者もの丸出しできょろきょろよそ見してるうちに、裏路地に連れ込まれでもしたんだろう」

　あっさり言い当てられ、コノエは顔を赤らめた。実際そうだっただけに目も当てられない。

　それにしてもあの双子は何者だったのだろう？　もしかして敵ではなくて、自分をからかっていただけの酔っぱらいかもしれない。姿が見えなくなると、さっき感じた恐怖心まで急速に薄うすれていく。

「ここはおまえの住んでたのどかな田舎とは違ちがう。ぼーっとしてたら身ぐるみ剝はがされるのがオチだ。わかったらもうはぐれるなよ。次は知らん」

　ライはずけずけと言ったあと、こちらの返事も聞かずに背を向けた。いいかげん慣れてきていいころだが、コノエはまたしても頭に血を昇のぼらせながら、心ならずも連れとなった相手の背中を追う。

　頭に来ることに、藍閃にはライと会って半日も歩いただけで到とう着ちやくしてしまった。自分がほとんど目的地を目前にしながら、森から一生出られないのではないかなどと憂ゆう鬱うつになっていたと思うと脱だつ力りよくしてしまう。もっとも、道を知っている者がいっしょでなければ、何日も迷っていたこともありうる。

　はじめは藍閃まで連れていってもらったあとは、適当に話をつけて逃にげ出すつもりだった。〝賛サン牙ガ〟の能力を伸のばす手助けをしてやる──などという勝手な言い分に従うには、相手の性格が悪すぎる。第一、本当に自分が〝賛牙〟なのか、コノエにはまだ確信がもてずにいた。

　だからはぐれてもこちらはいっこうにかまわないはずだった。だが実際こうして藍閃に来てみると、自分ひとりではどうしたらいいかさっぱりわからない。だいたい、自分は一文なしなのだ。火楼で使ったことがないから忘れていたが、藍閃では金というものがなければなにもできない。さっきの強ごう盗とうの言葉を思い出すまでもなく。となれば、こんな傲ごう慢まんで乱暴で無神経な相手でも、必死についていくしかない。

　ライは宿を探しているようだった。二軒けんばかり、常宿らしき店に寄ってみたが、どこも満室のようだ。藍閃では近々大きな祭があるということで、いつもより旅行者が多いのだという。なら、いつもこんなに猫が多いわけではないのだ。コノエはちょっとほっとした。

　三軒めに見つけた宿は、まえの二軒より小さくてみすぼらしかった。コノエはライについて入口をくぐる。入ってすぐにカウンターがあり、その横から木の階段が上階へ伸びている。カウンターの上に、ぞんざいな書き置きがあった。

『ただいま外出中。料金は後あと払ばらい制。泊とまりたいヤツは適当に部屋を選んでサインしといてくれ──店主より』

　それを読んだライが唸うなる。

「……ずいぶんふざけた宿だな」

「ほかを探すか？」

「いや、部屋が空いてるならどこでもいい」

　文句を言ったわりには無む頓とん着ちやくに、ライは空き部屋の欄らんにサインし、階段に向かった。コノエは一階の奥を見やる。奥には小さな食堂もあるようだ。木のテーブルと椅い子すが並び、どこも古びてそっけないが、少なくとも清潔ではあった。

　そのとき、カウンターの奥で物音がして、コノエはびくっとする。覗のぞき込むと、裏口らしきドアが揺ゆれていた。

「おーい、ゲンさん、いないか？　いたらここ開けてくれー。両手がふさがっちまって……」

　誰かがドアのところで呼んでいる。コノエはカウンターをくぐって奥に行き、引っかかっているドアを開けてやった。

「あー、悪いな。助かった──って、あ？　ゲンさんじゃなかったのか」

　両手に大きな包みを抱かかえ、入ってきたのは、むさ苦しく髭ひげを伸ばした長身の雄おす猫だった。肩かた幅はばも広く、がっしりした体格で、丸い耳と太い尾おからして、ライと同じ大型種のようだ。金に黒の入った縞しま柄がらの毛並みで、見ひらいた目も金色をしている。ライよりもずっと年長だろう。

「なんだ、あんた、客か？　そりゃ失敬。っていうか、ようこそ、うちの宿へ」

　大おお柄がらな猫は言いながら奥へ行き、厨ちゆう房ぼうの作業台に荷物を下ろす。

「俺はバルド。ここをやってるもんだ。こぢんまりしたところだし、たいしたもてなしもできんが、まあ居い心ごこ地ちは悪くないぞ。好きなだけのんびりしてってくれ」

　自分の店を売り込むのかけなすのかわからないことを言い、頭からすっぽりフードをかぶっているコノエを見て首をかしげる。

「あんた、寒がりか？　ずいぶんしっかり着込んでんなぁ」

　コノエはぎくりとする。フードや手てつ甲こうを外さないのは、黒い耳や腕うでの痣あざを隠かくすためだ。そこを突つかれると、見み透すかされているのではないかと不安になる。藍閃でも当然、〝禍わざわいをもたらす者〟の言い伝えはあるだろうから、ばれたら宿をたたき出されるかもしれない。しかしバルドはあっさりと次の話題に移る。

「〝暗あん冬とう〟が近いからな。どこも混こんでる。あんた、冬の祭は見たことあるか？」

〝暗冬〟というのが祭の名前らしい。コノエは首を振ふる。

「なら、見るべきだぜ。春ほど華はなやかなもんじゃないが、見み応ごたえはある。俺はけっこう冬の方も好きだが──なんだ、あんた、無口なヤツだな」

　というか、こっちが口を挟はさむ隙すきがないだけだ。誰だれもあんたの好みなんか聞いてないと言ってやりたかったが、そのまえにバルドが片目を閉じて言う。
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「そうそう、ちょっと頼たのみごとをしてもいいか？　俺とあんたの仲ってことで」

　自分とバルドの仲といえば、たったいま会った客と宿の主というだけのもののはずだ。だが相手はぬけぬけと言い放つ。

「なに、簡単さ。ちょいと店番を頼まれて欲しいってだけだ」

「はぁ？」

　あまりの厚かましさに、コノエは怒おこるのを通りこして啞あ然ぜんとする。

「いや、まだ買うものがあるし、ほかに寄らなきゃならんとこもあってな。いつまでも受付に誰もいないんじゃまずいだろ？　ゲンさんもいないし」

　だからそのゲンさんというのは誰なんだ。受付に誰もいないのがまずいとわかっているなら、そもそもあんな書き置きをしていくとこからしておかしいだろう。言いたいことが山のように頭を駆かけめぐって、どこから突っ込めばいいかわからない。

「まあ、断るってんならべつにいいんだ。ほかの宿に行ってもらっても──」

　バルドは言いながら、人の悪い笑えみを浮うかべてコノエを見下ろす。

「──ま、空いてるかどうか知らんがな？」

　さきの二軒の宿が満室だったことを思い起こし、コノエは暗あん澹たんたる気分になる。

「…………あんた、客を脅おどす気か？」

「そんな、人聞きの悪い。俺はただ丁てい重ちように頼んでるだけじゃないか。なあ？」

　──結局押し切られ、コノエはバルドのかわりにカウンターの前に座ることになった。どうしてこんなことになったのか首をひねりながら。

　しかし、目ま深ぶかにフードをかぶった自分が、いかにも所在なげに店番をしているところは、どう見てもかなり不自然だ。いや、どちらかというと不気味きわまりない。よしんば客がやってきたとしても、こんな宿に泊まろうと思うだろうか。

　そのとき、階段を下りてくる足音がした。コノエはあわてて顔を伏ふせる。足音はカウンターの前で止まり、頭上からあきれた声がかかった。

「……おい、そんなところでなにをしている？」

　ライだ。こいつにだけはこんなところを見られたくなかった。コノエは目をそらし、口ごもりながら答える。

「ちょっと……頼まれて、店番を」

「誰に？」

「ここの主人」

「そいつはどうした？」

「……用事があるとかで、出ていった」

　答えれば答えるほど、自分が情けなくなってくる。ライはしばし黙だまってコノエを見下ろし、ややあって口をひらいた。

「馬ば鹿か猫だな。その主人も──」

　あからさまな侮ぶ蔑べつの口調で、とどめを刺さす。

「──それに、おまえも」

　コノエはがっくりとうなだれた。




　部屋は宿の主人が言ったとおり、こぢんまりとして簡素なものだった。寝しん台だいがふたつ、小さなテーブルに水差しと器うつわが載のっている。窓はいまは開け放たれ、夕ゆう闇やみに沈しずみつつある通りを見下ろすことができた。ライが棚たなの上のランプに火を入れる。コノエはそのようすを遠巻きに見守り、火から遠い寝台を選んだ。

　寝台！　コノエは勢いよく毛布の上に寝ね転ころがる。喉のどがごろごろ鳴るほど幸せな気分だ。あたたかくて乾かわいた寝台のありがたみを、この数日間で充じゆう分ぶんに学んでいた。

　ライは装備を解いて向かいの寝台に腰こしを下ろし、昼間負った傷を確かく認にんしていた。

「たいしたことはないな。おまえのも見せてみろ」

　水を向けられて、コノエはぎくりとする。

「な……なんで」

「いいから見せろ。あのバケモノにやられてただろう」

　まずい。もし体の痣あざを見られたら──コノエはあわててかぶりを振る。

「大だい丈じよう夫ぶだ。自分で見るから」

「馬鹿猫、おまえの目は後ろについてるのか？　背中を自分でどう見る？」

　ライは有う無むを言わさず、コノエの外がい套とうをめくり上げようとする。

「嫌いやだッ……！」

　思わずコノエは勢いよくその手を振り払はらった。無意識に爪つめが出ていたらしい。ライが短く息を吐はき、身を引いた。その白い頰ほおに細く爪つめ痕あとが走り、見る間に赤い血が滲にじみ出る。傷つけるつもりなんてなかった。コノエは思わず耳を伏せる。

　ライは傷に手をやり、指先についた血を見て憮ぶ然ぜんとつぶやく。

「……二度も同じヤツに傷をつけられるとはな」

　コノエは黙って身をすくめる。

「なにがそんなに嫌だ？　その耳と尾おか？」

　コノエの尻尾しつぽがぴくりと動く。真っ黒な尾、耳。それらは戦せん闘とうのときに、すでに見られているだろうと思っていた。だが相手がこう続け、コノエは驚おどろく。

「おまえ……まえに会ったときもそうだったか？」

　まさかおぼえているとは思っていなかった。以前の容姿を見られている以上、隠かくしてもしかたないだろう。コノエは腹をくくり、黙って外套を脱ぬいだ。手てつ甲こうとブーツも脱ぎ、ランプのあかりに肌はだをさらす。もう、どうにでもなれという気分だった。

　ライは身動きもしない。その視線を肌の上にちりちりと感じる。揺ゆれるランプの光を受け、肌の上に躍おどる黒い文様は、自分の目にもひどく禍まが々まがしく見えた。コノエにはとてつもなく長いように感じられた沈ちん黙もくを破り、ライが口をひらく。

「黒い痣……耳と尾……そういうことか」

　その声はいつもどおり落ち着いたもので、少なくとも嫌けん悪おは含ふくまれてはいない。コノエはうかがうように、そっと目を上げる。

「生まれつきではないのか？」

「違ちがう。あんたと会ったあと……突とつ然ぜん、こうなった」

「呪のろわれた徴しるしということだな？　それで火楼を出、道も知らないのに〝迷いの森〟に分け入ったわけか」

　ライは納なつ得とくしたように言い、たずねる。

「藍閃をめざしたのはなぜだ？　理由でもあるのか？」

「ただ、村にいられなくなったから……藍閃に知りあいもいるし」

　するとライが、思いもかけなかったことを口にした。

「それだけか？　呪いを解く方法を探すためじゃないのか」

「呪いを、解く？」

「呪いというからには誰だれかがかけたものだろう？　なら、解く方法があるんじゃないのか」

　ぽかんとしたコノエの顔を見て、ライは薄うすく笑う。

「そんなことを考えもしなかったという顔だな」

「ああ……だって」

　そうだ。考えてもみなかった。これが何者かに仕組まれたことなら、元に戻もどすすべだって、もしかしたらあるのかもしれない。呪いだの魔ま法ほうだの、自分には手の届かない遠くにあるものだと思い込んでいた。

「可能性がまったくないわけじゃないだろう、違うか？」

　ライは腕うでを組み、力強く言い放った。

「可能性があるなら、探さぐればいい」

　胸がとくんとあたたかい鼓こ動どうを打つ。コノエは不思議な気分になりながら、目の前に立つ白銀の猫を見上げた。

「……あんた……出てけって言わないのか、おれに？」

「出てけ？　なぜだ」

「だって……呪いだぞ？　怖こわくないのか？」

「おまえ、本当に馬ば鹿かな猫だな」

　ライは眉み間けんに皺しわを刻み、決めつけた。

「俺はおまえに、いっしょに来いと言ったんだ。なのにわざわざなぜ出て行かせる？」

「馬鹿はあんただろう？　世界を滅ほろぼすっていわれてる呪いだぞ？　そんなものがかかってる猫になんでかかわろうとするんだ？」

　するとライは堂々と胸を張って答えた。

「おまえは〝賛牙〟だ。俺が育てる」

「呪いもコミでか？」

「呪いがどうした？　おまえに触ふれたとたん死ぬとでもいうなら別だが、俺はまだこうしてぴんぴんしてる。それに言っただろう。呪いなら解けばいい」

　コノエはあきれる。

「そこまでして〝賛牙〟が欲しいのか？」

「欲しくないとは言わん。だが呪いごときに、なぜそんなに大おお騒さわぎしなきゃならんのだ？」

　呪いごとき。あんまりにも簡単に言われて、コノエは絶句した。傲ごう慢まんもここまでくると賞賛に値する。コノエは半分笑いだしそうになりながら、言った。

「……あんた、変わってるな」

「どこが」

「ふつうは気味悪がって近づかないだろ、こんな猫？」

　コノエは自分の腕に黒々としるされた痣あざを見ながら言う。自分でも気味が悪いと思う。たぶん、火楼の連中が見たら、大おお騒そう動どうになって自分を殺すか追放するだろう。ましてライにとって自分は縁えんもゆかりもない行きずりの猫なのに。

「うわべだけですべてを判断することが、『ふつう』か？」

　ライは揺らぐことのない落ち着きをもって返す。

「そういう『ふつう』のヤツらが気にするのは他人の目だ。ほかと違ちがうことをして、集団からはじかれるのが怖いだけだ。くだらん。そういう連中が『ふつう』なら、『変わってる』と言われる方がまだしもだな」

　コノエにもなんとなく、相手の言いたいことはわかった。むしろ、自分が心の底で思っていることを、きっぱり表明されたという感じだ。

　はじめはただ傲慢なばかりで、自分のことしか頭にないヤツだと思った。でもその態度の陰かげには、一本筋の通った信念のようなものがあるようだ。なぜだかコノエは会ったときより、この猫に好感を抱いだき始めていた。

　呪いなら、解けばいい。

　そんな簡単なものではないだろう。だが簡単ではないにせよ、自分が当面やらなければならないことはそれだ。手がかりだって皆かい無むではない。夢で見た四匹ひきの蛇へび、それに森で出会った奇き妙みような少年、フィリ。藍閃なら、なにか知っている猫もいるかもしれない。

　ただ逃にげ惑まどうばかりだったそれまでと違い、コノエはこれまで真っ暗だった道の先に、かすかなあかりが灯ともったような気がしていた。

「ほら、もういいだろう。背中を見せてみろ」

　再三うながされ、素す直なおに背中を向けたのはそのせいだ。ライはコノエのチュニックをまくり上げ、背中を検分する。

「痣になってるな」

「痛っ！　触さわるなよっ！」

「動くな」

　コノエの抗こう議ぎにもかまわず、ライは背中の痣に慎しん重ちように手を這はわせ、告げる。

「骨は無事なようだ。このぶんなら大だい丈じよう夫ぶだろう。今夜はゆっくり体を休めるんだな」

「ああ」

　ライの手が離はなれたので、コノエはそそくさと衣服をもとどおりに下ろす。こんなふうに、他ほかの猫に気き遣づかわれたり触れられたりするのには慣れていない。

　身み支じ度たくに気をとられていた彼だったが、ふいに声を上げてベッドの上で跳とび上がった。いきなり背後から尻尾しつぽをつかまれたのだ。肩かたごしに振ふり向くと、自分の曲がった尻尾をつかんでじろじろ見ているライの姿が目に入る。

「なっ……なにやってんだよ、放せ！」

　猫リビカにとって尻尾は急所だ。他者の手にあるだけで、もぞもぞして落ち着かない。ライはコノエの黒い尻尾を見つめたまま、ぼそりとつぶやく。
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「鉤かぎ尻尾か……」

「鉤尻尾がなんだよっ！」

　コノエは我が慢まんして、無理やりライの手から尻尾を引き抜ぬく。

「自分が太くて立派な尻尾もってるからって……！」

　コンプレックスを暴あばかれたような気分で、コノエは牙をむく。せっかく抱きかけた好意も一気に吹ふき飛ぶというものだ。ライはそれ以上なにも言わなかったが、立派な尻尾が背中でぱたりと揺ゆれた。彼は向かいの寝しん台だいに座り、もう言いあいのことなど忘れたようすで毛づくろいを始める。その動作は悠ゆう然ぜんとして、どことなく気品があった。

　コノエはしばし、相手を睨にらみつけていたが、気分を切り替かえ、自分も毛づくろいにかかった。無理な姿勢をとると、体のあちこちが痛む。言われたとおり、今夜は早めに寝ねて体を休めよう。

　ごそごそと毛布に潜もぐり込むと、ほっとした。

　──呪のろいなら、解けばいい。

　その言葉がお守りのように感じられ、コノエは目を閉じた。




「で、どうするんだ？」

「そうだな。呪じゆ術じゆつ師しにでも聞いてみよう。呪いだの占うらないだのは連中の専門だろう？」

　ライから返ってきた答えに、コノエは眉まゆを上げて自分の思うところを表明した。火楼にも呪術師がいたが、やることといったら泥どろをかき回して意味ありげなことをつぶやくだけだった。たしかに、「よくないことが起こる」などとは言っていたが、そんな予言ならあってもなくても同じだ。藍閃にはもう少しまともな呪術師がいることを期待しよう。

　コノエとライは身支度をし、部屋から出た。今朝もまた受付は空っぽだ。店番を押しつけられないうちに逃げ出す方がいいだろう。

「そういえば、昔、藍閃にはすごい魔ま術じゆつ師しがいたって聞いたことがあるけど」

　コノエは歩きながら、歌物語で聞いた話を口にする。

「俺たちが探してるのは呪術師だぞ」

　ライは大おお股またで歩きながらそっけなく答える。夕方ほどではないが、表通りはやはり多くの猫が行き交かっている。ついていくのに苦労しながら、コノエは首をかしげた。

「呪術師と魔術師じゃ、どう違ちがうんだよ？」

「呪術師は病を治したり占ったりしてくれる。魔術師は庶しよ民みんを相手にそんなことはせん」

「じゃ、なにやってるんだ？」

「さあな。森の奥の岩屋で、悪魔を呼び出す練習でもしてるんじゃないのか？」

　ライのぞんざいな返事に、コノエは驚おどろいて聞き返す。

「悪魔を呼び出す？　なんのために？」

「そりゃ、願いを叶かなえるためだろう。悪魔には闇やみの力があるからな。力を借りれば、なんでも叶う──という話だ」

「なんでも？」

「魂たましいと引き替えにな。悪魔に魂をとられて生まれ変われなくなってもかまわんというのなら、止めんぞ」

　コノエはぞっとして首を振った。昔から猫たちのあいだでは、死んだのちは別の生に生まれ変わると信じられている。よいことをすると、来世では〝二つ杖つえ〟に生まれ変われるなどという。そんなことを本気で信じているというわけではないが、それでも魂をとられるなんて聞くと、尻尾の毛が逆立ちそうになる。

　それにしても悪魔を呼び出すなんて。火楼では誰だれも悪魔になどかかわろうとは思わない。もちろん迷めい信しんだと思ってはいるが、奇き妙みような災難があれば悪魔のしわざとされ、呪術師が呼ばれて清めの儀ぎ式しきをしたものだ。悪魔とは邪じや悪あくで恐おそろしい力を持つもの。そんなものを呼び出すなんて、とんでもない話だ。

「で、呪術師ってどこにいるんだ？」

　コノエが訊きくと、目的ありげに歩いていたライがあっさり答えた。

「知らん」

　コノエは石いし畳だたみにつまずきそうになる。が、ライは平然と肩をすくめる。

「まあ、適当に訊いて回ればいいだろう」

「行き当たりばったりかよ！」

　ライがきらりと目を光らせた。

「……誰の呪いだと思ってる？」

　それを言われると返す言葉はない。ライは自分の呪いを解くために協力してくれているのだ。

　それにしてもこの賞金稼かせぎ、はじめは自分以外の者のためには尻尾さえ動かすようには見えなかったが、意外と面めん倒どう見みがいい。よく考えると、藍閃では宿にも金がいるはずだ。一文なしのコノエには、当然払はらうあてなどない。それを指し摘てきすると、ライは「体で返せばいいだろう」と薄うすく笑った。これは、どうにも〝賛牙〟になるしかないということのようだ。コノエには、自分にそんな能力があることもまだ信じられないというのに。

　でも、借りっぱなしは性に合わない。いまはライを頼たよるしかないが、いつかこの借りは必ず返そう。〝賛牙〟としてか、ほかの方法でかはわからないけれど。

「とりあえず、酒場にでも行くか。噂うわさ話ばなしといえばあそこだ」

　こんな朝から酒を飲んでいる猫がいるんだろうか？　たぶん、いるんだろう。藍閃では朝から縄なわ張ばりの見回りなどしなくてもいいのだから。

　とはいえ、朝から勤勉に働いている猫も多い。道ばたの露ろ店てんは夕方より多いくらいだ。コノエはまた、さまざまな商品の並ぶ店先に目を奪うばわれそうになる。そのとき、露店のなかから声が上がった。

「コノエ？　コノエじゃないか！」

　コノエは驚いて立ち止まる。同じくらい驚いた顔で、店のなかから身を乗り出したのは、おそらく藍閃で唯ゆい一いつ、見覚えのある猫だった。

「トキノ！」

「どうして藍閃に!?　ああ、でもよかった！」

　トキノは顔を輝かがやかせて、興奮した調子で言う。

「あれからすぐ、病気、治ったかと思ってまた家へ行ってみたけど、ドアや窓に板が打ちつけられて閉め切られてるから、びっくりして。ほかの猫に訊いてみようとしても、みんなこっちを避さけてるみたいだし。なにが起こったかって心配してたんだ」

「そうか……」

　コノエは残してきた家のことを思い出し、顔を曇くもらせた。不ふ吉きつだということで封ふう印いんされたのだろう。逃げるときに姿を見られたのか、呪いの徴しるしのことも知られているらしい。だが悪くすれば焼かれて跡あと形かたもなくなっていたかもしれないのだ。コノエの脳のう裏りに、母の形見の指輪がよみがえる。取りに行くことはできないにしても、少なくともあの家にはそのまま残っている。

「……知りあいか？」

　背後から低く声をかけられ、コノエは現在の連れの存在を思い出した。ライは鋭するどい目をトキノに向けている。そのトキノは隣となりの店の猫に留守を頼たのみ、露台をくぐってこちらに出るところだ。

「立ち話もなんだから、ちょっとうちへ来ないか？　すぐそこなんだ。急ぎの用がないなら──その、お連れの方も？」

「いや、でも、店の方は？」

「それどころじゃないよ。コノエが藍閃に来てるのに、のんびり店番なんて！　いいから来て来て」

　トキノはコノエの腕うでを取って歩き出し、コノエは戸と惑まどった目でライを振ふり返る。ライは警けい戒かいを解かず、ぴったりとコノエの背後についてくる。トキノの家は少し行ったところの脇わき道みちに入ってすぐだった。〝二つ杖つえ〟の高い建物ではなく、こぢんまりとした木造の家が並ぶ通りだ。トキノはそのうちの簡素だが感じのいい一いつ軒けんにコノエたちを導き、赤く塗ぬられたドアを開けた。

「さ、入って入って。いまお茶を入れるから、そこに座ってて。散らかってるけどさ」

　トキノは言いながら奥の小さな台所に向かう。窓のそばにテーブルと椅い子すが並び、散らかっていると言ったとおり、床ゆかや棚たなには雑多な商品が置いたままになっている。だが狭せま苦くるしい印象はなく、かえって楽しくてくつろげるような家だった。

　トキノはやかんを炉ろにかけ、火をつけると戻もどってくる。そしてコノエの横で難しい顔のまま立っているライに注意を向けた。

「あ、挨あい拶さつが遅おくれてすみません、俺はトキノ。コノエとは──」

　ライはその挨拶をまるきり無視し、コノエに目を向ける。

「こいつ、信用できるのか？」

　あまりにぶしつけな態度に、トキノは目を丸くし、コノエはかっとなる。

「なんだよ、いきなり！」

「信用できるのかと訊いている」

「あんたよりよっぽどな！」

　コノエはとげとげしく返す。実際、昨日今日会ったばかりの賞金稼かせぎなんかより、コノエにとってはトキノの方がずっと親しく、信用できる相手だ。立場をわきまえろと言ってやりたくなる。

「ごめん、トキノ──」

　とりあえず謝ろうとトキノに向き直ったとき、コノエは友の目が自分の背中に向けられているのに気づく。

「コノエ……」

　トキノは目を見ひらき、ささやいた。

「尻尾しつぽ……」

　コノエはハッとした。怒おこったせいで尻尾が動き、勝手に外がい套とうからはみ出していたのだ。コノエは思わず黒く変わったそれを引っ込めて隠かくそうとした──が、思い直す。ずっと隠していても不ふ審しんに思われるだけだ。たったひとりの友だちであるトキノに、自分の状じよう況きようを打ち明けないわけにもいかない。ライが『信用できるのか』と訊きいたのは、そういうことだろう。コノエは思い切ってフードを外し、黒く変わった耳をさらした。トキノはわけがわからないようすで、コノエに歩み寄る。

「なんで？　染めたの？　いったいなにがあったんだよ？」

　トキノは自然な動作でコノエの耳に触ふれ、目を覗のぞき込んでくる。そのしぐさに以前と違ちがうものは少しも認められない。コノエは急に泣きたいような気分になりながら、口をひらいた。

「トキノ……以前……夢の話、したよな？」

　コノエはトキノが帰ったあと、起こったことを、ゆっくり順を追って話した。トキノは真しん剣けんな顔でその話を聞き、口を挟はさんだのはコノエとライに椅子を勧すすめたときだけだった。細かい経けい緯いをはじめて聞かされるライも、黙だまって耳を立てている。コノエが話し終わると、トキノは深々と息をついた。

「……いまの、ぜんぶホントの話？」

　コノエは苦りきって答えた。

「ぜんぶ噓うそだって言いたいよ、むしろ」

「あ、ごめん」

　トキノは立っていき、沸ふつ騰とうしていたやかんを火から下ろし、茶を入れて戻ってくる。テーブルの上には湯気の立つ茶ちや碗わんと、炒いった木の実の入った鉢はちが並べられた。トキノは考えながら椅子に腰こしを下ろし、またため息をつく。

「疑うわけじゃないんだ。でも、まえに会ったときから一週間くらいしかたってないのに、そのあいだにコノエは生いけ贄にえにされそうになったり、あの吉キ良ラの村へ行ったり、魔ま物ものに襲おそわれたり……」

「魔物じゃないがな」

　テーブルに並べられたものには目も向けず、ライが無造作に否定する。

「少なくとも俺はあんな魔物は見たことがない。ことによると──呪のろいに関係しているのかもしれんな」

　コノエはあのフィリという少年の言葉を思い出す。自分をずっと見ているという何者かのことも。あの〝獣けもの〟もまるで自分を監かん視ししているかのようだった。あれがその『何者か』だったのだろうか。なんとなく、そうではないという気がした。あんなに簡単に倒たおせるようなものではないだろう。

　フィリのことはまだ話していない。なんとなく──考えるだけでぞっとして、口にするのもためらわれる。コノエは湯気を立てる茶碗を引き寄せ、両手を温めるように抱かかえ込んだ。

「呪い……だとしたら、あれは予兆だったのかな、夢や、病気は」

　トキノも考え込みながら言う。

「あのときにはもう、呪いをかけられてたのかもしれないな。でも、誰だれが？」

　コノエは唇くちびるを嚙かみ、きつく首を振った。

「まるで心当たりがない。だって、なんでおれなんだ？」

　ライが無ぶ愛あい想そうに口を挟む。

「そういうことをつきとめるために、腕うでのいい呪じゆ術じゆつ師しを探してる。誰か、知らないか？」

　せっかく出してもらった茶に手を伸のばすそぶりもなく、どこまでも不ふ遜そんな態度だ。コノエはつい声を尖とがらせてトキノに言う。

「あ、言い忘れてたけど、こいつはライ。無視したかったらしてもいいからな」

　ライの凍こおるような視線がこちらに向くが、かまわず睨にらみ返した。トキノが焦あせって口を挟む。

「ええと……聞いたことはあるけど。街に評判のいい呪術師が住んでるって。すごく物知りで、予見さきみもできるって。でも……その」

　トキノはここで少しためらった。

「ライ……さん？　失礼ですけど、あなたはなんで、コノエに協力してくれてるんですか？　聞くと、たまたま森で行き会ったってだけの関係ですよね？　藍閃に連れてくるだけならともかく、わざわざ呪いを解く手伝いまでしてくれるって……その……親切すぎるっていうか」

　言葉を濁にごしつつも、トキノの目はまっすぐライに向けられている。ライが目を細めた。

「それは、俺が信用できないという意味か？」

「すいません。でも、俺はあなたとは初対面ですし。親切すぎる猫には気をつけろってのが、親おや父じの教えで」

　ライは疑いをかけられて心外そうだった。自分だってトキノを疑ってかかったくせに、勝手なヤツだ。

「言っておくが、俺はべつに親切でやってるわけじゃない。こいつの能力に興味があるだけだ」

「能力？」

　トキノが眉まゆをひそめる。そういえば、〝賛牙〟の能力についても彼には話していなかった。自分からひけらかすのが嫌いやだというのもあるが、ひけらかすにも、もう二度と発現しない能力かもしれないのだ。コノエはあわてて口を挟んだ。

「それは、その……剣けんの腕がさ。会ったとき、敵と勘かん違ちがいして戦ったんだ、おれたち。おれの短剣が折れなきゃ、負かしてたかもしれない」

　ライが眉を上げてこちらを見下ろし、コノエの言葉に対する疑いを雄ゆう弁べんに表現した。が、口に出してはこう言う。

「……ま、ぜったいに不可能とは言わん。遠い未来ならな」

　トキノが目を丸くする。

「剣の腕？　コノエを相棒にするってことですか？」

「そういうことだ」

　ライはまたコノエを見やった。

「俺は能力のないヤツには興味がない。こいつは見込みがある。ちゃんと仕込めば──ということだが」

　コノエは当とう惑わくして黙だまる。調子をあわせてくれているのだろうが、ライの言葉には真実みがあった。これほどの達人に「見込みがある」と言われれば、コノエとしてもまんざらでもない。

「そうかぁ……コノエが賞金稼かせぎに……」

　トキノが感心したように言ったあと、あわただしく腰こしを上げる。

「そうだ。ちょっと待って……たしかこのへんに……」

　トキノは壁かべ際ぎわの荷物の包みを探さぐり、やがて一ひと振ふりの短剣を取り出す。

「これ。剣、折れちゃったんだろ？　使うといいよ」

「え、でも……」

「いいから。遠えん慮りよするなって。どうせ俺には使えないんだから。賞金稼ぎになるなら、丸腰じゃまずいだろ？」

　たしかに、どこかで武器を手に入れたいとは思ってはいたが──コノエはためらいながら、差し出された剣を受けとる。

「……悪い。じゃ、しばらく貸してくれるか？」

「いいんだよ。コノエはそんなことより、ほかに気にしなきゃならないこと、あるだろ？」

　トキノの笑えみは以前と少しも変わりなく、コノエは胸がじわりとあたたかくなるのを感じる。うわべだけですべてを判断することなど愚おろかしいと、昨夜ライが言った。トキノも同じだ。自分のうわべではなく、内面を見てつきあってくれているから、変わらず友だちとしてよくしてくれる。その事実がなによりうれしかった。

「……ありがとう」

　心を込めてコノエが言うと、トキノは照れたように笑い、コノエの肩かたに鼻先をこすりつけた。猫同士が親愛の情を込めて行うしぐさだ。コノエも同じように、相手の肩に顔を寄せる。トキノが耳元でささやいた。

「一日も早く、呪のろいが解けること、祈いのってるよ」




　鞘さやを少し滑すべらせると、青白い刃やいばがのぞき、光をはね返した。コノエは満足げにそれを見つめたあと、ぱちんと鞘に戻もどす。

「つきあってくれないか？　ちょっと、これの感かん触しよくを確かめたい」

　声をかけるとライは、面めん倒どうくさそうな表情をしながらも、街はずれに足を向けた。〝闘トウ牙ガ〟にとって自分の生死を託たくす武器に慣れることは、最優先の関心事だ。彼も〝闘牙〟である以上、コノエの希望を理解してくれたのだろう。彼らは路地をたどり、街はずれの空き地に出た。このあたりは建物もまばらで、奥には森が広がっている。ここならほかの猫に迷めい惑わくをかけることもなく動き回れる。

　コノエがライと向き合い、剣に手をかけると、ライは手を上げてそれを制した。

「そのまえに、歌の訓練だ」

「訓練？」

　いきなり言われて、コノエは鼻はな白じろむ。

「訓練ったって、どうやるんだ？　おれは歌ったって自覚もないのに」

「歌を習得する手だてはいくつかあるが、〝賛牙〟には必ず持ち歌があると聞く」

「持ち歌？」

「おそらく自然に身につくものだろう。まずは歌を呼び起こしてみろ」

「だから、どうやって？」

「あのとき──歌が発現したときの状態を思い出せ。できるだけくわしく」

　歌が発現したとき──それは、あの〝獣けもの〟に対たい峙じしたときのことだ。コノエはあの太い腕うでを叩たたきつけられた瞬しゆん間かんを思い浮うかべ、つい、顔をしかめた。

「……あんまり気が進まないな」

「いいから、やれ」

　ライの目に凍こおりつくような光が現れるのを見て、コノエはしかたなく回想に戻る。悔くやしいが、こいつにはすでにかなり世話になっている。それに報むくいるには、〝賛牙〟になる──あるいはなるように努力しないわけにもいかないだろう。

　コノエはあのときのことを思い出そうとした。全身がバラバラになったかと思うほどの痛みに、身動きもできず、ただうずくまっていたときのことを。記き憶おくに集中するために目を閉じる。あのとき自分の目の前で、ライと〝獣〟がくり広げた戦いのようすが、驚おどろくほど鮮せん明めいに浮かび上がってくる。巨きよ大だいな〝獣〟に追いつめられていくライの姿を、痛みと焦あせりにさいなまれながら見守った。あのとき感じた悔しさと絶望──このままではやられてしまう。それなのに自分には、ただ見ていることしかできない。

　そして──あの、白い光が──。

　コノエはハッと目を開ける。心臓が激しい鼓こ動どうを刻み、全身に冷たい汗あせが噴ふき出していた。

「あ──」

　小さくあえぐと、ライが顔を覗のぞき込んでくる。

「どうした？」

「……ダメだ。できない」

　かたく握にぎりしめた手が小刻みに震ふるえている。コノエがいま感じているのは恐きよう怖ふだった。それは、あの〝獣〟の記憶による恐怖ではない。あのとき自分のうちからわき上がった──そして、いま、自分の奥にたしかに存在する、なにか得体のしれないものに気づいたせいだった。

　ライが問いを重ねる。

「まったくなにも感じることができなかったのか？」

「いや……」

　コノエはためらいながら、首を振ふった。かすかになにかに手が触ふれようとしたとたん、自分から身を引いてしまったのだ。触れたとたん、自分が底のない闇やみのなかに引きずり込まれるような感じがして。でも、こんなことを口にしたら、ライはきっと頭ごなしに罵ののしるに違ちがいない。

　しかし案に相そう違いして、ライはもどかしげなようすも見せず、落ち着いた口調でうながす。

「焦ることはない。少しでもなにかを感じたなら、その感覚を追ってみることだ」

　その言葉に励はげまされるように、コノエはまた目を閉じた。ゆっくりと、手を伸のばす。自分の奥底にかいま見えた、異質な力に。

　かすかな音色が、指先に触れた。それは細い蔓つるのようにからみつき、脈打ちながらコノエの体に流れ込んでくる。あの白い光が見えた。光が徐じよ々じよに大きくなり、あまりのまぶしさにコノエは息を詰つめる。防ぎようもない光が内側から目を灼やく。

　はじめはか細く思えた脈動は、いまやコノエの全身を響ひびかせていた。まるで血のかわりに音が全身を駆かけめぐっているかのようだ。とどめようにも、自分でもどうしたらいいかわからない。閉とざしたまぶたのうちにあふれる白い光。その光の向こうになにかの影かげが揺ゆらぐ。

　長い衣ころも、赤茶色の髪かみ──どこか懐なつかしい、その姿──。

　とたんに、やさしい歌が耳によみがえる。その歌を呼び水にしたように、体のなかを駆けめぐっていた音の奔ほん流りゆうが、美しい和音となって響き始める。コノエは詰めていた息をゆっくりと吐はき出す。

　あたたかい。まるで春の日だまりのように、小川のさやかなせせらぎのように、やさしい旋せん律りつが全身を充みたしていく。コノエはうっすらと目を開けた。

　目覚めた歌は、ゆったりとたゆたいながらライへと向かっていく。それはコノエの目には、幾いく筋すじもの光の流れとなって映る。光はライの体にまとわりつき、やがて、一気に流れ込む。ライの白銀の髪が、尾おが、陽の月のように照り輝かがやく。

　ライが目を見ひらく。が、すぐに、なにかがはじけるような音とともに、コノエの体を響かせていた旋律が途と絶だえた。コノエは瞬まばたきをし、探し物をするように思わず首を巡めぐらせる。しかし、胸のうちにかすかな火ほ照てりと喪そう失しつ感かんだけを残し、歌は彼から去ってしまっていた。

　落らく胆たんしながら、コノエは顔を上げる。そして、ライの薄うす青あおい目と出会う。その目には静かだが、かすかな興奮が見えた。

「さっき、歌が聞こえた。歌が体に流れ込んできたとき、ほんの一いつ瞬しゆんだが、力がみなぎるのを感じた」

　ライの言葉を聞きながら、コノエは信じがたい思いで、自分の手に目を落とす。

「ホントに……おれは〝賛牙〟なのか」

　いま、それは疑念ではなく、確かく認にんだった。彼は自分のなかに生まれた新たな才能に、自ら驚きよう嘆たんし、興奮していた。

「やっと納なつ得とくしたようだな」

　ライがからかうように言う。コノエは顔を上げ、言い返そうとしたが、そのとき、ふっと目の前が揺らぐ。気づいたときにはライの手が伸び、腕うでをつかんで支えてくれていた。なぜか、膝ひざががくがくして力が入らない。ライが表情も変えずに言う。

「疲つかれたんだろう。歌は体力を消しよう耗もうすると聞いた」

　そう言われてはじめて、コノエは自分が疲れ切っていることに気づいた。だが、かばわれていることに腹が立ち、無ぶ愛あい想そうに言い返す。

「平気だ。放せ」

「気にするな」

　と言いつつ、ライはゆっくりとコノエから手を離はなす。

「〝賛牙〟と〝闘牙〟は信しん頼らいが深ければ深いほど能力が高まる。個々の能力がどうだろうと、互たがいの心が合わさっていなければ意味がない。絆きずな──というやつだ」

　最後のひとことには、妙みような苦さを含ふくんだぎこちなさがあった。コノエは相手を睨にらみつける。

「なんだよ。おれとじゃ無理だって言いたいのか？」

　ライの顔に、これまで見たことのない、ためらうような表情がよぎる。

「おまえじゃない……俺の話だ」

　コノエが意味をとりかねているうちに、ライはこちらに背を向ける。どこか気まずい空気が彼らの間に流れた。しかし、ライはすぐこちらに向き直り、口をひらく。

「今日のところはもういいだろう。次は剣けんだ」

「あ、ああ……」

　コノエはうなずき、さっきトキノに譲ゆずられた剣に手をかける。すでにライはいつもの冷静さを取り戻もどし、さっき見せたぎこちなさはその顔に残っていない。間合いをとりながら、コノエはたずねた。

「その……さっきだけど、どうだった？」

「おまえの歌か？」

　ライが少し首をかしげて考える。期待を押し隠かくして返事を待つコノエに、彼は答えた。

「特とく殊しゆなものではないようだ。〝闘牙〟に力を与あたえる、いわばもっとも基本の歌といったところだな」

「……そうか」

　なんだか拍ひよう子し抜ぬけして、コノエの尻尾しつぽが垂れる。その言いようでは、たいしたものではないように思えたのだ。しかし、ライが言葉を継つぐ。

「基本は重要だ。特性クセがないぶん、使いやすい。それに、歌はこれからも増えるだろう。増やしてもらわなければ困る」

　勝手なことをさらりと言ったあと、彼はこう締しめくくった。

「まあ、総じて言うなら、はじめてにしては上出来だということだ」

　上出来。コノエは思わず顔が赤らむのを感じる。まさかこの傲ごう慢まんなヤツから、こんな誉ほめ言葉が聞けるとは思わなかった。正直、悪い気分ではない。

「なんだ？　なにもないなら、始めるぞ」

　ライが長剣の柄つかに手をかける。コノエは少し、相手に対する見方が変わってきているのに気づく。最初は自分勝手で鼻持ちならないヤツだと思った。だが、その行動にはそれなりに筋が通っているようだし、他者を故意に貶おとしめることもしない。むしろ面めん倒どう見みがいいと言ってもいいくらいだ。

　その面倒の見方がまた、ずいぶん自分勝手なのだが。

　コノエは考えながら、剣に手をかけて相手との間合いをはかる。ライの目にも、戦士としての冴さえた輝きが宿り始める。二匹ひきの間の空気が張りつめ、温度が変わる。

　全身を闘とう気きで研とぎ澄すましていたときだったからこそ、コノエは異変に反応できたのだろう。突とつ然ぜん、横の茂しげみから、なにかが飛びかかった。目の前の相手を注視していたコノエだったが、危あやういところで突つき出された刃やいばの切っ先をかわす。彼は驚おどろきを禁じ得ず、ふいの襲しゆう撃げきから飛びのく。攻こう撃げきを受けるまで、まるで気配を感じなかったのだ。そのことが、コノエの記き憶おくを刺し激げきする。たなびく黒い毛並み、引き締まった褐かつ色しよくの顔が見えた。

「アサト……!?」

　コノエは戸と惑まどって声を上げる。アサトは着地の瞬しゆん間かんも見せず、すぐさま身をひるがえしてこちらに向かってくる。黄昏たそがれの色の目はうつろで、その手にはしっかりと剣が握にぎられている。はじめて会ったときと同じ、殺すことに特化したあまりに正確な動作。しかしその剣はコノエに届くまえに円えん弧こを描えがく。刃と刃がぶつかる澄んだ音。アサトは背後から振ふり下ろされたライの剣を、顔の横で受け止めていた。そのまま二匹は激しく切り結ぶ。

　コノエはしばし呆ぼう然ぜんとする。アサト──吉キ良ラで出会った、自分を助けてくれた彼が、なぜ藍閃に？　なぜ自分を攻撃してきたのだ？

　かん高い刃鳴りで我に返る。ライとアサトの剣が空中で擦こすりあい、火花を散らす。コノエは叫さけんだ。

「待てよ！　やめろ、ライ！　アサト！」

　だが両者の耳に声が届いているとは思えない。氷のようなライの目にも、群ぐん青じよう色のアサトの目にも、いまは互いの姿しか映っていない。このままではどちらかがどちらかを傷つけることになる。そんなことをさせるわけにはいかない。

「やめろ！」

　コノエは二匹が離れた瞬間、その間に飛び込んだ。ライの短い罵ののしりが聞こえる。

「馬ば鹿かめ！」

　アサトが斬きりかかってくる。コノエは思わず腕うでを上げて頭をかばった。焼けつくような痛みが走る。ライが後ろから体を押しのける。しかし、アサトはもう向かってこようとはしなかった。彼は凍こおりついたように、コノエの傷口からゆっくりとあふれ、滴したたり落ちる血を見ていた。その顔からみるみる血の気が引いていく。

「……だめだ」

　かすれた呻うめき声が漏もれ、アサトはその場にがっくりと膝ひざをついた。その手から剣が落ちる。

「だめだ……俺にはできない……」

「アサト……」

　コノエが歩み寄ろうとすると、ライの手が伸のびて腕をつかむ。コノエはその手を振り払はらった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。知りあいなんだ」

「おまえの知りあいは、物もの陰かげからいきなり斬りかかるクセでもあるのか？」

　ライは鋭するどい目を光らせ、吐はき捨てる。

「忘れるな。こいつはおまえを殺そうとしたんだぞ」

　すると、うなだれていたアサトの口からつぶやきが落ちた。

「殺す……」

　彼はのろのろと顔を上げ、コノエを見つめる。

「俺は……おまえを、殺す。殺さなきゃ……ならない」

　その顔がくしゃくしゃに歪ゆがんだ。

「おまえが……長おさを、殺したから……」

　コノエは息をのんだきり、動けなくなった。




　ときは、あの狂きよう乱らんの夜にさかのぼる──。

　コノエを逃にがしたあと、アサトは村の猫たちに捕とらえられ、長の息子むすこのもとに引き出された。

「おまえのしたことを見てみろ！」

　突きつけられたのは、これまで尊敬してきた長の、変わり果てた姿だった。アサトには事態がまるでわからない。取り囲む猫たちは血走った目をし、いつもとは違ちがう顔つきで、罵りや怒いかりの言葉を吐き散らしている。まるで村中が熱に浮うかされているようだ。

　アサトは自分の家を出たとき、猫たちの押し寄せる波の背後に、奇き妙みような黒い影かげが見えたことを思い出す。その目が赤く、きらりと光ったのを。

　わからない。みんなはなにを言っているのだろう。コノエは？　無事に逃げることができたのだろうか？　長はなぜ動かないのだろう？　まさか──死んでいるのか？

　長の息子が、混乱する彼に指を突きつけて叫ぶ。

「おまえはあろうことか、冥メイ戯ギの間者を村に引き入れ、手助けして逃がした！　その結果がこれだ！」

　アサトはおどおどと首を振る。

「コノエは冥戯じゃない……！」

「ならばなぜ、長を手にかけた!?　ほかの誰だれがこんなことをする!?」

　噓うそだ。アサトには信じられない。

　噓だ。コノエが長を傷つけるなんて。コノエが冥戯だなんて。自分をだましていたなんて。

「まったく！　貴様の母親もとんだ猫を産んだもんだ。いや、猫ではないか」

「我らに仇あだなす忌いみ子──」

「〝許されざる者〟！　バケモノめ！」

　それまで戸と惑まどい、怯おびえていたアサトだったが、その言葉を聞いたとたん、全身がカッと燃え上がるような怒りにとらわれる。そんな彼に向かって、口々に罵ば声せいが浴びせられる。

「バケモノ！　魔ま物もの！」

　やめろ。

　やめてくれ。

　こんなふうに罵られることははじめてではなかった。凶きよう暴ぼうな怒りが血管のなかを駆かけめぐり、どす黒いものが胸の奥からせり上がる。いつの間にかアサトの口から、低い唸うなり声が漏れている。見上げると、それまで罵っていた猫たちが、いっせいに身を引いた。

　彼らの顔に浮かんだ恐きよう怖ふを見たとたん、アサトの体を駆けめぐっていた熱が冷める。また、やってしまった。みんなは自分を憎にくんでいる。だがそれだけではない。

　みんなは自分が怖こわいのだ。

　だから、声をかけない。目をあわさない。近づかない。これまで自分をほかの猫と同じように扱あつかってくれたのは、カガリと──コノエだけだ。

　うなだれたアサトに、長の息子が気を取り直して言葉をかけた。

「いいか、これはおまえの責任だ。あの猫を逃がしたのはおまえなんだからな」

　ほかの猫も口々に、同意の言葉をつぶやく。周囲から突つき刺ささる冷ややかな視線に、その場に留めつけられたように、アサトは動けない。

「ヤツを追い、殺せ。あの猫を殺さない限り、おまえの罪が償つぐなわれることはない」

　コノエを、殺す。

　アサトの体に戦せん慄りつが走った。

　すごいな、おまえ──親しげにかけられた声が耳によみがえる。まっすぐに自分を見つめた琥こ珀はく色いろの目には、心底からの賛さん嘆たんがこもっていたと思う。あんなことを言ってくれたのは、コノエだけだ。別れるときも、自分の身もどうなるかわからないのに、こちらを気き遣づかってくれた。それなのに──。

　もはや物言わぬ長の目が、うつろに自分を見上げている。アサトはぎくしゃくと立ち上がった。長の息子──新たな長が、はじめての命令を叩たたきつける。

「わかったら行け。ことを成すまで、けっして吉良の地は踏ふませんぞ！」

　そしてアサトはひとり、生まれ育った地を離はなれた。彼にとって残ざん酷こくきわまる使命を背負って。




「でも、おれは殺してない！」

　コノエは叫さけんだ。

「アサト、信じてくれ。おれはあんたらの長に手も触ふれてない。誤解なんだ！」

　アサトの上げた目に、すがるような光が宿る。コノエはあのときあったことを、懸けん命めいに説明した。

「──魔物のしわざ、なんて、馬ば鹿かげた言い訳って思うかもしれないけど、本当なんだ。それに……こんなこと言ったら、ますます馬鹿みたいだけど、おれは、あのとき吉良のみんなが豹ひよう変へんしたのも、あの魔物のせいだって思ってる。あいつは──おれを窮きゆう地ちに追い込むために、吉良の猫たちを操あやつって、長を襲おそって、おれのせいにした……」

　言いながら、それがあまりに荒こう唐とう無む稽けいに感じられてきて、コノエは言いよどむ。だが、アサトは迷いながらもうなずいた。

「俺も見た、その魔物……あの夜、吉良で。なにか、とても嫌いやな感じがした。俺はおまえの話を信じる。でも──」

　その口調に、どうしようもない苦しみが混じる。

「──俺は命令された。コノエを殺せと。コノエを殺さない限り、吉良には帰れない」

「くだらんな」

　無ぶ遠えん慮りよに脇わきから口を挟はさんだのは、ライだった。ライは座り込んだアサトを蔑さげすむように見下ろし、問う。

「おまえは、命令されたらなんでもするのか？　なら、死ねといわれたら死ぬのか？」

　挑ちよう発はつ的な言葉だったが、アサトは乾かわいた口調で淡たん々たんと答える。

「……それが、命令なら」

　コノエは思わず怒いかりの声を上げる。

「そんな！　なんで!?」

「命令だから」

　なんの疑いもなく、アサトは答える。その目はうつろだった。コノエは腹の底からむらむらと怒りがこみあげるのを感じる。

「おまえはそれでいいのか？　命令に従って、したくもないことさせられて」

「……ほかに、どうすればいい？　俺は〝許されざる者〟……忌み子だ。命令に背そむけば、吉良では生きていけない」

〝許されざる者〟？──コノエは吉良でかいま見た、住民たちの蔑みに満ちた視線を思い出す。あれはアサトがその〝許されざる者〟だからなのか？　だが、どういう意味だろう？

　しかしその意味を問いただすまえに、また横よこ槍やりが入る。

「返す返すも、くだらん」

　ライがいかにも馬鹿にしたように、鼻を鳴らす。

「そんな腐くさった故郷、とっとと捨ててしまえ」

　今度はアサトも黙だまっていなかった。

「吉良は、腐ってなんかないぞ」

　反感もあらわにライを睨にらみつける。両者の間に、瞬しゆん間かん、火花が散る。

「ああもう、ライ、黙ってろよ！」

　コノエは叫び、二匹ひきの間に割って入る。彼は苛いら立だちを禁じ得なかった。ライの暴言さえもっともに思える。どうしてアサトは、自分を蔑む連中の命令に諾だく々だくと従っているのだろう。彼はなにも持っていない。かばってくれる身内も、財産も、自分の意志さえ──たったひとつの所有物であった家からも追い出されて、それでもそれらを奪うばった連中に対して、頑かたくなな忠誠を持ち続けている。コノエはもどかしい思いをなんとか抑おさえつけ、アサトのまえに立った。

「どうして吉良を出ないんだ？　どこでだって生きていけるのに」

「生きられない」

　アサトは驚おどろいたように答える。

「吉良の者は、吉良以外では生きていけない。みんな、そう言っている」

「みんなのことなんかいい！」

　コノエは声を荒あららげる。

「アサト……おまえはどうしたいんだ？」

　訊きかれて、アサトは二、三度目を瞬しばたたかせる。コノエの言葉の意味がわからないように。これまで彼はごく限られた一族のなかで、外の世界を知らずに生きてきた。幼いこどものように、周囲の者たちの言葉を疑いもせずに信じ込んできたのだ。そんな彼に、どう言ったらわかってもらえるだろう？

「殺されたくないから言うんじゃない。おまえがどうしてもおれを殺すというなら、それもしかたない。おれも戦う。でも……誰だれかの命令なんかのせいで、おまえと戦うのは嫌だ」

　コノエは静かに問いかけた。

「おまえは、どうしたいんだ？」

「おれ……？」

　まるではじめて聞く異国の言葉のように、彼はぎこちなくくり返す。

「おれ……は……」

　アサトの目が揺ゆれ、伏ふせられる。彼はしばし、黙って考え込んだ。自分の希望、願望──これまでそんなことを考えたことがなかったのかもしれない。ややあって、彼はうつむいたまま、ぽつりとつぶやく。

「……はじめて、だったんだ」

「え？」

「誰かに……ほめられたのは」

　アサトはかすかに顔を赤らめ、ぎこちない口調で続ける。

「コノエは、ほかの猫と同じみたいに笑いかけてくれた。俺みたいな忌いみ子に。だから……殺したくない」

　アサトは顔を上げ、コノエの目をひたと見つめる。

「俺は、おまえを殺したくない」

　たった、それだけのことなのに──コノエは胸が痛くなる。彼が自分に向けた、すがるようなまなざしが切ない。これまで、自分はたったひとり孤こ立りつして生きてきたと思っていた。でもアサトはそれよりはるかに孤こ独どくな暮らしをしてきたのだ。

「なら、やめておくんだな。こちらも手間が省ける」

　またライが、横から無遠慮に口を挟んだ。むっとしてそちらに顔を向けたコノエは、彼の手が剣けんの柄つかにかかっているのに気づく。ライのひとつきりの目は、街はずれの木立の陰かげに向けられていた。

「さっき言っていた魔ま物ものというのは、もしかして、俺たちの前で消えたあいつなのか？」

「ああ」

　コノエはいぶかしみながらうなずく。そのとき、あの臭においがした。生なま臭ぐさく金臭い、鼻を突つく異い臭しゆう。名状しがたい恐きよう怖ふが全身を襲おそう。まさか──。

「来るぞ」

　ライが低く警告を発し、長剣を抜ぬき放つ。すでにアサトも不ふ穏おんな気配をかぎつけ、剣を手に全身を緊きん張ちようさせている。コノエもまだ手になじまない短剣を抜いた。

　木立の奥から、見たことのある巨きよ大だいな影かげが、のっそりと歩み出る。コノエの口からかすれた声がこぼれ落ちた。

「そんな……！」

　倒たおしたはずのあの〝獣けもの〟？──恐怖にとらわれるコノエに、ライが短く告げる。

「違ちがうな、あいつじゃない」

　そう言われて、コノエも気づく。たしかに、木立から現れた巨体は、先日倒したあの〝獣〟と似通っている。黒く粗あらい毛並みに覆おおわれたたくましい肩かた、曲がった太い角──だが角の形や、あちこちに突き出した棘とげに違いがある。だがなによりの違いは、その顔に光る目の色が緑だったことだ。そのとき、頭の奥を耳みみ障ざわりな声がかすめた。

〈──見ツケタゾ〉

　コノエは身を震ふるわせる。冷たくぬめった感かん触しよくが、喉のどの奥で蠢うごめく。だがその声は、彼以外の二匹ひきには聞こえなかったようだ。ライが短く息を吐はいて地を蹴けり、アサトが遅おくれじと飛び出す。〝獣〟に斬きりかかりながら、ライが命じた。

「歌だ！」

　自分も飛び出そうとしたコノエは、たたらを踏ふんで立ち止まる。

　そうだ。自分は〝賛牙〟なのだ。歌で彼らを支し援えんするのが、いまの自分のつとめだ。

　そう思ったとたん、カッと頭に血が上る。できるだろうか、自分に？　いや、やらなければ。

　すでにライが一ひと太た刀ち浴びせ、振ふり回される太い腕うでを避さけて跳とび下がる。アサトが死角から斬りかかろうとするが、棘の生えた尾おに払はらい落とされた。二匹とも、並の猫とは比べものにならないめざましい動きだ。それでも敵はあまりに巨大だった。自分が歌わなければ、二匹ともやられてしまうかもしれない。

　コノエは焦あせる。だが気がせくほど頭が真っ白になって、どうすればいいかわからなくなる。まるでこちらの状態を見み透とおしたかのように、ライが戦いながら叫さけぶ。

「焦るな！　さっきやったとおりにやればいい！」

　コノエはハッと我に返る。そうだ。焦ってはダメだ。

　目を閉じ、さっきの感触を思い出そうとする。自分の奥にある、あの歌を呼び覚まさなければ。何度か深く息をつく。そして、しばしのち、かすかな律動が指先に触ふれた。

　ゆっくりと、閉じたまぶたの裏に白い光が戻もどってくる。ささやくようなやさしい旋せん律りつが、体の奥からわき上がってくる。コノエは安あん堵どに包まれ、その旋律に身をゆだねた。

　目を開けると、自分の体から白い光の筋がふわりとただよい出すのが見えた。光は黒い〝獣〟と戦うライと、アサトに向かっていき、やがて二匹の体を包み込む。

　ライがかすかに獰どう猛もうな笑えみを浮うかべる。そして、さっきまでとは段だん違ちがいの速さで身をひるがえし、自分を叩たたき潰つぶそうとした〝獣〟の腕に刃やいばを叩きつけた。凄すさまじい咆ほう哮こうとどす黒い血しぶきがほとばしる。

　歌はアサトにも変化を及およぼしていた。彼は勢いよく地を蹴って跳び上がり、逆手に持った剣で〝獣〟の肩かた口ぐちを切り裂さきながらその頭上へ抜ける。その姿はまるで天へと駆かけ上がる黒い稲いな妻ずまだ。着地したあと、彼は自分の変化に驚おどろいたように目を見ひらいた。

　だが、彼らの方に気をとられたせいで、集中がとぎれる。コノエは歌が遠ざかるのを感じて、あわててそちらに意識を向けるが、間に合わなかった。自分の体からあふれ出ていた旋律が力を失う。

　さいわい、そのときには、ライとアサトの剣が〝獣〟の息の根を止めていた。どす黒い血を振りまきながら、巨体が沈しずむ。最後に、緑の目がコノエに向けられた。

〈──コレデ……終ワリデハナイゾ……〉

　地を這はうような声に、コノエは身を震わせる。それは目の前で息絶えつつある怪かい物ぶつが発したもののようでもあり、どこか遠くから地底を伝わって届くようにも、また、コノエ自身の体内から響ひびくようにも感じられた。

　緑の目から光が絶える。そして、今度もまた〝獣〟の体は薄うすれ、風に吹ふき散らされるように消えていく。

「……聞いたか？」

　声に不安が滲にじむのを止められない。剣けんを鞘さやにおさめながら、こちらに歩いてきたライが、「なにをだ？」とたずねる。コノエはさらに背筋が寒くなるのを感じた。

「聞こえなかったのか、あいつの声？」

「あいつ？　あの、魔ま物もののことか？」

　ライとアサトの表情からすると、どうもあの声が聞こえたのは自分だけのようだ。コノエが説明すると、ライは考え込んだ。

「つまり、あいつはただ、手近な獲え物ものに襲いかかったんじゃない。おまえを狙ねらってここまで来たんだ。こんな街の近くまで」

「魔物は藍閃には出ないのか？」

「魔物は猫の住む土地にはあまり近づかない。森のなかでは猫を襲うんだから、奇き妙みような話ではあるがな」

　たしかに、コノエの住んでいた火楼も、森のなかにあったが、村境を越こえて魔物が入り込むことはなかった。

　それまで妙みような顔をして考え込んでいたアサトが、ここで口を挟はさむ。

「あれは、ふつうの魔物じゃない」

「え？」

「たぶん、使い魔──邪じや悪あくなものの手先だ」

「邪悪なもの……って？」

　アサトはためらいながら答える。

「神に仇あだなすもの、闇やみを統べるもの──」

　ライが眉まゆをひそめる。

「悪魔、ということか」

　昔のコノエなら、その言葉を笑い飛ばしていたかもしれない。しかし、アサトの口調は真しん剣けんだった。むしろ、口に出すことを恐おそれてためらっているような。

「そうだ。そういうものはめったに姿を見せない。だから、自分のかわりに手先を働かせる。猫たちを誘ゆう惑わくしたり、惑まどわしたり……災いをなす」

「くわしいんだな」

　コノエが感心して言うと、アサトはちょっと顔を赤らめ、かぶりを振る。

「吉良の者はみんな知っている。冥戯が……邪悪なものをあがめているから」

　冥戯──たしか吉良と対立している一族の名だ。

「わからんな」

　疑問を口にしたのはライだった。

「あの魔物が、こいつの言ったような悪魔の手先だったとして──なぜおまえをつけ狙う？」

「それは、おれにもわからない。ただ──」

　コノエは少しためらった。

「──あんたにも、いくつか、話してなかったことがある」

　ライの目が鋭するどくなる。

「言ってみろ」

　見ると、アサトも真剣な顔をこちらに向けている。話せばこの二匹ひきを巻き込んでしまうかもしれない。だが、話さないわけにいかないようだ。コノエはゆっくりと口をひらく。

「おれの体──この呪のろいだけど、たぶん……思ってる以上に複雑ななにかがある。仕組まれてる……おれは、ためされてる」

　ライは動じるようすもなく、ただ静かにうながす。

「誰だれに？」

「わからない。いつも、見ていると言っていた」

　コノエははじめて、森のなかで出会ったフィリのことを話し、その言葉を伝えた。

「つまりそいつの主とやらが、おまえに呪いをかけた張本人というわけか」

「たぶん……」

　コノエはうなだれた。困こん惑わくを隠かくすために、ぶっきらぼうに言葉を継つぐ。

「わかっただろ？　おれが相手にしてるのは、そういうなにかなんだ。もしかしたら神や悪魔や、そんな途と方ほうもないものかもしれない。おれたちの命なんて、片手で簡単にひねりつぶせるくらいの。このさきおれにかかわるなら、そんなものを敵に回すことになるんだ」

　コノエは後ろめたい気分でアサトを窺うかがい見る。自分はアサトの運命まで変えてしまった。たった一夜、ともに過ごしただけの間あいだ柄がらだったのに。アサトも、吉良の猫たちも──自分がかかわりさえしなければ、いまも森の奥の閉とざされた村で、ひっそりと平へい穏おんな日々を送っていたに違ちがいない。

「だから、なんだ？」

　しかし、ライは平然と聞き返す。

「それで俺がおまえを放り出すとでも期待してるのか？　なら、あいにくだが、離はなしてやる気はない」

　コノエは驚おどろいて、ついまじまじと相手の顔を見てしまう。そんな彼に向かい、ライがきっぱりと言い放つ。

「おまえは俺の〝賛牙〟だ。呪いなら解けばいい。敵がなんだろうとやることは同じだ。後ろを見るな。よけいなことを考えるヒマがあるなら、前を見ろ」

　まるで自分の心を言い当てられたような気がして、コノエは目をみはる。そんな彼を、ライはどこまでもまっすぐな目で見み据すえる。

「いまのおまえの敵は、呪いでも、正体不明の大きな存在でも、避さけがたい運命でもない。そうやって迷うおまえ自身だ。負けたくないなら、強くいろ」

　強く──。

　その声になぐさめはなかった。なのになぜか、目の前がさっと晴れ、体のなかを風が吹ふき抜ぬけていったような気がした。

　コノエはひそかな感かん嘆たんを胸に、目の前に立つ白銀の猫を見つめ返す。昨夜はただ、相手の図太さにあきれただけだった。だがいま、コノエは認にん識しきをあらためる。

　ライは、強い。

　自分が強いからこそ、その言葉にこれほどの力があるのだ。迷わず、前を見て、ただやるべきことだけを考えて歩き続ける。自信に裏打ちされた揺ゆるぎない力。これまで会った誰とも違ちがう。この猫は、こんな強さを身につけるまで、どこでどんなふうに生きてきたのだろう？──ふっと、そんな疑問が頭をかすめた。

　アサトも考え込んでいるようだった。彼は顔を上げ、訊きく。

「コノエは、邪悪なものたちに狙ねらわれているのか？」

「ああ……たぶん」

　コノエがうなずくと、アサトはあっさりと言った。

「なら、俺は、おまえを守る」

「…………は？」

　コノエはぽかんと口を開ける。

「おまえはさっき、俺がどうしたいかと訊いた。俺は、おまえを殺したくない。おまえが死ぬのも嫌いやだ」

　アサトはまだ迷いながら、だが、さっきまでとは違う、強い目をこちらに向けた。

「だから、守る。吉良には帰らない」

　コノエは、守ってもらう必要はないと言い返そうとしたが、気づく。これはアサトがはじめて下した決断なのだ。その決断に水を差すのは、思いやりのある態度でないと同時に裏切りでもある。そうさせたのはコノエ自身なのだから。

　どのみち、彼を吉良へ帰すわけにはいかない。自分を殺さずに帰れば、村の連中はアサトになにをするかわからない。そうでなくても、これ以上、彼を連中の好きにさせるのはごめんだった。だが、彼がひとりで吉良の外でやっていけるとは思えない。ついさっきまで、吉良以外では生きられないと信じ込んでいたヤツなのだ。そんな彼がこうして、帰らないという決意をかためるまでには、自分には想像もできないほどの覚かく悟ごが要いったろう。それがわかるだけに、ここでむげに放り出すわけにもいかない。

　コノエはそっとライの顔を窺う。ライはじろりとその目を見返す。問題はこいつだ。コノエは意を決して口をひらいた。

「アサトも、連れていくから」

「ほう？」

　案の定、青い目が一いつ瞬しゆんにして氷の温度を宿す。腰こしが引けそうになったが、コノエはそれを押し隠して強気に出る。

「おれたちには味方が必要だ。アサトなら、あんたと互ご角かくにやりあえるくらいの腕うでがある」

「そうとも思えんがな」

　ライが冷ややかに返し、アサトの表情も険悪になる。

「……おまえはなんだ？」

　そういえば、アサトにとってライは未知の猫なのだった。コノエは気づいて、彼と行動をともにするに至った経けい緯いを、かいつまんで話す。しかしアサトはその説明を聞くようすもなく、ライを睨にらんだまま、わずかに牙をむいて唸うなる。

「おまえ……なにか嫌なものを感じる。なんなんだ？」

　ライがいかにも見下げた口調で返す。

「おまえのような馬ば鹿か猫には言われたくないな」

　アサトの全身の毛が逆立つ。

「…………殺す」

「待て待て待てっ！」

　コノエはどんどん険悪になっていく両者の間に割り込んだ。ライが、ふんとそっぽを向き、アサトが牙きばをむきだしてフーッと唸る。どう見ても、相あい性しよう抜ばつ群ぐんとはいいがたい組み合わせだ。コノエは二匹ひきの間に立ち、深々とため息をついた。

　もしかして自分はたったいま、呪のろいよりやっかいなものを背負い込んだかもしれない。




「さあ、行くぞ。ますます呪じゆ術じゆつ師しの助けが必要になりそうだ」

　ライの言葉をきっかけに、彼らは街なかへ引き返した。しかし、大通りのにぎわいを目にしたとたん、アサトは尻尾しつぽをふくらませて立ちつくしてしまう。その気持ちはコノエにもよくわかった。閉ざされた小さな村でこれまで暮らしてきたアサトには、通りの喧けん噪そうは暴力的でさえあるだろう。ましてコノエと違ちがい、彼は街がどんなものであるか、話にも聞いたことがないのだろうから。

「……どうしても、行かなきゃダメか？」

　鼻白んでコノエに訊くアサトに、ライが皮肉を投げつける。

「嫌なら森へ帰れ。こちらはいっこうにかまわん」

　アサトのなかで、街への恐おそれよりライへの対たい抗こう心の方が勝ったらしい。彼は眦まなじりを決して、ライのあとを追い、大通りへ足を踏ふみ出した。

　行き交かう猫の流れに逆らい、ぎこちなく歩きながら、アサトはコノエにふと声をかける。

「そういえば……コノエは、〝賛牙〟なのか？」

「ああ……その、つい昨日まで自分でも知らなかったんだけど」

　照れながら答えると、アサトは素す直なおに賛さん嘆たんする。

「すごいな。コノエは、すごい」

「いや……おまえだってすごいさ。自分がどんな戦い方してたか知ってるか？」

「おまえの歌のおかげだ」

　ひかえめなアサトの態度に、コノエは微笑ほほえんだ。

「よくしつけたな」

　まえを歩いていたライが、肩かたごしに茶々を入れる。

「調教師にでもなったらどうだ？」

　なんでこいつは、いちいちこっちの神経を逆なでするようなことばかり言うんだろう。アサトもまた牙をむき出して唸る。コノエも嚙かみつく。

「くだらない嫌がらせを言ってないで、これからどうするんだ？　呪術師を捜さがすっていっても、藍閃はこんなに広いんだぞ」

「さっき言った酒場に向かっている。田舎いなか者は黙だまっていろ」

　ライの足は大通りから、ごみごみした裏通りへと向かっている。喧噪が徐じよ々じよに遠のき、トキノの家があるあたりとは違い、すさんだ雰ふん囲い気きがただよい始める。並ぶ店は怪あやしげなものになり、なにを扱あつかっているか、一見しただけではわからないところもある。道にはゴミが目立ち、悪あく臭しゆうがただよい、建物もくすんで薄うす汚よごれた印象だ。ぼろをまとって道ばたにうずくまる猫には片足がない。〝失シツ軀ク〟にかかった者だろう。そういえば、トキノが増えていると言っていたわりには、表通りでは見かけなかった。コノエはなんとなく、不快なショックを受ける。これまで表通りのきらびやかさしか見ていなかったせいだろう。まるで表面を白く塗ぬり立てた家が、裏に回ると虫に食われて倒たおれかけているみたいに思える。

「このあたりは、大火にやられた界かい隈わいだ」

　ライが歩きながら手で示す。〝二つ杖つえ〟の遺構らしい灰色の壁かべが、黒くすすけて崩くずれ落ちたあとがある。

「大火？」

「おまえも魔ま術じゆつ師しの話をしていたろう。リークスだ。昔、強大な力を持つ魔術師がいて、藍閃の街に火を放ったという」

「ああ、それだ。歌物語で聞いたことがある」

　コノエは思い出してうなずく。藍閃の大魔術師、リークス──こどものころに聞いた。呪のろわれた魔術師が、領主に恨うらみを抱いだいて古都を焼き尽つくしたという話だ。

「実際には焼けたのは中心部の一角だけだったらしいがな。このあたりは運悪く飛び火したんだろう。いまだに藍閃の近辺では、こどもを脅おどしつける役には立ってるようだ。言うことを聞かないと、リークスに連れて行かれる、とな」

　幼い日に聞いた歌の旋せん律りつが、コノエの記き憶おくによみがえる。すると、まるでその記憶に応こたえるように、かすかな旋律が耳に届いた。つま弾びく琴ことの音とやわらかな歌声──それは、聞き覚えのあるものだ。コノエはあわてて声のする方へ走りだす。角を曲がると、長い外がい套とうをまとったすらりとした影かげが目に入った。

　やっぱり！　あの歌うたいだ！

　異い邦ほうで旧知の友を見いだしたかのように、胸が弾はずんだ。コノエはいっさんに駆かけ寄ろうとする。が、歌うたいは歌い続けながら、奥の角を曲がって見えなくなる。

　──すべてを見み透とおす知識の司つかさ

　　　いにしえびとの塔とうのうえ

　　　書に囲まれて籠こもりいる……

　澄すんだ歌声だけがそのあとに残る。走って路地を覗のぞき込むと、歌うたいが頭に巻いた色とりどりの布が、横道にひらめいて消えるのが見えた。

「どうした。いきなり走りだして」

　追いついてきたライが声をかける。

「いま、歌うたいが……」

「歌うたい？」

「いただろう、そこに。歌が聞こえなかったか？」

　コノエの言葉を聞き、ライとアサトがけげんな顔になる。

「歌……？」

　アサトが困ったように首を振ふり、ライが冷たく返す。

「夢なら寝ねてから見るんだな」

「違ちがう！」

　夢じゃない。だが、彼らが歌うたいの姿に気づかなかったと知っても、コノエはあまり驚おどろかなかった。彼はさっき聞いた歌を思い出す。

　──すべてを見透す知識の司……

　コノエは歌うたいが消えていった路地の奥を見やり、意を決して歩き出す。

「こっちだ」

「おい、俺たちは呪じゆ術じゆつ師しを探してるんだぞ、歌うたいじゃなく──」

「こっちに、呪術師がいる」

　あの歌うたいが道を指し示してくれている。森のなかで会ったときと同じように。

　その彼が自分の先回りをしているように藍閃にいる。ライたちにはその姿がとらえられなかった。そんなことを考えあわせれば、薄うす気き味み悪わるく感じてもいいかもしれない。でもなぜか、コノエは不思議な歌うたいが味方で、いままた窮きゆう地ちに陥おちいっている自分を導くために現れたものと確信していた。

　アサトはすぐさまコノエに従い、ライも半信半疑ながら、あとをついてくるようだ。コノエは歌うたいのあとをつけて、路地を曲がる。するとまたずっと先の角に、つかの間その姿が現れた。見え隠かくれする後ろ姿と歌が、コノエを導く。彼らはいくつも裏路地を曲がり、都市の奥へと入り込んでいった。ほとんど猫がすれ違ちがえないほど狭せまい路地を抜ぬけ、急な階段を上り、朽くちかけた家の裏庭を通り──やがてひとつの建物のなかへ、歌うたいの背中が消える。

　それは〝二つ杖〟の遺構のひとつだった。天を突つき刺さすほど高い塔のうえには、なんの装そう飾しよくなのか、大きな円えん盤ばんがはめ込まれ、円の周囲にはわずかに文字のようなものが見える。汚よごれた服を着たこどもたちが、喚かん声せいを上げながら脇わきを駆け抜けていく。建物の下階の窓から、洗せん濯たく物が翩へん翻ぽんとひるがえっている。この界隈はうら寂さびれてはいるものの、はじめに入り込んだあたりほどすさんだ感じはなく、ごくふつうの生活の匂においがただよっていた。でも、こんなところに高名な呪術師がいるんだろうか？

「どうした、コノエ？」

　アサトがたずねる。

「ここ……みたいだ」

　ためらいがちにコノエが答えると、ライが肩かたをすくめて歩き出した。

「まあいい。おまえの夢につきあうとするか」

　彼らは巨きよ大だいな遺構に歩み入った。

　薄うす暗ぐらい建物のなかに入ったとたん、湿しめっぽい冷気が体にまといつく。天てん井じようが高く、奥行きもかなりありそうだ。うつろな目のように開いた四角い窓から光が流れ込んでいるが、洞どう窟くつのなかに入り込んだような気分は否いなめない。外に面した場所は、木材で仕切りが造られ、猫が住んでいる気配がある。奥には外がい壁へきと同じ、硬かたい素材でできた階段が、上方の闇やみを指し示していた。ライはためらいなくその階段に向かい、コノエたちも後に続く。〝二つ杖つえ〟はこんな場所で暮らしていたのだろうか。不思議なのは、壁かべと床ゆか、この階段にも、まるきり継つぎ目が見えないことだった。まるで巨大な一枚岩から削けずり出されたかのようだ。もしかしたら〝二つ杖〟はどこかから岩山をひとつ運んできて、それを刻んでこんな建物をこしらえたんじゃないだろうか。

　まるで墓場に入り込んだような錯さつ覚かくを破るのは、建物のあちこちから聞こえる声や物音だった。家族への呼びかけや煮に炊たきの音──生活のたてるリズム。自分の家を建てる余よ裕ゆうのない猫にとって、こういった遺構は格好の住すみ処かとなっているようだ。しかし、そういった住民の気配も、上階へ上るにつれて遠ざかっていく。

「まだか？」

「塔とうのうえ──と歌っていた」

　どれくらい上っただろう。やがて、瓦が礫れきの散らばる階段のうえから、かすかに琴ことの音が響ひびいた。この音はライの耳にも届いたのだろう。まえを進んでいた彼の足が、一いつ瞬しゆん止まる。

「……この、上の階だな」

　彼らは慎しん重ちように、上の階に踏ふみ込んだ。長い廊ろう下かに、窓から落ちる光が橙だいだい色いろの縞しまをつくっている。いつの間にか陽の月は傾かたむき、窓の外を赤く染め上げていた。窓のあった四角い穴から外に目をやったコノエは、目的も忘れてしばし足を止める。そこからは、黄昏たそがれが迫せまる藍閃の都が一望のもとに見下ろせたのだ。ずいぶんと長い間階段を上ったとは思っていたが、まさか自分たちがこれほどの高みにいるとは思いもしなかった。

「すごい……」

　アサトが横で感かん嘆たんの声を漏もらす。

「これがぜんぶ藍閃なのか？」

　火楼でいちばん高い木に登ったときも、こんな景け色しきを見ることはできなかった。もちろん、眼下に広がる風景自体がまるで違う。家々の屋根がひしめき、その間からいにしえの遺構がそびえ立っている。路地を歩く猫は、ここから見ると、まるでアリのようだ。なにもかもちっぽけで、作り物くさく見えるが、屋根の煙出しからいくつも白く煙けむりが立ちのぼり、そこに自分たちと同じような猫が暮らしていることを思い出させる。街全体がとっぷりと金色のシロップにつかり、まどろみに向かう一日の終わりだ。

「おい、いつまでそこで馬ば鹿か面づらをさらしているつもりだ？」

　例によってライの皮肉で我に返る。コノエはあわてて窓から離はなれ、数歩先で待っていたライに追いつく。

　風雨が吹ふき込むためだろう。廊下は苔こけや草で覆おおわれ、蔦つたが壁まで這はい上がり、まるで建物のなかという感じがしない。

「本当に、こんなところに誰だれか住んでいるのかな……」

　不安が口をついて出ると、ライが馬ば鹿かにしたように返す。

「おまえがここだと言ったんだろう」

「それは……」

　反論しかけたが、ライがその言葉を制する。

「だが……たしかに、いるぞ、誰か」

「え？」

　コノエは反射的に息をひそめる。彼にはなんの気配も感じられない。しかし、横に身を寄せたアサトがうなずく。

「……いるな。なにか……変わった感じがする」

　奥に、壁に絡からまる蔦に隠かくされるようにして、ひとつのドアがあった。深い緑色に塗ぬられたどっしりとしたドアは、長い年月に色あせてはいたが、ライが手をかけると軋きしみながら動いた。ドアの奥には暗くら闇やみが広がっている。足を踏み入れると、かびくさい空気が彼らを押し包つつみ、暗闇の奥に、うっすらと光が見える。息苦しさを感じながら、コノエは歩を進めた。近づくと、もうひとつドアがあり、隙すき間まから光が漏れているのがわかる。

「開けるぞ」

　ライが低くささやき、コノエは身構えながらうなずく。重苦しい軋みを立てながら、ドアが開いた。

　続く空間も薄暗く、かびくさい空気に充みたされていた。だが、ドアが開いたとたんに見た光景に、コノエは圧あつ倒とうされて立ち止まる。そこは天井の高い、広大な部屋だった。その部屋の壁は一面、棚たなで覆い尽つくされ、そのすべてに高い天井までぎっしりと四角いものが詰つまっている。その四角いものは、棚のなかだけではなく、部屋のあちこちに置かれた台や机のうえにも雑然と置かれ、いくつかは広げられていた。どうやら何百枚もの紙を綴つづり、革かわで表装されているものらしい。広げられた紙面には、細かな文様がミミズのようにのたくっていた。これは……文字──なのだろうか？

　そのとき、奥からよく通る声がかけられた。

「ほお？　よくここがわかったの」

　見ると、ひとつの机の横に腰こしかけていた者が、こちらへ振ふり返ったところだった。机のうえにランプが置かれ、そのあかりがかろうじて広大な部屋を照らし出している。灰色の長衣をまとった猫が立ち上がる。揺ゆれるランプの光が、その首や腕うでにつけられた装そう飾しよく品のうえではじけ、きらきらと光るが、フードの下の顔は深い陰かげに隠されてよく見えない。

「このところ、とんと客足も遠のいていたが……おやおや」

　こちらに歩み寄ってきた猫は、コノエたちを見て、おっとりとした笑い声を上げる。

「これはおもしろい。星回りが知らせていた珍ちん事じとは、なるほど、このことじゃったか」

　コノエは呆ぼう然ぜんとして、奇き妙みような猫を見つめる。その時代がかった物言いにもかかわらず、近くでみると意外にも若々しい面おも差ざしだ。ライより少し年上くらいだろうか。格好からすると呪じゆ術じゆつ師しらしくもあるが、口調や雰ふん囲い気きがどうも威い厳げんに欠ける気がする。

　無造作に歩み寄る相手の前に、ライがずいと出る。

「貴様は、呪術師か？　予見さきみができるのか？」

　矢や継つぎ早ばやにただすのを、相手はのほほんとかわす。

「まあ、そう急せくな。急がば回れという名言を、おぬし、知らぬか？」

「あいにく俺は気が短い。答えろ」

　ライが剣けんに手をかけるのを見て、コノエは我に返り、咎とがめる。

「やめろよ、ライ。こっちはお願いしなきゃならない立場だろ」

　コノエはライを押しのけるようにしてまえへ出て、軽く頭を下げる。

「失礼……あの、あなたは呪術師なのか？」

「ああ、そういう呼び方をする者もおるようじゃな」

「おれたち、聞きたいことがあって──」

　しかし相手はコノエの言葉など耳に入らないようすで、楽しげに彼らを見回している。

「まったく、そろいもそろって興味深い連中よの。とくにおぬし──」

　やっとその目がコノエにとまる。

「おぬしはとくに愉ゆ快かいじゃな。ふむ、これはこれは、なんともはや……」

　フードの下の目は淡あわい緑で、飄ひよう然ぜんとした言動に似つかわしくない、鋭するどい光を放っていた。コノエはつい、及および腰ごしになる。

「……なにが？」

「なにがとな？　ほれ」

　止める間もなく、呪術師の手が伸のび、コノエのフードをはねのけた。両りよう脇わきのライとアサトが、さっと身構える。

「〝禍わざわいをもたらす者〟──やはりな。その手てつ甲こうで隠しているものも見せてみい」

　やはり、この猫は呪術師なのだ。すべて見み抜ぬかれている。コノエは観念し、うながされるままに手甲を外してみせる。現れた禍まが々まがしい痣あざを見たとたん、呪術師はこどものような歓かん声せいをあげた。

「おうおう、みごとじゃな。まさしく、いにしえより伝わる呪のろいの発現じゃ」

　楽しげに自分の痣をためつすがめつする相手に、コノエはつい不快な気分になる。

「笑いごとじゃない」

「こりゃ失敬……そうそう、聞きたいことがあるとか言っておったかの？」

「あんたがいま言った……呪いを解く方法だ」

「呪いを解く？」

　呪術師はそれを聞いたとたん、目を丸くし、次に相好を崩くずす。

「ほうほう、なるほどな。呪いを解く方法か。これはまた、ずいぶんと愉快な発想じゃ」

　いまにも手を打って笑いだしそうな反応に、ライが尖とがった声を出す。

「なぜだ？　呪いというなら、何者かがかけたものだろう。かけたものなら、解く方法もあるんじゃないのか」

「ふむ、明快じゃな。しかし、ことはそんな単純ではないぞ」

　呪術師は瘦やせた手をこすり合わせながら、滔とう々とうと話し始める。

「そもそも、この世にはおおまかに言って二種の力がある。神聖なるもの、清らかなるものと、それとは逆の邪じや悪あくなもの、汚けがれたるもの──光と闇やみと言えばわかりやすいかの」

　さっきアサトが言っていたことだ。邪悪なもの──悪あく魔ま。なら、その逆のものというのは神ということか？

「光と闇とは対なる力じゃ。光がなければ影かげは生じず、闇のなかにありて光は輝かがやく。どちらが欠けても世界は成り立たぬ。ちょうど昼と夜とで一日をなすがごとくにな。しかし昨今、この世界では、光と闇のバランスが崩れつつある」

「どういう……ことだ？」

「森には〝虚うつろ〟が現れ、猫には病がはびこる。聖域は汚され、魔が横行する。そして、もはや世界の住民は、神を信じる心を、互たがいをいたわり、愛する心を失いかけておる……」

　コノエの目にうち捨てられた祠ほこらがよみがえる。猫同士が殺しあい、食いあう故郷が。後ろめたさをおぼえるのは、自分も知らないからだ。神を信じる心、互いをいたわる愛というものを。

　そんな彼の不安を、鋭い声がさえぎる。

「そんな漠ばく然ぜんとしたごたくはいらん。俺たちが欲しいのは、この呪いを解くすべだ」

　ライが無ぶ愛あい想そうにたずねる。

「あんたは予見ができるんだろう？　なにが見える？」

「そうよな……」

　呪じゆ術じゆつ師しはにやりと笑い、ライの目を覗のぞき込む。

「……おぬしの飼っている闇が見えるぞ。飢うえて餌えさを求める闇が」

　ライの顔が一いつ瞬しゆんこわばる。呪術師は今度は、反対側に立つアサトに目を向ける。

「おぬしの方にも見えるな、異形の闇が。そなたの体を流れる血に混じり、落とす影に潜ひそんでおるわ」

　アサトが鋭く息をのみ、体を震ふるわせた。最後に呪術師は、ぐっと顔を突つき出してコノエの顔を見み据すえる。柔にゆう和わな顔のなかで、薄うす緑みどりの目が火花を散らしたように感じる。

「そして、おぬしだ。おぬしの背後には、大きな影が見える」

　コノエはその視線に縫ぬい止められたように、身動きできなくなる。

「……影？」

「そうじゃ。とてつもなく強大な力……それが、おぬしの魂たましいを手のなかに捕とらえ、檻おりのように閉じ込めておる。心当たりがあるのではないか？」

　コノエの頭に、フィリの言葉が浮うかんだ。フィリが〝主〟と呼んでいた者──自分のすべてを見、すべてを操あやつっている何者か──。

「どうして……おれを。なんのために？」

「さてな。それは私にもわからん。ただ、おぬしはいささか変わった星のもとに生まれついておるようじゃ。未来が闇に包まれておる……」

　薄緑の目が細められる。その目はコノエを見ているようでいて、彼を通り越こしたどこか遠くを見ている。

「……妙みようじゃな。見えぬ。いや──ない」

「未来が、ない……？」

　コノエはぞっとしてたずねる。

「死ぬのか？」

　しかし、呪術師はゆるやかにかぶりを振ふった。

「そうではない。死もまた生のひとつの形じゃ。形あるものなら見ることもできようが」

「どういう……ことだ？」

「ま……すべてはおぬしの行動しだいということじゃ」

　呪術師は、くっくと喉のどの奥で笑った。

　いったいこの猫の目にはなにが見えるのだろう？　いまさらながら、コノエの胸に相手に対する恐おそれがわき上がる。自分のことだけではない。ライとアサトにも、なにか言っていた。闇がどうとか──あれも、いったいどういう意味なのか？　なんだか話を聞けば聞くほど、まえよりもっと深い霧きりのなかへ踏ふみ込んでいくようだ。

　コノエはついたじろいで後ずさろうとする。そのとき、手が近くの台に広げられていた紙面に触ふれる。とたんにいま見ている景け色しきが、すうっと遠ざかった。

　いや、見ているものは同じだ。ただすべてが色を取り戻もどし、輝き始める。剝はげかけた棚たなの塗と装そうがもとどおりになり、色あせ黒ずんだ書誌の背が鮮あざやかな色を取り戻す。コノエは啞あ然ぜんとしながら、整然と広がる空間の天てん井じようを見上げていた。雪のように白い天井から巨きよ大だいなランプが下がり、陽の月にもまさる白い光を皓こう々こうと放っている。磨みがき上げたように光る広大な床ゆかには、いくつかの影がたたずみ、棚からあの紙を束ねたものを取って広げている。猫？──ではない。耳も尻尾しつぽもなく、猫よりもやや鈍どん重じゆうそうな体つきだ。彼らは、なんだろう？──目をこらそうとしたが、その景色は間もなく遠ざかり、もとの、ランプの頼たよりない光に照らされた薄うす暗ぐらい空間に戻った。

「ほほう？　視みえたのか？」

　コノエはハッとして、楽しげな笑えみを浮かべた呪術師の顔に目を戻す。呪術師は彼の手が触れた紙の束を手に取り、コノエのまえに差し出した。

「これはな、〝本〟という。遠い昔に人ニン間ゲンが記した書物じゃ。ほうら、おぬしらが〝二つ杖つえ〟と呼ぶ古代人よ」

「〝二つ杖〟の……？」

　コノエは息をのむ。それでは、いま自分が見たのは、遠い昔に滅ほろびたという〝二つ杖〟の姿だったというのだろうか？

　呪術師は彼が見たものを知っているかのようで、愉ゆ快かいそうに話し続けている。

「彼らは自分たちの歴史、思想、理論を書の形にして伝え、遺のこした。猫が歌によって伝え、遺すようにな……」

　ライが苛いら立だたしげに口を挟はさむ。

「いいかげん、本題に戻ってもらおう。この猫にかかった呪のろいは解けるのか？　解けないのか？」

　すると呪術師は、あっさりと肩かたをすくめた。

「解けん。私にはな」

　コノエは落らく胆たんのあまり、全身からがっくり力が抜ぬけるのを感じる。

　呪いは解けない。この得体のしれない呪術師にも。

　ライがチッと舌打ちし、踵きびすを返しかける。

「とんだ無む駄だ足あしだな。帰るぞ」

「まったく、気が短いヤツじゃのう。──待て待て、おぬしの奥をもっと視たい」

　呪術師は手を伸のばし、コノエの顔に触れようとする。その手を、横から伸びたライの手が、すばやくつかんだ。

「かまうな。もうごたくはたくさんだ。これまでの話だって、信用できるかどうか」

　呪術師の目がきらりと光る。

「ほう、私が噓うそをついたとでも？」

「噓でないという証しよう拠こがあるか？」

　ライが凍こおるような目で睨にらみつけたが、呪術師はどこ吹ふく風と受け流す。

「なかなか深遠な話じゃな。ならばおぬしがおぬしである証拠はどこにある？　おぬしがいま見ておる世界が現実であるという証拠は？」

　呪じゆ術じゆつ師しはライの視線をはね返すように、正面から見つめる。

「おぬしはずっと寝ね床どこのなかで、長い長い夢を見ているだけかもしれぬ。いいや、母の胎はらのなかで、生まれるまえの眠ねむりをむさぼっているのかもしれぬ。そう……もしかしたら我らみなが、誰だれかの見ている夢に過ぎぬかもな」

　その言葉を聞くうち、コノエはなんだか落ち着かなくなる。自分たちが誰かの夢──それは他人の感情に同調し、さっきのように過去に飛んでしまう彼にとっては、頭から否定できない感覚だった。自分の踏んでいる床が、ふわふわと頼りなく感じられてくる。

　そんな彼の不安感を断たち切ったのは、ライのきっぱりした声だった。

「そんなのは、言葉の遊びだ。いま俺が見ているのは現実の貴様だ。この剣けんでぶった切ることもできる──な」

「そうとも」

　呪術師はまるで動じず、満足げな笑みを浮うかべた。

「これが夢であるか、現実であるか、結局のところ決めるのはおぬしだ。なにを信じるか、信じぬかもな」

　呪術師はまっすぐにライを見つめたまま、淡たん々たんと言う。

「信じすぎれば足あし下もとをすくわれる。不信に囚とらわれれば動けなくなる──なにごとも過ぎれば毒になるということじゃ……で？」

　彼は小首をかしげ、からかうようにコノエに目を向ける。

「あてになるかどうかわからぬ私の言葉を、まだ聞く気はあるかの？」

　コノエはつかの間、迷う。相手の言葉を信じられないからではなく、恐おそれを抱いだいていたからだ。このうえこの呪術師が自分のなかになにを見るのか──知るのが怖こわい。

　だがここまで来た以上、尻しり込ごみしてどうする？　呪術師を探したのは、自分に起こっていることを教えてもらうためだ。それなら恐れを捨て、あるがままの事実を受け入れるしかない。

　コノエはうなずき、心もちまえに出る。

「……おれは、聞きたい。なにか視えるのなら、教えてほしい」

　その言葉を受けて、ライが捕とらえていた呪術師の手を離はなす。その目から懐かい疑ぎ的な色は消えてはいないが、黙だまって脇わきに控ひかえている。

「さあ、私の目を見るがよい」

　呪術師がコノエの手を取った。まるで体温がないかのように冷たい手だ。それとも自分の手が熱を持っているのか。硬こう質しつな緑の目から表情が消え、そこに映る自分の姿が見えるような気がする。

「もっと。ずっと、奥まで……そうじゃ」

　呪術師は低くささやきかける。その声が耳の産うぶ毛げをくすぐる。感覚が鋭えい敏びんになっているようだ。緑の目の中心で瞳どう孔こうが絞しぼられるように細くなっていく。コノエは自分がその目の奥に吸い込まれるような気がして、かすかに身を震ふるわせた。

「恐れるな……」

　ふっと、踏ふみしめている床ゆかの感かん触しよくが消える。緑の目の奥に広がる闇やみに、つかの間、体が浮ふ遊ゆうする。底知れぬ深しん淵えんの奥に、自分には計り知れない大きな知性を感じる。──と、次の瞬しゆん間かんには、コノエは目を瞬またたきながら、自分に微笑ほほえみかける呪術師の顔を見ていた。

「……ふむ」

　呪術師の手が離れる。いつの間にか掌てのひらは冷たい汗あせに濡ぬれていた。コノエは夢から覚めたような心ここ地ちで、ぎこちなくたずねる。

「なにか、視みえたのか？」

「影かげが、よっつ」

　呪術師の言葉に、コノエは身をこわばらせる。

「おぬしの魂たましいを、四つの影が取り囲んでおる。猫ではない……あれは……もっと邪じや悪あくな、より純じゆん粋すいな闇……」

　自分の体内に潜もぐり込んだ四匹ひきの蛇へび──コノエの唇くちびるから震えるささやきがこぼれた。

「……悪あく魔ま、か？」

　呪術師がうなずく。

「いかにも」

　ライが鋭するどくこちらを一いち瞥べつし、アサトが思わずといったように、コノエの腕うでに手をかける。

「まさか、悪魔が四匹も？」

「いまのところ、そうなるな。四色の異なる魂が、おぬしをとりまき張りついておる。ここに来るまでも、出会っておろう、悪魔の眷けん属ぞくに？」

「……ああ」

　コノエはつい先刻、目の前から消えた〝獣けもの〟を思い描えがく。赤と緑の目の魔物──蛇の色と呼応している。

「さきにも言ったように、この世には相反するふたつの力がある。光に属するものと、闇に属するもの。悪魔は闇の頂点に座し、すべての魔を意のままにする。おぬしらが会ったのは、魔のうちでももっとも主に近いもののようじゃな」

　呪術師は淡々と話し続ける。

「悪魔は猫の魂を得ようとする。われらの喜び、哀かなしみ、怒いかり、苦しみが、きゃつらには大のごちそうというわけじゃ。そのため猫たちをそそのかし、脅おどかし、ときには取引を持ちかける。願いを叶かなえるかわりに魂を食わせろ──とな。しかし」

　その目がコノエに向けられる。

「悪魔がこうも一匹の猫に執しゆう着ちやくするのは珍めずらしい。しかも四つがいっぺんになど。おぬしの存在がいささか特とく殊しゆであるからにしても、どうも腑ふに落ちん……。どうやら、何者かが裏で糸を引いておるようじゃな。おぬしの魂を捕らえておる、何者か……」

「それは、悪魔とは別の存在なのか？」

　コノエは啞あ然ぜんとする。自分を狙ねらっているのは悪魔だけでないというのか？　大きな影とさっき呪じゆ術じゆつ師しが言ったのは。

　暗あん澹たんたる思いがコノエを襲おそう。悪魔なんてものが実在し、自分の魂にとりついているというだけでも、絶望するには充じゆう分ぶんすぎる事実だ。それなのに、敵はそれだけではないという。

　ライが横から訊きいた。

「そいつは何者だ？」

「私には視えぬ。向こうの力が強すぎてな。ただ──」

　コノエの暗い思いを読み取ったように、呪術師が言葉を継つぐ。

「──視えたのは悪いことばかりでもない。おぬしを加護するものもおる」

「加護するもの……？」

「ああ、さほど大きくはないが、強い力を持った魂じゃ。引っ張りだこでおぬしもたいへんよの」

　からかうように呪術師は言った。

　加護するもの……それが何者かはわからないが、コノエの胸にかすかに灯ひが点ともる。そのとき、ライがたずねた。

「この呪のろいに、悪魔は関係しているのか？」

「まったくの無関係、というわけでもなさそうじゃな」

「どこにいる？」

「悪魔がか？　まさかおぬし、悪魔に会いに行くというのか？」

　呪術師の声に驚おどろきが混じる。

「いけないか？　とっかかりとしては悪くないだろう」

　ライはなんでもないことのように肩かたをすくめる。

「別口の方が正体不明というなら、わかっているものから片づけていくしかない」

「片づける、悪魔を？」

　アサトがたじろぎ、呪術師さえも目を丸くする。

「おぬし、本気で言っとるのか？」

「こんなことで噓うそをついてどうする？」

　大まじめのライを見つめ、呪術師がこらえきれずに噴ふき出した。腹を抱かかえ、高らかに笑い声を上げる。

「いや、愉ゆ快かい愉快、おもしろいのう！　悪魔と自らことを構えようとてか！」

　笑われたライは不本意そうにむっとする。

「なにがおかしい」

　いや、おかしいだろう。コノエも胸のうちで突つっ込む。もっとも彼はおもしろいとは思わない。どちらかというと常じよう軌きを逸いつしていると言いたい。この猫ときたら、本気で悪あく魔まと戦って勝てると思っているのだ。なんという自信家。

　だがライの言葉によって、胸のなかに点った小さな灯が、コノエのうちで力を増す。

　呪術師は楽しげに彼らを見やったあと、近くの机のうえから一巻きの図絵を引き寄せる。手で招かれ、コノエたちは歩み寄ってそれを覗のぞき込む。色あせた紙面に、丹たん念ねんに描かき込まれた地図があった。呪術師の指が、中央に描かれた街から、うえへ動く。

「藍閃の北──森をまっすぐに抜ぬけると、小さな村がある。その村を通り過ぎ、さらに森の奥へ進む」

　森のなかに、小さく石せき碑ひのようなものが描き込まれている。呪術師の指はそこで止まった。

「ここに古くからの禁域がある。〝四色の光に満ちた地〟じゃ」

「そこに、悪魔がいるのか？」

　ライが平然と確かく認にんする。

「いま私に視えるのは、その場所じゃ。禁域といっても、聖なる場所ではないのじゃろう。いまだ破は壊かいされていないところを見ると」

「……というと？」

「ここ数年、あらゆる聖域が破壊されつつある。藍閃を取り囲み、守っていた場所さえもな。いにしえより光の力によって堅かたく守られていたこの古都も、すでに安全な場所ではなくなっておる」

　コノエの脳のう裏りに、なかばから折れた古い石碑が浮うかんだ。トキノもそういうことを言っていた。だが、聖域の破壊によってなにが失われるのかまで、これまで考えたことはなかった。

「おぬしにとりついた影かげが、このことにかかわっておるかどうかはわからん。しかし、闇やみの力がこの国を覆おおおうとしておるいま、予言のごとく呪いの徴しるしをもったおぬしが現れた──無関係と片づけるには無理があろうな」

　コノエの全身を悪お寒かんのようなものが走る。そういえば、フィリが言っていたのではないか？　聖域を破壊したのが自分たちだと。なら、すべての禍わざわいの陰かげには、彼らが──フィリが〝主〟と呼んでいたものがいるのだ。

　自分たちが戦わなければならない相手の強大さをあらためて感じ、コノエはめまいを覚えた。体の奥から寒気が忍しのび寄り、どうやっても消すことはできないように感じられる。それなのに、自分の横にいるライは、そっけないまでの淡たん白ぱくさで口をひらく。

「この国がどうなろうと、俺には関係ない。こいつに呪いをかけたヤツを突き止めて、叩たたくだけだ」

　コノエはまじまじと白銀の〝闘牙〟を見つめた。こいつは、恐おそれというものを感じないのだろうか？　自分がなにを相手にしようとしているか、本当にわかっているのか？　しかも、自分のことでもないのに。

　呪じゆ術じゆつ師しも疑問をおぼえたらしい、あきれたような目を、コノエに向ける。

「……この短気な雄おすは、おぬしの身内か？　ずいぶん親身になってくれるものだな」

「いや……」

　コノエが答えるよりまえに、ライがきっぱりと宣言する。

「そいつは、俺の〝賛牙〟だ」

「ほう」

　呪術師が目を細め、またかすかに笑う。

「なるほど、〝賛牙〟とは。まことに珍ちん妙みような星のもとに生まれついておる。──で、そっちの無口な雄も、この猫のために戦うというのか？」

「ああ」

　さっきは間ま違ちがいなく恐れを抱いだいていたはずのアサトも、力強くうなずいた。

　コノエの胸が熱くなる。自分がこの呪いに打ち勝つ可能性などないと絶望しかけていた。でも暗くら闇やみしか見えない状じよう況きようでも、自分の横には手をさしのべようという者たちがいる。さっき呪術師が口にした加護者だけではなく。そう思うと直前まで感じていた寒気が、いつの間にか消え去っていく。

　呪術師が彼らを見回して口をひらく。

「誰だれのうちにも光があり、闇がある。純じゆん粋すいな光などというものは、猫のうちには存在しない。逆もまた、しかりじゃ」

　緑の目が、ライとアサトのうえにしばし留とどまる。

「おぬしらはたしかに、それぞれ大きな闇を背負っておる。──しかし、道を選ぶのはおぬしら自身じゃ」

　その言葉を聞き、アサトがハッと背筋を伸のばし、ライがまじまじと呪術師を見つめた。彼らの胸になにがあったかは、コノエにはわからない。呪術師はそれきり背中を向け、追い払はらうように手を振ふった。

「さ、私は仕事の続きがある。悪魔に会いに行くなら、とっとと行け」

　コノエは我に返り、ぺこんと頭を下げる。

「ありがとう……あの、礼は？」

　かすかな忍び笑いが返ってくる。

「礼なら、楽しいものをたんと見せてもらった。久々じゃな、こんなに笑ったのは」

「……行くぞ」

　ライはすでに踵きびすを返し、出口の方に向かっている。アサトが二、三歩行ったところで待っていた。コノエがそちらに歩き出したとき、背後から低い声がかけられる。

「道は困難を極きわめるじゃろう。迷い、自分を見失うこともあるやもしれん。だが、揺ゆるぎなきものは必ずある。それを、忘れぬことじゃ」

　コノエは振り返り、肩かたごしにこちらに向けられた緑の目と出会う。フードの陰かげからのぞく目には、これまでにはなかった、包み込むようなあたたかみがこもっていた。

「案じるな。おぬしの歌は、きっとこの世界を揺さぶるだろう」

　コノエはもう一度、深く頭を下げる。相手が目に見える姿よりずっと年を経へた者のように感じた。自分たちと同じ猫でさえないように──少なくとも、もう相手の言葉を疑う気にはなれなかった。

　自分が戦わねばならない相手は、もっとも力ある闇のもの。でも、闇のなかにも光がある。
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　──悪あく魔まはそなたの足あし下もとに黄金を積み上げるだろう。だが、その言葉に耳を貸してはならぬ。

　　　そなたの魂たましいは、身の丈たけまで積み上げられた黄金よりもなお貴いからだ。









「すぐに街を出る」

　ライの言葉に従って、コノエたちは藍ラン閃センを出た。長く街に留まればそれだけ、敵が攻こう撃げきしてきたときに周囲を巻き込む可能性も高まる。

　呪じゆ術じゆつ師しの塔とうから出たとき、すでに陽の月は東に没ぼつしようとしていたが、旅たび支じ度たくを調ととのえて街を出るころには、あたりはとっぷりと宵よい闇やみに包まれていた。ライが松たい明まつを掲かかげて先に立ち、その火からできるだけ距きよ離りをとってコノエ、アサトが続く。街の門を出るとすぐ、道の両側は深い森に変わったが、このあたりは往来がさかんなのか、道はしっかりして歩きやすかった。

　トキノに挨あい拶さつをしてきたかったな──夜の森を進みながら、コノエはふと思う。

　あの呪術師の言葉がたしかなら、自分たちがこれから戦うことになるのは、まったく予想もつかないほど強力な敵だ。もしかしたら、二度とトキノには会えないかもしれない……。

　いいや──コノエは弱気になりかけた心を奮い立たせ、自らに対して言い聞かせる──敵が強大だからこそ、会わなくてよかったのだ。こんなことにトキノを巻き込むわけにはいかない。これまで戦いも知らず、平和に暮らしてきた友だちを。

　そう考えたところで、ともに道をたどる二匹ひきに意識が向いた。

　ごく当然のように、自分とともに戦うことを選んだ彼ら。考えてみれば、彼らとはつい数日まえに出会ったばかりで、互たがいのことをよく知るわけでもない。それなのに彼らを巻き込んでよかったのだろうか？

　考えながら歩いていると、ふいに耳元でくすくす笑う声がした。コノエはぎょっとして周囲を見回す。気配に聡さといライとアサトも、暗い森に響ひびく高い笑声に驚おどろき、その源を求めて視線をさまよわせている。

「こっちこっち。あいかわらず鈍にぶいなぁ」

　あわてて振ふり返ると、白い肌はだ、赤と黒の衣装をまとった少年の姿が、木立のうえの闇やみにぼうっと浮うかび上がっていた。

「やっほー、やっと動き出したんだねぇ。待ちくたびれたよぉ」

　フィリだ。以前と同じ、道どう化けじみたしぐさで手を振り、こちらを見下ろしている。ライとアサトが剣けんの柄つかに手をかけ、コノエを守るように両りよう脇わきに出る。

「おや、仲間ができたのかい？　よかったねえ、一匹ぴきで死ぬのは寂さびしいもんねぇ」

「──貴様ッ！」

　瞬しゆん時じに、体の底から怒いかりがわき上がる。コノエは身をたわめ、勢いよく樹上の影かげに飛びかかった。だがコノエの爪つめは空を切り、すぐ背後の闇に、なにごともなかったようにまたフィリの姿が浮かび上がる。

「おおこわ。そんなに怒ることないじゃん。せっかく激げき励れいに訪おとずれてやったってのに」

　着地したコノエはその姿を見上げて、喉のどの奥で唸うなる。アサトがなだめるように肩かたに手を置いた。

「コノエ、落ち着いて」

　するとフィリは嘲あざけるようにうなずく。

「そうそう、焦あせっていいことなんてなんにもないよぉ。人生、余よ裕ゆうをもって当たらないとね」

　コノエは大きく息をつく。たしかに、闇やみ雲くもに飛びかかってもしかたのない相手だ。落ち着かなくては。コノエは硬かたい声で問いかける。

「なんの用だ？」

「いろいろがんばってるみたいだなぁって思ってさ。悪魔の眷けん属ぞくと戦ったり、時計塔の老いぼれのとこに行ったり。で？　いい話は聞けたかい？」

　とけいとう？　老いぼれというのは、あの呪術師のことだろうか。やっぱり、自分の行動はすべて知られているのだ。こうやってそれを思い知らされると、いいようのない嫌けん悪おに尻尾しつぽがふくらむ。

　そのとき、まえに出たライが、無造作に剣でフィリをさした。

「この妙な道化が、おまえの話していたヤツか？」

　フィリがわざとらしくむくれる。

「妙な道化ってなんだよ。失敬だな！　勝手にボクの噂うわさ話ばなししないでくれる？」

「うるさい、黙だまれ」

　ライがそっけなく言い、アサトはコノエの横で牙きばをむき出す。

「おまえ……おまえからは、嫌いやな気配がする」

「あ、そういうこと言う？　わざわざご案内申し上げようという、親切きわまりないボクに向かって？」

「噓うそだ。コノエが苦しんでいるのは、おまえたちのせいなんだろう」

「なんだよそれ。ひっどーい！　泣けてきちゃうなぁ。ボクがなにしたって？　なーんにもしてないよぉ」

　フィリはいかにも傷ついたというように、大おお仰ぎようによろめいて見せ、最後にこうつけ加える。

「──まだ、ね」

　そして意味ありげな笑えみを浮かべた。ライが動じるようすもなく、問いかける。

「貴様、誰だれの使いだ」

「知りたい？　ふふ、知りたいよねぇ」

　フィリはまたくすくす笑いを漏もらし、暗い森のさきを指さした。

「じゃ、この先へ進んでごらん。すぐに、いいものが用意してあるから」

「──いいもの？」

「だーめだめ、訊きいても教えてあげないよぉ。贈おくり物っていうのはさ、見るまえに中身を知っちゃったらぜんぜんつまんないじゃない？　ねぇ、そう思うだろ？」

　なれなれしい調子でフィリは同意を求める。その顔にあるのは、圧あつ倒とう的優位に立つ者の笑み。コノエは答えず睨にらみつけ、アサトが低く唸り声を漏らす。

「怖こわい？　ね、怖い？　でもがまんして進まなきゃねぇ。でなきゃ答えにはたどり着けないよ」

　フィリは得々として言ったあと、くるりと宙返りし、そして、闇に消えた。

「罠わなだな」

　奇き妙みような少年が消えた闇を見やったあと、ライが口をひらく。コノエは歯は嚙がみしながら答える。

「罠だろうとなんだろうと関係ない」

「なんだ、ヤケになったのか？」

「違ちがう」

　コノエはきっぱりと言い放つ。

「いまさら逃にげ出したってしょうがないだろ。だったら思い切って突つっ込む。逆にこっちがあいつらを潰つぶしてやる！」

　ライが面おも白しろがるように、ふっと笑った。

「その意気だ」

　まるでコノエが決意をかためるのを待っていたかのようだ。コノエの胸に、ふとさっきまでのためらいが立ち戻もどる。

「でも……これはおれの問題だ。あんたらを巻き込むつもりはない」

　敵は悪あく魔まと、いまだ正体の見えない闇やみの力。しかもこれから確実にその手のなかに飛び込んでいくことになる。

「まだそんなことを言っているのか、馬ば鹿か猫」

　しかしライはごくあっさりと笑い飛ばし、荷物を拾い上げる。

「おまえを手放す気はないと言っただろう。行くぞ」

　アサトもためらう気配もなくうなずいた。

「コノエの敵は、俺の敵だ。おまえを苦しめるなら、たとえどんなヤツだろうと許さない」

　いつも言葉少なな彼が、言葉に込めたかたい決意が伝わってくる。とまどいをおぼえつつ、コノエは胸が熱くなるのを感じた。そのときライが、ふと身を寄せてささやく。

「……訊くが、どんな餌えさを使って調教したんだ？」

　アサトが毛を逆立てる。

「…………殺す」

「いいかげんにしろよ、おまえら！」

　前ぜん途と多難だ。威い嚇かくしあう二匹ひきにあきれつつ、コノエは不思議な気分になる。

　猫リビカは本来、単独で行動し、群れるのを嫌きらう。戦うときもほかの者と手を組むことは珍めずらしい。おのおのの理由はどうあれ、異なる種族の猫がひとつの目的のために集つどう。この状じよう況きようがなにかの始まりを暗示しているように、このときコノエには思えた。




　地図にあった小さな村には、ほどなく到とう着ちやくした。青白い月光のもと、村はしんと静まりかえっている。すでに夜も遅おそい時間だ。おそらく村じゅう寝ね静しずまっているのだろう。

　コノエたちは周囲に油断なく目を配りながら、村のなかに足を踏ふみ入れた。罠は、ここにしかけられているのか？　それともこの先か？

　月明かりのもとでも、村の寂さびれたようすが見てとれた。村はずれに廃はい屋おくらしき荒あれた家が見え、縄なわ張ばりを示すマーキングも古びて消えかけている。家のまわりには自然に生えたとは思えない密度で果樹が立ち並んでいる。

「藍閃に持ち込んで売っているんだろう」と、ライが説明した。都市にあふれる住民の食を支えるため、周辺には食しよく糧りようを生産するこういう村が点在しているのだという。木の実や果物の木を育てたり、鶏にわとりを飼って肉や卵を採ったりして、商あきない猫にそれを売って生活しているらしい。

「しかし、どうやらこの近辺も以前とは違うようだな」

　風雨によって朽くちかけている廃屋の屋根を見やり、ライがつぶやいた。しかし村で生活している猫もまだいるようだ。住民のものと思われる猫の匂いがかすかにする。

「ひとまず、屋根の落ちていない廃屋で休むか……」

　たしかに一日じゅう休みなく動き回って、疲つかれ果てていた。どこかで身を休めなければ、待ち受けているものと戦うこともできない。

　みなで道ばたの廃屋らしき建物を窺うかがっていると、背後でなにかの気配が動いた。

　敵!?──コノエたちは勢いよく振ふり向く。

「──ひッ！」

　闇に悲鳴が響ひびく。一匹ぴきの猫が、振り返ったコノエたちのまえでしりもちをついた。

「ま、待てッ！　殺さないでくれ！」

　見るとそれは初老の雄おすで、震ふるえながら必死で後ずさろうとしていた。地面の上にはささやかな武器として持ってきたらしい棒きれが転がっている。どう見ても敵ではなく、この村の住民だ。コノエは我に返り、気づかないうちに抜ぬき放っていた短たん剣けんを鞘さやにおさめた。それは、こんな深夜に血相を変えた見知らぬ猫が、いきなり剣を突きつけたなら、驚おどろいて腰こしを抜かしもするだろう。

「すまない。驚かすつもりじゃなかった」

　コノエがわびると、村の猫はつっかえながら問いかける。

「あ、あんたたち、何者だ？　なにをしにきた？」

「なにをって……この先の森へ行くところだけど」

　コノエが答え、ライも剣をおさめながら言う。

「夜になったので、このあたりで野宿でもしようと思っていた。それだけだ」

「へ……じ、じゃあ、あんたら、ただの旅の猫か」

　村の猫はやっと警けい戒かいを解いたらしく、コノエが差し出した手につかまって立つ。そのとき、道の先から声がした。

「あんた、大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「おう、大丈夫、大丈夫」

　村の猫がそっちに叫さけび返す。一いつ軒けんの家の戸口からあかりが漏もれ出し、そこに立っている猫のシルエットが見えた。村の猫はコノエたちに向き直る。

「いや、悪かったな。ここのところ、夜や盗とうのたぐいが横行して、しょっちゅう悪さしにくるもんでな。てっきりあんたたちもそうかと思って……ま、こんなところで立ち話もなんだ。うちに寄っていくがいいよ」

　心配そうに戸口に立っていたのは、さきの猫の連れあいで、コノエたちが戸口をくぐったとたん、炉ろに火を入れに厨ちゆう房ぼうへ向かった。

「あれまあ、こんな時間にたいへんだ。藍閃からいらしたのかね？　いまシチューが温まるからね。どこでも座ってくつろいでくださいな」

　おかまいなく、と固辞するコノエの言葉も聞かず、年配の雌めす猫は陽気にしゃべりながら、なにくれとなく世話を焼いてくれる。ころころと太った頰ほおの赤いおかみさんは、母とは似ても似つかなかったが、不思議とその姿を見ていると家に帰ったように心が安らぐ。コノエたちはありがたく、あたたかいシチューをごちそうになった。

「〝四色の光に満ちた地〟──という場所を知っているか？」

　そのシチューに手をつけるまえに、ライが口をひらく。

「ああ、あんたら、あそこへ行くのかい？」

　家の亭てい主しゆがすぐに思い当たり、親切に行き方を教えてくれる。

「この村を出て街かい道どうを行くと、すぐ左手に小道がある。そっちへ折れて森を奥に進むんだ。そうすると少し開けた場所に出る。小さな広場みたいなとこだ」

　おかみさんはその後ろに座って、にこにこしながらうなずいている。亭主が続ける。

「その広場の四方に岩が立ってる。岩の面はカガミみたいになめらかでな、光が当たるとそれぞれ四色の光を反射する。で、その光が広場のまんなかでキレイに重なってな」

「ホント、どういう仕組みになってんのか。不思議なところだよ。ずぅっと昔、あたしらのじいちゃんの、そのまたじいちゃんの代からあってね」

　自じ慢まんするようにおかみさんが口を挟はさんだ。その光は〝陽の月〟が輝かがやく昼間しか見えないらしい。つまりいますぐ行っても、その四色の光は見られないということだ。

「そうそう、あんたら、今夜は隣となりに泊とまっていくがいいよ」

　聞くと、隣はこの夫ふう婦ふの息子むすこたちが住んでいたのだが、妻を亡なくしたあと息子は村を出て行ったのだという。

「最近はみんな藍閃へ行っちまう。このあたりも物ぶつ騒そうになってきたからね。南の方では〝虚うつろ〟とかいう害が広がってるそうじゃないか」

　おかみさんがしみじみとため息をつく。

「なんだかねえ……なにもかもが昔と変わっちゃって。この国もどうなるんだろうねぇ」

　寂さびれた村のようすを思い描えがきながら、コノエはふとたずねる。

「あんたらは、藍閃に行こうと思わないのか？」

　するとおかみさんは、彼が突とつ拍ぴよう子しもないことを言ったように、目を丸くして首を振った。

「そんな。あたしらは生まれてこのかた、この村で暮らしてきたんだよ。ここを離はなれるなんて、考えたこともないね」

　そんな妻の手をやさしく叩たたきながら、亭主も微笑ほほえむ。

「嫌いやなこともあるが、いい思い出もたくさんある。まあ、あんたら若いもんにはわからんだろうけどな」

　和なごやかに微笑みかわす二匹ひきの猫を見ながら、コノエは火カ楼ロウを思い出していた。あそこにいたころは嫌でたまらなかったのに、いま、そのたたずまいを思い描くと、胸が引き絞しぼられるような切なさをおぼえる。もう二度と帰ることもないであろう、自分のふるさと──。

　やがて親切な二匹の猫は腰を上げた。

「さ、おいで。もう遅おそい。たいした家でもないが、ゆっくり休むといいよ」

　隣りん家かは閉め切られて少しカビ臭くさかったが、きれいに整せい頓とんされていた。おかみさんがしまってあった毛布を出してきて、またひとしきり世話を焼いたあと、隣の母おも屋やに帰っていった。コノエは思いがけなく手に入った寝ね床どこを喜び、寝しん台だいに寝転がった。どっと疲つかれが襲おそってくる。

　見ると、アサトは部屋の隅すみで、毛布を体に巻きつけてうずくまり、ライも外に面した窓の下に座り込む。

「寝台、使わないのか？」

「俺はいい」

　ライがそっけなく答え、アサトも片かた隅すみから、ここでいいというようにうなずきかけた。そうなると、自分だけ寝台に寝るのもどうかと思ったが、急速に募つのりくる眠ねむ気けには敵かなわない。コノエは身み繕づくろいもせず毛布に潜もぐり込み、目を閉じた。

「……なにごともなければいいがな」

　眠ねむりにのみ込まれる直前、ライの低いつぶやきが聞こえた。




　──こと、こと、こと。

　なんの音だろう。コノエは不安な眠りのなか、ぼんやりと思う。息苦しい。なにかが胸を押さえつけるようだ。

　なにかを叩く音は徐じよ々じよに高まっていく。ハッと目を開けると、アサトが自分の上にかがみ込んだところだった。コノエは瞬しゆん時じに目覚める。

「なんだ？　なにが──」

　断続的に響ひびく音は、外から扉とびらを叩く音だ。ライはすでに目覚め、剣けんを引き寄せて扉の方を窺うかがっている。コノエもあわてて寝台から下りる。その間も、外に立った何者かがずっと扉を叩き続けている。

　なぜ、入ってこない？　扉には鍵かぎなどない。用があるなら開けて入ってくればいい。こんなにしつこくノックし続けるくらいなら。

　そのことに気づいたとたん、コノエを名状しがたい不安感が襲ってきた。扉の外で、いったいなにが起こっているのだろう。

　窓の外で、ガタンと大きな物音が響き、コノエはびくっとそちらに顔を向けた。扉を睨にらみつけたままのライが、低く告げる。

「──来るぞ」

　その言葉をきっかけにしたように、扉がガタリと揺ゆれ、次に大きく開け放たれる。

　しかし、そこに立っていた姿を目にしたとたん、コノエは肩かたから力を抜ぬいた。それはこの家を提供してくれた、あの気のいい村の猫だ。

「おじさん……なに？　なにか用……」

　歩み寄ろうとしたとたん、ライの手が横からさっと伸のび、コノエの胸を押さえて止める。

「……違ちがう」

　なにが──と言いかけたとき、コノエは気づく。村猫のようすが変だ。まったく血の気のない顔のなか、見ひらかれた目は白はく濁だくし、互たがい違いに別の方向を向いている。しまりなく歪ゆがんだ口の下に、ぱっくり開いた二つめの口のようなものはなんだろう。服の前面に広がり、乾かわきかけている赤黒い染しみは──あれは、血？

　コノエの口から押し殺ころした声が漏もれる。

　村猫は、喉のどをかき切られて息絶えていた。それなのに、だらりと両手を垂らして立ち、こちらに歩み寄ろうとしている。

「なんで……死んでるのに……どうして……！」

　コノエの声がうわずる。彼を押して下がらせながら、ライが低く答える。

「死者をよみがえらせたんだな」

「死者を……!?」

「反はん魂ごん術というものだろう。死者を操る術があると聞いた。おそらくこれが、あの道化師の言っていたことだ」

　罠わな──これが？

　そのとき、開いた扉の向こうから、かすかな旋せん律りつが流れ込むのに気づく。誰だれかが、歌っている。これまで聞いたことのない、不調和なメロディ。金属を嚙かんだ味のような、ガラスを爪つめで引っかくような、不快な音色が胸のなかに不安をかき立てる。

　この歌は、邪じや悪あくだ。

　ゆらゆらと歩いてきた猫の唇くちびるがゆっくりとまくれ上がり、尖とがった牙きばがのぞく。──と、それまでの緩かん慢まんな動きからは想像もつかない勢いで、村猫が跳ちよう躍やくする。

「チッ……そういうことか！」

　ライがコノエを背後に突つき飛ばし、同時に剣を鞘さや走ばしらせた。白はく刃じんが一いつ閃せんする。死者はその刃やいばを避さけることもなく、大だい腿たいから下を切り落とされ、床ゆかに転がる。

　ぐん──と、胸に圧力がかかる。コノエは胸むな元もとをつかんで身を折った。死者の感情がほとばしり、胸に流れ込んでくる。痛みではない。怒いかりでもない。それは、どうしようもない哀かなしみ。

　──なぜ？　なぜ自分が、自分たちが？

　──あいつはどこだ？　ここは暗い。あいつはどこだ？　助けてくれ。

　妻と穏おだやかな視線を交かわした、つい数時間前の彼の姿がよみがえり、コノエの胸をえぐる。

「コノエ……！」

　アサトの手が肩にかかる。コノエは共感の痛みをこらえながら顔を上げる。ライが死者のうえにまたがり、剣を振ふり上げる姿が目に映った。端たん整せいなその顔にひらめいた笑えみ。

　──笑っている？

「やめろぉっ！」

　絞しぼり出すような声でコノエは叫さけぶ。ライが動きを止める。まるで夢から覚めたように、その顔から笑みがかき消えた。

「なぜだ。すでに死んでいる」

「知ってる！　でも──」

　足を断たち切られても、死者は蠢うごめくのをやめない。うつろな目がどろりとこちらを見上げる。でも、さっき言葉をかわし、飾かざらないその気き遣づかいに触ふれた──その相手をなぜ、こんなにもむごい形で傷つけなければならない？

　しかし、戸口に目を向けたライが、口をひらいた。

「……どうやらためらっている余よ裕ゆうはなさそうだぞ」

　コノエはそちらを見やり、水を浴びたようにぞっとする。闇やみのなか、奇き妙みように緩慢な動きでこちらに近づいてくる影かげがある。ある者は頭を割られ、ある者は胸から血を流し──。

　死者だ。それも、一匹ぴきや二匹ではない。おそらくこの村の住民すべてが、邪悪な歌を伴ばん奏そうに、ゆらゆらとこちらに押し寄せる。

「そんな……」

　コノエは絶句した。そのとき、歌がとぎれ、闇のなかにかん高い哄こう笑しようが巻き起こる。

「どうだい、この贈おくり物？　気に入ってくれたかなぁ？」

　押し寄せる使者の群れのうえに、浮うかび上がった赤と黒の衣装──フィリだ。その両りよう脇わきにたたずむ二匹の猫に気づき、コノエは目をみはる。藍閃で出会った双ふた子ごだ。双子は返り血で濡ぬれたそっくりな顔に、満足げな笑みを浮かべ、すっと闇に消える。

「ほら、みんながそろっておまえらを出で迎むかえてやってるんだよ。礼でも言ったらどう？」

　平然とからかいの言葉をぶつけてくるフィリの姿を見上げ、コノエは血が出るほど強く両手を握にぎりしめる。

「なんで……？」

　かすれた声が漏もれる。

「なんでだ……こいつらがおまえになにかしたのか!?　なんで……」

「バッカじゃないの？　そんなの関係ないよ」

　フィリがせせら笑う。

「力ある者が支配し、力のない者はそのまえにひれ伏ふす。それがこの世の習いってやつじゃないか？」

「力があったらなにをやってもいいっていうのか!?」

「あったりまえじゃん」

　なんのためらいもなく言い放つフィリ。こいつを、これほど憎にくいと思ったことはなかった。

「おっと、あんまり遊んでたら怒られちゃう。じゃーね、せいぜい楽しむといいよ！」

　フィリはそう言うと身をひるがえし、闇へと消えた。同時に、ふたたびあの耳みみ障ざわりな旋律が流れ出し、コノエは気づく。この歌──フィリが歌っているのか。

　歌が聞こえだすとまた、死者たちの歩みが始まった。ライの足あし下もとに横たわっていた死者の上半身が伸のび上がり、その牙がガチッと嚙かみあわされる。寸前、それを避けたライが、死者の喉のど元もとに刃を突きつけた。

「──眠ねむれ」

　白刃の一閃。ごとりと首が落ち、部屋の隅すみまで転がっていく。コノエの胸にのしかかっていた感情が、一いつ瞬しゆんの痛みののち、空にただよい出るように消えた。

「なんで……」

　今度こそ完全な死の沈ちん黙もくに包まれた体を、コノエは正視できなかった。やりきれない苦く渋じゆうが嚙みしめた牙きばの間からこぼれる。

　彼らがなにをしたというのだ。たったひとつしかない命を絶たれ、そののちも体をもてあそばれる──これ以上にむごい死があるだろうか。自分さえ、ここに来なかったなら……！

「理由を考えてなんになる」

　ライの冷れい酷こくなまでに強い声が耳を打つ。

「敵の意図など俺たちにはわからん。しょせん、力ある者にとって、他者は退たい屈くつしのぎのオモチャに過ぎん──むろん、俺たちを含ふくめてな」

　彼は言い置き、近づいてくる死者の群れに向かって駆かけ込んでいく。アサトも剣けんを抜ぬき放った。

「コノエ、やらなければ、やられる」

　その群ぐん青じよう色いろの目には戦うときにのみ見せる、無機質な光が宿っている。

「死んだ者を生き返らせることはできない。長おさが、そう言った」

　コノエにもわかっていた。ためらっていたら、自分たちは朝を迎むかえることはできない。そしてあの猫たちに自分たちができることは、せめて完全な眠りを与あたえてやることだけなのだと。

　アサトの言葉に励はげまされるように、コノエも剣を抜いた。彼らもライを追って駆け出す。やむことのない胸の痛みを押さえつけながら。

　自分の剣が死者の体を切り裂さく瞬しゆん間かん、悲鳴のような叫さけびが喉のどからほとばしった。どす黒い血がしぶく。コノエたちは機械的に飛びかかってくる死者をかわし、その体を切り刻んだ。彼らの痛みが、悲ひ哀あいが、自制しているにもかかわらず、胸に食い込んでくる。

「コノエ、後ろ！」

　アサトの声が飛ぶ。反射的に振ふり返って剣を振りかぶる。が、そこでコノエは動けなくなる。

　目の前にあったのは、年配の雌めす猫の変わり果てた顔。自分たちにあたたかいシチューをふるまってくれた、ここを離はなれるなんて考えたこともないと言って幸せそうに笑った、あのおかみさんだ。ふっくらした頰ほおにはいまは血の気がなく、胸むな元もとを大きくえぐられている。うつろな顔に、むき出した牙が光る。だが──

「……いやだ」

　コノエは剣を振り下ろすことがどうしてもできなかった。雌猫が勢いよく飛びかかってくる。その牙が届く──寸前、ぐいと割り込んできた者があった。ライがコノエを押しのけ、右手の剣を振るう。体から切り離された雌猫の首が高く跳とび上がった。

　コノエは絶ぜつ叫きようする。がっくり膝ひざをついた彼のまえに、動きを止めた死者の体が倒たおれ伏した。ライがちらりとこちらを見下ろす。

「──戦えないなら、終わるまで隠かくれていろ」

　そしてまた、襲おそい来る死者の群れに向かって行った。残されたコノエは立ち上がることもできず、しばし呆ぼう然ぜんと死者を見つめる。少し離れた場所に、雌猫の頭が転がっている。まるで自分になにが起こったか、いまだにいぶかしんでいるようだ。うつろに見ひらかれたその目から、ゆっくりと涙なみだがこぼれ落ちる。

　──ひどい……。

　コノエの目からも、ぼろぼろと涙が落ちた。

　あいつはどこだ？──最前聞いた、亭てい主しゆの思いがよみがえる。あの猫は、最後まで連れあいを捜さがしていた。ふたり寄り添そい、微笑ほほえみかわした仲むつまじい姿。なにもなければきっとこの二匹ひきは、ずっと平へい穏おんにこの村で暮らせただろうに……。

　なんて、ひどい。

　コノエは剣を突つき、のろのろと立ち上がる。ライはああ言ったが、自分だけ物もの陰かげに隠れているなんてできなかった。無表情に襲ってくる死者に、よろめきながら剣を叩たたきつける。呻うめきながら、泣きながら、コノエはがむしゃらに剣を振るった。

　せめて、このうえは平穏な眠りを──。

　陰いん惨さんな殺さつ戮りくは、夜じゅう続いた。朝の光が射さすころには、涙も涸かれていた。




「……終わったか」

　うえからかけられた声に、地面にへたり込んでいたコノエはのろのろと顔を上げる。周囲には切り刻まれた死体が累るい々るいと転がっている。ほかでもない、コノエ自身が手にかけた死体だ。

　昇のぼり初そめた陽の月が、ちっぽけな村のうえに光を投げかけている。おそらくふだんならば住民たちが起き出し、朝の仕事に取りかかるころだろう。だが、いま、村はしんと静まりかえり、動くものの影かげとてない。コノエと、かたわらに立つライ、こちらに歩み寄ってくるアサト以外は。

「平気か、コノエ」

　アサトが肩かたに手をかける。コノエは「ああ」とうなずき、よろめきながら立ち上がる。剣も手も、どす黒い血で汚よごれている。コノエはふと、頭を上げた。

「歌が……消えてる」

　あの不安な旋せん律りつが、いつの間にか聞こえなくなっている。

「あの歌で、死者を操っていたようだな」

　誰だれが？──そうだ、フィリだ。

　疲つかれ果て、空っぽになっていた頭に、徐じよ々じよに思考が戻もどってくる。

　いや、正確には、フィリもまた誰かの命令に従っているのだ。自分を陰かげから見つめ続けている何者か。死者をよみがえらせ、意のままに操るほどの力を持つ、敵。

　いまもそいつは、どこかから見ているのか？　この地じ獄ごくのような惨さん状じようを──。

　唐とう突とつに、体の奥底からどす黒いものがこみあげる。ぬらぬらと蠢うごめき、喉を這はい上がろうとする。まるで蛇へびが鎌かま首くびをもたげるように。

「やめろ、コノエ！」

　強く肩をつかまれ、コノエはハッと我に返った。不安をたたえたアサトの目が、自分を覗のぞき込んでいる。コノエは驚おどろいて目を瞬しばたたいた。

「なに……おれ、なにかしたか？」

　きょとんとした彼の顔を見て、アサトが詰つめていた息を吐はく。

「いや……なにか、よくない気配があった。大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　あ、ああ……」

　コノエは戸と惑まどいながらうなずく。アサトは肩から手を離したが、なおもその双そう眸ぼうはコノエに向けられている。

「……なにか、眠ねむってる」

　ためらいがちに発せられた言葉に、コノエはどきりとする。

「眠ってる……？」

「コノエのなかには……なにがいるんだ？」

　アサトの言葉が、なぜかコノエの胸をかき乱した。自分でも、さっき自分になにが起こっていたかよくわからない。よくない気配──そう。なにか冷たく苦いものが、自分のなかでふくらみかけていたような気がする。まるで、自分が自分でないような気が……。

　そのとき──

　どくん！──全身が脈打つ。世界が飛び跳はねたかのように、視界が激しくぶれる。とても立っていられない。

「コノエ！」

　コノエはうずくまり、自分の体を抱かかえ込む。苦しい。体じゅうの粒りゆう子しが激しく震ふるえ、すり潰つぶされるようだ。さっき感じた異変とは違ちがう。これは──〝共感〟？

　でも知らない。こんなのは知らない。感情を超こえた、思考を超えた、なにか異質なもの。

　なんだ、これは!?

「楽しんでもらえたかな、この余興は？」

　上空から声が降ってくる。コノエは苦痛をこらえて声の方を見上げた。そして、息をのむ。

　空の中心が歪ゆがみ、どろどろと渦うずを巻いている。周囲の風景まで歪んで見える。空間が──ひずんでいる？

　啞あ然ぜんとして見上げるコノエたちのまえで、渦巻く空の中心が裂さけ、そこから闇やみの塊かたまりが生み出される。現れた闇が見る間に広がり、揺ゆらめいたあと、吸い込まれるように地上へ形を結び始めた。コノエも、ほかの二匹も、声を発することもできずそれを見守る。痛いほど尻尾しつぽの毛が逆立っているのを感じる。体全体が、警けい鐘しようを発していた。

　キケン……これは危険……。

　やがて見守る目の前で、闇は丈たけ高い猫の姿をとった。ゆらりと黒いマントが揺れる。肩から長く編まれた薄うす茶ちや色いろの髪かみがこぼれ落ち、黒い長衣をわずかに彩いろどる。深くかぶったフードの下は、硬こう質しつで無表情な形──仮面をかぶっているのか？　それとも、この世ならぬ異形か？

　ライが身構え、コノエもよろめきながら立つと、アサトがかばうように背中に手を回す。

「貴様……」

　目の前に立った何者かが、かすかに首をかしげて喉のどを鳴らす。

「そうか、少々物足りなかったか。どうも、加減が難しいものだな」

　仮面の奥から発せられた声は、からかうような笑えみを含ふくんでいる。しかしやわらかな印象はまったくなく、コノエはただ相手から放たれる威い圧あつ感かんのみを感じた。そこにいるだけで、周囲すべてを侵おかしていく、猛もう毒どくのような邪じや気き。

「よっと」

　そのとき、また空間がひずみ、そこからくるりと一回転して、小こ柄がらな姿が地上に降り立つ。フィリだ。

「ちょっと遅おくれちゃった。ごめんなさい、リークスさま」

　コノエはその名を聞きとがめる。

「──リークス？」

「リークスだと？……まさか」

　ライが押し殺ころした声でつぶやく。

「藍閃を焼いた、闇の申し子リークス……？」

　黒い衣ころもをまとった長身の猫が、どこか麗れい々れいしいしぐさで両手を広げた。

「いかにも。私がリークスだ」

　コノエは愕がく然ぜんと立ちすくむ。いまもなおその悪行が語り継つがれ、みなに恐おそれられている伝説の魔ま術じゆつ師し、リークス。目の前にいるのが、その大魔法使いだというのか？

「本当に、存在していたのか……？」

　ライもさすがに、声に驚きを滲にじませる。

　幼いころ歌物語で聞いたときは、遠い昔の話だと思っていた。すでに死した英えい雄ゆうや悪あつ鬼きと同じで、自分とはかかわることのない、別の世界の住民のように。だが、そのリークスがいま、生きてすぐそこにいる。そしてその横にはフィリが寄り添そい、心底からの崇すう拝はいを赤い瞳ひとみに宿して見上げていた。

　リークスはまっすぐにこちらを見ている。黒い仮面に隠かくされてわからないはずなのに、なぜだかコノエには確信できる。魔術師がその禍まが々まがしい視線を、ひたすら自分に向けているということを。やがて仮面の下から、冷ややかな声が発せられた。

「……待たせたな、コノエ」

「まさか……」

　コノエは蒼そう然ぜんとして思い当たる。フィリの〝主〟──コノエを陰かげからつけ回し、ここに至るすべてを仕組んだ〝巨きよ大だいな影かげ〟──それは、まさか……

「闇の申し子リークスが……おれの、敵……？」

　コノエはめまいのような感覚をおぼえる。自分に呪のろいをかけ、フィリを遣つかわしてこの惨さん劇げきを生み出した、すべての元げん凶きようが、大魔術師リークスだったなんて。だがそれなら納なつ得とくもいく。リークスにならたしかにできるだろう。あの呪じゆ術じゆつ師しにも解けない呪いを自分にかけることも、死者をよみがえらせ、操あやつるなどということも──

　瞬しゆん間かん、感じたのは底知れぬ恐きよう怖ふだった。無理だ。自分たちにそんな悪鬼を打ち負かせるはずがない。

　しかし、そのときライが、ふてぶてしい調子で告げる。

「伝説の魔術師が、まさか、自ら現れるとはな」

　リークスが尊大に答える。

「ささやかな褒ほう美びだ。約束どおり、おまえは私を楽しませてくれた。そうだな──これまで生きてきた時間の、百万分の一程度は」

「よかったねぇ、おまえたち。リークスさまに喜んでいただけて」

　フィリはこどものように飛び跳はね、手を打ちあわせる。コノエのうちに、最前感じた恐怖が根こそぎ吹ふき飛ぶほどの怒いかりがわき上がった。

「どうして、こんなことを……！」

　自分を狙ねらうだけならまだいい。だが、昨夜殺された猫たちは、まったくの無関係なのだ。自分たちになにが起こったかもわからずに命を絶たれ、そののちも安らかに眠ねむらせてもらえなかった住民たち。自分が心ならずも斬きらねばならなかった猫たちの無む惨ざんな姿を思い出したとたん、灼しやく熱ねつする怒りがコノエの体を充みたす。

　しかしリークスは、せせら笑うように返す。

「言っただろう、余興だと。歓かん迎げいの挨あい拶さつとでも思うがいい」

「歓迎の、挨拶……？」

　コノエの瞳が針のように尖とがる。

　──力ある者が支配し、力のない者はそのまえにひれ伏ふす。それがこの世の習い。

　フィリが言ったように、力のある者はなにをしてもいいのか？　力のない者は、ただ黙だまって殺されることしかできないのか？

　すると彼の憤いきどおりを味わうように、リークスがほくそ笑えむ。

「自らが奪うばわれ、壊こわされることを味わったうえで、奪い、壊すことの味はどうだった？　苦かったか？」

　コノエはカッとなって怒ど鳴なり返す。

「ふざけるな！」

「ダメだよぉ、そんな乱暴な口をリークスさまにきいて」

　フィリがいなすように指を振ふりながらまえに出る。

「それより、ボクの歌はどうだった？　楽しんでもらえたかなぁ？」

　ライが剣けんに手をかけたまま、たずねる。

「おまえ……〝賛サン牙ガ〟か？」

　フィリは誇ほこらしげに胸を張った。

「そ、ボクはリークスさまの〝賛牙〟だ。でもあの歌は、リークスさまが手ずから作られた歌なんだよ。生きてる猫のうちで聞いたのはおまえたちが最初。わかったら感動にむせぶとか、したらどう？」

　アサトが低くつぶやく。
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「……邪じや悪あくな、歌だった」

　リークスが、フィリの背後で腕うでを組む。

「一いつ般ぱん的な〝賛牙〟の歌が〝闘トウ牙ガ〟に力を与あたえるためのものならば、私の歌は服従させるためのものだ。死者は操るにたやすい。強い後こう悔かいや未練を残した者なら、ことに」

　仮面の下の視線が、コノエに向けられる。

「──感じただろう。死者の苦痛を、この世への未練を」

　すべてを見み透すかすような言葉に、コノエは息をのんだ。リークスが喉のどの奥で笑い声を立てる。

「聞いているだろう。おまえのことは、すべてわかっていると」

「なぜ……ッ！」

　コノエは思わず飛びかかろうとし、とたんに全身に走った苦痛に呻うめいた。アサトが抱だきとめるように彼を支え、触ふれれば切れるような視線をリークスに向ける。

「おまえがコノエを苦しめているのか？　呪いも、すべておまえのせいなのか？」

「心外だな」

　リークスはあくまでも揶や揄ゆするような調子を崩くずさない。

「苦しみではない。これは、試練だ」

「呪いを解け！」

　アサトが凶きよう暴ぼうな表情で叫さけぶ。するとリークスは、その手をすっとさしのべ、コノエを指でさした。

「鍵かぎはおまえ自身が握にぎっている。間もなく訪おとずれる大きな転機を、無事乗り越えられるかどうか──すべては、おまえしだいだ」

　その衣ころもがはためき、ふっと体が宙に浮うかぶ。

「〝四色の光に満ちた地〟──開くべき扉とびらは、そこにある」

「逃にがすか！」

　ライの体が躍おどり、宙に浮かんだリークスめがけて刃やいばが走る。黒い体の中心をその刃が切り裂さく。

　仕留めた──!?

　そう思った瞬しゆん間かん、リークスの体がパッと飛散した。哄こう笑しようが響ひびき渡わたり、飛散した影かげが一方向へ流れていく。まるで黒い霧きりが命を持っているかのようだ。

「残念でした、っと。じゃあ、またね！」

　フィリが相も変わらぬおどけた口調で言い、ぴょんと宙返りして姿を消す。

「待て！」

　ライがただよう黒い霧を追って走りだす。コノエも苦痛をこらえてそのあとを追った。




　いつの間にか、アサトとも離はなれてしまった。コノエは立ち止まり、木の幹にもたれて息をつく。額を気持ちの悪い汗あせが流れ落ちる。苦痛はさっきほどではないものの、依い然ぜんとしてその体を苛さいなんでいた。

　闇やみ雲くもにリークスのあとを追って森へ分け入ったものの、あの黒い霧はどこにも見えない。だが、そこかしこに濃のう厚こうな気配がただよう。まるで周囲すべてが悪意を持っているようだ。

　そのとき、強い耳鳴りを感じた。

〈……どうした。もうあきらめたのか？〉

　ふいに笑えみを含ふくんだ声が聞こえ、耳に何者かの吐と息いきがかかる。コノエは跳とび上がり、四方を見回す。リークスの声だ。

〈根比べをしよう……コノエ。おまえと、私の〉

　声は、頭のなかに直接響いた。霞かすみがかかったように視界がぼやけ、真っ暗になる。手に触れていたはずの木き肌はだの感かん触しよくがない。それどころか、踏ふみしめているはずの大地も足の下から消えている。まるでさっきまでいた世界から締しめ出されたような、圧あつ倒とう的な孤こ独どく感に襲おそわれ、コノエは強く目をつむる。頭を振ったあと、おそるおそる目を開く。

　まぶたのなかに光が流れ込む。あたりの風景が戻もどってきた。コノエはたしかめるように木の幹に手を這はわせ、ほっと息をつく。

　たしかにリークスの声だった。根比べ──どういう意味だ？

　ふたたび焦しよう燥そうに駆かられ、もたれていた木から離れようとしたとき、頭上でザッと葉ずれの音がした。コノエの目の前に、ふたつの影が着地する。汚よごれたマントをゆらりと揺ゆらし、二匹ひきの猫が立ち上がる。振り返った顔は、どちらも同じ──藍閃で、そして昨夜も会った、あの双ふた子ご猫だ。

「また、あった。くろいねこ」

「また、あったね」

　二匹はまた音色のそろった声で口々に言い、くすくす笑う。コノエは木を背に、剣けんを構える。

「おまえたちも、リークスの手先か!?　村の猫たちを殺したのは──」

「そう」

「おれたちだよ」

　二匹は歌うように答える。

「リークスさまの」

「めいれいだからね」

「たのしかったよ、あいつらのひめいは」

「きもちよかったよ、あいつらのちは」

　双子はそろってうっすらと笑う。コノエの頭に、カッと血が上る。

「貴様らぁっ！」

　あとさきも考えず、剣を振ふり上げて飛びかかる。双子はしなやかな身ごなしでコノエの剣を避さけ、パッと両側に飛び離れる。

「ばかだね」

「ばかだよ」

　二匹のくすくす笑いがコノエを両側から包み込む。

「ひとりで、かてるとおもってるのかな」

「ころしちゃえ」

「ころしちゃおう」

　二匹が同時に、風を巻いて跳び上がる。左右からの同時攻こう撃げき。コノエひとりで対処できるはずがない。これまでか──焦燥に駆られながら臍ほぞをかんだ、そのとき。

　木立の間から一直線に飛び込んできた影が、コノエの背後に立つ。剣をはじき返す金属音が重なる。コノエは右手から襲ってきた敵の剣をはじき、さっと背後に目をやった。その目に飛び込んできたのは、まばゆい銀色。ライだ。

　ライは左方からの剣を防ぎ、もう一方の手に握にぎった短剣を鮮あざやかに振るう。双子猫はたまらず飛びのく。

「なんだ、こいつらは」

　コノエに身を寄せ、ライがささやく。コノエは深く息をついた。

「藍閃でも見た。リークスの手下だ」

「そうか」

　それ以上言葉を費ついやさず、ライは油断なく双子猫に目を据すえる。コノエは自分が安あん堵どに包まれていることに気づき、少し戸と惑まどった。いつの間にか、こいつが横にいることに慣れてしまったということだろうか。

「ウル」

　双子猫の一方が、一方にうながすように声をかける。

「わかった、キル」

　ウルと呼ばれた方が、肩かたの後ろにマントを払はらいのける。あらわになった腕うでには、幾いく重えにも赤い傷きず跡あとが走る。見守るコノエたちの目の前で、ウルはためらいもなく片手の爪つめを振り上げた。

「うっ……!?」

　コノエは思わずたじろいだ。ウルは傷だらけの腕に自ら爪を立て、皮ひ膚ふを引き裂さいていく。見る間に新しい血が噴ふき出し、腕を伝い落ちていく。見ているだけでも痛いのに、ウルの顔には恍こう惚こつの表情が浮うかぶ。

　突とつ然ぜん、横にいたライがそのウルに向かって飛びかかろうとする。が、硬こう質しつな音とともに、その一いち撃げきは空中で阻はばまれる。キルと呼ばれた双子の片方が攻撃を封ふうじたのだ。

「させない」

　ライがいったん下がり、舌打ちする。

「やっかいだな」

　困こん惑わくしながら、コノエはたずねる。

「なにが……あいつ、なんなんだ？」

「〝賛牙〟だ」

　──〝賛牙〟？

　コノエは意表を衝つかれて、自分の腕をかきむしる猫を見やった。その姿はまるで楽器を奏かなでているようにも見える。ウルは血が滴したたり落ちるのもかまわず、うっとりと目を閉じる。

「いたみがひびく。いたみがさけぶ。からだじゅうのいたみが、かなでるよ」

　とたん、ずしりと重い衝しよう撃げきが腹に押し寄せる。〝歌〟だ。重く、暗い旋せん律りつ──歌っている、あの猫が。ライが呻うめく。

「〝痛み〟で歌う賛牙か」

「痛み？」

「楽器を奏でる〝賛牙〟がいるが、あいつは自分の痛みの感覚を旋律として奏でるんだ。おのれの身を犠ぎ牲せいにしているぶん、タチが悪い」

　重苦しい旋律がうねり、空気を充みたしていく。コノエは驚おどろきに打たれて、奇き妙みような〝賛牙〟に見入った。

「はねる。はねる。ちのせんりつ。おれのからだがうみだす、おれたちのためのうた」

　軽かろやかに動く指が、自らの腕に新しい傷跡を刻んでいく。その額にうっすらと汗あせが滲にじむが、歌はますます力を増していく。暗い旋律がゆるやかに、キルへと向かっていく。

　ライがちらりと、こちらを見る。

「歌えるか？」

　コノエは我に返った。そうだ。自分もまた〝賛牙〟なのだ。〝賛牙〟と〝闘牙〟のペアを相手にしている以上、自分も歌わなければ敵かなわない。

「……やってみる」

　コノエは自分を落ち着かせるために、深く息をつき、目を閉じた。

　あのとき──藍閃で歌ったときと同じだ。自分の奥にあった力を、呼び覚ませ。

　力ある者が他者を支配する。だが、自分はそんな力ならいらない。

　ゆっくりと息をしながら、呼吸と鼓こ動どうを合わせていく。ゆるやかなリズムが体内から生まれ、少しずつ、かすかに、旋律が聞こえてくる。やさしくあたたかな白い光。その光を感じながら、コノエは確信する。

　他者を虐しいたげ、支配するだけが力ではない。

　この世にはまるで別種の、大きな力がある。それがなんなのかはまだよく見えない。でも、感じられる。この大地が存在することと同じくらい、たしかに。

　体の奥底に点ともった熱が、ゆったりと全身を駆かけめぐり始める。コノエは不思議な幸福感に包まれながら、目を開ける。

　指先から、口元から、髪かみの先からも、細い光の筋が流れ出す。その光はライのもとに向かい、その白銀の毛並みを光り輝かがやかせる。

「おまえ、〝サンガ〟だったのか。しらなかったよ、ふきつなねこ」

　ウルが血の旋律を奏でながら、くすくすと笑う。

「でも、まけないよ、おまえには。おれとキルは。ぜったいに」

　ふいにコノエは気づく。この猫たちは笑い声を立てはするが、いちどもその目が笑ったことがない。ごくふつうの猫にあるはずの感情の高ぶりがまるで感じられない。狂きよう気きじみた振ふる舞まいを見せるのに、本当に不気味さを感じさせるのは、しんと冷えたその無感動さなのだ。

　二匹ひきの〝闘牙〟が動いた。

　ライがマントをひるがえして跳とび上がり、キルが下から剣けんを突つき上げる。互たがいの剣が嚙かみあい、澄すんだ音を立てる。その音さえコノエたちが奏でる旋律に彩いろどりを添そえる。キルが剣を振るうたびに緑に輝かがやく風が巻き起こり、ライは白い残像のみ残してその風まで断たち切ろうとする。緑の風に乗ってキルが舞い上がり、ライに迫せまる。が、ライはくるりと身をひるがえし、両手の剣でその剣を受け止める。衝撃が、歌い続けるコノエにまで伝わる。〝闘牙〟と〝賛牙〟の絆きずな──これが、それなのか。

　ウルが呻きながら、さらに深く腕へ爪を立てる。

「わけあたえよう、ちのいたみと、いたみのきょうめい──さいあいの〝トウガ〟に」

　鮮せん血けつが飛び散り、苦痛がその顔に走る。足あし下もとには流れ落ちる血で、真しん紅くの血だまりができている。

　ウルの歌が強くなり、コノエの歌をかき消そうとする。と、キルを助ける風が力を増したように見えた。勢いよく振り抜ぬかれた剣から風が生まれ、離はなれた場所にいたライの体から血がしぶくのが見えた。

「くっ……！」

　ライが体勢を立て直すところへ、風に乗ってキルの姿が迫る。とっさに掲かかげた剣がはじき返される。──危ない！

　コノエは焦あせりをおぼえる。もとより歌の力が〝闘牙〟との絆の深さにかかっているとしたら、会って間もない自分たちより、同じ腹から生まれた双ふた子ごがまさっているに決まっているのだ。このままでは負ける。こちらもより強い歌を紡つむぐのでなければ──だが、どうやって？

　やり方は見当がつかない。だが、とにかくやるしかない。

　コノエは目を閉じる。まぶたの下に生まれた闇やみのなか、白と緑の光が現れる。光は互いに絡からみあい、はじけて離れる。ライとキル、それぞれがまとっている〝歌〟が見えるのだ。毒々しいまでに輝く緑に対して、白い光は頼たよりなく、いまにもかき消されそうだ。ライの激しい呼吸、爆ばく発はつ的な筋肉の動きが、離れていても伝わってくる。

　つながっている。たしかに自分たちはつながっている。

　そう思ったとき、コノエのうちにさらなる白い炎ほのおがわき起こった。

　ライを助けたい。

　それは〝闘牙〟を思いやる心。祈いのりに近い、切望だった。

　身のうちに上がった新たな炎が、はじける。高まる旋せん律りつがコノエをのみ込んでいく。熱い。体が炎を発しているようだ。朦もう朧ろうとしながら、コノエは自分が喉のどを振るわせて歌っているのを感じる。苦しい。だがやめられない。やめるわけにはいかない。ふっと宙に浮うくような感覚ののち、コノエは上空から戦いの場面を見下ろしていた。

　目を閉じたままのはずなのに、まばゆい光に包まれたライが見える。ライの髪も、肌はだも、それ自体が光を放っているかのようだ。その両手に握にぎられた剣にも光が流れ込む。彼が地を蹴けった瞬しゆん間かん、凄すさまじい力のほとばしりを感じた。

　歌を紡ぐウルの顔に苦く悶もんが走る。

　次の瞬間、二匹の〝闘牙〟が激げき突とつした。爆発したように、白い光があふれる。

「ぐあッ……！」

　キルの体が大きく後方へ吹ふき飛ばされる。その体をとりまく緑の風が四散し、彼は勢いよく地面に激突してバウンドし、転がって止まる。瞬またたく間にライがその体に迫る。白い光をまとったその顔には、また、あの笑えみがあった。日ごろの冷静な表情からすると、ひどく不自然に映る、あまりに楽しげな笑み。

　かろうじて掲げたキルの剣を、振り下ろされた短剣がはじき飛ばす。

　勝敗は決したかに見えた。しかしライは動きを止めない。その足はキルを跳び越こえ、その背後に立つ影かげに迫る。歌を奏かなでることも忘れて立ちつくす、ウルだ。

「ウル!?」

　キルの悲鳴と同時に、コノエも思わず声を上げる。

　ライの長剣がまっすぐに、ウルの腹を貫つらぬいていた。

　暗い旋律が、完全にとだえる。ウルは張り裂さけそうなほど目を見ひらき、自分の体に埋うまった刃やいばを見下ろしていた。ライが無造作に、剣を引き抜く。飛びのく彼の影を追うように、凄まじい血しぶきが噴ふき上がった。

「ウル──ッ！」

　悲痛な叫さけびが上がる。鮮血を噴き出しながら倒たおれる片割れのもとへ、キルが転げるように駆かけ寄る。

「ウル？……ウル！　おいッ！　へんじをしろ！」

　いつのまにかコノエは、自らの体に戻もどり、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。歌の余よ韻いんがまだ体を火ほ照てらせている。

　キルはきょうだいの体を抱だきしめ、ぎこちなく揺ゆさぶっている。血の気が失うせたウルの顔が、そのたびに頼りなく揺れる。まるで自分も痛みを感じているかのように、キルが悲痛な呻うめき声を上げた。片割れの体を抱いてうずくまるその背中は、ひどく小さく見え、コノエは我知らず、胸が詰つまるような気分に襲おそわれた。

　こいつらはリークスの手下──敵だ。こいつらが村の住民を、なんの罪もない猫たちを皆みな殺ごろしにしたのだ。そう、わかっているのに、コノエはもう彼らへの憎ぞう悪おを抱き続けることができなかった。彼がいま、目にしているのは、なによりたいせつな肉親を失いかけている、一匹ぴきの猫の姿だ。その感情が胸に流れ込んでくる。わが身が引き裂かれるような、深い悲ひ嘆たん。

　そのとき、コノエはわが目を疑う。すでに戦意をなくして嗚お咽えつするキルの背後で、ライが剣けんをゆっくりと振ふり上げたのだ。

「よせっ！」

　考える間もなく叫んでいた。ライがのろのろと剣を下ろし、こちらを振り向く。その目を見たとたん、コノエの背筋を戦せん慄りつが走る。

　冷えきった、なんの感情も読み取れない目だった。

「なぜ、止める？」

　妙みように抑よく揚ようのない、低い声でライが訊きく。コノエはこわばった口をこじ開けるようにして、ようやく声を発する。

「もう……いいだろ。〝賛牙〟が潰つぶれれば、〝闘牙〟は戦えない」

「敵を逃にがすのか？」

「いけないか？　もう、勝負はついたんだ」

「どうかな？」

　かすかにさっきの笑みの片へん鱗りんが、ライの口元にひらめく。まるで──まだまだ遊び足りないとでもいうように。コノエは震ふるえそうになる体を押さえつけながら、精いっぱいの力を視線に込めて睨にらみつける。

　張りつめた空気を、かすかな葉ずれの音が破った。ハッとそちらに目を向けたとき、それまでうなだれていたキルが動く。血まみれのきょうだいを抱いたまま、跳ちよう躍やくしたのだ。そのまま木立の間を抜ぬけて、姿が見えなくなる。ライが追おうとしたが、すぐに思い直したように踏ふみとどまった。

「見ろ。つくづく甘ったれた馬ば鹿か猫だな」

　コノエを振り返り、ため息をついてみせる。コノエは反射的に言い返す。

「あんたが見境ないだけだろ！」

　茂しげみの葉を揺らして姿を現したのは、アサトだった。キルの消えた方を見送り、目をすがめている。

「いまの猫……」

「なんだ」

　アサトはキルが残していった剣を拾い上げ、眉まゆをひそめた。

「やっぱり。冥メイ戯ギの猫だ。匂においでわかる」

「冥戯？　ヤツらは悪あく魔まの狂きよう信しん者だろう。なぜリークスにつく？」

「わからない。けど、最近は少し、動きが変わったと長おさが言っていた」

　アサトは剣を捨て、キルの走り去った方角へ目を向ける。

「冥戯も外界に出ることはなかった。吉キ良ラとの諍いさかいのとき以外は。でも……」

「どこの猫であろうとかまわん。リークスの手下であることにかわりはない」

　ライがあっさりと切り捨てるが、アサトは思案げだ。

「……なにか、嫌いやな予感がする」

　ふたりの会話をよそに、コノエはふっと膝ひざの力が抜けるのを感じた。すばやく伸のびたライの手が、腕うでをつかむ。

「コノエ!?」

　アサトがあわてて駆け寄ってくる。コノエは呻いた。

「なんだ……これ……」

　目の前が揺れ、頭が締しめつけられるように痛む。足下が砂に変わったように、まったく力が入らない。

「新たな歌を発動させた、その反動だろう」

　コノエが草のうえにうずくまると、ライは腕をつかんでいた手を離はなした。

「くそ。いちいち……」

　コノエはめまいをこらえて毒づいた。ことあるごとに変調を来きたす体が恨うらめしい。だが、ライがそんな彼に頭上から声をかける。

「曲調が変わると同時に、武器に至るまであふれる力を感じた」

　コノエは興味を抱いだき、息をついたあと振り仰あおぐ。

「どんな、歌だった？」

「知らん。俺は〝賛牙〟じゃないからな。藍閃に戻もどったら〝賛牙長〟にでも聞いてみろ」

「〝賛牙長〟？」

「まえにも話しただろう。藍閃には選ばれし血筋の〝賛牙〟がいて、領主の守護の任についている。ときには国のゆくえを左右する決断をゆだねられることもある、重要な存在だと聞いた」

「ああ……〝来クル威イ〟とかいったっけ」

　コノエはため息をつく。そんな、生まれるまえから〝賛牙〟になるよう定められたようなエリートと比べたら、初心者の自分など問題にもならないだろう。

　しかし、ライはそうは思わないようだ。

「修練を積んで、無理やり力を引き出している〝賛牙〟だ。純正の〝賛牙〟には遠く及およばん」

　そっけない口調で言うと、背を向ける。

「……さっきの歌、使い心ごこ地ちは悪くなかった」

　これは、もしかして誉ほめているのだろうか。コノエは思わず目を丸くしてしまう。その気配を感じとったのか、ライが肩かたごしに振ふり返って睨む。

「なんだ」

「え……いや」

　どうもこいつの口から皮肉や罵ば詈り雑ぞう言ごん以外の言葉が出ると、面めん食くらってしまう。

　もう、あの嫌な雰ふん囲い気きは感じられない。だがあれは、なんだったのだろう。今回だけではない。これまでも何度か、ライのあの表情は目にしている。

　コノエはうずくまったまま、しばし考えに沈しずむ。

　はじめは、純じゆん粋すいに戦いを楽しむ、戦士ゆえの血の熱さだと思っていた。でも……なにか違ちがう。あの笑えみはもっと、異質なものに思える。暗く、残ざん酷こくで──まるで命を摘つみとる瞬しゆん間かんを愉たのしんでいるかのように。

　アサトがかつて言った。嫌なものを感じると。あのときはただの反感だと思っていたが……。

　ふと見やると、そのアサトがなぜかライを睨みつけて、毛を逆立てている。

「おまえまで、なんだ？」

　ライが視線に気づいて問うと、喉のどの奥で唸うなる。

「…………なんでもない」

「だったら威い嚇かくするな」

「してない！」

　アサトは吐はき捨ててそっぽを向くと、いきなり手近な木の幹で爪つめを研ぎ始めた。ばりばりと凄すさまじい音が響ひびき、瞬またたく間に木の皮が足あし下もとで削けずりクズの山になっていく。コノエもわけがわからず、目を瞬く。

　いったいどうしたというのだろう？　なんだか木がかわいそうに見えてくる。

　合点がいかぬようすで、ライがため息をついた。

「まったく、馬ば鹿かばっかりだな」




　結局、リークスやその手下を見つけることはできず、コノエたちは森のなかで野宿することにした。陽ひの月が傾かたむきかけていたし、コノエの消しよう耗もうが予想外に大きかったからだ。少し戻ればあの村があるのだが、もはやあそこで一夜を明かすことなど考えたくもなかった。

　少し開けた場所でライが火をおこし、一同は藍閃で手に入れた携けい行こう食しよく糧りようを口に運んだ。コノエは火から少し離れた場所に腰こしを下ろしていた。

「闇やみの申し子、リークスか……」

　どうしても、思考ははじめてまみえた自分の敵に向かう。会ったときは怒いかりが大きすぎて、あまり深く考えられなかったが、いま、落ち着いてみると、信じられないような気分になる。

「まさか……本当にいるなんて……」

「俺は、そいつの話を知らない」

　アサトが口をひらく。

「よかったら、教えてくれ。どんなヤツなんだ？」

　たしかに、外部との接せつ触しよくがほとんどない吉良には、コノエたちのよく知る歌物語も伝わっていないかもしれない。

「ええと……おれもよくおぼえてないんだけど。大昔になにか悪いことをして、藍閃を追放されたんだよな？」

「禁断の魔ま術じゆつをおこなうために、街のこどもを捕とらえて生いけ贄にえに使おうとした、と聞いたな」

「生贄……？」

　ライの言葉に、コノエは思わず顔をしかめた。

「その後、悪行を知った領主に追放され、それを恨うらみに思って、藍閃に火をつけた。ときの〝賛牙長〟が戦い、歌の力で退けた──物語のなかでは、そういうことになっているな」

「え、事実じゃないのか？」

　コノエが声を上げると、ライがあきれたように見やる。

「おまえ、歌物語にあることが、ぜんぶ事実だとでも思っているんじゃないだろうな？　あんなもの、半分は歌うたいたちのつくりごとだぞ」

「えええっ、本当に？」

　コノエは驚おどろいて声をうわずらせる。いまのいままで、歌に語られていることを、まさに事実だと信じていたのだ。ライが馬鹿にしたように言う。

「当然だろう。歌うたいたちが、自分たちの長おさでもある〝賛牙長〟や、ときの権力者のことを悪くいう歌を作ると思うか？　彼らが実際より英えい雄ゆう的に語られている可能性は、当然あるだろうな」

「そうか……でも、じゃ〝黒のセラン〟や〝義のマドック〟の話は？」

　コノエはしゅんと耳を垂らす。同郷の英雄たちの話を振ったが、ライは不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向く。

「知らん。そんな大昔に死んだ連中のことは」

　なら、ひょっとしたら英雄たちの話は本当かもしれない。コノエはそう思うことにした。こどものころから憧あこがれていた英雄が、本当は英雄じゃなかったなんてことになったら、がっかりしてしまう。

「でもおれは、リークスもとっくの昔に死んだ猫だと思ってた」

「実際、大昔から生きているとは言われているがな」

　コノエの言葉を受けて、ライが首をかしげる。

「だが、歌になった藍閃の大火は、それほど昔の話ではないはずだ。大火ののちに建て直されたとかいう〝賛牙〟の館やかたが、まだ新しいからな」

「そうなのか」

　なんだか自分がこれまで信じていたことが、次々と覆くつがえされるようで、コノエはため息をついた。

「……でもとにかく、物語のとおりだとしたら、やっかいな相手だな」

　ライがうなずく。

「禁断の魔術を思うままに操あやつり、太古の魂たましい、悪あく魔まさえも召しよう喚かんするというからな。気が遠くなるほどの長い時を生き、知識、能力は〝二つ杖つえ〟にも及およぶほどだが、その性質は残ざん虐ぎやくにして冷れい酷こく無比、血も涙なみだもない。まさしく闇の申し子と呼ばれるにふさわしい魔術師だ」

「たしかにあいつからは、これまで感じたことのない、邪じや悪あくな感じがした」

　アサトも独特の勘かんの良さで、なにかを感じとったようだ。嚙かみしめるように言う。あらためてコノエは、自分の敵の強大さを思い、ためらいを口に出した。

「それでもあんたたちは、おれといっしょに戦うっていうのか？」

　アサトが迷いのかけらもなく答える。

「おれは、コノエを苦しめるヤツは許さない。戦う。戦って、倒たおす」

　その目には静かな炎ほのおがある。ライはそんな彼の直ちよく截せつ的な物言いに、あきれたように肩かたをすくめたが、やはり、無造作に口をひらく。

「敵は悪魔が四匹ひき、大魔術師が一匹──というわけだな。おもしろい」

　こっちが啞あ然ぜんとするほどの不敵な物言いだ。アサトがじろりとそちらを睨にらむ。

「まるで他人ひとごとだな」

「他人ごとだからな」

「おれは、他人ごとじゃない」

「……馬ば鹿か猫」

「…………殺す」

　例によって火花を散らす二匹を、コノエも例によって「いいかげんにしろ」とたしなめる。だが、心の底ではほっとする思いだった。

　自分の敵は強大で、勝てるかどうかもわからない。それなのにまるで変わらず共きよう闘とうしてくれる彼らの存在が、このうえなく頼たのもしかった。




　翌朝は、からりと晴れ上がった。冬が身近に迫せまる時期であることを忘れさせるような、穏おだやかな陽気だ。それなのに、どこか重苦しい空気がよどんでいるように感じるのは、自分の心のせいなのか、それともいま立つ、この地の特性なのか。

　コノエは森のなかの広場をまえにしながら、考えた。

　それは、不思議な場所だった。それほど広くもない草むらに、色とりどりの光が満ちあふれている。赤、青、黄、緑──四色の美しい光は、広場の四方に立つ岩から発せられているようだ。カガミのようになめらかな表面が、陽ひの月の光をはね返している。あの村猫たちに聞いたとおりだ。

「不思議なところだな……」

　アサトがぽつりとつぶやく。

　四色の光があやなす光景は、夢のように美しく幻げん想そう的だ。だがそこに近づくにつれ、コノエのうちには最前から感じていた違い和わ感かんのようなものが、ますます高まっていく。

　この場所は……なんなのだろう？　空気が違ちがう。足を踏ふみ入れたとたん、まるで見えない布にびっしりとくるみ込まれたような圧あつ迫ぱく感かんをおぼえる。

「〝四色の光に満ちた地〟。開くべき扉とびらはそこにある──か」

　ライが、リークスの残した言葉をつぶやいた。そして、コノエを見やる。

「なにか、わかるか？」

「いや……」

　コノエは自分が感じているものをうまく伝えられずに首を振ふる。体の奥──腹の底あたりが、うずくような不快な感じだ。

「そこに立ってみろ」

　ライが顎あごをしゃくって示したのは、広場の中央だ。四方から投げかけられる四色の光が一点に重なり、微び妙みような色合いをつくりだしている。ほかにするべきことも思いつかず、コノエはその言葉に従って歩み出る。足あし下もとは草地で、少ししっとりとした柔やわらかさを伝えてくる。

　光が集中する場所に立ってみると、まばゆい輝かがやきが視界に満ちた。そこから見る世界は淡あわい色が幾いく重えにも重なり、わずかに歪ゆがんで見える。まるで光の膜まくの内側に取り込まれたようだ。しばしコノエは不思議な風景に見とれた。しかし、なにかが起こる気配はない。

　コノエは広場の中央から、ライに問いかけた。

「なにかする必要があるんじゃないか？」

「なにをだ？」

「わからない……儀ぎ式しき、とか？」

「そんなもの、俺たちにできるはずがないだろう」

　ライの言葉ももっともだ。コノエは困こん惑わくする。こんなことなら呪じゆ術じゆつ師しに、もっと具体的なことを聞いておくべきだった。そのとき、黙だまって周囲の岩を見上げていたアサトが、なにかに気づいて口をひらく。

「この岩……なにか彫ほられてる」

　その声につられて、コノエたちも岩の表面を見直す。なるほど、これまで光の不思議に気をとられていて気づかなかったが、四つの岩の上方に、それぞれ違ちがう意い匠しようの模様が刻まれているようだ。アサトが首をかしげる。

「これは……紋もん章しよう？」

「待て」

　ライの声が鋭するどくなる。

「この紋章……この形は……」

　アサトも、ハッと息をのみ、広場の四周をあわてて見回す。

「これ……これも、ぜんぶ──コノエの痣あざと、同じじゃないか？」

　だが、コノエはその声を聞いてはいなかった。

　違う……。

　その目には、岩に刻まれた四つの紋章が、焼きついたかのように離はなれない。尾おのさきが細かく震ふるえだす。

　あれは、蛇へびだ。

　禍まが々まがしい紋章が生きもののように身をくねらせ、視界を覆おおう。それに呼応して、体の奥でなにかが、ぬるりと蠢うごめく。コノエは震える手で口を覆い、身を折った。苦しい。胃のなかで、なにかが暴れている。あの晩、のみ込んだ四匹ひきの蛇が──。

「コノエ？　どうした!?」

　誰だれかが駆かけ寄ってくる足音がする。その姿をとらえることができないまま、コノエは音の方へ手を差し出そうとする。

　苦しい。胃のなかの異物を吐はき出そうと口を開けるが、喉のどが灼やけるような苦痛とともに、唾だ液えきがぼたぼたと落ちるだけだ。

　誰かが肩かたに手をかける。その声ももう耳に届かない。かん高い耳鳴りが脳を刺さし、高まる鼓こ動どうが体内を疾しつ走そうする。すうっと視界に闇やみが忍しのび入り、なにも見えなくなった。

　そのとき、どこかで聞いたことのある声が、響ひびいた。

〈おぼえているか、この感かん触しよく……〉

　コノエはいつの間にか、自分が倒たおれているのに気づき、顔を上げる。そこで、ぞっとして動きを止めた。さっきまで自分がいたはずの、不思議な光に満ちた草むらが消え失うせている。それどころか──なにもない。

　そこに満ちているのは、闇ですらなかった。色はなく、形もない。体の下にあるのも、なじみ深い大地ではなく、爪つめを立ててもすがりつけるようなたしかさが感じられない。ときおり遠くで、自分の名を呼ぶ声が聞こえるような気がするが、それもすぐに遠ざかってしまう。感じられるのはただ、自分の体内で荒れ狂くるう蛇の感触だけだ。

　どこかから、重い脈動が伝わってくる。かすかな調べが耳に届く。透すき通って美しい、だがどこか不安を誘さそうような、不思議な音色。

　コノエはハッとする。

　知っている。この調べは──

　あの夢と、同じだ。

　そう思ったとたん、いきなり目の前に緑の光が浮うかび上がる。ついで、黄色。

　光は目を貫つらぬき、頭のなかまで灼やき尽つくすように感じる。コノエはきつく目をつむる。

　青い光がはじけ、まぶたを通して感じられる。あまりの強さに、目を閉じていることさえ忘れかける。

　最後は、赤。

　熱くも冷たくもないただの光のはずなのに、光が炸さく裂れつするたびに、全身がびくんと引きつる。

　緑、黄、青、赤──まるで夢と同じだ。

　唐とう突とつに、静せい寂じやくに包まれていることに気づき、コノエはそっと目を開けた。

　視界には闇が広がる。重ささえ感じられるほどの、濃のう厚こうな闇だ。コノエはおそるおそる身を起こし、こうべを巡めぐらせる。だがどちらを向いても同じ、どこまで続くのかもわからぬ闇が広がり、目の前に手を上げても、それすら見えない。

　コノエは闇のなか、手て探さぐりで自分の尻尾しつぽを探り当て、なんとなくそれを握にぎりしめる。たしかに尻尾と手に感じる、自分の存在の感触にすがりつくように。

　どれくらい、そうしていただろう。この闇のなかでは時間の感覚さえ失われてしまう。

　ふっと空気の動きを鼻先に感じた。目を上げると、いつの間に点ともったのか、小さな緑の火が頭上に揺ゆれている。あわてて目を転じると、黄、青、赤の火が自分を取り囲んで浮いていた。

　火は……嫌きらいだ。

　原始的な恐きよう怖ふが、理り不ふ尽じんなほどの強さで体の奥からわき上がる。コノエは立ち上がり、火の間を抜ぬけて遠ざかろうとする。が、まるでその動きを見守っていたかのように、四方の火が爆ばく発はつ的に燃え上がった。コノエは踏ふみ出しかけた足をあわてて引き、その場にうずくまる。

　包囲された。ここから逃のがれるには、燃えさかる炎ほのおのなかを通り抜けるしかない。でも、そんなことが自分にできるはずがない！

　じりじりと毛の先をあぶる熱に身を縮め、コノエは恐怖のあまり身動きもできずにいた。そのとき、あまりにはっきりとした声が、すぐ近くで聞こえた。

「あーあ、耳も尻尾も縮こまらせて、ざまあねぇな」

　コノエはぎくりとして、周囲に目をさまよわせる。そして、気づく。四色の炎の奥に、それぞれ異形の影かげが見えることに。

「ふふ、そんなに怯おびえなくてもいいのにね」

　緑の炎のなかから、低い笑い声が届く。一方、青の炎からは低く沈しずんだ声が聞こえる。

「つくづく、悪あく趣しゆ味みだな。早くすませよう」

「焦あせることはない。すぐ終わる」

　赤い炎の影が言い、その場にひそかな笑い声が満ちた。

　警けい戒かいして身構えようとしたコノエは、突とつ然ぜん、体内にふくれ上がるなにかの感触に、身を折ってうずくまる。腹のなかで、なにかが──蛇へびが、歓かん喜きに身をよじっている。腕うでが、脛すねが、焼けつくように熱い。四し肢しに刻み込まれた紋もん章しようが、炎に呼応するように熱を発しているのだ。コノエは声を殺して唇くちびるを嚙かみ、自らの体をかき抱いだく。

「……苦しがっている」

　哀あわれみともとれる声が、頭上からかけられた。別の声が応じる。

「しょうがねーだろ。あいつのなかにいる、俺らの分身が反応してんだから」

「いよいよだねぇ。はたして彼は、揺るぎなき心の持ち主なのか、それとも誰だれかの手に堕おちるのか──楽しみだなぁ」

「俺がもらう」

「おや、それは、ずいぶんな自信だね」

「久々のでかい獲え物ものだ。逃にがさねぇよ」

　口々にかわされる会話の内容さえ、いまのコノエには届かない。いまや蛇は腹のなかで猛たけり狂い、四肢の痣あざは燃え上がるかに思える。食いしばった歯のあいだから、こらえきれずに呻うめきが漏もれる。

「ほら、苦しいってさ」

　また頭上から声が降ってくる。

「んじゃ、手っ取り早く行こうぜ。すべて、これで決まる」

「楽しみだ」

　──すべて決まる？　なにが？

　コノエは苦痛をこらえてまぶたを開き、炎のなかから進み出る影を見上げる。黄色い炎から現れた姿は、若い雄おすの姿にも見えた。短く刈かり込んだ髪かみは白く、たくましい胸を見せつけるようにはだけ、腹には刺青いれずみのような紋章が見える。だが、それらの特とく徴ちようよりも強く、コノエの目に焼きついたもの──それは、その頭部から突つき出した太い角と、先の尖とがった毛のない尻尾だった。コノエの体が震ふるえだす。

　これは──悪あく魔まだ。

「よぉ、俺はヴェルグ」

　コノエのまえに立った悪魔が、ぞんざいな口調で名乗る。

「──〝快楽〟を司つかさどる……精せい霊れい？　神？　いや、悪魔ってったっけ、いまのおまえらの呼び方だと？　まあ、なんと呼ぼうといいけどよ」

　コノエは声もなくあえぐ。目の前に立った存在は、なにもせずとも圧あつ倒とう的な力を感じさせた。発散される威い圧あつ感かんに、肌はだがぴりぴりと粟あわ立だつほどだ。腹のなかでうれしげに、一匹ぴきの蛇がうねり、こみあげる吐はき気にコノエは身を震わせる。

「聞いてたんだろ？　うんとかすんとか言ったらどうだ、おい？」

　目の前の足が伸のび、つま先でコノエの顎あごを持ち上げる。コノエは苦痛をこらえて顔をそむけた。その口からかすれた声が漏れる。

「な……んで、おれに……ッ」

「なんで、だと？　そうきたか。さすが猫だ。気位が高ぇや」

　ヴェルグと名乗った悪魔が、小さく口笛を吹ふき、かがみ込んだ。

「なあ、おまえ、自分の立場わかってんのか？」

　逃れようとするまえに、大きな手ががっしとコノエの頭をつかみ、仰あおのかせる。骨が軋きしむほどの強い力だ。コノエは悲鳴を押し殺ころし、気力を振ふり絞しぼって相手を睨にらみつける。

「反はん抗こう的な目だな。むかつくぜ。だが嫌いじゃねえ。いたぶり甲斐がいがあるってもんだ、なあ」

　ヴェルグは薄うすく笑ったあと、いきなりコノエの目を覗のぞき込んだ。その目は片方が緑、もう片方が鮮あざやかな黄色。色いろ違ちがいの目が、コノエをとらえて妖あやしく揺ゆらめく。意識が輝かがやく瞳ひとみのなかに引き込まれていく。

　たちまち、体を苛さいなみ続けていた苦痛が消え失うせる。いや、それよりはるかに強く鮮せん烈れつな感覚が体じゅうを染め上げていく。コノエは思わず悲鳴に近い声を上げた。それほど強きよう烈れつな感覚だった。電流のように体を走ったのは、甘い、やわらかい、あたたかい、心ここ地ちよい──それらの言葉すべてを寄せ集めても足りないほどの、快感。

「こんなもんじゃねえ。この世の快楽が、すべておまえのものになるんだ」

　ヴェルグの声が誘ゆう惑わくを宿してささやきかける。それは、猫の身で感じうる限界を超こえた快楽だった。そのあまりの強烈さは苦痛にさえ近い。コノエはびくびくと背筋をのけぞらせながら声を上げ続けた。口の端はしから唾だ液えきが伝い落ちる。脳が痺しびれ、思考もままならない。まるで体が内側から、大きな手でかき回されるようだ。

「どうだ。俺を選べ」

　執しつ拗ようなささやきが耳元で迫せまる。濁にごった意識のなか、コノエはかくかくと首を振った。

　いらない。こんなのはいらない。

「チッ……しかたねえな。ったく、強ごう情じようなヤツだ」

　毒づく声ののち、ヴェルグの気配が遠ざかった。──と、全身を支配していた感覚が消え失せる。コノエは見えない床ゆかに倒たおれ伏ふし、荒あらい息をつく。体に残されたのはそのまえと同じ、胃のなかの違い和わ感かんと手足を炙あぶる苦痛。度を超えた快感に蹂じゆう躙りんされたのちだけに、苦痛はさらに耐たえがたいものになる。

　気づくと顔のまえに、別の足が降り立っていた。コノエは息をつきながら、懸けん命めいに顔を上げる。

「さぁて、ボクの番だ。ヴェルグの相手は退たい屈くつだっただろう？」

　頭上から微笑ほほえみかけたのは、緑の炎ほのおから現れた悪魔だ。細身の体をぴっちりと、光こう沢たくのある黒い衣装に包み、後ろになびく短い髪は、鮮やかな緑。やはり頭には曲がった角、背後にはつるりとした尻尾しつぽが見えたが、コノエがなにより奇き異いに感じたのは、その顔の上半分を覆おおった黒い仮面だった。仮面には隙すき間まや穴がない。これでは目が見えないのではないか？

「はじめまして、ボクはフラウド。司つかさどるのは〝喜き悦えつ〟だ。〝快楽〟なんかよりもっと深しん淵えんで、もっといいものさ」

　緑の悪魔が、どこか不快ななれなれしい調子で笑いかけてくる。

「もうわかってきたと思うけど、ボクもキミをおもてなしに来たんだ。つまり、ボクら流にってことだけど」

「なんでっ……どうしておれを──」

　コノエは必死に言いつのるが、相手はあっさりとそれを受け流す。

「無ぶ粋すいな詮せん索さくはおよしよ。ほぉら、ボクの〝悦よろこび〟を、キミにも味わわせてあげよう」

　いきなり、意識がどす黒く塗ぬりつぶされる。コノエは自分がはるかな高みに押し上げられたように感じる。眼下の闇やみのなか、なにか卑ひ小しようなものたちが、ざわざわと動き回っている。汚きたならしい、虫けらども。

「命ある者が最も高い極きわみに上りつめる瞬しゆん間かんは、いつだと思う？」

　足下を蠢うごめく、卑小なものたちを見下ろすうち、フラウドのささやきが耳のうちに忍しのび入る。

「命を奪うばわれるときさ。予期せぬ死をまえに、魂たましいは声を限り叫さけぶんだ。生きようとあがき、死の恐きよう怖ふから逃のがれようとして──この瞬間こそ、もっとも命の炎は燃え上がる」

　何者かの手が、さっと振り下ろされ、蠢く小さなものを叩たたき潰つぶしていく。

「──それを味わうことこそが、極ごく上じようの悦び」

　今度は足が、わらわらと逃にげ惑まどう卑小な影かげを踏ふみ潰す。あれは、命だ。

　絶対者の視点から、数知れぬ命を手のなかに握にぎる感覚。その支配感に、コノエはしばし酔よいしれる。

　すべて、奪え。すべて、壊こわしてしまえ。

　それはすべての雄おすの奥底に眠ねむる本能。猛たけり狂くるう欲望が、コノエの顔に暗い笑えみを刻み込む。フラウドのささやきが誘いざなう。

「さあ、ボクを選んでくれ。ともに最高の悦びを味わおう」

　だが、なにかがコノエの心を引き止めた。潰されていく卑小な命──飛び散る血、目の前に転がった断たち切られた首──その目から涙なみだが流れ落ちる……。

　──嫌いやだ！

「へえ？　残念」

　すっとフラウドの気配が遠のき、コノエはふたたび苦痛とともに取り残される。嫌な汗あせが全身を流れ、涙がこめかみを濡ぬらす。仮想のなかとはいえ、自分がしたことを思うと震ふるえだしそうになる。

　次は、青の悪あく魔まだ。コノエは精せい根こん尽つき果てた思いで、歩み寄る影を見守る。青の悪魔は重々しい黒の衣装に身を包み、哀かなしげに青ざめた顔でコノエを見下ろす。全体にまとう空気は凍こおりつくように冷たく動かない。

「私は、カルツだ。〝悲ひ哀あい〟を司る。辛つらい思いをさせているようだ。早く、終わらせよう」

　落ち着いた、だがどこか沈しずんだ調子で言い、カルツはコノエのそばに膝ひざをつく。コノエは身をよじり、その手から逃れようとする。が、やはり、逃れることはかなわなかった。

　ひんやりしたなにかが心に忍び込み、コノエは呻うめく。この感情にはおぼえがある。つい先日も味わった──これは、悲しみ、だ。

　コノエの目から涙があふれ出す。胸がギリギリと絞しぼられるように痛む。カルツのささやきが聞こえた。

「おまえも……哀しい運命を背負っているのだな……。好きでこのようなところにいるわけではないだろう……」

　その声にこもった思いがけないいたわりに、よけいに涙がこぼれる。

「ものごとは時に、思いも寄らぬ方向へと転がっていく。我々もまたしかりだ。こんなやり方は本意ではないが……」

　なぜ自分はこんな目に遭あわなければならないのだろう。故郷を追われ、意に染まぬ戦いを押しつけられ、挙げ句の果てに、まるで関係ない周囲の者まで巻き込んでしまった。

　自分さえいなければ、あの猫たちは死ななかった。

「おいで……そうすれば、もう誰だれかを傷つけることもなくなる」

　ぐらりとコノエの心が傾かたむく。そうだ。自分さえいなければ──。

　もう少しで、差し出されたカルツの手を取ろうとしたところで、コノエの心に誰かの声がよみがえる。

　──強くいろ。

　振ふり返るな。前を向け。

　コノエは伸のばしかけた手を、意志の力で引き戻もどす。耐たえがたい胸の痛みに懸けん命めいに逆らい、ゆっくりとかぶりを振る。

　いくら悔くやんでも、誰も生き返らない。ならば、自分が選ぶのは嘆なげき悲しむだけの日々ではない。

「そうか……たしかに、おまえの選せん択たく、受けとった」

　なぜか、カルツのささやきには安あん堵どが混じっているように思え、コノエの胸を奇異の念がかすめた。それきりその気配が遠のく。胸を引き裂さくような感情から解放され、コノエはがっくりと頭を落とす。さまざまな感情と長引く苦痛に酷こく使しされた体は、自分のものとは思えないほど重く、すでに指一本動かす力も残っていない。一いつ瞬しゆんだが、意識を失ったのかもしれない。気づくと何者かの手が顎あごにかかり、無理やり顔を上げさせられていた。──熱い。

　コノエは気力を振り絞ってまぶたをこじ開ける。目の前に見えたのは燃え立つような真しん紅くの髪かみ。赤の悪魔だ。肌はだを焼くような指の感かん触しよくから逃のがれることもできないまま、コノエはせめて、かすむ目をみはって相手を睨にらみつける。

「俺はラゼル。〝憤ふん怒ぬ〟を司つかさどる」

　強きよう烈れつな自負をただよわせる尊大な口調で、猛たけ々だけしい相そう貌ぼうの悪魔は言い放つ。

「怒いかりは、すべての力の源だ。怒りを持たない者などいない。おまえの目にも、宿っているな」

　コノエの目を覗のぞき込んだ悪魔の口元に、酷こく薄はくな笑みがひらめく。

「鮮あざやかな怒りだ。炎ほのおのように、鮮やかな。精も根も尽つき果てながら、それでも心は抗あらがう」

　コノエの目が一瞬のうちに、その目の奥へ引き込まれる。燐りん光こうを思わせる色の瞳ひとみの奥で、炎が燃えている。ラゼルのささやきが耳に滑すべり込む。

「おまえのなかの炎を煽あおろう。きっと、美しく燃えるだろう……」

　いつしか炎はコノエを取り巻き、激しく燃えさかっていた。じりじりと肌が焦こげ、尻尾しつぽがパッと燃え上がる。熱さと痛みにコノエは絶ぜつ叫きようする。

　なぜおれが──!?　なぜ？──なぜ！

　怒りが燃え上がる。全身を苛さいなむ痛みに、自分をいたぶり楽しむ悪魔たちに、そして、理り不ふ尽じんな運命に対して。

　いつしかコノエは炎と同化し、自身の発する火で周囲を照らしていた。すでに恐おそれは消え、心は怒りに満たされている。炎は渦うずを巻き、伸び上がり、天をも焦がす。

　燃えろ。すべて燃えてしまえ。おれを拒こばむすべて──おれに敵対するものすべて──！

　ラゼルの哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。

「そうだ。すべてに火を放て。燃やし尽くせ。解き放て──怒りを！」

　そう。コノエはずっと怒りを抱いだき続けてきた。故郷の村での冷たい処しよ遇ぐうに、頑がん迷めいな村猫たちに、自分をこんな運命に引き込んだ者たちに──。それがコノエの力の源でもあった。

　でも──すべてを焼き尽くしたくなどない。すべてが自分を拒んだわけではないからだ。母の思い出、村から逃にがしてくれた病の猫、ずっと変わらず友でいてくれたトキノ。それにいま、ともに戦うことを選択してくれた、ライやアサトも──。

　彼らを、燃やすことなどできない。どんなに運命を恨うらみ、怒りをおぼえているとしても……。

「……わかった」

　コノエの声を聞いたかのように、ラゼルが不満げに答えた。炎の熱がすっと全身から抜ぬけていく。

　すでに虚こ空くうに四つの火はなくなっていた。真の闇やみに戻った空間を、コノエはゆっくりと落ちていく。抗おうにも四匹ひきの悪あく魔まに翻ほん弄ろうされ続けた体はいうことを聞かず、意識は泥どろのような闇に吸い込まれていく。落ちる──。




　背中がやわらかく地に着いたような感覚があり、コノエの意識がふっと浮うかび上がる。水気を含ふくんだ土と、草の青あお臭くさい匂においを感じる。コノエはうっすらと目を開けた。

「──コノエっ！」

　自分のうえにかがみ込んだ浅黒い顔が目に映る。群ぐん青じようの瞳──アサトだ。ひどく心配そうに自分を覗き込んでいた。

「気がついたか？」

　向こうから声がかかり、目をやると、ライが歩み寄ってくる。コノエは自分がさっきと同じ、四つの岩がある広場の中央に横たわっていたのに気づいた。身を起こそうとしたが、全身がだるく、四し肢しに力が入らない。アサトがあわてて手を伸ばし、背中を支えた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　急に倒たおれたきり動かないから……」

「……倒れた？」

　コノエは聞き返す。かすれた自分の声が、別人のもののように思える。まるでずっと声を上げ続けていたように、喉のどがかすかに痛む。

　さっきのは、それでは夢だったのか？

　さんさんと昼の光が降りそそぐ周囲の風景を見ていると、たしかに悪い夢から覚めたような心ここ地ちになる。だが、夢ではない。あのどことも知れぬ空間で見、感じたことの生々しさ。体に残った尋じん常じようでない疲ひ労ろうからしても……。

　しかし手足を焦がすような熱も、体の奥でのたうつ蛇へびの感触も、いまはすっかり消えている。

「──おい」

　ふいにライが鋭するどい声を発し、コノエはその顔を見上げた。するとアサトも、「あっ」と声を上げる。ライは険しい表情でそばに膝ひざをつき、コノエの腕うでをつかむ。

「なに……」

　驚おどろいて問いかけるコノエを無視して、その腕を覆おおう手てつ甲こうを勢いよく引き下げる。今度こそ、コノエもアサトとともに驚きの声を発した。

「痣あざが……！」

　あらわになった腕から、黒々と刻まれていたはずのあの紋もん章しようが消え失うせていた。コノエは急いでもう一方の腕をあらためる。

「……ない！」

　耳と尾おは？──コノエは尾を持ち上げ、つかんで目の前にかざす。それは禍まが々まがしい黒ではなく、やわらかな枯かれ葉はを思わせる淡あわい茶色をしていた。

「戻もどってる……」

　信じがたい思いで、コノエは呆ぼう然ぜんとしている二匹に問いかけた。

「耳は？　戻ってるのか？」

　アサトがためていた息を吐はき出し、答える。

「ああ、同じ色だ」

　安あん堵どと喜びがわき上がり、体に残った疲労を押し流していく。コノエはたしかめるように、尻尾しつぽの先を自分の目の前で振ふってみる。尻尾は忠実に思ったとおりに動く。だが最初の驚きがさめると、心の底から滲にじみ出るように疑念が頭をもたげた。

「呪のろいが消えたということか……？」

　ライがつぶやく。

　コノエは胸むな騒さわぎをおぼえる。たしかに、彼らが知らないあいだに、自分は奇き妙みような経験をくぐり抜けてきた。悪魔と語り、それぞれの誘ゆう惑わくを受け、この世のものとは思えない苦しみを舐なめた。とはいえ、こんなにも、簡単に？

　さっきは違ちがうと確信していたというのに、いまとなっては逆に夢のように感じられてくる。

　とにかく、自分の経験をライたちに語ろうとしたとき──背筋に悪お寒かんが走った。

　このどす黒い気配は──！

　コノエが警告を発するよりまえに、ライとアサトも気配を感じとって立ち上がる。さっと、陽の月が翳かげる。見上げると、上空には黒い霧きりが覆い被かぶさっていた。霧はゆっくりと一点に集まり、凝こごって、ひとつの形をとる。黒いマント、すらりとした長身、フードの陰かげの、仮面に覆われた顔──

「リークス……！」

　コノエは疲つかれも忘れて、牙きばを剝むいた。上空からリークスが悠ゆう然ぜんと見下ろす。

「ほう、無事に悪あく魔またちの闇やみをくぐり抜ぬけたか。誉ほめてやろう」

「どういうことだ!?」

「どうもこうもない。ヤツらが無様に失敗したということだ」

　リークスは言い、両手を広げて四方をさした。

　まるでそれを合図にしたように、広場を囲む四つの岩に、ボッと炎ほのおが点ともる。赤、青、黄、緑──炎のなかに、影かげが浮かび上がる。

　まさか！──コノエは戦せん慄りつをおぼえながら、炎のなかから歩み出る姿を見つめる。

　やはりあれは、夢ではなかった。

　炎から現れた四つの影は、ついさっきも見たものだ。ヴェルグ、フラウド、カルツ、ラゼル──黄、緑、青、赤、それぞれの感情を司つかさどる悪魔。発散される異様な気配に、あたりの空気が重苦しく翳る。コノエは息を詰つめ、ライとアサトも全身の毛を逆立てて身構える。

　いきなり現実の世界に出現した悪魔たちは、ただその場にいるだけで計り知れない力を窺うかがわせた。その存在感が広場すべてを覆い隠かくすかに思える。しかし上空にたたずむリークスだけが、その威い力りよくをまるで意に介かいするようすもない。

「はるか遠い昔、この場所には魔力があふれていた。いまはすっかり枯かれてしまったが──」

　リークスはゆったりと語り始める。

「──おまえたちはこの場所から生まれた」

　コノエは目をみはる。この地から、悪魔が生み出されたというのか？

　そんな彼を見下ろしながら、リークスは含ふくみ笑う。

「結局、誰だれの手にも堕おちなかったか。残念だったな。──ま、悪魔と恐おそれられるおまえたちの力も、この程度ということか」

　面と向かって侮ぶ辱じよくされた悪魔たちだが、気にしたようすもなくフラウドが肩かたをすくめる。

「言い訳はしないさ」

〝憤ふん怒ぬ〟の悪魔、ラゼルの目がコノエに向けられる。

「あの猫がそれだけ、揺ゆるぎない心を持っていた──ということだ」

　コノエはその目の鋭さに貫つらぬかれたような心ここ地ちになる。誰の手にも堕ちなかった──それは、悪魔たちの誘惑に屈くつしなかったためだろうか。あのとき、いずれかの誘惑を断ち切ることができなかったら、自分は悪魔のものになっていたのだ。それを思うとぞっとした。自分はごくあやういバランスで踏ふみとどまったにすぎない。また同じ誘惑を受けたとして、次ははねのけられるかどうかわかったものではない。

　コノエの戦慄をよそに、リークスは満足げに一同を見下ろす。そして、平然と悪魔たちに告げた。

「では──契けい約やくどおり、代だい償しようとしておまえたちの力、もらい受ける」

「……なんだと？」

　悪魔たちが虚きよを突つかれた表情になった。

「そんな話は聞いていない」

　しかしリークスは彼らの抗こう議ぎに耳を貸すようすもなく、せせら笑う。

「そうか？　それはうかつだったな。せいぜいおのれの失態を嘆なげくがいい」

　その手が差し出され、悪魔たちの頭上に向けられる。

「させるかよ……ッ！」

〝快楽〟の悪魔ヴェルグが反応し、その手が目にもとまらぬ速さで振り下ろされる。まばゆい光がその手から放たれ、稲いな妻ずまのように空中を奔はしってリークスへ向かう。耳をつんざく雷らい鳴めいとともに、凄すさまじい光こう輝きが炸さく裂れつする。コノエたちはたまらず身を伏ふせる。衝しよう撃げき波はが周囲の木々を切り裂さき、地面をえぐる。──が、光はリークスの手前ではね返されていた。まるで見えない壁かべを張り巡めぐらせたかのように。

「──なにッ!?」

　ヴェルグが驚おどろきの声を上げる。

「無む駄だだ」

　リークスが笑えみを含んだ声でささやき、差し出した手を招くように動かした。コノエは目を疑う。その動きに応じるように、悪魔たちの背後で燃える炎が揺らぎ、リークスの方へたなびいたのだ。

　悪魔たちが苦痛をこらえるように、身をよじらせる。フラウドが、さすがに余よ裕ゆうのない声でつぶやく。

「キミとは前々から馬が合わないと思っていたんだ」

　リークスが答えた。

「奇き遇ぐうだな。──私もだ」

　啞あ然ぜんとして見守るコノエたちのまえで、四色の炎は吸い寄せられるように、リークスの招く手のなかにただよっていく。その炎が徐じよ々じよに集まり、凝こごって四つの球体をかたどる。四色の光を放つ球体は、光を増しながら小さく収束し、やがて、リークスの手のなかに握にぎり込まれた。仮面の下から、喜色を宿した声が告げる。

「受けとったぞ」

「……この野や郎ろう」

　悪魔たちのかすれたささやきを聞いて、コノエは四方に目をやり、驚きに見ひらく。苦しげにうなだれた悪魔たちの体は頼たよりなく揺れ、透すけて後ろの景け色しきが見え始めている。

「はじめから、それが目的で……！」

「さてな。目的というならば、たしかにそのひとつだな。いまは力がいる」

　優ゆう越えつ感をただよわせながら、リークスはうそぶく。

「だが、たとえおまえたちの誰かが、あの猫を堕おとしていたとしてもかまわなかった」

「我々は、利用されたということか……」

　臍ほぞをかむ悪あく魔またちの表情は妙みように卑ひ近きんで、ほとんど自分たち猫と変わりなく見えた。リークスが、無情に告げる。

「さて、悪いがおまえたちは用済みだ。そろそろ消えてもらおうか」

　そして、四つの球体を握りしめた手を、さっと振ふり下ろす。手のなかにあったはずの光の球が、あとかたもなく消え失うせる。

　同時に、透けて揺らめいていた悪魔たちの体がねじれて歪ゆがみ、次の瞬しゆん間かん、白い灰と化して宙を舞まった。リークスの高笑いが響ひびき渡わたる。

「──バケモノか」

　雪のように宙を舞う、悪魔たちの末路を見上げながら、ライが口の端はしを片方上げた。どこか楽しげに挑いどむ彼をよそに、コノエはわき上がる恐きよう怖ふ心と懸けん命めいに戦っていた。

　闇やみの申し子リークス──恐るべき力の持ち主と聞かされ、覚かく悟ごもしていたはずだ。しかしまさか、その力が悪魔に勝まさるとは夢にも思わなかった。しかもその強大な力に加え、どうやら奸かん計けいを用いて悪魔たちの力まで手に入れたのだ。上空からは凄まじい威い圧あつ感かんが伝わってくる。空気がピリピリと電気を帯びているように感じられるほどだ。

「いったい……なにが目的だ？」

　コノエはともすれば萎なえそうになる意志を奮い起こし、叫さけぶ。

「悪魔の力を手に入れて、なにをする気だ？　おれと悪魔と、どう関係がある!?」

　しかしリークスは、彼の問いに答えなかった。上空からひたと、こちらを見下ろす。

　おそらくヤツの指の一ひと振ふりで、自分の体などあとかたもなくはじけ飛ぶだろう。視線をはね返すように睨にらみつけながら、コノエの背中を冷たいものが走る。しかし、魔ま術じゆつ師しは愉ゆ悦えつに満ちた笑いを漏もらしただけだった。

「おまえはなかなか楽しませてくれそうだ。ひとつだけ、忠告しよう」

　その言葉が明めい瞭りように、コノエの耳に突き刺ささる。

「──おまえと深くかかわるものはいずれ、同じ運命をたどることになる」

　コノエの胸に、名状しがたい恐怖が忍しのび込む。

「……どういうことだ？」

「さて、な」

　リークスは曰いわくありげなつぶやきを残したあと、悠ゆう然ぜんとマントをひるがえす。

「では、次のときまで、しばしの別れだ」

「待て！」

　怒いかりが恐怖を凌りよう駕がし、コノエは相手の後ろ姿に飛びかかろうとする。しかし疲ひ労ろうの残る体は重く、届くまえに黒い影かげも四散した。黒い霧きりがふたたび、空の裂さけ目に吸い込まれるさまを、コノエは地面にうずくまって見送る。

　やがて空間に現れたひずみが消え、空はもとどおりの青さを取り戻もどす。四色の光が交差する美しい広場に、コノエたちはとり残された。陽の月が輝かがやき、眼下の草むらはしっとりと青い。鳥のさえずりが耳に届き始める。まるでさっきまでのできごとが夢であったかのように。

　悪魔は消え去った。呪のろいを示す痣あざは消え、コノエは以前と同じ姿を取り戻した。

　だがまだ、なにも終わってはいない──。

　コノエは不ふ吉きつな予感を抱いだきながら、黒い霧をのみ込んだ空を見つめ続けた。




　黒い耳と黒い尾お、黒い痣をもつ者が現れるとき、この世界は禍わざわいにのみ込まれる──





第Ⅱ巻に続く









　あとがき







　物語のなかに出てくる食べものって、なんであんなにおいしそうなんでしょうね。

　子供のころ、トラのバターでできたパンケーキとか、ぐりとぐらのでっかいカステラとかが憧あこがれだった──なんて話は誰だれもが一度は友だちとしているのでは。私も、あんまり食べるのが得意でなかった子供（いまもあんまり得意ではないですが）だったのに、本に出てくる食べものはすごく気になりました。想像力をかき立てられるぶん、現実の食べものよりおいしそうに思えたからかもしれません。

　それも、パイとかケーキとか、まあまあ味が想像つくものより、まったく未知のものの方に食いつきやすい（食べものだけに）。ロビンソン・クルーソーだったかに出てきた「パンの実」なんか、もう興きよう味み津しん々しんです。焼いて食べるとパンみたいな味の果くだ物ものと聞いて、「いいなあ南の島！　作らなくても自然に木にパンがなってるなんて！」（いや、子供の考えることだから……）。いまだにパンの実は食べたことがありません。憧れのフルーツです。

　謎なぞの食べものといえば『不思議の国のアリス』の「ニセウミガメのスープ」。あれは大人になってから、当時ウミガメのスープの代用として、ポークで作ったということを知り、やっと挿さし絵えのニセウミガメが豚ぶたの頭をしてる意味に気づいたのですが。たぶん解説に書いてあったんだろうけど、意味わかんなかったんですねー。子供心には、「ウミガメのスープってどんな味なんだろう」という謎しか残らず。いまとなってはおそらく百パーセント食べられない、謎のメニューですね。せめてニセウミガメのスープを食べてみたいところです。

　そういえば、『ナルニア国物語』の魔ま女じよのプリン。これも子供のころ読んで「おいしそう」と思っていたのですが、映画を見てびっくり。プリンじゃなくて「ターキッシュ・ディライト」になってました。──え、ターキッシュ・ディライトって、あれだ、両親がトルコみやげに買ってきた、あのトルコ版ようかんみたいな感じのあれ？　ええーっ、そうだったの？

　同じような衝しよう撃げきを受けた方も、もしかしたらいるんじゃないでしょうか。考えてみると馬車のなかで食べてたんだから、プリンよりようかん（違ちがう）の方がふさわしいんですが。きっと訳者さんが子供にもわかりやすいように「プリン」に変えたんでしょうね。でももし原語のとおり「ターキッシュ・ディライト」だったら、きっと謎のまま、憧れのお菓か子しになっていたような気がします。私のなかでですが。

　最近、気になるのは「ミンスミートパイ」というしろもの。カナダが舞ぶ台たいのミステリに出てきたんですが。中身が「刻んだ牛肉、牛ぎゆう脂し、リンゴ、砂糖、リンゴ汁じる、レーズン、カラント、シトロン、オレンジピール、その他」なんですよ。後半だけなら納なつ得とくできるんですが、日本人としては前半ふたつの品目がとっても違い和わ感かん。どんな味のパイなんでしょう？　すっごく気になる……。

　と、このように大人になってもあいかわらずなのですが、『ラメント』プレイ中、気になったのは「クイムの実」。どんな果物なんだろう……と、ひそかに思っていました（最近知りましたが、リンゴっぽいもののようです。きっとバルドに頼たのめば「クイムのパイ」とか「焼きクイム」なんか作ってくれるんでしょう。たぶん）。

　あとはライお気に入りの「冷たいスープ」でしょうか。どんな味なんでしょう。これは二巻には出てくる予定です。ゲームをプレイした方はすでにご存ぞん知じですが、ライの数少ない（？）弱点が明らかになります。ゲームを知らない方はお楽しみにー。

　さて、とんだ食べもの談義になりましたが、こんなふうにいろんな視点で物語を楽しんでいただけたらいいなあ、と思います。

　それでは、二巻までしばらくお待ちくださいませ。ゲームを知っている方、知らない方、どちらにも楽しんでいただけるようにがんばりますー。
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　解説








淵ふち井い　鏑かぶら（ニトロプラス）　　






　はじめまして。ＰＣゲーム版「ラメント」のシナリオを執しつ筆ぴつしました、ニトロプラスキラルの淵井と申します。

　今回、このようなノベライズのお話をいただきまして、大変嬉うれしく思っています。

「ラメント」は、２００６年10月にボーイズラブゲームのＰＣソフトとして発売されました。形態はテキスト主体のアドベンチャーゲームですが、様々な点で小説とは異なります。

　シナリオの他ほかにも音や絵、システムがそれぞれ世界を担になっており、さらに攻こう略りやくキャラクターごとにエンディングが異なります。

　特に、ＰＣゲーム版「ラメント」は攻略対象との恋れん愛あいを主とするボーイズラブゲームなので、「誰だれかとのエンディングを迎むかえる」ということを前提に作られており、ルートによっては主人公の考えや、取り巻く環かん境きようが少しずつ違ちがってくる場合があります。

　それをひとつのお話としてまとめるというのは非常に大変な作業だと思うのですが、今回、後藤リウさんに新たな要素や魅み力りよくを盛り込んでいただきまして、小説版『ラメント』はＰＣゲーム版をプレイされたかたも、そうでないかたも十分に楽しめるお話となっています。

　今回のノベライズでは、ＰＣゲームのシナリオをそのまま小説にするのではなく、後藤リウさんが描えがく「ラメント」の世界として物語が展開していきます。各キャラクターの登場するタイミングが少しずつ違っていたり、思おも惑わくや行動なども小説版ならではの切り口で語られていきます。

　これからどのようなお話が待っているのか。新たに描かれる「ラメント」の世界、どうぞご期待下さい。
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